
    
      
        
      
    

  
































悪役令嬢は、庶民に嫁ぎたい！！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　よくある話だけど。

　私、公爵家三女の『イザベラ・アリー・ロッテンシュタイン』は、前世の記憶を思い出した。

　前の世界では、コールセンターに勤める二八歳、独身女性。日本人。

　今の世界では、乙女ゲーム『ラブ☆マジカル』の悪役令嬢六歳。ロゼリアル王国人。

　うん、いわゆる転生だ。よくある話よね～……って、あってたまるかよっ!!

　なんで、転生してるの!!　私、いつ死んだの？　なんでっ!?

　そもそも、乙ゲーってフィクションでしょ？

　そのフィクションと全く同じ異世界があるなんて、おかしくない？

　そして、何でお約束のように、ヒロインを虐いじめる悪役令嬢に転生してんだよ!!　ラノベかっ!!

　創作物で日本人、異世界に転生しすぎだろっ!!




　しばらく心の中で悪態をつき続け、もはや語るべきことは無くなったところで……。

　改あらためて、私が前世の記憶を思い出すきっかけになった人物に、視線を戻す。

　よく、小説なんかになっている悪役令嬢物のテンプレ通りなら、前世の記憶を思い出すきっかけは婚約者になる予定の王子との顔合わせや、悪役令嬢の断罪イベント、もしくは絶体絶命の大ピンチ中といったところなんだろうけど、私の場合はそのどれとも違っていた。

　隣国にお嫁に行った姉へ誕生日プレゼントを贈る為に、両親が呼び寄せた馴な染じみの商人。

　その商人が連れて来ていた息子。そう、彼を見た瞬間に私は前世の記憶を思い出すことになった。

　私は、彼を知っている。

　九年後、ゲーム『ラブ☆マジカル』の舞台になる、王国立ロゼリアル魔術学院で出会うキャラクター。

　大商人の息子、ウルシュ君だ。ファミリーネームは知らない。

　ちなみに、彼は攻略対象キャラではない。

　大事なことなのでもう一度言おう。彼は攻略対象キャラでは、ない。

　具体的に言うならば、彼はサポートキャラだ。

　ミニゲームで稼いだポイントで、攻略やイベントに有利なマジックアイテムを売ってくれる。

　ある意味モブキャラなので、容姿は攻略対象のように整ってはいない。

　だが、前世の私の好みにドンピシャだった。

　ベージュに近い薄茶色の、モフモフした髪。童顔で柔和な顔立ち。

　そして、開いているのか、閉じているのかよく分からない、糸目。線目とも言うのだろうか？　とにかく細い目をしている。

　はじめは、フニャっとした笑顔のせいで糸目みたいに見えるのかと思ったが、ガチャで『Ｓレア』を出した時のビックリ顔でも糸目だったので、デフォで糸目なのだろう。

　可愛かわいい。癒やされる。なんか羊っぽい。らぶ。

『ラブ☆マジカル』は、友達招待アイテムを欲しがった友人から、「登録だけでも良いからしてくれ」と頼まれて始めたゲームで、イケメンキャラに全然興味を持てないなか、チュートリアル中に登場したサポートキャラのウルシュ君にハートを撃ち抜かれた。それからと言うもの、私はウルシュ君の為だけにログインし続けた。

　ウルシュ君からアイテムを買うと、「まいどあり～」の言葉と共に、ウルシュ君のイラストが笑顔に変わる。ウルシュ君が売っている、イベントごとのアイテムガチャをぶん回すと、『レア』を引いた時に、二頭身のチビキャラになったウルシュ君が「おめでと～」と、クラッカーを鳴らしてくれるイラストが見られる。さらにはガチャで『Ｓレア』以上を引いた時には、ビックリ顔イラストおよび、使い回しの二頭身のチビキャラになった（中略）等々のウルシュ君のイラストが見たいがために、食費を削りながら課金ガチャを、ぶん回し続けた。

　あ、このゲーム、基本は無料だけど、課金アイテムや課金ガチャなど、一部有料です。

　いつか、彼を攻略出来る日が来るんじゃないかと期待しつつ、給料のほとんどを注つぎ込み、食費を削って激ヤセし、栄養が足りずにフラフラしている毎日を送っていたところ、『ラブ☆マジカル』のグッズが先行販売だとか何だかで、電車で一時間ほどの街にあるショップにて発売されたのだ。

　ウルシュ君のグッズが欲しいっ!!　と、フラつきながらも出掛けて行ったのだが、辿たどり着ついた店頭でウルシュ君のグッズは作られていないことを知ってしまった私は、空腹とショックのあまり、帰りがけの階段の上で力尽きて……ん？

　ふおぉぉぉっ!!　私の死因が分かってしまった！

　栄養失調＆ショックによる階段転落事故死だ!!　飽食の時代の日本で、栄養失調って!!　アホかっ！　前世の自分っ!!

　それにサブキャラのグッズが無いのは、冷静に考えれば分かったことだろ前世の自分っ!!

　いや、まぁ、うん。それはひとまず置いておこう。

　もはや、前世の死因もアホな性格も、今はどうすることも出来ない!!

　だが!!　コレはチャンスじゃないか？

　乙ゲー転生を成した今、目の前にリアルウルシュ君が居るのだ!!

　命を削りながら、攻略する機会を待ち望み続けていたウルシュ君がっ!!　同じ世界に居るのだっ!!

　あぁ!!　もっと近くでウルシュ君を見たい!!

　子供時代のウルシュ君!!　近くでウルシュ君と同じ空気を吸いたいっ!!

　そうと決まったら、接近あるのみ。

　乗ってきた商会の荷馬車の横でしゃがんで、蟻ありの行列を熱心に見つめているウルシュ君に、そっと近づいていく。

　ふふふ。前の世界だったら声かけ事案発生で職質されそうなところだけど、今の私はウルシュ君と同い年だ。

　正々堂々と声かけ出来るのですよっ!!　ビバ転生っ!!

「ね……ねぇ、そこで何を見ていらっしゃるの？」

　くっ!!　蟻の行列を見ているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだけど、他に声かける為の話題が思いつかなかったよ。しかも、ちょっと嚙かんだし。
















　今日から、ウルシュ君への上手うまい話しかけ方を練習しなくては。

　そんな私の下手な声かけに、少し遅れて顔を上げたウルシュ君は、子供の頃から当然ながら糸目だった。可愛いぞ!!　テンション上がるっ!!

　突然声をかけてきた私を、不思議そうにキョトンと見つめてくるウルシュ君は、そのままコテンと首を傾かしげた。

　首を傾げた勢いで、モフモフの髪の毛が「もふん」と揺れる。な、なんだコノ可愛い生き物はっ!!　素晴らしいっ!!

「……蟻？」

　返答がワンテンポずれている！　ヒヤァァァァァっ!!　可愛いっ!!　可愛すぎるっ!!　ブラーヴォっ!!

　しかも、疑問形だっ!!　なんて可愛らしいんだ幼少期のウルシュ君っ!!　あぁっ神よっ!!　我が身の前に、この天使を遣わして下さったこと（以下、長々と神への感謝が続く）。

「あぁぁぁぁぁぁっ!!　可愛いっ!!　愛いとしいっ!!　私と結婚して下さいませぇぇっ!!」

　想おもいが抑えきれず、初対面で詰め寄りプロポーズをかます私の勢いについていけず、ポカンと口を開けるウルシュ君。

　可愛さと愛しさに悶もだえ、両手の拳こぶしをシェイクする私をしばらく眺めた後、幼ウルシュ君は、フニャリと笑い答える。

「いいよ～。大人になったら、お嫁さんに来てね。……絶対だよ？」

　ふおぉぉぉっ!!　私達！　結婚しますっ!!
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　ぃやっほ～い!!　なんとプロポーズ成功ですよっ!!

　わたくし、イザベラはウルシュ君に嫁ぎますっ!!

　いやぁ～。前世から、命削ってまで思い続けてきた甲か斐いがあったよ～。

　え？　子供の口約束？

　そうね。子供の口約束だよね～。ふふふ。

　子供の口約束で逃がさへんでぇ～。

　ニコニコしているウルシュ君の片手をガッツリ捕獲したら、いざ参らん!!　行動あるのみじゃっ！

　突然手を摑つかんで走り出した私に、素直についてくるウルシュ君。私に問いかける事もせず、トテトテとついてくるウルシュ君に、少し不安になる。

　この子、こんなに無防備で大丈夫かしら？

　たしか、大商人の息子よね？　こんなに無防備だと、誘拐とかされちゃうんじゃないの？

　心配になり、チラリとウルシュ君の様子を窺うかがう。うん。走っているウルシュ君も素敵。

「ねぇ、どこに行くの～？」

　私の視線に気づいたウルシュ君が、訊たずねてくる。

「私の両親の所ですわ。あ、申し遅れました。私、ロッテンシュタイン公爵家、三女のイザベラ・アリー・ロッテンシュタインと申します。これから末永く、よろしくお願いいたします」

　ウルシュ君の手を摑んで屋敷まで疾走しながら自己紹介をすると、ウルシュ君は息を吞のみ、驚いた表情をする。

　ふふっ、驚いていても、目が開かない。可愛かわいい……じゃなくて。まぁ、驚くよね。

　普通、公爵家の令嬢は、出会い頭にプロポーズかまさないよね。

「僕は、ウルシュ・スネイブル。スネイブル商会の次男だよ」

　ウルシュ君のファミリーネーム!!　キタ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!

『スネイブル』ですね!!　私は将来『イザベラ・アリー・スネイブル』になります!!　これ決定です。

「でも、公爵家の娘さんなら、商人の僕のところにお嫁に来ることは出来ないんじゃないかなぁ？　……一緒に逃げる？」

　ちょっ!!　一緒に逃げてくれるの？　嬉うれしいっ…………じゃなくて。

「大丈夫ですわ。私の予想だと、上手うまくいくハズですのよ」

　そう。イザベラの家がゲームの設定通りなら、この結婚。ゴリ押しすれば通るはず。多分。

「ですので、私に任せて下さいな!!」

「うん。良く分からないけど、イザベラに何か考えがあるなら、任せるよ～」

　ウルシュ君は、フニャリと笑うと頷うなずいた。可愛い。

　そして、イザベラと名前呼び!!　幸せすぎるっ!!

　この幸せを一生物にする為、私、全力で頑張るよっ!!





◆◇◆◇◆






　ここで、『ラブ☆マジカル』の悪役令嬢、イザベラの家庭環境を説明しよう。

　父は、現ロッテンシュタイン公爵であり、ロゼリアル王国の宰相。

　母は、現ロゼリアル王国国王の妹。つまり元王女だ。

　ちなみに、父と母は恋愛結婚である。

　そして子供は五人。イザベラの上に、二人の姉と二人の兄がいる。

　長女は、隣国であるディアナ王国の王太子のお嫁さん。つまり王太子妃だ。

　ちなみに恋愛結婚である。

　長男は、それなりの魔力を保有しており、現在父であるロッテンシュタイン公爵の補佐をしながら、王宮の魔術師団本部に出入りしている。

　婚約者は魔術師団団長のご息女。

　ちなみに大恋愛の末の婚約である。

　次男は、剣の才能があり、近この衛え騎き士し団だんに所属している。

　婚約者は近衛騎士団団長のご息女。

　ちなみに大恋愛の末の婚約である。

　次女は、まだ在学中だが、辺境伯のご子息と婚約中。

　ちなみに大恋愛の末の婚約である。

　……おわかり頂けただろうか？

　えぇ、そうですね。ロッテンシュタイン公爵家は、権力を持ちすぎですね。

　王家に、隣国の王家に、魔術師団、近衛騎士団、辺境伯……フルコンプしてんじゃねぇかっ!!

　権力が偏りすぎて、他の貴族達から危険視されるわっ!!

　そして、貴族にしては珍しく、恋愛結婚至上主義!!

　加えて、イザベラのゲーム設定は、第二王子の婚約者。

　一体、ロッテンシュタイン公爵家はどこへ向かおうとしているのか。

　ちなみに、イザベラの婚約に限っては、第二王子に一ひと目め惚ぼれしたイザベラの我が儘ままによる、ゴリ押しの婚約の為、大恋愛の末の婚約とは言い難い。

　ゲームでは第二王子は全てに関して無関心・無感動で、婚約者が誰であろうとどうでも良いと、イザベラとの婚約を受け入れる。しかしゲームの舞台となる魔術学院でヒロインと出会った第二王子は、彼女に心を動かされて恋に落ちる、といったストーリー展開が続く。でも、そんな展開を、第二王子の婚約者である悪役令嬢イザベラが許す訳もなく、イザベラはヒロインを散々虐げ、犯罪まがいの手を使いヒロインを排除しようとする。

　まぁ、最終的には第二王子にイザベラの所業は全てばれるんだけどね。やっぱり勧善懲悪は、物語の基本でしょ。

　イザベラと第二王子の婚約は、他の王族や貴族達から、権力が偏りすぎていると反対されていた婚約だった為、ゲームの見せ場になる悪役令嬢イザベラへの断罪イベントで、イザベラと第二王子の婚約破棄が行われた後、ロッテンシュタイン公爵家は国家転覆を謀ったと罪に問われて、爵位降格。

　悪役令嬢のイザベラは、ヒロインに対する犯罪まがいな所業の数々が白日の下となり、ルートによっては、処刑されるか、身一つで国外追放されるか、商人の中年男の後妻として嫁がされ、散々馬鹿にしていた庶民の立場へと落とされるかのいずれかの顚てん末まつを迎えるのだ。

　と、いうことはですよ？　現時点で権力が偏りすぎているなら、はじめから私が爵位を持たない庶民に嫁げば、さすがにプラマイゼロとまではいかないけど、多少はバランスが取れるんじゃないの？

　しかも、第二王子と婚約しなかったら、ヒロインと第二王子の関係に嫉しつ妬としてヒロインを虐いじめる必要がない。だから処刑されずに済むんじゃないの？

　ゴリ押しで、他の王族や貴族達の反対を押し切ってまで第二王子と婚約出来るくらいなんだから、ゴリ押しさえすれば、商家の次男と婚約することだって出来る筈はずよね。

　むしろ、第二王子との婚約よりも容易たやすいのでは？　と、私は思うのですよ。

　さらに、親兄弟の全員が恋愛結婚や恋愛婚約しているんだから、蝶ちようよ花よと可愛がられている幼い末娘の頼みとあれば、そこまで反対されることなく、何とかなる気がする。

　そういうことで、前世の記憶を取り戻し、悪役令嬢イザベラの設定を思い出した私には、勝算があった。




　ウルシュ君と一緒に、商談中の両親がいる大広間へと飛び込んでいく。

　私が突然大広間へ乱入したことにより、目を丸くして戸惑っている両親に向かって、単刀直入・先手必勝とばかりに言い放つ。

「お父様、お母様!!　私、彼と結婚いたしますわ!!」

「〝結婚したい〟ではなく、〝結婚します〟と断定して宣言したところがポイントですね。意志の強さと想おもいの強さを感じさせる、いい攻撃です。それを迎え撃つは、ロッテンシュタイン公爵選手。イザベラ選手の奇襲ともいえる先制攻撃に、咄とつ嗟さに反応できません。イザベラ選手は、ロッテンシュタイン公爵選手の出方を窺っているようです。両者、向かい合ったまま動きません。膠こう着ちやく状じよう態たいが続きます。どちらが先に動き出すのか、目が離せませ」「お母様、少し黙ってて頂けませんか……」

「は～い。イザベラちゃん」

　硬直してしまったお父様と違い、実況中継始めるあたり、お母様はかなり余裕があるな。

　いや、逆に混乱しているのか？　実況中継する元王女とか、聞いたことないよ。

　そんなやり取りをお母様としている間も、お父様は硬直したまま、あっ……倒れた。

　この、ショックで倒れた繊細な心をお持ちのお父様は、身長二ｍ超え、体重百㎏超えの大男だ。太っているのではなく、筋肉の塊。

　公爵や宰相として書類仕事に追われているよりも、斧アクス系武器や鎚ハンマー系武器を持って、戦場の前線を駆け抜けている方が似合う。

　そんな体型なので、倒れたお父様を使用人達が慌てて抱え起こそうとするも、数人がかりでも持ち上げられず、引きずって大広間から運び出すことになった。

　……まさか、お父様が倒れる程のショックを受けるなんて、予想していなかった。

　いや、だってさ。すでに長女は他国にお嫁に、次女は国境付近の領地を持つ辺境伯子息と婚約しているにもかかわらず、三女が結婚したい相手を連れてきただけで、この屈強な成人男性が倒れる程のショック受ける？　予想外すぎだよ。

　想像もしていなかった展開に呆ぼう然ぜんとしている中、お父様を運び出す為に使用人達は慌てて走り回り、商会の会長は崩れ落ち、商会の従業員達は並べられた商品が邪魔にならないよう、移動させる作業に追われた。

　お母様は〝あらあら、まあまあ、うふふふふふふ〟と笑い続けている。

　私はカオス状態の大広間で、ウルシュ君と二人で立ち尽くした。

「イザベラのお父さん、倒れちゃったねぇ。頭を打ってたみたいだけど、大丈夫かなぁ……」

　ウルシュ君は眉まゆを八の字に下げ、お父様が引きずられるようにして運び出されていった扉の方に視線を向ける。

　きっとすぐには賛成して貰もらえないだろうと思い、説得する為のプランを練っていたのだが、それどころではなさそうだ。

　こんな状態では自分に出来ることは無いので、心配した様子のウルシュ君を安心させることを優先させよう。

　え？　お父様の様子を見に行けって？

　それは後回しでいいよ。うん、後回しで。お母様や使用人達が付いてるから大丈夫。

「お父様のことでしたら大丈夫ですわ。ご覧になった通り、丈夫な身体からだを持ったお父様ですもの。倒れて頭を打つくらい、たいしたダメージではありません」

「身体にダメージは無くても、心にダメージを受けたんじゃないかなぁ……」

「うっ！　かも……しれませんわね。心配をお掛けして申し訳ないですわ」

「心配はするよ。イザベラのお父さんだもん。結婚を認めて貰わなくちゃいけないからねぇ」

　ウルシュ君!!　私との結婚に乗り気なんだねっ!!　嬉しいよっ!!

「も、もしもですけど……。もしお父様のお許しが貰えなかった時は……」

「二人で逃げちゃおうねぇ～。すぐには無理だけど、自分達で生活できるようになったら、王都から出て行こうか。それまでにイザベラを養っていけるようになっておくよ～」

　ウルシュ君はフニャリとした笑顔を浮かべて、当然のように逃避行の案を出してくる。

　あぁ、さっき言っていた「逃げる？」って質問は本気だったんですね!!

　ウルシュ君と暮らせるなら、逃避行だろうが貧しかろうがバッチこいですよ！

　ゲーム通りに進んで処刑か中年男の後妻になってしまうことを考えたら、ウルシュ君との逃避行なんてパラダイスじゃないか!!

　ゲームで私とウルシュ君が魔術学院に通っていたことを考えると、二人共魔法が使えるはずだから、逃避行生活も何とかなるんじゃない？

「でしたら、二人で行商をいたしましょうっ!!」

「わぁ、それは良いねぇ。じゃあ、今日から父さんのお店でお手伝いして、お小遣いを貯ためておくよ。はじめは小さな荷馬車からになるけど良いかなぁ？」

「もちろんかまいませんわっ!!　やはりはじめは薬草や香辛料を売るのが良いかしら？　今から薬草についての勉強を始めますわね!!」

　どんなゲームでも、初めのクエストは薬草採取から始まるからねっ!!

『ラブ☆マジカル』のミニゲームでも薬草やキノコの採取があったから、需要はあるんだと思う。

「薬草については、僕に任せて～。調合も出来ると思うよ」

　ふふふ……、と笑いながら頼りになる発言をするウルシュ君。

　さすが商人の息子なだけあって、薬草にも詳しいんですね。素敵!!

　でも〝出来ると思うよ〟って、なんだろう？

　方法は知っているけど、実際にしたことがないっていう意味かな？

　良く分からないけど、ゲームでのウルシュ君は自分が錬金術で創ったアイテムや回復薬とかを売ってたから、調合が出来るであろうことは疑う気は無いし、問題も無いんだろうけど。なんか含みのある言い方したわね。……そんな、ミステリアスさも兼ね備えたウルシュ君っ!!　素敵っ!!

　そんなこんなで二人で手を取り合って未来の行商計画を立てていると、這はうようにして一人の男性が近づいてきた。

「まって……待ってくれ二人共、その計画は待ってくれ……」

　あ、この人、さっき崩れ落ちていたスネイブル商会の会長さんだ。

　ん？　と、いうことは？

「あれぇ～？　どうしたの？　父さん。四よつん這ばいで手足をプルプルさせて……生まれたての小鹿の真似まね？」

　ウルシュ君が首を傾かしげながら、目の前に這いつくばる男性に声をかける。

　そうよね、スネイブル商会の会長さんっていうことは、ウルシュ君のお父様でもありますよね～。

　ちゃんと、ご挨あい拶さつしておかなければ……。

「改めまして、こんにちは。私、ロッテンシュタイン公爵家三女の、イザベラ・アリー・ロッテンシュタインと申します。将来のお義父とう様にお会いすることができて光栄ですわ」

「え……将来のお義父様……、いや、うん。それは置いといてですね、イザベラお嬢様……。私はそこにいるウルシュの父、ネイサン・スネイブルと申します。スネイブル商会の商人として、何度かお会いしたことがございますね」

「えぇ、いつも素敵な髪飾りやドレスを作って頂いて、感謝していますの」

　スネイブル商会は、素敵な生地や素敵なアクセサリーを取り揃そろえていて、ドレスのデザインも素敵。製作、納品も早いと貴族女性に評判の商会でもある。

　ただ、スネイブル商会をロゼリアル王国でも、一、二を争う大商会に押し上げている商品は別だ。

　スネイブル商会の真髄は、『マジックアイテム』にある。

　なんでも、錬金術師の才能がある者の育成、雇用に力を入れ、マジックアイテムの工房を沢山持っているとか。

「いえいえ、こちらこそ、ロッテンシュタイン公爵家には贔屓ひいきにして頂き、有り難いです。……ところで、そこにいるウチの息子と、少々話したいことが御座いまして……お借りしてもよろしいですか？」

　何の話かな？　やっぱり結婚についての話？

　自分のお父様だけ説得できれば良いつもりでいたけれど、よく考えれば、ウルシュ君のご家族の説得も必要だよね。うっかりしてたよ。

「かまいませんわ。ウルシュ君、私は向こうで待っているから、お義父様とゆっくりお話ししていらして」

「分かったぁ。すぐ戻るから待っててねぇ～」

　ほわほわした空気を撒まき散ちらすように笑い、手を振るウルシュ君に癒やされながら、その場を離れた。
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「ウルシュ……どうしてこんなことになってしまったんだ……」

　大広間から廊下に出た途端、父さんは壁にもたれかかるように脱力して、両手で顔を覆った。

　父さんの苦悩も分からないわけではない。いくら大商会と言っても、爵位も持たない平民が公爵家の令嬢、それもかなり地位の高いロッテンシュタイン家の令嬢と婚姻が結べるはずがなかった。

　それなのに、息子がその令嬢と結婚の約束をした上に、公爵夫妻に宣言し、挙句の果てにショックで公爵が倒れる騒ぎになったのだ。

　全くどうしてこんなことになったのかと、頭を抱える父さんに状況を説明する為に、順を追って、始まりから思い出すことにした。
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　僕の母さんは弟を産んだ後、『さんごのひだち』が悪いらしくて、ずっとベッドから出られない。

　十歳の兄さんは商会を継ぐ為、勉強しに小学校に行ってるし、弟は赤ちゃんだから乳母さんが見てる。

　だから父さんが、僕が一人で寂しいんじゃないかって、商談に連れて行ってくれるんだけど……正直、家か店に残っていた方がマシだと思ってる。

　連れて行かれても、結局は馬車の中でお留守番だし、馬車の中は退屈。

　だけど馬車から出て、うっかり商談相手の貴族の子供に見つかったりしたら、庶民だからって散々馬鹿にされたり、酷ひどい時には暴力を振るわれたりするから、我慢して退屈な馬車の中に引きこもる。

　アイツら、僕の目が細いから、目が開いてるのかどうか分からないって馬鹿にしてくるし、僕のフワフワとまとまりのない髪を、中に何か住んでいるんじゃないかって揶揄からかって摑つかんでくるし。

　イジメられ続けて、最近、自分の見た目が嫌いになってきた。

　それに、ウチの商会が曾そう祖そ父ふの代で大きくなったことで、一部の貴族からやっかみも込めて『ファフニールの一族』と呼ばれているのもイジメの原因のひとつかな。

『ファフニール』っていうのは黄金に執着して、抱え込んでいる毒竜のことなんだって。その毒竜にたとえることによって、大きくなったスネイブル商会を金の亡者の成金って蔑さげすんでいるらしい。

　もう、貴族なんて偉そうだし、意地悪だし、嫌いだ。

　だったら、一緒に商談に行きたくないって言えば良いんだけど、父さんが僕達の為に一生懸命に仕事をしていることも、三人兄弟の真ん中で放置されがちの僕を心配していることも知っているから、父さんに心配や迷惑をかけたくなくて言えずにいる。

　そんなこんなで今日、父さんに連れられて来たのは、ロッテンシュタイン公爵家のお屋敷だった。

　敷地が広く、門の中なのに林と森がある。あ、小川も流れてる。これは、もはや『庭』って呼べないよね。

　こんな広い敷地と屋敷を持つ『公爵』というのは、なんでも爵位の中で一番上らしくて、王家の次に偉いらしい。

　現ロッテンシュタイン公爵は、この国の『宰相』っていうのをしているそうで、その奥さんの、ロッテンシュタイン公爵夫人は、今の国王の妹なんだって。

　その公爵ご夫妻が父さんを呼んだのは、隣国の王太子に嫁いだ長女さんの誕生日プレゼントを贈る為らしい。

　王太子って、あれでしょ？　次の王様になる予定の人でしょ？　ということは、その長女さんは隣国の次期王妃ってことだよね？

　ロッテンシュタイン公爵家って、権力凄すごくない？

　あぁ、嫌だなぁ。今までの貴族の家よりずっと、偉そうで、意地悪な人がいるんだろうなぁ。

　絶対に、今日は馬車から出るの止やめておこう。

　──って、思っていたんだ。四時間前までは。

　……公爵ご夫妻、買い物長いよ。

　たしかに、荷馬車を三台連れてきた時点で、長くかかりそうだなって予想していたけど、四時間以上かかるとは思わなかった。

　我慢できずに馬車を降りると、商品の上げ下ろしをしているウチの店員達の邪魔にならないように、端の方でしゃがみ込んだ。

　あ、蟻の行列だ。餌を巣に運んでいる蟻達と、商品を持って、屋敷と荷馬車を往復している従業員の姿が似ていて、少し面白いかも。

「ねぇ、そこで何を見ていらっしゃるの？」

　蟻の行列に気を取られていると、すぐ近くから、歌うような澄んだ声が聞こえてきた。

　その声に顔を上げると、今まで見たことも無いくらい綺き麗れいな女の子が僕を見ていた。

　金貨を溶かして、糸にしたような輝く金色の髪。波打つその髪はふわりと広がってキラキラと光を反射して眩まぶしいくらいに輝いている。

　そして長い金色のまつげに華やかに縁取られた、青く深く、それでいて、吸い込まれるような透明感のある瞳ひとみ。白く透き通った、陶器のような肌。

　妖よう精せい？　それとも、まだ子供の女神様？

　なんで、こんな所にいるんだろう？

　なんで、そんなに嬉うれしそうな、幸せそうな笑顔を僕に向けているんだろう。

　そういえば、何かを聞かれた気がする。何だっけ？　……何を見ているのかって聞かれたよ……ね。たしか。多分。

「……蟻？」

　あ、疑問形になっちゃった。この綺麗な子に、自分の見ている物も分からない子だと思われたらどうしよう。

　そんな僕の心配をよそに、彼女は頰を上気させながら目をキラキラさせて、嬉しそうな笑顔を深めていく。

　一体、どんな良いことがあれば、凄いことがあれば、人はこんなに嬉しそうな表情が出来るのだろう。

　なんだか見ている僕まで嬉しく、幸せな気分にしてくれる、そんな笑顔だ。

「あぁぁぁぁぁぁっ!!　可愛いっ!!　愛いとしいっ!!　私と結婚して下さいませぇぇっ!!」

　…………。

　………………。

　……え。………………なんて？

　今、彼女は『結婚して下さい』って言った？

　誰に？

　僕に？

　え？　僕？

　え？　なんで僕？

　いやいやいや……彼女は、僕には勿もつ体たい無いんじゃないかなぁ？

　それに、僕の一族はファフニールって呼ばれている一族だよ？

　そんな僕にプロポーズするなんて……あぁ、僕がファフニールって呼ばれている家の子だって、彼女は知らないのかな？

　考えている間にも彼女は頰を上気させ、キラキラした目で僕を見つめている。

　両手で拳こぶしを握り、上下にブンブン振って、興奮気味だ。

　……可愛いなぁ。

　ずっと傍そばで、こんな彼女を見ていられるなら、きっと幸せな人生だろうな。

　笑顔だけで、僕をこんなにも幸せな気持ちにしてくれる人は、他にいないだろなぁ。

　きっとこれから先、世界中どこを探しても、僕をこんなにもキラキラした目で見てくれる人は他に現れないだろなぁ。

　うん。そうだね。僕には勿体無い子だと、分かっている。

　きっと、僕なんかと結ばれて良いような子ではないと分かっている。

　でも、僕、この子が欲しいな。キラキラ幸せそうに笑う、この子が欲しい。この子を僕の『宝物』にしよう。

　本当は、スネイブル家の一族が『ファフニール』って呼ばれているのには、金の亡者の成金商会っていう意味の他に、もう一つの意味が隠されていることを、僕は知っている。

　うちの一族って、昔から何か一つの『物』や『人』、『行為』に異常に執着しちゃうんだよね。

　自分の『宝物』だと思った物や人に固執して、何としてでも手に入れ、奪われないように牙きばを剝むく性格を、『宝物（黄金）』に固執して、抱え込むファフニールみたいだって言われているみたい。

　いつか僕にも宝物が出来るって言われていたけど、僕の宝物は彼女だ。

　彼女が僕の『宝物』で、僕の『唯一』。

　彼女が今みたいなキラキラした笑顔を僕に向けてくれるなら、僕は何だってするし、何だって手に入れよう。

　彼女が望むなら、この世界だって手に入れて、リボンで可愛く飾ってプレゼントするよ。

　だから僕の物になってね。

「いいよ～。大人になったら、お嫁さんに来てね。……絶対だよ？」

　絶対だよ。絶対に逃がさないからね？
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　荷馬車の横で出会ったところから、出来事や会話を簡単に説明をすると、父さんに宣言する。

「彼女が、イザベラが、僕が見つけた『唯一の宝物』だよぉ」

　父さんは、深くため息をつくと、僕にすがるような視線を向ける。

「そこを何とか諦あきらめて、他のものに変更することは……」

「出来ないよぉ。知っているでしょ？」

　父さんは絞り出すように、そうか、と呟つぶやいた後、腰に手を当て再び大きくため息をつく。

「そうだよなぁ……。変えられないんだったよなぁ。……だったら何か対策を考えよう。特に、母さんに対する対策は、特によく話し合う必要がある。彼女は『子供に関すること』では、すぐに暴走するからね」





◆◇◆◇◆






　ウルシュ君とお義父様が大広間から出ていき、一人になった私は、外へと出るテラスの方で、スネイブル商会の従業員達が集まっているのを見つけ近づいていく。

　もしかしたら、ウルシュ君のお義父様について何か知ることが出来るかもしれないからね。

　説得をするにはまず、相手の性格や好き嫌いなどの情報収集が大切だ。

「じゃあ、撤収作業に入るぞ～。公爵夫妻が候補に絞っていた十点と、悩んでいた五点は、後日持って来やすいように第一倉庫、それ以外は第二倉庫へと運んでいく」

　どうやら持って来た商品を、倉庫へと持ち帰ることになったらしい。

　ドレッサーや、鏡台、巨大な姿見といった家具物も多いので、荷馬車に運び込むのも一苦労しそうだ。ちょっとした展示場程の商品数があるので、何往復になることやら……。

「【クローゼット】が使えればいいのに……」

【クローゼット】とは、ゲーム『ラブ☆マジカル』における『アイテムボックス』のことだ。

　だったら、『アイテムボックス』でいいじゃん、と言いたいところだが、女性向けの乙女ゲームらしい演出なのか、【クローゼット】と呼ばれている。

　多分、この【クローゼット】は『空間魔法』とかいうのに分類されるんだろうな。

　使えたらかなり便利なので、この世界での発動条件を知らないのが残念だ。

「【クローゼット】オープン!!　なんちゃって☆」

　出現しないと分かっているけど、諦め悪く冗談めかして唱えてみたり…………って……え？

　自分の目の前三〇㎝程の距離に、半透明の【クローゼット】が現れ動揺する。

　いやいやいや、駄目もとで言ってみただけなのに、出てきちゃったよっ!!　こんなに簡単に発動出来ちゃう物なの？　ファンタジー世界スゲー。

　あっさり発動出来た【クローゼット】だが、結構な大きさがあるにもかかわらず、周りの人達が気が付いている様子はない。

　どうやら、発動させた本人にしか見えてないようだ。

　首を左右に振ると、【クローゼット】は一緒に移動し、目の前のポジションをキープしている。

　……なんで開いたの？　ゲームの仕様じゃないの？

　そして、生まれて初めて開いたのに、なんでアイテムが詰まっている表示がされているの？

　っていうか、これどうやって操作するの？　タッチパネル式？　それとも意思に反応する系？

　じっと、現れた【クローゼット】を見つめる。

　何もない空中で手を動かしている姿は、周りから見たら奇妙だろうと思い、意思での操作を試みる。

　え～と……。おぉ、意志での操作が可能っと。ふむ、中身は分類分けされているね。

　回復系アイテム欄を開く。よし、開いた。

　回復薬と、装備系、お守り系、その他とさらに分類されているわね。

　回復薬はポーション類だと思うから……装備系を見てみよう。

　…………。

　あぁ、これ、私が前世のゲームで手に入れたアイテムだわ。

　食費を削ってまで課金し続けたその全てを、私は転生先に持ってきたらしい。

　これって世に言う、チート系の転生とかいうやつ？　我ながらアイテム量が凄いことになってるわ。

【クローゼット】の中に、何が入っていたかを簡単にチェックする。

　アイテムの内容よりも、アイテムを手に入れる際のウルシュ君との交流を重視していたせいで、自分がどんなアイテムを持っているのか覚えていないのだ。

　装備アイテムの『魅力を上げるドレス』といったガチャのノーマル品は、アイテムコンプする間にかなりダブるのだけど、そういったダブリ品は希望する他プレイヤーさんに、ノーマル品のドレス等十種類をポーション等の使い切りアイテム一個と交換していたので、数は少ない。

　ちなみにポーションはミニゲームのポイントで購入するか、課金にて一五〇円で手に入る物。

　ガチャアイテムは二〇〇～五〇〇円なので、それ十点と使い切りアイテム一点との交換は破格だとかなり人気で、だいぶ死蔵品を処分することが出来た。

　課金ガチャの景品で【クローゼット】の容量が一杯になるのを防ぐ為の行為だったが、転生先に持って来るなら、同じドレス複数よりポーションの方が使い道があるので、前世の自分に良くやったと言いたい。

　当然その代わり、ポーションが異常なほどあった。

　ポーションは、『魔力回復薬ＭＰポーシヨン』と『体力回復薬ＨＰポーシヨン』の二種類で、レベルが四段階。低（三〇％回復）・中（五〇％回復）・高（八〇％回復）・神（全回復）。

　多分、戦争とかが無い限り、この世界の定価で売ったとしても、五年分くらいの在庫がある。

「よし、ウルシュ君と行商することになったら、これを売ろう。元手がタダだし、いい稼ぎになるわ」

　消失しているアイテムも多数あった。

　まず『エフェクト系』。ホーム画面でアバターの周りにハートを浮かせたり、キラキラさせたり出来るという物なんだけど……。

　物じゃないから【クローゼット】に入ってなくて当然だよね。実体の無い物質じゃ取り出しようがないわ。

　あとは、『隠れＳＳＳレア』だった整形アイテム『七大罪の魔眼』。

『隠れＳＳＳレア』ってなんぞ？　と思われるだろうけど、何のイベントの、どのガチャに、何の大罪の眼が出現するか分からない、幻のレアと言われていた。

　公式でも、『七大罪の魔眼』シリーズについての発表は何もなく、公式が存在を明言していないので「景品表示法なんか知ったことではない」とでも言うかのように、出現率が驚くほど低かった。

　さらに交換不可のアイテムの為、欲しければ自力で出すしかないのだ。

　それ故、七大罪全てをコンプするのは不可能と言われていた。

　え？　私？　私は七大罪全てコンプしましたけど、何か？

　アバターの瞳の色を変えられるってだけで、何の効果も無いアイテムだったけどね。

　その上、当ててもウルシュ君から何の反応も返ってこないのだ。なんやねん。

　まぁ【クローゼット】に残っていなかったけどね。

【クローゼット】の中に眼球がゴロンと入っていたところで、驚くし困るから、残っていなくて良かったけど。

　さて、他に確認するものと言えば、武器と食べ物系なんだけど……。武器は今はいいや。

　大勢が作業している大広間で急に公爵令嬢が大剣を取り出したりしたら、騒ぎになるのは目に見えてるし。

　むしろ六年間一度も開けたことのなかった【クローゼット】に入っている、食べ物の状態の方が気になる。

　え～と、例えば……この『ジャイアントフロッグのホットサンド』。

　ジャイアントフロッグって何？　巨大蛙のホットサンドってこと？　え、ゲテモノ系？　そんなの入れたっけ？　怖いわぁ……。

　んっ？　ジャイアントフロッグ？　あぁっ!!　そうそうっ!!　『ラブ☆マジカル』のＶｅｒ．２のイベント、『ジャイアントフロッグ大量発生ハーベストイベント』で作った料理だ。

　今思うと、すっげぇイベントだな。……うん？　あれ？

　悪役令嬢イザベラは、Ｖｅｒ．１の悪役の一人で、Ｖｅｒ．２にはいない筈はずだけど？

　これ、イザベラの私が持ってるの大丈夫か？　時系列とか因果律がおかしくならないか？

　……良く分からないけど、それについては考えても仕方ないから放っておこう。

　とりあえず、謎なぞの料理『ジャイアントフロッグのホットサンド』とやらを取り出してみる。

　よし、腐ってないし……出来立てほやほやで、まだ熱い。そして意外や意外、見た目普通で美味おいしそうだ。

　おそらくだけど、【クローゼット】さんは『空間魔法』ではなく、さらに上位の『時空間魔法』みたいな感じ？　そんな魔法があるのか知らんけど、中に入れた物の時間が止まるっぽいから、時間操作系の要素が入っていると予想。

　もう一度ホットサンドを収納してみる。もう一度取り出す。また収納。よし、出し入れは問題なく行えるね。

　では、元々中に入ってなかった物はどうだろう？

　大広間に飾ってある、花の活いけられた花瓶に触れてみる。

【クローゼット】に収納する。よし、出来た。

『花の活けられた豪華な花瓶』が【クローゼット】の中にたしかにある。

　今度は取り出す。もう一度収納。また取り出す。よし、問題は無いな。

　問題が無いことを確認したところで、商品を運んでいるスネイブル商会の従業員さん達に接近する。

「イザベラお嬢様！　どうされましたか？　今、商品の移動中で危険ですので、あちらの方でお話を伺いましょう」

　作業中の従業員の一人が駆け寄ってきて、私を安全な位置に誘導しようとするのを手で制する。

「いいえ、私は皆さまが商品を運ぶのが大変そうでしたので、手伝いに来たんですの」

　私の発言に、他の従業員さんまで振り返り、ギョッとした表情を向ける。

　たしかに公爵令嬢が荷運びを手伝うのは珍しいと思うけど、そんなに驚かなくても……。

「お嬢様がですかっ!?　いえいえっ!!　重たいですし、お嬢様にそのようなことはお願いできませんっ!!」

　首が千切れるんじゃないかと思うくらいに首を横に振る従業員。そんなに遠慮することないのに。

「持ち上げる訳じゃないから、平気ですわ。こうすれば沢山運べますし」

　そう言うと、試しに近くにある鏡台に触れ、【クローゼット】に収納して見せる。

　目の前から突如消失した鏡台に、周りにいた従業員達の動きが止まった。

「……」

「……」

　ごめん、なんか驚かせた？　あぁ、大切な商品が消えたから、不安になっちゃったのかな？

　従業員達が困惑して動けないでいるようなので、一度鏡台を取り出して、商品が無事であることを確認して貰もらった方が良いよね？

　苦笑いをしつつ、そっと【クローゼット】から鏡台を取り出す。

「「「「「「……っつ!!　っえええええぇぇぇぇええっ？？」」」」」」

　再び出現した鏡台に、喉のどが潰つぶれるのではないかというくらいに絶叫する従業員達。

　いや、驚きすぎだからっ!!　魔法のある世界なんだから、そんなに驚くことでもないよねぇ!?

　もしかして、【クローゼット】を知らないの？　持っている人の少ない、珍しいスキルなのかな？

「えっと、多分『時空間魔法』の一種だと思うんですけど、私は品質を保ったまま収納出来る魔法が使えるんですの。その魔法で、商品を運ぶ手伝いが出来ますので……どうかしら？」

　口をパクパクさせながら驚きよう愕がくで動けないでいる従業員さん達に種明かしをするが、あまり状況を鎮めることが出来ない。どうしたら良いかと困惑していると、助けが現れた。

「お前達、一体何を騒いでいるんだ。イザベラお嬢様が困っているだろう」

　振り返ると、ウルシュ君とお義父様、そして何事かと集まってきた我が家の使用人達がいた。

「っつあ!!　かかかか会長!!　そのっ！　そ、そのっ！　こちらのイザベラお嬢様がそのっ!!」

　声をかけられた従業員さんが事情を説明しようとするも、動揺しすぎて何の説明も出来ていない。

　いつまでたっても状況が説明出来そうにないので、私が説明を引き継ぐことにする。

「運ぶものが多くて大変そうなので、私の『時空間魔法』で運びましょうか？　と提案していたのですわ」

【クローゼット】が『時空間魔法』と分類されるのか定かでないが、言い切る。だって他に説明のしようがないし。

「え？　『時空間魔法』ですか？　……どういった魔法でしょうか？」

　お義父様が首を傾げて聞いてくる。

　記憶が戻る前に、お義父様に何度か会ったことがあるが、その時は全く気づかなかったけど、ウルシュ君ってお義父様似なんだね。特に糸目なところとか。

　成長したウルシュ君を瘦やせ型がたにしたら、お義父様だ。

　大商会の会長をやっていくには、気苦労が多くて瘦せるんだろうか？

　そんなことを考えつつ、お義父様に視線を向ける。

「品質を保ったまま、時間の止まった空間に物を収納する魔法ですわ。ほら、このように」

　そう言うと鏡台やチェスト、姿見といった物に次々触れていき【クローゼット】に収納していく。

　大広間に残っている商品全てを収納し終わると、お義父様の前に戻る。

　ポカンとして動かなくなったお義父様と、我が家の使用人達。いや、何か言ってよ。

　結局、普通に反応を返してくれたのは、愛しのウルシュ君ただ一人だった。

「わぁ～。イザベラは凄すごいねぇ。ところで、その時間が止まっているっていう空間から、どうやって取り出すの？」

　パチパチと手を叩たたき喜んだ後、コテンと首を傾げて不思議そうにするウルシュ君の可愛さに内心悶もだえつつ、それでも冷静を装いながら、商品を二～三点取り出して見せる。

「このように、収納と取り出しは自由自在ですわ」

「わぁ!!　商人が一番羨うらやむ魔法だねぇ～。大きな荷馬車が無くても商品を運べるから輸送が楽々だよぉ～」

　そんな会話をしていると、ようやくスリープモードから再起動した我が家の使用人が、大広間から飛び出して行った。

「おおおお奥様ぁっ!!　旦だん那な様ぁっ!!　一大事に御座いますぅぅぅぅ!!」

　使用人の叫びが遠のいていくのを聞きながら視線を前に戻すと、満面の笑みを浮かべたウルシュ君親子がこちらを見ていた。

「確認したいことがあるのですが、よろしいでしょうか？　イザベラお嬢様」

　放心状態が解けたらしいお義父様が、笑顔で声をかけてくる。

　凄い笑顔だ。揉もみ手でまで始めそうな勢いのある、良い笑顔だ。

「かまいませんわ。なんでしょう？」

「その『時空間魔法』というのは、術者が移動すれば収納された物も一緒に移動する、と考えて良いのですか？」

「もちろんですわ。収納した場所から遠く離れた所に移動しても、取り出すことが出来ますわ」

　前世のゲーム等の知識があり、アイテムボックスの設定に慣れている者からすれば、何をそんな当たり前のことを……と思うだろうが、彼等からしてみれば初めて目にする未知の魔法らしい。疑問点が多いようだ。

「なるほど。もう一つ、先程おっしゃっていた〝品質を保つ、時間が止まった空間〟というのは具体的には、どういったものなのでしょうか？」

　さて、どう説明したらいいかしら？

　中に入っている物の品質が保たれていて、なおかつ時間が止まってます、と証明するなら、実際に中に入っていた熱々の『ジャイアントフロッグのホットサンド』でも渡せばいいのだけど……。

「これ、どこで手に入れたの？」と聞かれたら困ってしまうな。

　絶対にこんなメニューは公爵家では出て来ないだろうから、公爵令嬢の私が所持しているのは不自然。他の、公爵令嬢が持っていても不思議じゃないようなアイテムが何かなかったかな？

【クローゼット】の中をチェックし、当たり障りのないアイテムを探す。

『氷漬けのブルーロゼリアル』……う～ん。

　氷が溶けてないってことで、時間が止まっていることの証明になるけど……これだって「どこで手に入れた？」ってなりますよね～。

　ガチャレアだし、『広範囲指定全回復＆治癒アイテム』だもんね、コレ。使い切りだけど。コレを持っているかいないかで、戦争とかの勝敗の明暗が分かれる品物だと思うのよ。

　なんでゲームのウルシュ君、こんな神がかった商品をガチャの景品に入れてるんだろう？　謎だわ。

　もっと普通のないか？　普通の。あっ!!　あるじゃないか!!

『アイスレモネード』と『ホットレモネード』コレだっ!!

　ＳＡＮ値（正気度）が３回復するけど、見た目じゃ分かんないからコレでいいや。

　乙女ゲームにＳＡＮ値って色々おかしい気がするけど、他の乙ゲー知らんし、考えるの止めよう。

　とにかく、この二つを取り出して、お義父様に見せる。

「え～と。このように、冷たい物は冷たく、温かい物は温かいまま時間が止まりますの。腐ることもありませんわ」

　恐る恐る私からレモネードを受け取るお義父様。

　そして二つのレモネードを確認すると、感嘆の声を上げる。

「素晴らしいっ!!　この魔法があれば、肉や海産物といった食料品の買い付け、さらに薬草を枯らすことなく大量輸送も夢じゃない!!　この魔法は、どうやって覚えたんですか？」

「さ、さぁ？　物心ついた頃には、すでに使えましたの」

　噓うそです。本当は、十分程前に使えるようになりました。

「そうですか、今まで見たことも聞いたことも無い魔法なので、特殊なレアスキルかもしれませんね」

　そうか、聞いたことすらない魔法なのか。本当にレアなんだね。

　だったら人前で多用するのは、控えたほうが良いのかな？

「それにしても、とても良い香りのする飲み物ですね。なんていう飲み物ですか？　このカップも素晴らしい。どこの工房の作品だろうか。是非、当商会で取り扱わせて頂きたいところです。この飲み物とカップはどちらで購入された物ですか？」

　結局、どこで手に入れたって聞かれるんかいっ!!

　カップの出所なんて知らないよーっ!!　息子のウルシュ君に聞いてよ!!

　ウルシュ君からミニゲームのポイントで買った物なんだから!!

　ウルシュ君が売っているのは、九年後の話だけど。

　だけど、そんなことを言えるわけもないので、誤魔化しにかかる。

「…………実は、いつ収納した物なのか覚えてないんですの」

「そんなに、昔に収納した物なんですね……」

　いいえ、昔ではなく九年後の未来ですが。

　このまま聞かれ続けると、うっかり不味まずいことを言ってしまいそうなので、話題を変えよう。

　そういえば、荷運びの途中だったね。

「では、荷運びの途中でしたし、荷馬車へと移動しませんこと？」

　その後、荷馬車の前で御者さんを驚かせながら、【クローゼット】から商品を取り出し、運び込み完了。三台の荷馬車は先に帰って行きました。

　ウルシュ君とお義父様は、ウチのお父様から応接間へと呼び出されたので、残ることになりました。
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　私も一緒に応接間で話があると言われ、ウルシュ君達と移動したものの、両親はまだ来ていなかった。

　三人で用意されたお茶を飲みながら待っていると、話題は先程のレモネードへと移っていった。

　正直もう、レモネードについては忘れて欲しいんだけど、興味津々のお義父様に負けて、レモネードを二人の前に差し出す。

「わぁ。美味しいね～コレ」

　いつの、どこの物とも知れないレモネードを、何のためらいもなく飲んだウルシュ君。

　もう少し警戒心をですね……あぁ、ウルシュ君の笑顔、素敵。癒やされる。

「初めて飲みますが、このレモネードと言うのは美味しいですね。これは売れますよ」

　商売人のお義父様は、新しい商品になりそうなレモネードに、興味を持ったようです。

　だけど私はレモネードのレシピなんぞ知らないので、聞かれても答えられませんよ。

「う～ん、でも、いくらで売るかが問題になるねぇ。コレ、原材料が高価だよぉ？」

　え？　ウルシュ君ってば、もしかして、飲んだだけで中に何が入っているか分かったの？

　凄いよ！　料理人の才能があるよっ!!

　ちなみに私も一口飲ませて貰ったけど、分かんない。

「ウルシュ、コレを作るのに必要な材料は？」

「まず、レモンでしょ～。それと砂糖と、Ｄ級モンスターのハニービーの蜂はち蜜みつでしょ。あとは薄める為の、お湯か水だねぇ。あとは塩が少し」

　……。ウルシュ君。なんか今、途中に物騒な材料が入ってなかった？

　前世では聞いたことの無い特殊な材料が聞こえた気がして困惑していると、それを聞いていたお義父様が真剣に悩みだした。

「う～ん。たしかに、ハニービーの蜂蜜は高価だな。普通の蜂蜜を利用するにしても、砂糖も入っていることだし、単価が高くなる」

　ですよね。普通の蜂蜜で十分ですよね？　なんでウルシュ君は、ハニービーとかいうモンスターの蜂蜜を指定したのかしら。って言うか、そんな蜂蜜があるんだ？

「うん。普通に売るなら、それで良いと思うよぉ。ただ、このレモネードは、ハニービーの蜂蜜を使うことによって、状態異常を回復する効果が加えてあるから、付加価値があるんだよねぇ」

　飲んだだけで、そんなことまで分かる!?　それ、味覚が鋭いとかいう問題じゃないよね？　もはや、それは特殊能力だよね？

　私の驚きが伝わったのか、お義父様が私に微笑ほほえんだ。

「あぁ、未来のお嫁さんのイザベラ嬢には教えておこうか。ウルシュは生まれつき《鑑定》スキルを持っているんだ。ウチの家系には時々《鑑定》スキルを持った子が生まれるんだよ」

　ふぉっ!!　お義父様から、さりげなく未来の嫁認定頂きましたー!!　これは、ウルシュ君の家族からは、結婚の許可を貰えたって理解しても良いよねっ!?　ふつつかな悪役令嬢ですけど、よろしくお願いいたしますっ!!

　そして、ゲームでは分からなかった、ウルシュ君の設定を知りましたっ!!

　鑑定能力を持っているから、さっき「調合が出来ると思う」って言っていたのね。

「僕は十五歳になったら、『ロゼリアル魔術学院』の『錬金術科』に行くつもりなんだぁ～」

　なるほど、そこで創っていたマジックアイテムを、生徒相手に売っていたわけですね。

　錬金術師を通り越して、賢者レベルの物を創っていた気がしますけど。

　え？　ウルシュ君が創っていた物とは限らないんじゃないかって？

　いいえ。ウルシュ君のショップの上の方に、書いてあるのよ。

《いらっしゃいませ。ここでは、僕が創っているマジックアイテムを売っているんだよぉ》

《このコーナーは、僕が授業で創ったアイテムを置いているんだぁ。ポイントで交換するよぉ》

《このコーナーは、僕が独自に創ったアイテムを置いているんだぁ。ウェブマネーで購入できるよぉ》

　ふっ。通い詰めて、一言一句、違たがわずに覚えているわよ。

　ところでゲームのウルシュ君、学院側にはちゃんと許可を取っていたのかしら？

　ウルシュ君には定位置がなくて、学院内を徘はい徊かいしているキャラだったから、アイテムが欲しい時は学院中を探し歩かないといけなかったの。なんだかまるで、闇取引している人みたいよね。




　ウルシュ君の持つスキルが分かったところで、やっとお父様とお母様が応接間に来ました。

「スネイブル氏とご子息、そしてベラ、待たせて済まない。さっきは見苦しい所を見せてしまったな」

　お父様は応接間に入ってくるなりそう言うと、ソファに腰かける。

　倒れた時とは違い落ち着きを取り戻しているようですが、両目と鼻が真っ赤ですよ。

　泣いたのかしら……まさかね。

「ふふっ、この人ったら、〝ベラがもう相手を連れてきた〟って泣いて泣いて、会うのを嫌がって仕方がなかったのよ。ココまで連れて来るのに苦労したんだから」

　お母様が、お父様の横で微笑みながら、あっさりバラす。

　泣いて嫌がったんですか、お父様。そんな大きな図ずう体たいで。

　拗すねてそっぽを向かないで下さいよ。全く可愛くないですから。

「ふんっ。そんなことはしとらん」

　どうやら認める気は無いようだ。誰から見てもバレバレだけどね。

　お義父様に至っては、微笑ましいものを見守る姿勢でいますよ。

　お父様はそれを知ってか知らずか、真面目な顔つきになり、本題に入る。

「さて、お二人をお呼びしたのは、先程のウチの末娘、ベラの発言と、使用人から報告があったベラの固有スキルと思われる物についてなのだが……」

　そこまで語ると、お父様は私の方に姿勢を向け、真剣な表情で聞いてきた。

「まず、ベラ。君が結婚したいと言った、そこにいる彼は、商人の息子で平民だ。そのことは分かっているかい？」

「はい。分かっていますわ」

　同じく真剣な表情で頷うなずいた私に、お父様は深いため息をつくと、言葉を続ける。

「お前は公爵家の娘で、有用性の高い固有スキルを持っている。これから先、条件の良い縁談が沢山舞い込むだろう。その時に、彼と縁談を組んだことを後悔するかもしれないが、そのこともきちんと考えているかい？」

「もちろんですわ。私はウルシュ君以外の人と結婚する気は無いんですの。どんなに条件が良かろうが、お断りです」

　こちとら、世界線越えの想いを抱えてんのよ。

　私が結婚相手に望む条件はただ一つ。ウルシュ君で在ることだけだよ。

「そうか。スネイブル氏、聞いての通りウチの娘は、お宅のご子息との縁談を希望しているようなんだ」

　お父様とお義父様が向きあい、話し合いの姿勢をとる。

　表情の硬いお父様と、感情の見えない営業スマイルを浮かべているお義父様。

　どうやら、私の出番はもう無さそうね。

　一応、不完全ながらも、説得プランは練ってみたんだけどな。

「そのようですね。我が家としましては、お断りする理由は何一つとして御座いませんので、後はそちらのご判断に全てお任せしようと思っています」

　営業スマイルのまま、当たり障りのない返事をするお義父様。

　さっきの、嫁認定発言を考えると歓迎してくれるつもりだろうけど、公爵相手にめったなこと言えないよね。

　お父様はどうするつもりなんでしょうね。

　駄目って言ったら、私が練っていた説得プランを出さなくてはいけないわ。

　プレゼンテーションなんてしたことがないから、緊張しないように心の準備だけはしておこう。

「ふむ。私としては、ベラはそれなりのふさわしい家柄の所に嫁に出したいと考えていたが……。私を含め、ウチの家族は皆、恋愛結婚でね。それを考えると、この子だけに自分の望む結婚相手を認めないのは、可哀かわい想そうだと思う」

　貴族としては、自分の思い通りの結婚が出来ないのは良くある話でしょうけど、我が家は国内のパワーバランス崩すレベルで権力持ちすぎているから、政略結婚は必要ないでしょ。

　だから、どうかっ!!　ウルシュ君との結婚の許可を下さいっ!!　心の中でお父様を拝み倒す。

「だが、ベラはまだ六歳の子供だ。今はこんなことを言っているが、大きくなるにつれて、好きな人が変わるのは良くあること。だから、すぐに婚約はさせられない。この子の将来の選択肢を奪いたくないんだ」

　くっ。対応としては、あながち間違ってないから、強く批判できない。

　子供はたしかに好きな人がコロコロ変わるけどさ、私の中身は本当は大人なんだっ!!

　……若干、身体年齢に感情や思考が引きずられている感はあるけど。

　まぁ、大人だからって好きな人が絶対変わらない訳じゃないけど、少なくとも私は変わらないと思うんだ。

「ということで、そちらのご子息、ウルシュ君をベラの『婚約者候補の一人』ということにしたい。よろしいだろうか？」

「はい。それでかまいません。ウチの息子にチャンスを下さっただけでも、有り難いことです」

「ベラ、お前もそれでいいね？」

　よくない。

　すぐにでも婚約して、ウルシュ君に変な虫が付かないようにしたいのにっ!!

　頰をプクッと膨らませてお父様を見上げ、無言で不満であることを訴える。

　でも、どんなに不服でも、完全に私の我が儘ままなんだから、多少の歩み寄りはしないといけないわよね。『婚約者候補』で納得しましょう。だけど……。

「その『婚約者候補の一人』っていうのは、気に入らない。他の候補者なんて要らないわ」








第二話









「あ～あ。『仮』だなんて」

　馬車に乗って帰っていくウルシュ君とお義父様を見送って、大きくため息をつく。

『仮』婚約か。

　まぁ、仕方が無いかな。完全に反対されなかっただけでも良しとしよう。

　あの後、お父様とお母様、そしてお義父様の三人の話し合いで決まったのが、私とウルシュ君の気持ちが変わらずに、十五歳になったら本婚約。

　そして、学院を卒業するまでの三年間のうちにさらに気が変わることがなければ、卒業後に結婚することになる。

　本婚約まで、あと九年。長いわ～。

　九年後と言えば、ゲーム開始する時期だね。

　ゲームのイザベラは、魔法学院に一年しかいられなかったけど、ウルシュ君と結婚する為には、何とか三年間の学院生活を無事に終えて、卒業しなくては。

　その為には、まず、第二王子と婚約するのは絶対に避けて、ウルシュ君の婚約者として入学することが第一目標。

　そして入学後は、ウルシュ君に変な虫が付かないように周りを威嚇しつつ、ゲームキャラクター、特にヒロインとの接触を避けて、魔の一年目を無事乗り越えるのが第二目標。

　ゲームのＶｅｒ．１である、この一年目さえ乗り切れたら、私の破滅フラグは回避したと言えるから、少し心に余裕が持てるようになるわね。

　そして、二年目、三年目に起こるゲームイベントの事件を、無事ウルシュ君と生き抜き、卒業することが最終目標。

　……そうと決まれば、『ゲームのおさらい』をいたしましょう。




　ゲーム『ラブ☆マジカル』は、女性向け恋愛シミュレーションゲーム。

　攻略対象のイケメン達と交流し、好感度を上げていく。つまり乙女の為のゲームだ。

　魔法の存在する、ファンタジー世界にあるロゼリアル王国。

　この国は魔術師の育成に力を入れていて、規定以上の魔力を保持する国民は、十五歳になると「王国立ロゼリアル魔術学院」に入学をしなくてはいけない。

　この、ロゼリアル魔術学院こそが、ゲームの舞台だ。

　この学院は三年制で学科は五つ。




「魔術師科」魔法を重点的に学ぶ科。魔術師を育成する。

「魔法科」魔法を学ぶ科。魔術師になる予定のない者が通う。

「魔法戦士科」魔法だけでなく武器を使った戦闘訓練を行う。

「錬金術科」マジックアイテムや、ポーション等を作製する職人を育成する。

「聖魔法科」聖魔法の適性がある者が通う科。治癒士や神官、聖女を育成する。




　主人公ヒロインは子爵家の庶子。

　ゲーム開始前に、どの科を選択するかによって、ステータスの上がり具合や攻略相手への好感度の上昇値が変わってくる。

　ちなみに私は、前世のゲームで魔術師科を選択していたが、ウルシュ君というキャラの存在を知ってから、錬金術科を選択すれば良かったと深く後悔した。

　ちなみに、錬金術科を選択したからといって、ゲーム上でウルシュ君とアイテム購入以外の接点があるかと言えば、無いらしい。

　物語は一年ごとに分かれていて、全三部。

　悪役令嬢イザベラの出番は、その物語の一部であるＶｅｒ．１だ。




　Ｖｅｒ．１。

　入学から一年間のストーリー。

　この時点での攻略対象は、三人。


・攻略対象１　第二王子、クリストファー・ロン・ロゼリアル。（ライバルキャラは、イザベラを含めた四人）

・攻略対象２　魔術師団長子息、ギース・ネイ・トーランド。（ライバルキャラは、イザベラを含めた四人）

・攻略対象３　騎士団長子息、ブライアン・ニック・アンダーウッド。（ライバルキャラは三人）


















　つまりライバルキャラが、イザベラを含めた、合計十人である。

　……攻略対象の人数に対して、ライバルキャラが多すぎないか？

　乙女ゲームは『ラブ☆マジカル』以外やったことがないけど、悪役令嬢物の小説とかだと、攻略対象一人に対して、ライバルも一人くらいじゃないの？　それとも、それは小説だからか？　正しい比率が分からない。

　ライバルの合計は十人だけど、イザベラが攻略対象二人のライバルだから、約一〇・五人。

　攻略困難にして、アイテムを売ろうという運営の考えかな？　謎なぞ。

　で、だ。私がこれから接点がありそうな人と言えば、第二王子のクリストファー・ロン・ロゼリアル。

　そもそもゲームで私は、彼に一ひと目め惚ぼれしてゴリ押しで婚約するのだから、どこかで必ず会うのだ。

　っていうか、王子とは従兄妹いとこだし。

　あれ？　従兄妹だけど、今まで王子達に会った覚えがないな。国王である伯父にも、会ったことがない。

　前世の世界感覚で言うと、伯父や従兄妹と今まで会ったことがないっていうのは、変な話じゃない？

　まぁ、イギリスの某元王妃なんかは、忙しすぎて朝の三〇分しか息子と過ごせなかったって話もあるから、ないこともないのか？　良く分からんけど、まぁ良いや。

　ウルシュ君と会って記憶が戻る前に、王子と婚約してなくて良かったよ。

　問題は王子といつ会うのか、どこで会うのか。

　出来れば、今日中にウルシュ君と婚約できて、婚約者がすでにいる状態で顔合わせが出来るのが一番だったんだけど……。

　九年後って決められてしまったから、仕方が無いか。

　次に接点がありそうなのは、長兄の義理の弟でもある、ギース・ネイ・トーランド。

　ゲームでイザベラは、ヒロインが庶子、平民だということで毛嫌いしていて、ヒロインとギースが結ばれちゃうと親しん戚せきになってしまうから嫌っていう理由で、二人の仲を邪魔するんだけど……。

　平民を毛嫌いも何も、私はウルシュ君と結婚して平民になる気満々だから、邪魔する理由もイジメる理由も無いんだよね。

　まぁ変に関わりを持って厄介ごとに巻き込まれると大変だから、接点は持たずにいるのが一番だね。

　騎士団長の子息、ブライアン・ニック・アンダーウッドは……。普通に接点無いな。うん。

　次兄の婚約者は、〝近この衛え〟騎士団長の令嬢だから、微妙に違うもんね。

　次兄か次兄の婚約者が、顔見知りな程度じゃないかな？

　う～ん。今の時点で攻略対象やヒロインを相手に、とれる対策ってあるか？

　ただひたすらウルシュ君と仲良くして、ウルシュ君に変な虫が付かないよう威嚇して、『ウルシュ君と常にセットでいる人』みたいに周りから認識して貰もらえれば、婚約から卒業、そして結婚まで上手うまくいく気がするんだけど。

　ついでに、魔術師科に行かずに、ウルシュ君と同じ錬金術科に行けば、二年目、三年目に起きる、ヒロインや攻略対象達が襲われる事件にも、巻き込まれずに済むんじゃない？

　ゲームではＶｅｒ．１である一年目でイザベラ退場だから、Ｖｅｒ．２以降の事件に全く関係ないので、一年目さえ突破すれば後はのんびり過ごせそう。

　なんだ……難しく考える必要なんて、何も無いじゃ～ん!!

　私はただ好きなだけ、ウルシュ君を大事にしていたら良いんだよ!!

　学院在学中も、ウルシュ君と青春の一ページを築いていれば良いだけなんだよ!!

　ゲームなんてそっちのけで!!

　だったら、変なことを悩んでないで、ウルシュ君をデートに誘う予定でもたてよう。

　あ、その前に【クローゼット】の中を、簡単にしかチェックしてなかったから、中身の整理と、他にゲームのシステムと差異が無いかをチェックしておかないと。





◆◇◆◇◆






　よし、こんな物か。

　だいたい、Ｖｅｒ．１～３までのアイテムと、物語終了後の蛇足的に追加されたエピソード（攻略したキャラとのラブラブデートイベント）時のアイテムが全て【クローゼット】に収まっているようだ。

　……どうしよう、この大量のアイテム。

　ダブってる「Ｓレア」とか、この世界に二個在ったらおかしいような物まであるわ。

　メデューサの頭部が付いた盾とか八個もあるし。いらんよ、こんな神話級の盾を八個も。

　ちなみに、この世界のメデューサは前の世界と同じで、石化の邪眼と毒蛇の髪を持つ女性型の怪物みたい。ただ、前の世界の神話みたいに、『ゴルゴーン三姉妹の末妹で一人だけ不死では無い』という設定があるのかは不明。もしその設定がこの世界でも当てはまるなら、メデューサは八人もいないはず。

　ところでウルシュ君は、一体どこからメデューサ八体も調達したんだろう。メデューサの頭部って、きっと買ったら高いぞ。自分で狩ってきた？　ウルシュ君が？　まさかね……。

　さすがに、癒やしのスマイル天使であるウルシュ君が、メデューサを薙なぎ払はらい、その頭部を盾に錬金合成してる姿なんて想像出来な……ちょっと出来た。カッコイイ……。

　あぁ、このアイテム達、ガチャで二〇〇円だったけど、この世界で売ろうと思ったら、一体いくらの値が付くんだろう。

　処分しようにも、物が物だから出来ないわ。

　どうでもよさそうなアイテムも、レモネードの時みたいになったら不味まずいし。

　使い切りアイテムに関しては、もう自分でコッソリ使っていって減らすしかないかな。

　たしかゲームで学院の授業と称して、学年ごとの『魔物討伐遠征合宿イベント』とかいうのもあった筈はずだし。

　……十五歳で貴族もいるのに、授業で魔物討伐遠征合宿って、よく保護者の同意を得られたな。

　ちなみに【クローゼット】は言葉に出さなくても、頭の中で呼ぶだけで展開出来ることがわかった。

　さらに、目の前に現れずに、頭の中でアイテム表示・選択も出来るようなので、出し入れがゲームの時より便利。

　ただし、ゲームの時は中に入れられる容量が分かったのに、今は分からない。

　無限ってことはないと思うけど、本当にどこまで入るのかしら。怖いわコレ。

　他にゲームで出来たことは……。何かあったっけ？

「あ。【ステータス】チェックだっ!!」

　……。

　…………。

【ステータス】お前もかっ!!

　別に今の、呼んだわけじゃないんだからねっ!!

　はい。そうです。

　出ましたよ。

　出てきちゃいましたよ【ステータス】。そして……

「あぁ、君達……そこに居たの」

　開いた【ステータス】の中に居ましたよ。

　えぇ、【クローゼット】から消えていた、彼等です。

『七大罪の魔眼』シリーズです。

　君達が【クローゼット】から消えていて正直ホッとしていたんだけど、そっちに引っ越してたのね。

　まぁ、『エフェクト』までいなかったことが、せめてもの救い。感情に連動して、花びらが舞ったり、キラキラしたり、ブラックホールが現れたりしたら、それはもう、人間じゃない。

　それと、転生先に持ってきていたのは、Ｖｅｒ．１～３の『アイテム』だけではなかった。

　ウルシュ君に貢ぐポイントを稼ぐ為に、繰り返していたミニゲーム。

　それで、経験値やレベルも上がるんだよね。

　ポイントと課金で手に入れたアイテムと、他プレイヤーさんとのアイテム交換で手に入れたポーションを腐る程所持していた為、それを強みに人一倍ミニゲームをすることが出来ていた。

　そのせいで、かなりレベルが上がってたんだよね。

　私を『ラブ☆マジカル』に招待してくれた友人からも、「乙ゲーで、攻略そっちのけでカンストさせる奴やつ、初めて見た。ちゃんとストーリー進めろよ……」って、言われたのよね。懐かしい……。

　ちなみに『カンスト』の意味が分からなかったから聞いたら、『カウンターストップ』って言って、レベルが上限に達してそれ以上カウントされなくなることらしい。

　たしかに、乙女ゲームでストーリー放置して『カンスト』させる人は珍しいでしょうね。

　それについて言い訳させて貰えるなら、なんか苦痛だったんだよ。

　ウルシュ君しか必要としてないし、ウルシュ君との交流だけを求めているのに、無駄にキラキラしたイケメンに、鳥肌が立つほど甘い言葉を囁ささやかれるのが鬱うつ陶とうしかったんだ。

　なんか浮気しているような罪悪感もあったし。浮気って言ってもストーリー進める為にイヤイヤだけど。

　だから、作業ゲーだろうが、鬼畜難易度のパズルだろうが、巨大モンスターのハントだろうが、イケメンの攻略作業から逃げられ、なおかつウルシュ君にポイントを貢げるミニゲームへ走るのも当然の結果だと思う。

　そんな具合で上げていたレベルまで、転生先に持って来ていたわけですよ。

　結果、私の【ステータス】はこんなことになっている。




[image: ]




　それにしても……六歳にしてはスキルが凶悪だな。

《公爵令嬢》のレベルが３に対して、《暗殺者》がレベル99でカンストってどうなんだ。

　私の本業って何さ。っていうか、《公爵令嬢》ってレベル99までいくことあるのかな？　ちょっと見てみたい。レベル99の公爵令嬢。

　ところで、《公爵令嬢》スキルってどんなことが可能なんだろう？　このスキルと『七大罪の魔眼』は、ちょっと使い道が分かんないかも。

　どうせならウルシュ君と同じ《鑑定》が欲しかったな。

　ウルシュ君と一緒に錬金術科に行くなら、絶対に持っていた方が良いスキルだもんね。

　よし、今日から持っているスキルが、どのように発動するのか検証しよう。

　分かっているスキルも、ゲームの時とは発動の仕方が違うかもしれないしね。





◆◇◆◇◆






　はい。ウルシュ君と出会い、記憶を取り戻してから二ヵ月程経ちました。

　その間、全然ウルシュ君に会えませんでしたっ!!　なんでや～!!

　仮とは言え婚約者じゃないかっ!!　会わせてくれないなんて、お父様のケチっ!!

　手紙のやり取りはさせて貰っているけどね、直接会って癒やされたいんじゃ。会わせろ[image: ][image: ]。

　この国の子は、一〇歳から小学校に通うそうなので、庶民の六歳で読み書きが出来る子は少ないんだけど、さすが商人の息子のウルシュ君、読み書きが完かん璧ぺきですね。

　私？　私は貴族なので、五歳から家庭教師が入っています。

　日本語の知識が邪魔してロゼリアル語が覚えにくいかと言うと、そうでもなかった。

　前世の記憶が無い、六年間の生活による物かな？

　もちろん日本語も覚えているので、秘密のメモとかは日本語で書いています。

　そんなウルシュ君と会えない日々の合間、スキルの検証は着々と進んでいます。

　まず、『七大罪の魔眼』シリーズ。

《傲慢スペルビア》は千里眼なのかな？　遠くまで見ることが出来る。

《憤怒イーラ》は、名前が物騒なので、まだ検証してないです。いきなり目からビームとか出たら大騒ぎだからね。

《暴食グーラ》は、回収。このスキルを使ったら、視界に入れた物が急に消失したからビックリした。どこに行ったのかと思えば、【クローゼット】の中に入っていた。これゲームの中で使えたらドロップ品の回収や素材の剝はぎ取りに便利だったのに[image: ][image: ]っ!!

《嫉妬インウイデイア》は使ってみようとしたけど、発動しなかった。使うのに何か条件が要るのかな？

《怠惰アケーデイア》は何だろう？　使ってみても効果が良く分からない。

《色欲ルクスリア》。これは透視だね。一番若いメイドさんの今日の下着は、上下白に、白のガーターベルト、黒のストッキングです。透視能力って、一番初めにこの使い方を考えるよね。え？　私だけ？

《強欲アウアーリテイア》。これっ!!　欲しいなーって思っていた《鑑定》だった。やったね！　ウルシュ君とお揃そろいだー!!




　だけど、試しに周りの人達をコッソリ鑑定していくにつれて、自分の人間離れ具合が浮き彫りになり、落ち込む結果に。

　例えば、先程、私の《色欲とうし》能力の餌食になった、上下白い下着の若いメイドさん。

[image: ]




　彼女、十五歳から当家のメイドになり現在三年目。特にドジっ子という訳でもなく、そつなくメイド業をこなしています。なのにメイドレベルが『１』。

　二年間、真面目にやってレベル１ってんなら、どうすりゃレベル上がるんだよ。

　あと、『ＨＰ：10』っていうのは、マリー達の年代だと、平均値ど真ん中。

　騎士とか、騎士見習いで訓練していたりすると、また違ってくると思うけど、少なくともメイドの人達は平均10前後。

　……私、公爵令嬢なのに、ＨＰ：９９９だよ。

　うっかりウルシュ君に《鑑定》されたりしてＨＰ：９９９あるのがバレたら、ゴリラかと思われるんじゃない？　いや、コングだな。キングなコングだ……なんてこったいっ!!

　大好きなウルシュ君にキングなコング並みの女だと知られたら、軽く五年は失しつ踪そうできるレベルで恥だよっ!!　どうかウルシュ君が、私の《鑑定》をしませんようにっ!!

　……気を取り直して、他のスキルだけど。

　なんとなく『職業スキル』と『スキル』を見て気が付いたんだけど……これ、『忍者』になれるんじゃないかな？

《気配遮断》なんて、声をかけるまで、「目の前にいるのに」気づかれないレベルの精密性を誇るぜ？　この一〇日間、暇だから忍び放題だよ。








第三話









　皆さん、こんにちはっ!!

　私は、イザベラ・アリー・ロッテンシュタイン、六歳。忍者だよ☆　今は、天井に張り付く練習をしているところなんだっ♪

　でも実はイザベラ、今とっても困っているんだぁ[image: ]

　なんでって？　だって、今、私が張り付いている天井の下で……

「ショーン様っ!!　私は本気で言っているんです。子供扱いして、私のこの想おもいを、一時の気の迷いにしないで下さい……」

「そうは言ってもマリー……私は見ての通り、おじいさんなんだよ？　君より年上の息子だっている。若くて、優しくて、とても魅力的な君には、これから先、君と長い人生を一緒に歩んでくれるような、若くて頼もしい同年代の男の子の方が、きっと……」

「私はっ!!　私は……ショーン様が良いのです。ショーン様でなければ嫌なのです……」

「マリー……」

「たとえ、傍そばに、共にいられる時間が短くても、私はショーン様と歩む日々しか、欲しくないのです」

　………………。

　やべぇ。天井から降りられなくなったわ。

　ただいま私の下では、我が家の若手メイドのマリーちゃんと、当家の執事を務めている初老眼鏡のショーンさんの、ラブロマンスが繰り広げられています。

　ショーンさんは若い頃に奥様を亡くして、男手一つで息子（我が家の執事見習い）を育て上げ、そろそろ息子に仕事を任せて隠居をしようとしているナイスミドルですが、こんなことになっていたとはっ!!　ぶっちゃけ、マリーちゃんとショーンじゃ、孫と祖父くらいの歳としの差があるんじゃないかな？

　それは良いんだけど、こんな状況の中じゃ天井から降りられないよ[image: ][image: ][image: ]!!

　いくら《気配遮断》使ったところで、天井から跳び降りて、二人の横を突っ切って、扉を開けて立ち去っていい空気感じゃない。気づかれなかったとしても、何か雰囲気ぶち壊しだ。

　公爵令嬢が天井に張り付いている時点で、雰囲気もへったくれもないけどな!!

　とにかく、動くのは無しで。私はこの部屋に存在しない。そう、存在しないんだ。

　いっさい身動きを取らずに、空気と化す。そろそろトイレに行きたいけど、我慢だ。

　でもさぁ……なんで、よりにもよって、私が密偵の練習してた部屋に入って来て、こんなやり取り始めちゃうかな？

　意図せぬ感じに隠おん密みつ行動の実践練習になっているけど、気まずいわー。そしてトイレに行きたい。

　あと、ショーンはもう諦あきらめろ。諦めてマリーと一緒になれ。

　マリーは気苦労が絶えなかった子で、芯しんが強く、真まっ直すぐな信念を持った子だから、生半可な気持ちで初老のショーンに想いを告げている訳ではないんだよ……。

　まぁ、そんなこと、当のショーン本人も本当は理解しているだろうけどねっ!!

　……あぁもう、じれったいなぁ。

　でも、ここで天井から降りていって、ショーンを諭すわけにはいかない。

　天井から公爵令嬢が登場しちゃったら、ロマンティックが止まっちゃう。台無しだ。台無し。

　私は空気。そう空気。この部屋に存在しない。

　もう少し、ジッとしたまま耐えるんだ。トイレ行きたい。




「あの二人……あの後三〇分もかけて押し問答した挙句に、結局何の進展も無いんかいっ!!」

　あの二人が解散するのを確認した後、屋敷内を全力ダッシュで駆け抜け、ギリギリ間に合ったトイレにて手を洗いながら叫ぶ。

　トイレには危機一髪で間に合ったけど、全力ダッシュした風圧で廊下の窓ガラスが三枚割れたよっ!!　やっべぇ!!　ＨＰカンストしてると、たかが全力ダッシュで窓ガラスが割れる程の衝撃波を放つのかっ!!　戦闘機かよっ!!

　これから屋内で走るの止やめよう……。

　それと、よく考えればマリー達に進展が無いなんて、人のことを言える立場じゃなかった。

　私とウルシュ君の仲も、たいして進展してないよ。

　そもそもウルシュ君、初対面であっさり私のプロポーズを受けてくれたけど、実際問題、私のことをどう思っているんだろう？

　ウルシュ君的には、初めて会った全く知らん子からプロポーズされた訳で……。

　何も考えずに、適当に勢いだけで受け入れてくれたんじゃなかろうか。

　それが親も交えた話し合いで正式に、婚約者候補にされたことで今頃困惑しているんじゃないかな。

　私としては、出来ることなら、ウルシュ君と相思相愛で結婚したいと思っているのよ。

　ウルシュ君に好きになって貰もらえるように、アピール出来る時間が欲しいんだけど……。

　せっかく、忍者並みの隠密能力持っているんだから、屋敷を抜け出して会いに行ってみる？

　公爵家の屋敷なんていう、ウルシュ君にとってアウェーな所で交流するより、ウルシュ君にとって慣れ親しんだ場所の方が、気負わずに自然体で交流が出来るかもしれない。

　でも、ウルシュ君の家ってどこだ？　スネイブル商会に行けば会えるのかな？





◆◇◆◇◆






　────はい。あれから三日経ちました。

　私はただいま、《気配遮断》を駆使して、商業地区をゆっくりと北上しているメイドのマリーちゃんを尾行中。

　昨夜、ウルシュ君宛ての手紙をマリーちゃんに預け、マリーちゃんがその手紙を届けに、屋敷を出た所をコッソリ尾行し、ウルシュ君の家の場所を把握しようという作戦であるっ!!

　私にしては頭を使ったんじゃないかと思うけど、見る人によってはストーカーっぽいな自分。

　いや、私はウルシュ君の婚約者（仮）だから、問題は無いハズ……。

　問題があるとすれば、マリーちゃんの足取りが重く、ため息をついては立ち止まり遠くを見ることじゃないかな。

　三日前のあの出来事から、ショーンさんはマリーちゃんのことをそれとなく避けている。

　そして、それによって日に日に元気をなくし、ため息が多くなっていくマリーちゃん。

　こうして歩いている間も思いにふけっているのか、周りの様子が見えていないようだ。

「マリーちゃん、大丈夫かな？　あんな風に上の空じゃ、危ないんじゃないかな……」

「そうだねぇ～。特に早朝は仕事で急いでいる人が多いからねぇ。危ないよねぇ」

　指摘された通り、まだ開いている店が少ないとはいえ、開店準備や荷運びといった作業をしている人達で、街中は慌ただしかった。

　大通りを、沢山の鶏を連れて横断しようとしている人とかいるし。向こうでは羊が横断しているせいで、荷馬車が立ち往生して迷惑そうだし。

　パン屋では焼き上がったパンを並べている。良い匂い、美味おいしそう。朝ご飯まだ食べて無いんだよね。

　街のあちこちで大きな声でやり取りしていたり、運んできた木箱を大きな音を立てて積み上げていたりと活気に満ちていて、嫌な騒がしさではない。むしろこの感じ好きだな。

「たしかに以前、馬車から見た街の賑にぎやかさとは違って、慌ただしい感じね」

　視線を街中からマリーちゃんに戻すと、マリーちゃんは停とめてあるリアカーに激突していた。

　バランスを崩したマリーちゃんは倒れそうになり……ギリギリ踏ん張って転倒は免れたっ!!

　そしてそのまま、上の空で歩いて行く……。おい。
















「全然周りが見えてないじゃない。リアカーのオジサンも苦笑だよっ!!」

「あんな状態で、ちゃんと目的地まで辿たどり着つけるかなぁ？　そもそも、あの人は一体どこに向かってるのぉ？」

「ウルシュ君のお宅ですわ。ウルシュ君に、私の手紙を届けに向かっているんですの」

　あんな状態じゃ、手紙届けて屋敷に戻るまで、どれだけ時間を要するのか分かんないけど。

「そうなんだぁ～。でも、僕のウチ、とっくに通り過ぎたよぉ？」

「えっ!!　それって本当っ!?」

　驚きの事実に、尾行中なのも忘れて大きな声で聞き返す。

　突然大声を出した私に驚く様子もなく、ウルシュ君はフニャリと笑うと、私達が今まで歩いてきた道を指さした。

「うん。この道を一〇分程戻った辺りの角に、青い看板の本屋さんがあったでしょ？　そこの十字路を左に曲がって……あ、こっちから見たら右かぁ。それでそこを……」

　ふむふむ、なるほど。レンガ造りのスネイブル商会の倉庫を通り過ぎた、五軒先の緑の屋根の三階建てがウルシュ君のお宅なわけね。

　大変分かりやすく教えて頂き、有り難うございます。これで、ウルシュ君のお宅に遊びに行けるねっ!!

「…………いや、待って。……ウルシュ君、いつから横にいたんですの？」

　いや、私さ、《気配遮断》してたんだよ。

　こんなお嬢様なフリフリドレスの恰かつ好こうのまま、街中に出ていても誰も気づかなかったんだよ。

　屋敷から出て行く時も正面の門から堂々と出たけど、守衛さんも気づかなかったんだよ。

　さらに、公爵令嬢だから誘拐犯とかの対策として《気配察知》と《魔力察知》もしてたの。

　……なのに自然に横にいたね。

「二〇分くらい前から一緒にいたかなぁ？　僕、他人の家で、その家の人に気づかれずに家族団らんに交ざってご飯食べる特技があるからぁ……この程度なら余裕」

　ウルシュ君。それ、異世界で『ぬらりひょん』って言うんだよ。

　あ、ウルシュ君に『ぬらりひょん』って言って通じるかな？　日本の妖よう怪かいだから通じないかもしれないわね。でも、『人の家に勝手に上がり込んで、食事をしたりお茶飲んだりしても、家主が身内と錯覚して受け入れてしまう』っていう辺りが、ぬらりひょんにそっくりなのよね……。

「なんてことかしら……。ウルシュ君は街中に出て来ている私に気づいてくれたのに、私はウルシュ君が真横にいることに二〇分も気づかずにいたなんて……。私のウルシュ君に対する愛情が足りてないってことかしら……」

「う～ん。そんなことないと思うよぉ？　僕、『自分の物』は、どこにあっても、すぐに見つけるんだぁ。だからイザベラのこともすぐ見つけられたんだよ。これも特技かもねぇ。どちらも、僕の得意分野だったというだけだから、そんなに落ち込むことはないよぉ」

　なるほど、ウルシュ君は持ち物の管理がちゃんと出来ているタイプで、さらに探し物が得意なんだね。凄すごいよウルシュ君。凄く、商人に向いている特技だよ。

　あと、さりげなく、私のことを『自分の物』と言ったよね？　言ったよねっ!?

　すでに、ウルシュ君の中で、私は嫁ポジションにいると受け取って良いのかな？　良いよね？

　たとえ違ったとしても、ウルシュ君は私の嫁っ!!　あれ？　なんかちょっと違うな？

「ところでぇ……あのメイドの人、真っ直ぐ歩いて行っちゃったけど……良いのぉ？」

「あ……」

　マリーちゃんのこと、忘れてたっ!!

「大変!!　マリーを見失ったわ!!」

　慌てる私に対して、ウルシュ君は不思議そうに首を傾かしげた。

「大丈夫じゃない？　だって、あの人は僕の家に手紙を届けに来るんでしょ？　そのうち気づいて戻ってくると思うんだけどなぁ」

　たしかに。だけどマリーちゃんの様子を見るに、無事に辿り着けるか心配なのだ。

　上の空で歩いて、馬車に撥はねられたりしないだろうか？

　そう説明すると、ウルシュ君は一緒にマリーちゃんを探すと言ってくれ、この慌ただしい街中で、私がはぐれないように手を繫つないでくれた。

　優しい。優しいよウルシュ君。

　ただ、一つ、気になることがあるんだけど……。

　手を繫いで一緒に歩きながら、ウルシュ君の腰にぶら下がっている物を盗み見る。

　え～と、ウルシュ君や。何故なぜそんな物を、お腰に着けているんだ？

「ねぇイザベラ。あの人を見つけて、その後どうするのぉ？」

　声をかけられ、慌ててウルシュ君の腰から目を離す。

　危ない危ない。腰元をジロジロ見て、変態だと思われたらショックだ。

「え？　どうするって何がですの？」

「イザベラは、あの人をコッソリ尾行してたんでしょ？　じゃあ、見つけても声はかけられないよねぇ。その後どうするの？　たとえあの人が危なくても、助けに出て行くことはできないよねぇ？」

　盲点だった!!　そうだよ、私はコッソリ尾行している上に、屋敷を一人で抜け出して来たんだっ!!　何か危険なことにマリーちゃんが巻き込まれても、見守る以上のことは出来ないっ!!

　本当に、追いかけていってどうするんだろう、私。

　そもそも、ウルシュ君の家を探すという目的は達成したんだから、これ以上マリーちゃんを付け回す必要は無いのだ。

　でも、このままにしてマリーちゃんが怪け我がして帰ってきたら、後悔しそうなんだよな。

　苦悩する私に、ウルシュ君は仕方が無いなぁといった風に笑い、何も出来なくても、心配で気になるんでしょ？　じゃあ仕方ないよね。その後のことはその時に考えよう。と、見失ったマリーちゃんを探すことにしてくれた。

　ウルシュ君、六歳にしては、随分包容力があるね。この歳で、これだけの包容力があるなら、将来モテモテ間違いなしだよ。

　くっ!!　他のウルシュ君を狙う女子達には負けんぞっ!!

　そんな決意と闘志を燃やしながら、マリーちゃんを探し歩く。

　時々、道行く人にメイドさんを見なかったかと聞いてくれるウルシュ君。

　地元の大商人の息子なだけあって、知り合いが多いようだ。

　聞かれた周りの人達も、ウルシュ君に対してにこやかに対応してくれているので、スネイブル商会の地元民からの評判は悪くなさそうだな。良きかな良きかな。

　そんな感じで、二人で手を繫ぎ、マリーちゃんを街中探して走り回るのは楽しいけど、あまり時間をかけるとウルシュ君の迷惑にもなるだろうし、マリーちゃんに何かないか心配だ。

　そこで、【魔眼】の出番ですよ。

　実は、ここ何日間か色々試してみて、魔眼は二種類までなら同時発動が可能なことに気づきました。

　そこで、《傲ぼう慢えん》と《色欲とうし》の同時発動を試みる。千里眼と透視の合わせ技だ。

　この《色欲とうし》の良い所は、望んだ物だけを透視することが出来ることだよね。

　でないと、場合によっては通行人が皆、全裸で見えるようなことになりかねない。

　今回は、建物や障害物を五ｍおきに《色欲とうし》で視界から消していく。

　二階にいる人達が宙に浮いているように見えるのが、ちょっと楽しかったり。

　ちなみに五ｍおきに透視しているのは、マリーちゃんを見つけた時に現在位置がどこなのか分かりづらいから。

　特に、《傲ぼう慢えん》という千里眼も併用しているから、距離感も摑つかみづらいのよね。

　こんな人探しに便利なスキルの存在を、今の今まで忘れてたよ……。

　そして、マリーちゃんを魔眼で見つけたところで……さて、どうしよう？

　どうウルシュ君に伝えればいいのかが分からない……。

　だって、おかしいでしょ？　おかしいよね!?

　急に私が、「二ブロック先を右に曲がった所の魚屋さんの前でマリーちゃんを見つけた」なんて言い出したら、「マジかよ。一体、何で分かった？」って話になるよね？

　そしたら、【魔眼】のことを言わずに、どう説明すれば良いんだ？

　いや、待てよ？　別にウルシュ君に【魔眼】のこと、隠す必要ないんじゃない？　すでに【クローゼット】も知られているんだし、将来旦だん那なさんになる予定なんだから、変に隠していると後々面倒なことになるよね？　それに、将来の旦那さんに隠し事するのは良くないっ!!

　……良くないんだけど、ＨＰがキングなコング並みなことと、前世の記憶があることは隠すけどね。こればかりは、乙女心として譲れないわ。

　とりあえず、聞かれたら【魔眼】について説明すると決めたところで、周りを見回しているウルシュ君に声をかける。

「ウルシュ君、二ブロック先を右に曲がった所の魚屋さんの前に、マリーちゃんが居るのを見つけましたわ」

「そうなんだぁ。じゃあ、彼女がそこから離れる前に追いつかなきゃ駄目だねぇ。よし、走ろうかぁ！」

　そう言うと、ウルシュ君は私の手を握ったまま走り出した。

　…………え、いやいやいやっ!!　どうやって見つけたか、聞かないの？

　あっさり信じてくれたことは嬉うれしいんだけど、もう少し疑ったりしようよっ!?

　予想外のウルシュ君の反応に、混乱しながら彼に手を引かれ、街の中を走った。




　マリーちゃんの背後、五ｍ程をキープしつつ尾行を続ける。

　あの後、マリーちゃんを無事発見した私達は、マリーちゃんがスネイブル家に手紙を届けるところまで、尾行を続ける方向で話をまとめた。

　その後の帰り道は……もう知りません。

　マリーちゃんは、本当に手紙を届ける気があるのかと小一時間ほど問い詰めたいくらいに、無計画に歩き続けている。

　朝早くに屋敷を抜け出したのに、もうすぐお昼の時間だよ。多分、屋敷では私の大捜索が始まっているハズ。

　最近は密偵ごっこと称して、私が隠密行動を繰り返していたせいで、私の姿が見えないことに慣れてきた屋敷の皆とはいえ、さすがに昼食にも現れないとなるとね……。心配しているだろうな。

　まぁ「隠れていたら、そのままそこで眠っちゃった」とでも言い訳をしよう。

　ただ無作為に歩き続けるマリーちゃんを尾行するのに飽きてきたので、さっきのことについて、何故信じたのか、何故何も聞かないのか、ウルシュ君に問いかける。

　するとウルシュ君は、笑いながら私の顔を指さして言った。

「あはは～。だってイザベラの顔。噓うそつかないもんねぇ」

　顔が噓つかない？　何ですか？　それ。

「ほらほら、それだよ～。今は、意味が分かんないって顔してる。ぜぇ～んぶ、顔に出てるんだぁ。イザベラがあのメイドの人を心配してるのも、方法は分からないけど本当にあの人を見つけたことも、それを僕に話すか悩んだことも、全部ねぇ」

　なるほど!!　さすが商人の息子!!　人の表情を読み取るのが上手だね!!

　そして、そんなに表情に出やすいんだ、私……。

「それに、イザベラが言うことは、僕、信じたいんだぁ。〝絶対に自分のことを信じてくれる〟って信じられる人が、世界に一人だけでも居てくれたら、それはきっと、とても幸せなことだと思うんだよねぇ。僕はイザベラの、そういう人になりたいなぁ……って思っていて」

　ウルシュ君……そんな風に思ってくれたんだ。

　たしかに、それは幸せなことだ。『相手が自分のことを信じてくれることを、疑いようもなく信じられる』というのは、これ以上ない信頼で結ばれていると言えるんじゃないかな。

　ウルシュ君は、私と、お互いがお互いを信じあえる関係になりたいと言ってくれた訳だ。

　でも、何故だろう？　だってさ、今日で会ったの二回目だよ？

　そこまで想って貰もらえるような何か、したかな私？

　う～ん。考えても分からないや。こんな時は本人に尋ねるしかないな。

「なんでウルシュ君は、会ったばかりの私に、そこまで考えてくれるんですの？」

　私の疑問に、ウルシュ君はフニャリとした笑顔を向ける。

「イザベラを逃がさない為だよぉ？　そんな関係を築けたら、イザベラは僕から離れないでしょ？」

　…………。

　………………。

　ちょっ!!　なんか怖いよウルシュ君!!　そのフニャリとした癒やしの笑顔が、急にどす黒い物に思えてきたんだけどっ!!

　逃がさない為って何だっ!!　たしかに、そうなったら離れる理由も無いけどさっ!!

「でも、それ。馬鹿正直に話しても良いことだったんですの？　もう少し素敵な言い回しで濁さないと警戒されますわよ？」

　まぁ、私としては、ウルシュ君のことを知りたいっていう気持ちもあるから、かまわないけど。

　あ、じゃあ何の問題も無いか。

「上辺で素敵なこと言っている僕を好かれても、意味が無いからねぇ。素の僕を、在りのまま好いてくれるか慣れるかして貰わないとぉ、これから先の人生を一緒に過ごしていくのに、支障が出るからねぇ～」

　それもそうだね。長い人生ずっと取り繕って生きていくのは、私も嫌だな。

「それにねぇ？　僕、イザベラがどうして僕を選んでくれたのかが分からないんだよねぇ。女の子にモテるようなカッコイイ見た目じゃ無いことは分かっているし。もしイザベラが僕に対して、何か誤解や思い込みをしていて好きになったのなら、早いうちに本来の僕を知っておいて欲しいと思ったんだぁ」

「そうでしたの。私がウルシュ君を好きになったのは、一ひと目め惚ぼれですわ。ウルシュ君は私から見て、本当に素敵なんですの。恋愛の大多数なんて、始まりはきっとそんな物ですわ。性格は良く知らないけど、その辺りは後から知っていけば良いことですし。お互いに敬意を込めて接していれば、それはいつしか絆きずなに変わると思っていますもの」

　まぁ、私がウルシュ君に一目惚れしたのは前世の出来事だけど、一つも噓は言っていないから良しとしよう。

　性格もキャラ設定も良く分からないウルシュ君を、見た目が好きだからって命削りながら好いていたのは事実だし。

　むしろ、転生したことで、性格の良く分からなかったウルシュ君を知っていけることが、今、何より嬉しい。ビバっ!!　転生っ!!

「イザベラは僕がどんな性格だと知っても、逃げない？　離れていかない？」

「よっぽど家庭内暴力が激しいとか、浮気性だとか、ギャンブラーで借金癖とか無い限りは大丈夫ですわ。それ以外の多少の難は惚ほれた弱みで、仕方が無いと受け流しますわ」

　ただし、ウルシュ君に限る。他の奴やつの難は受け流せない。

「そこまでの駄目な性格ではないと自分では思っているけどぉ……。なんか、やけに具体的な例だねぇ……身近にいるの？　そんな人」

　ちょっと心配そうな視線を向けてくるウルシュ君に、慌てて手を振り否定する。

「い、いませんわっ!!　いませんけど、話に聞くくらいはありますわっ!!」

　よくよく考えたら、六歳の令嬢が具体例として挙げるような内容じゃなかったわ。次から気を付けよう。

　私の激しい否定に、納得したような、してないような表情でウルシュ君は引き下がると、ふと思いついたように前を指さした。

「ところで、またメイドさん、見失っちゃったね～。どうする？　正直、僕はイザベラ以外が怪我しようが、どうしようが、どうでも良いんだよねぇ」

　ウルシュ君、急に発言内容の黒さを隠さなくなってきたわね。

「なんか、さっきと対応が違いませんこと？」

「違わないよぉ？　イザベラが心配するから探すだけで、僕はあの人のこと、全然心配じゃないの。知らない人だし」

　そう言ってウルシュ君は、いつものようにフニャリと笑う。

　ふおぉぉぉっ!!　発言は黒いが、その笑顔が可愛かわいいっ!!

　ウルシュ君の笑顔に悶もだえる私に、ウルシュ君は不思議そうに首を傾げる。

「僕の笑顔でそんなに喜ぶのはイザベラくらいだろうねぇ。そんなに、僕の見た目が好きなのぉ？」

「はい。一生、隣で見ていたいくらいには好きです」

「そっかぁ～。その感じなら、僕がどんな性格だろうと、丸ごと好きになってくれる日も遠くなさそうだねぇ」

　私もそう思うよ。でも、今の私はただの面食いみたいな感じで、正直ウルシュ君に失礼な気がして申し訳ない。

　必ずや近いうちに、等身大のウルシュ君と向きあっていく所存でございますので、しばしお待ち下され。




　さて、忘れ去っていた、マリーちゃんの捜索を開始しよう。

　正直、ここまでしてマリーちゃんを見守る必要性は無いんだけど、怪我して帰ってきたら、自分もショーンさんも後悔するかもしれないので、尾行は続行決定。

　ウルシュ君は私の気が済むまで付き合ってくれるとのこと。やだ、カッコイイ。

　ただウルシュ君をそこまで身勝手に連れ回すのは申し訳ないので、初めから《傲ぼう慢えん》と《色欲とうし》をフル活用して、さっさと見つけ出すことにする。

　上の空で無計画に歩くマリーちゃんだから、どんなコースを辿たどるのかは予想できないけど、少なくともあの調子じゃ、そこまで遠くに行っていない筈はずだと……遠くに行ってるわ。

　マリーちゃん、遠いわぁ～……。なんかもう、追いかける気なくすくらいに遠いわぁ～。

　これ、夕食までに屋敷に戻ってこられるのか？　マリーちゃん。ほっつき歩いてないで、仕事しろよ。

　もう、ここまで来たら、意地だよね。心配だからじゃなくて、こんな何時間も追いかけて来たんだから、今さら止めるとココまでの時間が無駄になる気がして、意地になるよね。

　うん。私、今、意地でマリーちゃんを追いかけてる。

「何であの人……あんなに上の空で歩いているのぉ？」

「なんか三日前に好きな人と色々あって、それからその好きな人から微妙に避けられているせいだと思いますわ。マリーちゃん、本来は芯しんのある、しっかりした子だから、あそこまで思い悩んで徘はい徊かいするとは思わなかったけど」

「あの人が、しっかりした芯のある人に戻るには、この歩き回る時間は、必要な時間なんじゃないかなぁ。そっとしとこうよぉ」

「ウルシュ君、いい感じのこと言ってますけど、本当は尾行に飽きて止めたくなったのでは？」

「当然だよぉ。あの人の恋の悩みなんて、心からどうでも良い」

　なんか、ウルシュ君の性格が段々摑つかめてきたかも。

　多分、ウルシュ君は自分の興味・関心がある物以外は、どうなろうと知ったこっちゃないタイプだ。

　そんな風に、ウルシュ君について考察しながら、ウルシュ君の腰元に視線をやる。

　初めに気が付いた時には、何故そんな物を腰にぶら下げているのかが分からなかったけど……。

　ウルシュ君の少し黒い性格を知った今となっては、似合いすぎて怖いです。

　ちなみに、ウルシュ君が腰にぶら下げている物というのは……

『鞭むち』です。

　しかも、乗馬とかに使う、スティック状の短い物ではなくて、革製の長い鞭です。

　あの、猛獣使いとか、ＳＭの女王様が使うような、長い鞭です。

　ウルシュ君……君、商人の息子だったよね？

　猛獣使いの息子ではないよね？

　商人に鞭って必要だったっけ？

　私の視線に気が付いたウルシュ君が首を傾げる。

「朝からずっとコレを見てるよねぇ。欲しいの？」

　いらんわ。

　なんで欲しがっていると思ったし。悪役令嬢の私が持ったら、似合いすぎちゃうだろ。

「いえ、何でそんな物を持ち歩いているのか疑問でしたの」

「あぁ僕ねぇ、今朝は鞭を扱う練習をしようかと思って、家を出て来たんだよねぇ」

　なんでっ!?

　何だろう……商人って鞭が扱えなきゃ駄目な職業だった？

　ウルシュ君と鞭の組み合わせが凄すごく怖くて、変な想像しちゃうんだけど。

「うん。イザベラ？　あのね？　決してコレ、僕の趣味じゃないからねぇ？　なんか変な想像してない？」

　ゴメン、してる。

　だって商人と、鞭が、どうしても結びつかないんだもん。

「趣味じゃないなら、仕事で鞭を使っているんですの？　何か、けしからん感じのアルバイトでも……」

「荷馬車を動かす為だよぉ……けしからんアルバイトって何!?　御者台から馬に鞭を当てる為には、長い鞭が必要なんだけどぉ、長いから下手すると自分にも当たっちゃうし、周りの人に当たったら危ないから練習をしようと思ったんだぁ」

　思っていたより、真っ当な理由だった!!

　ゴメン。ウルシュ君、色々疑っちゃってゴメン!!

　そして、何より……

「ウルシュ君、他人に興味なさそうなのに、他人に鞭が当たると危ないっていう気遣いは出来たんですのね」

「ねぇ、イザベラ？　それって僕が人に鞭当てても平気そうな人間に見えてたってこと？　そんなに人間性を疑われるようなこと、僕、イザベラにしたかなぁ？」

　ゴメン。たしかに、そこまでのことはされてないよね。若干黒いけど。

　さすがに人間相手に鞭を振るうような人間じゃないよね。若干黒いけど。

　でも、ウルシュ君の性格が分かってきた今なら、なんとなく人間相手に鞭振るうのも似合っている気がしたん……あ、なんかウルシュ君の笑顔から黒いオーラが漂い始めてきた。

　また、表情で何考えているのかバレちゃったのかな？　よし、怒られる前に、話題を変えちゃえ☆

「荷馬車を動かす練習って、そんなに早い時期から始めるものなんですの？」

　私のその質問に、ウルシュ君は満面の笑みで返す。

「今回はその話題転換に乗るけど、毎回それが上手うまくいくとは思わないでねぇ」

　こっ、怖いっ!!　なんか釘くぎ刺されたっ!!

　ウルシュ君は六歳児の筈なのに、勝てる気がしないよっ!!

　私、カンストしてるのに、メンタル面で一生勝てる気がしないよっ!!

「僕は商会の息子だから、荷馬車は従業員達が動かすし、必要ないんだけどねぇ。イザベラが行商しようって言ったから、一応練習しておこうって思ったんだぁ」

　私との結婚生活の為ですか。……ふふ、ちょっと照れる。ありがとう。

「イザベラは、僕がスネイブル商会の支店を任されて、そこで働くのと、独立して行商するのはどちらが良い～？」

「えっ？　そこで私に判断を求めるんですの？　実際に働くのはウルシュ君なんだから、自分の好きな方を選んで下さってかまいませんわ。私はウルシュ君がどちらを選んでも付いて行くつもりですので」

　私は魔法使えるし、ウルシュ君は黒いから、どこでもやっていける気がする。

「今も、付いて来てくれるつもりなんだねぇ。僕のお嫁さんになる気は変わってないんだぁ？」

「当然ですわ。たとえウルシュ君の性格が黒くても、各地を転々とする行商生活になろうとも、その程度で変わってしまうような想いじゃありませんわ。見くびられては困ります」

　それに今日ウルシュ君と過ごしてて思ったんだけど、多分、ウルシュ君は黒いだけじゃなくて、自分の懐に入れた人は、絶対に守るような人だと感じたんだよね。

　ウルシュ君は本気で私を騙だまし通すつもりなら、出来たと思うんだ。でもそうしなかったのは、私と信頼関係を築いていこうと思ってくれたからじゃないかな？　そんな風に想ってくれるウルシュ君に、惚れ直すことはあっても、見限ることはないよ。

「あはは～。嬉うれしいなぁ。そんな風に僕のことを想ってくれるイザベラと出会えて、本当に良かったよぉ」

　そう言って笑うウルシュ君を見つめていると、前方でマリーちゃんの小さな悲鳴と、怒鳴り声が聞こえた。

「おい、お前ぇ！　何してくれてんだっ!!　お前のせいで、獲物が傷物になっちまったじゃねぇか!!　買い取り価格が下がんだろうがっ!!」

　声に驚いて前を見ると、マリーちゃんを取り囲んで、三人の屈強な男達が怒鳴っていた。

　しまった、どんな状況なのか全然分かんない!!

　ウルシュ君の笑顔に気を取られて、マリーちゃんを見ていなかった!!

「あのメイドの人が上の空で歩いててぇ、あの冒険者さん達の後ろを通る時に、背負っていた獲物に引っかかっちゃって、獲物ごと引き倒すように転んだんだぁ。その時、討伐証明部位で素材になるはずの角が欠けちゃったみたい」

　凄いウルシュ君っ!!　私よりちゃんとマリーちゃんの尾行・監視してるっ!!

　そして、完全にマリーちゃんの過失じゃないか!!

　マリーちゃん、君、ドジっ子キャラじゃなかったよね!?　本当に一体どうしちゃったのっ!?

　怒っている冒険者さんのうちの一人、短気そうなオジサンがマリーちゃんに拳こぶしを振り上げた。

　ちょっ!!　オジサン!!　怒るのは分かるけど、その屈強な体格での一撃は、若い女性に向けちゃ駄目だよっ!!　下手すると死ぬよっ!!

　慌てて〝制止しなきゃ〟と思った瞬間、うっかり目に力が入り、〝気合い〟と言うか〝気迫〟と言うか……とにかく〝何か〟が目から出た。

　いや、〝何か〟は分からないんだよ？　とにかく〝何か〟が出たんだよっ!!　目からエネルギー的な何かがっ!!

　そして、その目から出たエネルギーが、『私の視界にいる人達』に襲い掛かる。

　ちなみに、私の『視界』にいるのは、三人の屈強な『冒険者』の方々と、『若手メイド』のマリーちゃん、そして、騒ぎを聞いて『冒険者ギルドから出てきた野次馬』の皆さんです。

　さて、問題です。

　この中で一番、謎なぞのエネルギーの効果をモロに受けそうな人は、一体誰でしょう？

　そうですね。マリーちゃんですね。

　謎のエネルギーを叩たたきつけられたマリーちゃんは気絶し、他の方々は硬直した。

　ぬおぉぉぉぉっ!!　私の馬鹿っ!!　マリーちゃんを助けるつもりが、気絶させてど～すんじゃいっ!!　かえって逃げられずにピンチじゃんっ!!

　撤退!!　撤退ぃ!!　マリーちゃんを回収次第、撤退っ!!

　ダッシュで気絶するマリーちゃんの近くまで距離を詰める。

「なっ!?　瞬間移動!?」

　視界から微妙に外れていて硬直から免まぬがれていた、野次馬の冒険者さん達から驚きよう愕がくの声が上がる。

　瞬間移動じゃないよっ!!　そこまで人間離れしてないよっ!!　ただの五〇ｍダッシュだよっ!!　ザワザワすんなぁっ!!

　そのままマリーちゃんを抱えて逃げても良いんだけど、一応マリーちゃんの過失で冒険者さん達の獲物の価値を下げたので、雇い主としてその分を補ほ塡てんするべきだよね？

　もしかしたら、ロッテンシュタイン家で働いているメイドだってことが知られて、後で苦情が来るかもしれないし。

　ただ、私。お金持ってない。

　公爵令嬢って、お金を自分で持ち歩かないし。

【クローゼット】には、アイテムしか入っていないし。ん？　アイテム？

　お金になりそうなアイテムで、代わりにならないかな？

　よし、（アイテム整理もかねて）高そうだけど、使い道のないダブっている『ドロップアイテム』を渡して、誤魔化しちゃおう!!

　ちなみに、何故ドロップアイテムかと言うと、ゲームでウルシュ君から購入したアイテムは、色んな魔術が付与されていたりと魔改造されているっぽいので、渡したらとんでもない騒ぎになりそうだから。

　ドロップアイテムなら、他にも持っている人がいるでしょ？　多分。

　ひざ下丈のドレススカートの裾すそから中に手を突っ込んで、まるでそこに隠していたかのように【クローゼット】から武器を取り出す。

　取り出したるは『ミスリル製のジャマダハル』。

　さすがファンタジー世界っ!!　ミスリルが存在します!!　ミスリルは銀の輝きを持ち、鋼の強度をしのぐ、魔力を良く通すファンタジー鉱石です。そして、『ジャマダハル』って言うのは、メリケンサックに短剣が付いた形状の、刺すことに特化した武器なのだ。

　これなら護身用に公爵令嬢のスカートの中に入っていても、おかしくあるまい。あと、ミスリルなら、お高いはず。それを、マリーちゃんと冒険者さん達の間の地面にそっと突き刺して、強面こわもての冒険者の方々に謝罪する。

「こ……コレ、弁償ガワリネ。謝罪ノ証ネ。受ケ取ル、ヨロしいヨ」

　緊張のあまりカタコトになったわっ!!　そしてイマイチ謝っていないっ!!

　一連の流れにポカンとする冒険者さん達を置いて、話は終わったとばかりに、さっさとマリーちゃんをお姫様抱っこする。今のうちに逃げちゃおう。

　踵きびすを返して、そそくさと歩き出した私の後ろから、我に返った冒険者さんが声をかける。

「ちょっ!!　お嬢ちゃん！　ちょっと待てっ!!」

　くっ!!　誤魔化しきれなかったか。こうなったら、逃げるが勝ちだっ!!

　獲物の報酬金額は知らないけど、補塡の品は置いたんだし、さすがに深追いしては来な……追いかけて来たしっ!!　慌てて走るスピードを上げる。

　やばい！　やばい！　やばい！　さすがにマリーちゃんは、六歳児の私の体格で抱えるには大きくて、はみ出た足を引きずってしまうから、いまいち本気で走れないぃ!!

　いや、体力的には走れるんだけど、走るとマリーちゃんの足が摩擦で削れて無くなるからさ。不味まずいでしょそれはっ!!

　そんなハンデありの状態で中途半端なスピードで走るから、なかなか距離が離せないっ!!

　街中を、大人のメイドを担いで爆走する貴族の幼女と、それを追いかける三人の屈強な冒険者。

　なんだこの状況はっ!!　目立ちすぎるだろっ!!

　もう、諦あきらめろよっ!!　追っかけてくんなよぅ!!

　若干涙目になりかけていた時、背後から凄すさまじい破裂音が鳴り響くと共に、強い風が背中に叩きつけられた。風圧で髪を前へとなびかせながら、咄とつ嗟さに踏ん張って転倒を避ける。

　驚いてそのまま足を止め振り返ると、砕け散った石畳の前に、鞭を片手に仁王立ちするウルシュ君と、腰を抜かして座り込んだ冒険者さん達がいた。

　立ち止まった私に気が付いたウルシュ君は、私の背をポンポンと叩くと、

「はい。冒険者が座り込んでる今のうちに、逃げちゃおうねぇ～」

　と笑顔を向けて、先に進むよう促す。

「…………。ウルシュ君」

　言われた通りウルシュ君と並んで走りながら、声をかける。

「なぁに？」

「さっき、鞭むちは人に当てない常識はあるって話、していなかったっけ？」

「大丈夫！　当たらなかったから」

「〝当たらなかった〟と〝当てる気なかった〟だと、意味合いがだいぶ変わってくるんだけど？」

「そうだねぇ～」

　いや、そうだねぇ～じゃなくて。

　あれは、足止めには威力が大きすぎるよ。もし当たっていたら死人が出る……ん？

「ウルシュ君、鞭の威力にしては大きすぎない？　力強いの？」

「え？　僕の力は強くないよぉ。この鞭、錬金術の練習で創ってみた『マジックアイテム』だから、特殊効果が付いているんだよねぇ」

　ウルシュ君……。君の『魔改造アイテム』の製作は、六歳の時点ですでに始まっていたんだね。
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　ウルシュ君のお宅の応接間にて目を覚ましたマリーちゃんは、自分の置かれている状況が分からずプチパニックを起こしていましたが、ウルシュ君にことの顚てん末まつを聞かされると、土下座せん勢いで謝ってきました。

「申し訳ございませんっ！　お嬢様。個人的な悩みに気を取られて、与えられた仕事を疎おろそかにした上に、私が引き起こした騒ぎに幼いお嬢様を巻き込み、なおかつ、私が人様に与えた損害を負担させてしまうなんてっ!!」

「クビになっても、おかしくないよねぇ」

　ウルシュ君の一言に、マリーちゃんは蒼そう白はくだった顔色をもっと白くさせ、涙目になった。

　たしかに『メイドが屈強な冒険者の獲物に傷をつけて損害を与えて気絶し、仕えている家の幼い令嬢に冒険者三人への対応をさせて損害賠償を負担させた上に、気絶したメイドを安全な場所まで担がせた』という顚末だけを聞けば、解雇待ったなし。なんだろうけど、そこに語りきれていない要素も色々あるから、マリーちゃんが首になるのは防ぎたい。

　まず、その場に公爵令嬢である私がいたことがおかしい。この点は、マリーちゃん悪くない。

　それに、マリーちゃんが気絶した原因は私にあるよね。アレがなんだか私にも分からないけど。

　損害賠償については、正直、相手方は納得していないっぽいから、ちゃんと対応出来たとは言えないし。

　そして担いで運んだ件については、ＨＰカンストの私には負担は感じなかった。

　……が、私が逃げる時にマリーちゃんの足を引きずったり、ぶつけたりしていたみたいで……。

　意識の戻ったマリーちゃんが両足首の痛みで立てなくなっていた為、ストッキングを脱がせてみると、皮下出血で真っ青なうえ、腫はれがヤバい。

　これ……絶対に折れてる……よね？

　ぶっちゃけ、私が首を突っ込まない方が被害が少なかったんじゃないかと思う。

　いくらチート能力を持っていたとしても、その能力を使う私がポンコツじゃ、碌ろくなことにならないわ。

「マリーごめんね。足は大丈夫？　私の持っているＨＰ回復薬ポーシヨンあげるから、コレ飲んで怪我を治して？」

　私のその言葉に、マリーちゃんは驚いた顔をして私を見る。

「お嬢様っ……使用人の私の名前を知って、あ、いえ、そうではなくて。そんな貴重な薬を私に？」

　頷うなずいて、マリーちゃんに薬を渡そうとしたところで、ウルシュ君から待ったがかかる。

「イザベラ、もしかしてＨＰ回復薬ポーシヨンについて勘違いしてない？　回復薬ポーシヨンは、体力なら回復するけど、怪我は治らないよぉ？」

　なん……だと。

　え？　だって、ゲームではどんな攻撃喰くらっても、ＨＰ回復薬を飲んで回復したら、また戦えるようになるじゃん？　ポーションが品切れしたら、代わりに聖属性魔法の治癒で回復するじゃん？　ポーションと治癒魔法って同じものじゃないの？

「ＨＰ回復薬ポーシヨンが回復させるのは『ＨＰ』だけだよぉ。ちなみにＨＰっていうのは、腕力、瞬発力、持久力といった、パワー系統と体力を総称したものなんだぁ。だから回復薬ポーシヨンでＨＰを全回復したところで傷は全く治らないし、出血も止まらないよぉ。だって『体力ＨＰ回復薬』であって『治癒薬』じゃないんだもん」

「じゃあ、怪我した時はどうすれば良いの？」

「その為の聖属性魔法を使う治癒術師と神官だよぉ。ＨＰ回復薬はその人達に治してもらうまでの繫つなぎだねぇ。体力が無いとそれまでもたないからぁ。ただ、出血が酷ひどかったら、ポーションをジャブジャブ飲んでも、どんどんＨＰが減っていくから、どうしようもないんだけどねぇ」

　なんてことだ、ゲームとは違うっ!!　コレがゲームと現実の差異か。

「……と、いうことは、マリーちゃんの足の怪我を今すぐ治してあげられないってことなのね」

　申し訳なさに、マリーちゃんの前で崩れ落ち、膝ひざと手をついて落ち込んでいるとウルシュ君が背中を撫なでてくれる。

「大丈夫だよぉイザベラ。僕、聖属性魔法を持っていて治癒魔法を使えるから、すぐに治してあげられるよぉ」

　そう言うと、ウルシュ君はマリーちゃんの両足に治癒魔法をかける。

　腫れ上がったマリーちゃんの両足に、白く光る魔法陣がいくつも浮かび上がると、歯車が回るように回転していく。回転する魔法陣は、まるでレース模様のようで、繊細で綺き麗れいだ。

　魔法陣がキラキラと回転するたびにマリーちゃんの両足から皮下出血が消えていき、腫れていた足が元のほっそりとした綺麗な足に戻っていく。

　痛みと腫れの引いていく両足を驚きの表情で見ていたマリーちゃんは、足の治療が終わって魔法陣が消えた後、立ち上がり問題が無いことを確認する。

　完全に治ったことを確認したマリーちゃんは、ウルシュ君に何度もお礼を言うと、すぐさま真っ赤な顔で素早くストッキングを履き出した。

　マリーちゃん、素足が恥ずかしかったんだね。ゴメン、強制的に脱がせて。

「ウルシュ君！　マリーを治してくれて、ありがとう!!　本当に凄すごいですわっ!!　白い魔法陣も凄く綺麗でしたっ!!」

　するとウルシュ君は照れたように笑いながら、自分の前髪をグシャグシャと混ぜると、床に座っている私を立たせる。

「イザベラにカッコイイところを見せられたなら嬉うれしいよぉ。じゃあ、メイドさんの怪我も治ったことだし、そろそろウチの家から出た方が良いよぉ。ウチ、魔女が住んでるから」

「魔女？　ウルシュ君の家には魔女がいるの？」

　私の頭の中で、緑色のボコボコと気泡を立てる液体が入った大おお鍋なべをかき混ぜている、魔女の姿が思い浮かぶ。ポーションでも作っているのかな？

「多分イザベラの想像とは違うけど、いるんだよぉ、魔女が。今は寝室から出られないから大丈夫だけどぉ……そうそう、もうすぐ迎えが来るよぉ。ウチの使用人がロッテンシュタイン家に、イザベラがウチにいることを報告しに行ったから、そろそろ到着するんじゃないかなぁ」

　その言葉に思考が止まる。

　屋敷に報告しただと……。コッソリ抜け出して来たことが、屋敷の皆や家族にバレてしまうっ!!

「ウルシュ君っ!!　その迎えが来た時に、私はココにいないことにして下さらないかしら!?　マリーを保護したのは、ウルシュ君か、〝スネイブル商会の誰か〟ってことにして頂きたいの。その間に、私は一人で屋敷に戻っておきますわっ!!」

「えっ!?　一人で戻るの？　それは危ないよぉ、迎えが来るんだから待っていれば良いのに。それに、イザベラがココにいないことにする理由が分からないよぉ」

　とにかく居なかったことにしたがる私に、ウルシュ君は首を傾げる。

「だって私、コッソリ屋敷を脱走してきたんだよ？　怒られるじゃん」

「そこは、怒られておきなよぉ……。そんな危ないことしちゃ駄目だよぉ？　イザベラは美人さんなんだから変な人に狙われるかもしれないよぉ？　僕心配だなぁ」

　うっ、心配そうなウルシュ君の表情に、申し訳なさがこみ上げてくるんだけど、それでもバレたくないんだ。特に家族のあの人には……。

　私は、前世の記憶を思い出したとはいえ、元のイザベラとして生きてきた六年間が無くなったわけではない。それどころか、むしろ前世と今世が、ガッツリ混ざっている。

　元の日本人の私は、中身はテンション高くても、それがあまり表に出てこない、よくいるインドア派のヲタクタイプだったけど、イザベラと混ざったことで喜怒哀楽が激しい上に表情に出やすく、行動派の考え無しになっている。

　そして性格だけではなく、苦手な物や人も、イザベラ時代の経験に引きずられているんだ。

　そう、蝶ちようよ花よと溺でき愛あいしてくれている家族の中で、イザベラに甘くない厳しい家族が一人いる。

　イザベラは彼が苦手だった。苦手という言葉では生易しいかもしれない。

　恐怖の対象と言いかえても良いくらいだ。そして、もちろん前世を思い出した今の私も彼が苦手だ。

　今回の出来事は、奴にだけは知られてはいけない。

「でも、ウルシュ君。今回だけは何とかならないかしら？　出来れば今回のことを次兄のダイ……」

　そう言いかけた時、応接間の扉が勢いよく開かれ、屈強な大男二人が飛び込んできた。

「ベラっ!!　お前という子は全くっ!!　なんて危険なことをっ!!」

「──っっお父様っ!?　と……ダイモン兄様っ!?　なんでダイモン兄様がココにっ!?」

　飛び込んできたのは、お父様。そしてそのお父様の後ろで仁王立ちしている、次兄のダイモン兄様だった。

　ひとまず、お父様はまだ良い。問題は目の前で般はん若にやのような表情を浮かべ仁王立ちしている次兄だ。

　二人いる兄のうちの一人、近この衛え騎き士し団だん所属、ダイモン・ザック・ロッテンシュタイン。

　そう、この男こそが、イザベラの最も恐れる男だ。

　幼い頃から暴走を繰り返すお転婆なイザベラに、鉄てつ拳けん制裁は勿もち論ろん、木の上から逆さ吊づりにしたり、屋敷の敷地を高さ三〇㎝の有刺鉄線でぐるっと囲み、その下を豪雨の中、匍ほ匐ふく前ぜん進しんで一周させるといった、令嬢どころか令息にすらしないような制裁を加える男だ。児童相談所カモンっ!!

　この兄を持って、なんでゲームのイザベラが悪役令嬢に成長したのか本当に意味不明だよっ!!　ゲームのイザベラ単細胞生物バカなんじゃないのっ!?

　いや、今はゲームのイザベラなんぞどうでも良いっ!!　この場をどう切り抜けるかだっ!!

　このままだと、『縛られたまま池に沈められて、そこからの脱出訓練』なんて物を、この鬼教官からさせられかねんっ!!

　えっ！　あ[image: ][image: ][image: ]どどどどうしようっ！

　どっどう誤魔化そ……いやっ何から説明しっだぁぁ!!　もうっ!!

　とうとうパニックに陥り、頭がショートした私は──

　窓ガラスぶち破って外へ逃げた。

「「はぁぁぁぁぁぁっ!?　何をやってるっ!!　ベラっ!!!」」

「えぇっ!?　イザベラ!?」

　男達の驚きよう愕がくの声を背中で聞きながら、私は走る。

　あ、ウルシュ君の焦った声、初めて聞いたかも。
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　その夜中、屋敷の玄関ホールにて正座させられ、ダイモン兄様に二時間ほど怒られました。

　令嬢に玄関ホールで正座させるのはどうかと執事のショーンさんに止められていたけど、ダイモン兄様に「平民の男性ですら、余所よその家の窓ガラスをぶち破って外に出ない。今のこの子は令嬢として扱えない」という主張に押され、沢山の使用人達に見守られながらの、玄関ホールでの公開断罪でした。

　私的に、婚約破棄の公開断罪イベントよりも辛つらい気がする。

　ちなみに、公開断罪を受けている現在、夜中の二時です。

　なんで近衛騎士団として王宮で働いている筈はずのダイモン兄様が今ここにいるかと言うと、私が予想していたよりも、私の姿が見えないことに屋敷は大騒ぎになったようで、宰相として王宮で仕事をしていたお父様に連絡が入ったらしい。

　その連絡を聞いたお父様は、最近使用人達が私を見つけられない・捕まえられないと嘆いていたのを思い出し「近衛騎士をやっている次男ならば見つけられるだろう」と一緒に連れて帰って来たそうな。

　ダイモン兄様が加わって大捜索したところで、私は屋敷にいなかったんだけど。

　私がなかなか見つからないことに焦り始めた時、ちょうどやって来たスネイブル家の使用人から、メイドと一緒に保護していることと、そうなった経緯を聞き、お父様は崩れ落ちたらしい。

　最近、お父様が崩れ落ちる頻度が増えてきている気がする。頑張れ、パパ。

　スネイブル家に私を回収しに行くもすんでの所で逃げられ、逃亡する私をダイモン兄様とウチの使用人達だけでは捕獲できず、ダイモン兄様は考えた末に、非番中だった近衛騎士の後輩や部下に、逃げ回る妹の捕獲を手伝って欲しいと頼んだ。

　たった六歳の令嬢に何を大おお袈げ裟さな、と言いつつ手伝いに来てくれた近衛騎士達だったが、私を全く捕まえられない。

　徐々に本気ムキになっていき、さらに他の非番中の仲間を応援に呼ぶ近衛騎士達。

　どんどん増えて行く近衛騎士に追われて恐ろしくなり、本気で逃げる私。

　本気を出した私に、さらに知り合いの騎士達を駆り出しての、大捕り物と化すという悪循環。

　追いかけてくる屈強な近衛騎士と騎士達に恐怖がＭＡＸになり、《立体機動》スキルまで駆使して、必死で町中の建物を駆けのぼり、跳び回って逃げ回る私の捕獲騒動に、面白がった冒険者の方々が飛び込み参加して、夕方から夜の街中がとんでもない騒ぎになりました。

　ちなみに冒険者さんは、私を追いかける派と、仕留めようとする派と、逃走を手伝う派に分かれていたせいで、よけいに混乱状態に。

　軽いお祭り騒ぎみたいになって、食べ物系の露店の売り上げが全体的に伸びたらしい。

　まぁ、最終的に私を捕まえたのは、ウルシュ君でしたが。

　大柄で屈強な男達に追われて精神的に追い詰められていた私は、エンジェルスマイルを浮かべて手を振るウルシュ君にホイホイされ、ウルシュ君の胸に飛び込んだところで、ウルシュ君が後ろ手に持っていた鞭むちで、ウルシュ君ごと縛りつけられました。

　さすが、ウルシュ君特製のマジックアイテムな鞭。

　私の力でも引き千切ることが不可能でした。なにあの鞭、こわい。

　そんなこんなで、その日を境にロッテンシュタイン家の末娘のイザベラは、

〝動きにくい豪華なドレス姿で町中を駆け回り、高い建物の壁を駆け登ることが出来、建物の間を跳び回る。近衛騎士も騎士も冒険者達すらなかなか捕獲できない少女。唯一捕獲出来るのは婚約者だけ〟

　と町中で知らぬ者はいなくなり、近衛騎士団や、騎士団、冒険者達のなかで随分話題になりました。

　うん。ウルシュ君が、皆から『婚約者』だと認識されている。素晴らしい。

　ただ、それだけ話題になれば、伝わるよね。

　伯父の王様とか、近衛騎士団長とか、騎士団長とか、魔術師団長とか、冒険者ギルドのマスターとか。








閑話　公爵令嬢ＶＳ王国近衛騎士団・王国騎士団・冒険者達









「よお！　お前ら話題になってんぞっ!!」

　冒険者ギルドにて、常設依頼の一角ウサギ捕獲の仕事を終え、獲物の査定待ちをしている三人の冒険者に、顔見知りが声をかける。

「あぁ？　話題ってなんだよ？」

　三人の冒険者達は汗だくで肩で息をし、疲労感を滲にじませている。

　まるで、町中を全力疾走してきた帰りのようだ。

「お前ら三人が三〇分くらい前まで、メイドを担いだ五歳くらいの幼女を追いかけ回してたっていう、よく意味の分かんねぇ話なんだがよぉ。何なんだソレ」

　五歳くらいの幼女が大人のメイドを担ぎ上げているっていう時点で眉まゆ唾つばものなのに、さらに〝素早く動く獲物の捕獲に長けている〟と有名な、素早い冒険者が三人がかりで追いかけ回すとは何事なんだ。

　しかも、その幼女は逃げ切ったらしい。

「あぁ、そうか。まぁそうだわな、目立つよな。俺達も途中で意地になってたのもあるんだけどよぉ……」

　三人の冒険者達が言うには、こういうことだった。

　依頼の獲物を捕獲してギルドに戻ったところ、ギルド前で酔った他の冒険者に絡まれ、入り口を塞ふさがれて中に入れて貰もらえず口論になっていた。

　すると、どこかのメイドが後ろを通り過ぎようとしたのだが、その時に、男達が背負っていた一角ウサギに引っかかり、ウサギを引きずり落とすような形で転倒した。

　その際、ウサギの角が石畳にぶつかり、欠けてしまったという。

　三人の中で一番短気な男が、口論で気が立っていたこともあって激げき昂こうし、メイドを殴ろうとした瞬間。

　メイドの後方六〇ｍほどにいた、そのメイドの主人。

　話題に出ている〝五歳くらいの幼女〟が、凄すさまじい殺気を放ち、その殺気にあてられた冒険者達は硬直して動けなくなってしまったらしい。周囲にいた野次馬達も、その殺気で身体からだがすくんで動けなくなり、当のメイドはその殺気で気絶した。

　静まる空気の中、一瞬で六〇ｍの距離を詰めてきたその幼女は、メイドと男達の間に入ると、フリフリドレスの内側から〝ミスリル製〟のダガーによく似た武器を取り出し〝石畳〟に、そっと、静かに、深々と突き刺した。

　その後、幼女は何かを言っていたが威圧されている身では上手うまく聞き取れず、なんとなく理解できたのは、この武器をメイドが駄目にした一角ウサギの代わりとして置いていくということだ。

　ミスリル製のダガーによく似た武器は、大きくはないが細工が細かく、さらに男達の見立てでは何かしらの『魔術付与』がされていて、一角ウサギ五〇〇匹分を超えるだけの価値があるらしい。

　そんな物は受け取れないし、受け取ってしまうと後が恐ろしいと返却しようとしたのだが、その幼女はメイドを楽々と抱え上げると走り出した。

　それがまた、恐ろしく速い。

　ダガーを持って返そうと追いかけるが、なかなか追いつけない。

　三人で挟み込むことも試したが、急激な方向転換をするわ、障害物を跳び越えるわ、フェイントは上手いわ。

　最終的に幼女を追いかけている目的が、ダガーを返すことではなく、捕まえてチームに勧誘することに変わっていた。

　最終的に諦あきらめることになったのは、ロゼリアル王国の毒竜フアフニールと呼ばれる、スネイブル家の横よこ槍やりが入ったためだった。

　ガルファシア大陸の要所要所に支店を構えるスネイブル商会は、冒険者ギルドに素材の収集依頼を大量にかけてくれる依頼主であり、冒険者の命綱と言っていい回復薬ポーシヨンとマジックアイテムを取り扱う最大手の商会で『冒険者にとって一番不興を買うとマズイ商会』なのだ。

　今回はそこの次男坊が自ら出てきたのには、腰を抜かした。

　一目見て分かった。外見こそは『婿養子に入った父親』によく似ているが、中身は〝あの女〟と同じアレだ。敵に回すと、碌ろくなことにならない。

　何故スネイブル商会が出てきたのかは分からないが、あの少女の勧誘は諦めた方が良いだろうと判断し、ギルドに戻ってきた。

　と、いうことだった。

「色々、ツッコミどころの多い話で、信じられねぇよ」

「俺達も、いまだに何がなんだか良く分からねぇよ」

　今日は、そんな事件はあったものの、もうあの少女と関わるような機会はなかなか来ないだろうと、誰しもが思っていた。

　二時間後に王国近この衛え騎き士し団だんと騎士団達による合同の、大掛かりな公爵令嬢の大捜索が街中で開始されるまでは。





◆◇◆◇◆






　ロゼリアル王国、近衛騎士団団員寮。

　近衛騎士団に所属する者達は、国中から騎士を目指して集まって来ている為、実家が遠く、寮に住む者が多い。

　結婚すると街中に住居を移す者もいるが、日頃訓練に明け暮れている為に出会いが無く、婚期を逃す者が多い為、ほとんどの近衛騎士達はココに住んでいる。

　すぐ近くにある、騎士団の寮も似たような物だろう。

　もはや、寮ではなく、小さな町と化しているが。

　一四時頃、そこに、小柄で、のんびりとした性格が見た目に滲み出ている女性が訪ねて来た。

　近衛騎士団団長のご息女であり、近衛騎士団第一部隊隊長のダイモン・ザック・ロッテンシュタインの婚約者マリン嬢である。

　こんな、むさ苦しい男達の集まりを訪ねて来るなんて、と慌てていると、マリン嬢は部隊長ダイモンからの頼み事を伝えに来たらしい。

　その頼み事と言うのが、

「何でもダイモンの六歳になる妹さんが、街中を家の人達から逃げ回っているらしいの。ダイモンも頑張って追いかけているのだけど……妹さんは、すばしっこくて追いつけないらしくて。だから、非番の人達に手伝って貰えないだろうか？　って。追いつけないから、出来れば〝馬〟も連れてきて欲しいんですって」

「えっ!?　六歳の女の子を追いかけるのに、〝馬〟ですか？」

「そう。私もさすがに、馬までは要らないんじゃないかって思うのだけど……」

「いやぁ……さすがにそれは冗談か、物のたとえじゃないですかね？　まぁ、幼い公爵令嬢が街中で一人っていうのは危険ですので、すぐに保護する必要性がありますね。暇な奴やつらを集めて向かいますよ。どの辺りですか？」

　そうして、まず、非番の近衛騎士団の八人が、駆けつけることになった。




　──二時間後。

「騎馬部隊五名到着しましたっ!!」

「騎士団からも追加の応援二〇名到着していますっ!!」

「そろそろ日が傾き始めているっ!!　日が落ちる前に完遂を目指すぞっ!!」

「「「「おうっ!!」」」」

「合流して来た者達に告げるっ！　今回の任務はロッテンシュタイン家のご令嬢、イザベラ・アリー・ロッテンシュタイン嬢の捕獲っ！　いやっ、〝保護〟だっ!!　六歳児だと甘く見るなっ！　現時点で、多くの近衛騎士と騎士達の包囲を搔かい潜くぐり、逃走を続けているっ!!　報告係っ!!　現時点で得られている対象者の情報をっ!!」

「はっ！　報告します。現時点で把握できている対象者イザベラについてですが、現在、追つい尾びを続けている獣人ライカンスロープ部隊の猛もう追ついを振り切り、街中を逃走中。持久力・脚力が桁けた外はずれで、最低でも高さ二ｍ、幅八ｍを跳ぶことが可能。視界に入る者に殺気を放ち、通常の馬は恐慌状態に陥る為、軍馬での追跡に切り替えられました。対象者の視界の直線上に入るのは危険だと判断します!!」

「以上だっ!!　後は各所に立っている報告係に聞くようにっ！　新たな指示は報告係に伝えておくので、指示に従え。問題や新たな情報の報告も、そこで行うように！　では各自任務に着けっ!!」

「「「「「はっ!!」」」」」
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　いつものこの時間ならば、買い物客と、仕事から帰って来て酒を飲む男達で賑にぎわう大通りが、今日は異様な様相を呈していた。

　大通りを軍馬と王国軍の獣人ライカンスロープ部隊が駆け回り、各所で王宮か王城周囲で働いている筈はずの近衛騎士団と、騎士団達が合同で一人の人物を捜索しているのだ。

　その探されている人物は六歳の公爵令嬢。

　それだけ聞けば、公爵家に賊か、何者かが侵入して公爵令嬢を連れ去ったのかと誤解しそうだが、どうやらそうではないらしい。

「もしかして、昼間にあいつらが追いかけ回してたっつう幼女じゃねぇか？」

「軍馬でも追いつけねぇ、凄まじい殺気を放つガキが、そう何人もいてたまるかよっ!!」

「あの追われてた子、公爵令嬢だったのか……」

　騎士達は、日が落ちるまでには令嬢を確保したかったようだが、とうとう日が落ちてしまった。

　街中の住民達は、幼い公爵令嬢が屈強な騎士達を振り切って駆け抜ける様子に随分と盛り上がり、酒や軽食を片手に表に出てきている。

　ここ最近、催しや娯楽が無かったこともあり、一目その令嬢を見ようと、街中の通りがお祭り騒ぎだ。

　一体、どの通りに現れるだろうかと、住人達は期待に目を輝かせる。

　必死で追いかけている騎士達には申し訳ないが、少しでも長く、この逃走劇を見ていたいと考える住人達も多かった。……本当に娯楽が無く、暇だったのだ。

　長引けばいいと考えるのは、住人達だけではない。

　それは、屋台や、飲食店といった店主達だ。

　現に、いつもよりも多くの屋台や夜店が続々と集まって来て、祭りのように賑わっている。

　その賑わいの中で、通りの向こうから、ひときわ大きな喝かつ采さいが上がる。

　その喝采が近づいてくると同時に、通りの角を曲がって、少女が姿を現した。

　天使か妖よう精せいのような、輝く黄金の髪。将来美女になるだろうと簡単に予想できる美しい顔をもった少女。

　その少女がドレスの裾すそをつまんで、軍馬に跨またがった屈強な騎士三人に追われて通りを駆け抜ける。

　と、次の瞬間、少女の身体がフワリと舞い上がり、野次馬達の上を跳び越え、建物の壁面に華きや奢しやな足をかけた。

　そのまま当然のようにして〝壁面〟を駆け登っていった少女は、五階建ての建物の屋根まで辿たどり着つくと、そのまま屋根の上を駆け、次々と他の建物へと飛び移って行った。

　屋根の上を駆け抜ける少女と、その下を地響きを立て並へい走そうする軍馬に乗った騎士達。

　街中は、その少女の驚くべき身体能力と、普段目にすることのない軍馬で駆け抜ける騎士達の迫力に、大喝采。

　そんな中、設置された騎士団の天幕に、再びショックで倒れたロッテンシュタイン公爵が運び込まれていた。




「おいっ！　お前ら見たか!?　凄ぇぞあの令嬢!!　あの追いかけるのって、ギルドの依頼にたとえたら何ランクだ!?」

　ギルドに興奮した冒険者が飛び込んでくる。

「街中に出現した魔獣の討伐と仮定するか？」

「討伐すんなよっ!!　って言うか、どの魔獣に当てはめる気だ？　もしかすると、ワイバーンより捕獲が難しいぞ。速いし、ちいせぇし、街中だし」

「なぁ、騎士より俺達の得意分野なんじゃねぇか？　この騒ぎ」

「たしかに、騎士達は魔獣の捕獲よりも、討伐が主な仕事だからな」

　一同沈黙。

「やるか」

「「おうっ!!」」

　冒険者ギルドにいる者達が一斉に立ち上がる。

「いやいや、お前ら待て。何やる気になってんだ。何の稼ぎにもならねぇぞ？」

「じゃあ、お前は行かねぇのかよ？」

「いや？　行くぞ？　こんな面白れぇことはなかなかねぇからな」

　冒険者達、参戦。

　冒険者が加わったことにより少女は本気を出したのか、逃走スピードが上がり、アクロバティックな動きが増え、捕獲の難易度が上がっていく。

　騎士達の為にスネイブル商会が全面協力体制に入り、街中を照らす魔石を使用した『野外放電灯』といった大掛かりなマジックアイテムが貸し出され、夜空に打ち上げられると夜の裏通りでも明るく見通せるようになった。

　住人達は長期戦に入ったと喜び、椅子やテーブルを通りに持ち出して、どんちゃん騒ぎだ。

　そんなに騒いで、明日まともに仕事が出来るのかと聞きたい。

　いや、明日の朝までに、公爵令嬢を捕獲できるのかが問題だ。

「スネイブル商会でーす。え～回復薬ポーシヨン、回復薬ポーシヨンはいかがですかぁ？　本日に限り大変お安くなっておりま～す。今なら三〇％オフで～す」

「「くれっ!!」」

　追いかける方は体力の限界がきているのか、座り込む者達も目立ちだした。

「毎度有り難うございま～す。そして、冒険者の皆さま、お忙しい中ご協力有り難うございま～す」

「おうっ!!　って、ん？　ご協力ってなんだ？　スネイブル商会は関係ないだろ？」

「いえいえ、関係ありますよ～。今、街中を迷子になって駆け回っているイザベラお嬢様は、当商会の次男坊、ウルシュ坊ちゃまの〝ご婚約者様〟なのですから」

「「「はぁ？　なんで公爵令嬢が、商会の息子の婚約者に？」」」

「……ってか、〝迷子〟じゃねぇだろアレ」

「いやぁ～、何でも公爵令嬢が、ウルシュ坊ちゃんを気に入られたようでして。是非、どうしても婚約者にと望まれましてね？　今回の騒ぎは、お嬢様が〝愛いとしの婚約者〟のウルシュ坊ちゃんに会いたいと、公爵家に内緒で、護衛も付けずに一人で屋敷を脱走したことが始まりでして……。ははは」

「「「「…………へぇ」」」」

「そういうことで、ウチのウルシュ坊ちゃんの〝婚約者〟のイザベラお嬢様のことを、是非よろしくお願いいたします」

「おう、事情は分かった」

「他の冒険者の方々にも〝スネイブル商会〟が、お嬢様のことをお願いしていたと、お伝え頂けると助かります」

「うん？　おう、任せておけ」

　周りで聞き耳を立てている住人達にも、はっきりと聞き取れるように話した回復薬ポーシヨン売りは、冒険者達が立ち去ると薄く笑い、小さな声で呟つぶやいた。

「奥様。コレでよろしかったでしょうか？」

　すると、回復薬ポーシヨン売りの耳飾りから、女性の声が返答する。

『えぇ、今のを、一ブロックごとの角で繰り返して頂ちよう戴だい。あと、街中に散らばっているウチの者達に、話し好きな夜店や屋台の主人を狙って、〝スネイブル商会が全面協力しているのは、イザベラちゃんがウチのウルシュの婚約者だから〟って世間話を装って情報を流すよう指示しておいて頂戴』

「事態の収束は？」

『ある程度話が広がったら、ウルシュにイザベラちゃんを迎えに行かせるわ。多分それで事態は収束するわねぇ。それまで、よろしくねぇ』

「かしこまりました」

　そう答えると、次の角に向かって回復薬ポーシヨン売りは歩き出した。




「よぉしっ!!　こっちに来たぞっ!!　投とう擲てき網あみ用意っ!!　──放てっ!!」

「よし、捕獲できっ……なかったっ!!　網が切り裂かれたぞっ!!」

「なにっ!?　スカートの中から鎖くさり鎌がまだとっ？　なんで公爵令嬢がスカートの中にそんな物……いや、態勢を立て直すのが先だっ!!　次の班に報告せよっ!!」




「ちょっ!!　やめっ!!　誰だぁぁぁぁっ!!　矢を放つなぁ!!　令嬢に矢を放つなぁぁぁぁ!!」




「おいっ!!　なんか偽の情報が飛び交っているぞっ!!」

「くそっ!!　令嬢側に付いた冒険者グループがいるようだっ!!」

「がぁ!!　あいつら、馬が走れねぇように通りを塞ふさぎやがったっ!!」




「何!?　何!?　このお祭り、あの子を捕まえればいい訳？　──生け捕り？」

「生け捕りに決まってんだろうがぁ!!　公爵令嬢だぞ!?　殺やってどうするっ!!」

「いいか？　傷一つ付けんじゃねぇぞ!?」

「無理じゃね？」

「うるせぇっ!!　とにかく、傷一つ付けんじゃねぇぞっ!?」

「いや、無理じゃね？　傷一つ付けずに、アレを生け捕りは、無理じゃね？」




「この騒ぎの趣旨を理解してない奴らがいるぞっ!?　目的は捕獲だっ!!　捕獲だぁぁぁぁっ!!」

「だからっ!!　仕留めようとしてんじゃねぇぇぇっ!!」




　街のあちこちで日付を跨ぐ直前まで続いた混こん沌とんとした騒ぎは、ある一人の少年によって収束される。

　逃げ回る令嬢イザベラの〝誰もが知る婚約者〟であるスネイブル商会の次男。ウルシュ・スネイブルによって。

　このひどい騒ぎで、軍馬や屈強な騎士達、冒険者達が駆け抜ける中、広い大通りの真ん中に、幼い少年が立っていた。

　気づいた観客達が「危ないっ!!」と呼びかけようとした時、少年のいる方向に向かって大通りの真ん中を〝例の少女〟が軍馬に追われて駆けてくる。

　少年が、その少女に向かって優しげな、人当たりの良さそうな笑顔で手を振ると、それに気づいた追われている少女は、花が咲いたかのような満面の笑みになり、両腕を広げた。

「きゃぁぁぁぁ♡　ウルシュ君っ!!　ウルシュ君っ!!　ウルシュく～ん!!」

　そう叫んだかと思うと、少女はウルシュ君と呼ばれた少年の胸に飛び込み、しっかりと抱き着いた。

　抱き着かれた少年は、にこやかな笑顔のまま、そっと少女を……後ろ手に隠していた鞭むちで自分ごと縛りつけた。

　我に返った少女が少年から離れようとするが、鞭はしっかりと結ばれており、無理に暴れると一緒に縛られている少年に害が及ぶ為、本気で抵抗が出来ないようだ。

　遅れて軍馬で追いついた騎士達は、馬から降りるとその場で崩れ落ちていた。




　こうして突如始まった「公爵令嬢ＶＳ王国近衛騎士団・王国騎士団・冒険者達の壮大な鬼ごっこ」は、令嬢の婚約者である少年の、一人勝ちで終わった。








第四話









　ガタイの良い兄ちゃんやオジサン達から全力で追いかけ回されるといった、悪夢のような恐怖体験をした上に、深夜まで怒られるといったこともありましたが、その後私は、ご機嫌かつ憂ゆう鬱うつです。

　え？　矛盾してるって？

　してないです。

　してないです。

　だって、凄すごく良いことがあったけど、これから嫌なことがあるんだよ。だから、ご機嫌かつ憂鬱。

　良いことというのはですね。ウルシュ君と、正式に〝婚約者〟になれたんですよっ!!

　九年待てって言われていたのにっ!!

　何でも、私が走り回っている間に、「あの走り回っている子は、ロッテンシュタイン家の三女のイザベラお嬢様で、スネイブル商会の次男のウルシュ坊ちゃんの婚約者らしいよ」という話が街中に広まり、民衆の間で完全に婚約者として認識され、さらに、近この衛え騎き士し団だんや騎士団、冒険者達の間でも婚約者として認識され、その話が各地で広がったんですよ。

　それも何故なぜか爆発的な速さで。

　だけど、そのおかげで……各地から『婚約祝い』が、届きました。

　親交のある貴族の方々とか、魔術師団長や近衛騎士団長や騎士団長。さらに、辺境伯にまで伝わったそうで、そこからと……さらに、さらに、隣国の、王様と王妃様、お姉様と王太子様のご夫妻。あと、スネイブル商会の関係先の、知らない方々からも。果ては、関係先が全く分からない、本当に誰だよお前、って人からも届きました。

　とどめが、お母様のお兄様。つまり、ロゼリアル王国国王からも、婚約祝いがっ!!

　これには、さすがのお父様も崩れ落ち……いや、崩れ落ちるのは、いつものことでしたね。

　もはや否定できないレベルで広がっちゃったのと、祝いの品まで送られてきちゃったので、さすがのお父様も認めざるをえなくなり、正式な書類を作ることになりました!!

　晴れて、私とウルシュ君は、正真正銘の婚約者ですっ!!

　幸先良いねっ!!　この調子でゴールインまで突き進みますよっ!!

　さらに良いことが。まず、皆さん、覚えていらっしゃるでしょうか？

　メイドのマリーちゃんです。彼女……私のせいで両足が折れてしまったので、マリーちゃんはいっさいのお咎とがめ無しです。

　ただ、お咎めが無い代わりに、私の専属メイドとして私に仕えることになりました。

　お咎め無しになった理由として、私がやらかした騒ぎが大きすぎて、マリーちゃんの起こしたことが何とも可愛かわいらしいレベルに感じられる、ということもありましたが。

　正直私としては、騒ぎを一番大きくした原因は、ダイモン兄様にあるんじゃないかと思いますけどね。

　なんで六歳児を追いかけるのに、あんな大量の騎士を投入するかな？

　捕まったら殺されるんじゃないかと、マジ逃げしちゃったじゃんか。っていうか、何回か死ぬかと思ったしっ!!　だから、私は悪くないっ!!

　……と主張したら、無言のダイモン兄様に片手で顔面摑つかまれて、持ち上げられました。そう、アイアンクローという技です。

　もう二度とふざけたことは言いません。スミマセン。ごめんなさい。

　でもそれ、六歳の女の子にして良い技じゃないと思うんだ、イザベラちゃんは。

　話が脱線したので、戻そう。

　次に私を憂鬱にしている嫌なことだけど……。

　予想通り、ダイモン兄様から池に沈められました。何とか拘束している縄を引き千切り、池から脱出したら、今週いっぱい一日三回行われることになりました。

　来週は獣人ライカンスロープ部隊の訓練に放り込まれ、彼らと一緒に行軍して山越えし、湖で水中脱出訓練。その次の週は海でやるそうです。

　その間ウルシュ君と会えないどころか、連絡も出来ません。

　だれかっ!!　日本から児童相談所を召喚して下さいっ!!





◆◇◆◇◆






　この約一月、水中から脱出訓練ｉｎ獣人ライカンスロープ部隊に強制参加させられて、胃に穴が開くレベルでストレスを溜ためた私は、ウルシュ君に会いにスネイブル家を訪ねました。

　後半、水中脱出訓練だけじゃなく、予定に無かった水中戦闘訓練もやらされていたからね。

　獣人部隊の人達に、六歳の小娘令嬢の面倒押し付けるんじゃないですよ、ダイモン兄様。

　まぁ、その一ヵ月で獣人部隊の方達と仲良くなれましたけど、私が将来なりたいのは騎士でも戦士でも淑女でもなく、商人の嫁ですからね？

　水中脱出訓練とか、水中戦闘訓練とか、公爵令嬢にも商人の嫁にも要らない技術だと思うんだイザベラちゃんは。何考えてんだあの脳筋兄貴。

　とにかく、私は今、猛烈にウルシュ君で癒やされたいっ!!　中身は黒いけど、それでもウルシュ君は私の癒やしなんだっ!!　そう考えた私は単独スネイブル家を訪ねて来た次第です、ハイ。

　訪ねて行って知ったんだけど、ウルシュ君はあまり自宅に居ないらしいんだよね。

　ウルシュ君は新たなマジックアイテムを作り出す為に、自分の作業場に引きこもっているか、お義父とう様の商談に付いて行っていることが多いらしい。

　この前、街中で会えたのは凄くタイミングが良かったそうです。

　そんなわけで、スネイブル家で応対して下さった使用人の方が、馬車を出して下さり、現在王都の中心街から少し離れた場所にある、ウルシュ君の作業場に来ています。

　六歳にして、自分の作業場を与えられているって……どうなんだ。

　しかもこの作業場、ちょっと広すぎません？

　戦闘機を三機ほど格納した上で、整備出来そうな広さですよ？

　……自分でたとえてなんだけど、分かりにくいたとえだな。

　とにかく、そんなレンガ造りの大型倉庫みたいな作業場の中に、二階建ての木造の家が入っています。

　そう。建物の中に、建物。

　現在その家の二階にて、魔石をハンマーで叩たたき割っているウルシュ君といます。……二人っきりで。

　ここまで送ってくれた使用人さん、忙しいらしくて帰っていっちゃったんだよね。

　子供二人だけで置いていくって不用心だな……。

　私は一応〝まだ〟公爵令嬢だし、ウルシュ君も大商人の息子だよ？

　身代金目当ての誘拐犯とか来たらどうするの？　危険にも程があるよ。

　私達二人に撃退させたら、誘拐犯達がオーバーキルされて大惨事だぜ？

　あ、うん。狙われないわ、コレ。

「へぇ～。騎士団の獣人部隊の訓練に付いて行ってたんだぁ……。なんでそんなことに……」

　作業から手を止め、丸い金属製のゴーグルのような眼鏡を外しながらウルシュ君が顔を上げる。

　剣と魔法のファンタジー世界のハズなのに、そのゴーグルでウルシュ君だけスチームパンクな世界の住人みたいに見えるよ。

　まぁ、ビックリするくらい似合っているから、何の問題もないんだけど。

　むしろ、可愛い癒やし系から、恰かつ好こ良いい系にイメージが変わるね。

　つまり!!　ウルシュ君の新しい魅力の発見に、内心ウハウハなわけですよっ!!

　製造職系の作業をしている職人っぽい姿に、男らしさを感じる女なんですよっ！　私は!!

　そんなハァハァしている内心を押し隠しながら、紅茶入りのポットを片手に答える。

「この前の鬼ごっこの件で、怒ったダイモン兄様に放り込まれて仕方なく。ねぇ、お茶淹いれたけど、ティーカップはどこ？」

「あ、ありがとう～。お茶、それに入れて。じゃあ、あの後王都で起きていたことも知らないんだぁ？」

「え？　王都で起きていたこと？　何だろう？　特に何も聞いていないかな。あと、〝それ〟ってどれ？　コレ？」

「そう、ソレ。……まぁ、僕も人ひと伝づてに聞いた話だけどねぇ。なんか、この前の鬼ごっこの時、大きな違法奴隷売買の組織が発見されて、それをきっかけに王都内の色んな所が一斉検挙されて、憲兵や騎士団に潰つぶされたらしいよぉ。イザベラは美人なんだから、一人でウロウロしてると、そういう危ない組織に誘拐されるかもしれないから気を付けてねぇ」

　椅子の背もたれを抱きかかえるようにして座ったウルシュ君は、嫌な予想をしてくれる。

　それはフラグ建てみたいな物だろうか？　やめて、誘拐コワイ。

「ウルシュ君にそんな予想されちゃうと、本当に起こりそうで怖い。あと、本当にコレでお茶飲むの？　これ……ビーカーだよ？」

　そう、ビーカー。理科室の実験とかで薬液を入れるガラスの入れ物。

　これで紅茶を飲む気か、まじか……。

「それの名前がビーカーだって良く知ってたねぇ。それで良いよぉ、カップは置いてないんだぁ」

　うっ、前世で小学校の理科の実験で使っていたからビーカーを知ってたけど、よく考えたら六歳の公爵令嬢はビーカーに縁もゆかりもないわ。知っている訳がなかった。

　まぁウルシュ君に深く問いただす気が無いみたいだから、良かったけど。
















　それにしても、茶葉とポットはあるのにカップを置いてないってことは、普段からビーカーで飲んでいる可能性が高いわね。

　商会の息子が自分の作業場にカップが置けないことはないだろうから、多分身の回りのことに無む頓とん着ちやくなんだろうと予想。

　放置してたら、何日でも引きこもって作業するタイプだわ、こりゃ。

　頭ボサボサにしながら、引きこもって作業に没頭するウルシュ君も、それはそれで素敵だろうけど、食事も疎おろそかに作業に没頭して前世の私みたいに餓死や孤独死をしそうで怖いから、時々様子を見に来て休憩させることにしよう。

「ビーカー使って、間違えて変な物を飲むといけないから、これ置いとくね」

　前、ウルシュ君とお義父様がレモネードを飲んだカップを【クローゼット】から取り出す。

　空になったカップをどうして良いか分からなくて、洗ってまた仕舞ってたのよね。

　紅茶が注つがれたカップを受け取り、ウルシュ君も気が付いたようだ。

「あっ、これレモネードが入っていたカップだねぇ。最近父さんが、原液を瓶に入れて売り出したらしいよぉ。お好みで水かお湯で割って飲む形にしたんだってぇ」

　なるほど、それなら自宅で飲めるし、多少の日持ちがしそうね。

　レモネードで思い出したんだけど、ウルシュ君の持っている《鑑定》と、私の《強欲かんてい》は、なんか違うみたいなのよね。

「そういえばあの時、ウルシュ君がレモネードの原材料を当てたのは、《鑑定》をしたからよね？」

「そうだよぉ～」

　うん。やっぱり違う。

　実はあの後、自分に《強欲かんてい》スキルがあることに気づいた時に、ウルシュ君と同じようにレモネードの《強欲かんてい》を行ったのだ。

　そして、出てきた鑑定結果が……


『ホットレモネード』

　温かくて甘酸っぱい飲み物。

　状態異常を僅わずかに回復する。特に《恐慌状態》に有効。



　ゲームの時の「ＳＡＮ値３回復」となっていた表記が「状態異常を僅かに回復」といった、フワッとした曖あい昧まいな表現に変わっているのは、まぁ分かるんだけど、ウルシュ君が言うような成分と言うか、原材料といった物は表示されないんだよね。

　つまりだ。私の《強欲かんてい》って、通常の《鑑定》の劣化版なんじゃないか？　っていうこと。

　さて、どうしようかな？

　一人で考えても、私の頭じゃ分からないだろうし。

　通常の《鑑定》の能力が、どの程度あるのかも分からないから、《鑑定》持ちのウルシュ君に話を聞くのが一番早い気がするんだよね。

「イザベラ座らないのぉ？　相談があるなら聞くから、まず座ろう？」

　相変わらずウルシュ君は、私の表情から考えを読むのがお上手ですね。

　お言葉に甘えて、相談しちゃおうかな。

　頼れる相手がいるなら、相談するのも間違いじゃないだろうし。

　ウルシュ君の向かいの椅子に腰かけると、今の時点で出せる情報を考えつつ口を開く。

「実はこの間【ステータス】チェックしていた時に気づいたんだけど、私も《鑑定》に似たスキルを持っているみたいなのよね、〝似ている〟っていうのはウルシュ君の言う《鑑定》の能力とは違うからなんだけど、実際に《鑑定》と、どのくらいの差異や誤差があるのかな？　って疑問に思ったのよ」

　よし、出しても良さそうな情報はこんな物かな？

【魔眼】については、もう少しウルシュ君と分かりあえてからにしよう。

　私の話を聞いて、しばらく考え込んでいたウルシュ君が口を開く。

「まず、その疑問について考える前に、聞いておくべきことがあるんだけど、良いかなぁ？」

「はい。何でしょう」

「その『ステータスチェック』は、どこで〝誰〟にして貰もらったのかなぁ？」

　誰に？

　誰にって何だろう？

【ステータス】のチェックって、人にしてもらうようなことじゃないと思うんだけど。

「自分の部屋で、自分でしたけど……」

「うん。そんな感じだったよねぇ、さっきのイザベラの言い方だと」

　ん？　何だ？　何だと言うんだ？

　私、なんか言っちゃ不味まずいような変なこと言ったかな？

「つまりイザベラは、自分の持っている能力の一覧を、【ステータス】と呼ばれる物を、〝自分で〟閲覧することが出来るっていうことかなぁ？」

　はい？

　……………………。

　……………………。

　え？　……え？

　何か、その言い方だと……まるで、

「イザベラ……。それ、他の人に言わない方が良いよぉ。普通は出来ないから」

　な、なんですと[image: ][image: ][image: ]っ!!　そんな馬鹿なっ!!

「えっ？　えっ？　ステータスチェックが出来ないなら、皆はどうやって自分が持っている『スキル』の把握をするの？」

　そもそも【ステータス】が見れないなら、『スキル』の概念すら無いんじゃないか？

「《看破》スキルを持った『評価者』の人達によって、自分の持っている『スキル』を把握するんだよ～。役場か冒険者ギルド、教会とかでお金を払って調べて貰うんだぁ。毎年二回一〇歳の子を対象に、無料で『評価者』の人に、スキルや魔力とかを計測してもらう集団チェックもあるよねぇ？」

　そう言えば、そんな話を聞いたことがあったような……。

　この国では一定量の魔力を持った国民は、必ず一五歳から三年間、王国立ロゼリアル魔術学院に通わなくてはいけないのだけど、入学資格が得られるだけの魔力を所有しているかの審査を、まず一〇歳の頃に行うって家庭教師の先生に聞いたことがあるような……。

「でも、冒険者の人とかだったら、わざわざギルドや役場で毎回お金払って《看破》して貰わなくても、《鑑定》を持っている知り合いに頼んでも良いんじゃないの？」

「通常《鑑定》では『スキル』や『魔力』は見えないらしいよぉ？　せいぜい種族や性別が分かるかどうかってとこかなぁ」

「……え？《鑑定》で『スキル』は見えないの？」

　ゲームやラノベだと《鑑定》でスキルが見えるよね？

　この世界だと違うの？

「その様子だとイザベラの『鑑定に似たスキル』も、人間の鑑定が出来ちゃうってことだねぇ。それも他の人には言わない方が良いよぉ～」

　なんてこったいっ!!　やばいよっ!!

　この調子だと、私は自分の能力に関することは、ほとんど人に言えないってことだよっ!!

　隠してひっそり生きるか、開き直って曝さらけ出だして無双するしかないよっ!!

　隠し事って基本的に苦手なんだけど、開き直って無双するのは確実に修羅の道を歩むことになるから嫌だなぁ。

　私はウルシュ君と、平凡な夫婦生活を送りたいんだけど……。

「この前の、近衛騎士・騎士・冒険者合同の鬼ごっこをしたことで、平凡に慎ましく生きるのは無理だろうけどねぇ」

　そうでしたっ!!　あの騒ぎは、隣国にまで伝わっていたんだったっ!!

「ちなみに、イザベラの疑問に関してなんだけどぉ、イザベラの『鑑定に似たスキル』って、多分《鑑定》の上位に値するスキルなんじゃないかなぁ？」

「でも、ウルシュ君の《鑑定》と精密性が違うんだけど……。ウルシュ君みたいに原材料まで鑑定出来ないのよ」

　そう、《強欲かんてい》は、鑑定できる幅が広いのでは、ということは今のでなんとなく分かったけれど、精密性には欠けるのよね。

「それなんだけど、僕の《鑑定》は〝《鑑定》だと思われる〟っていうだけで、はっきりしてないんだよねぇ」

　ん？　それってどういうことだろう？

「スネイブル家には、時々、《鑑定》スキルを生まれつき持ってる子が生まれてくるんだけど、そういう子は《看破》スキルが弾き返されて、詳しいスキルが分からないんだぁ。僕のこの能力が《鑑定》であるのかどうかもねぇ。だから僕は自分がどんなスキルを持っているのか、知ることが出来ないんだよ～」

「《看破》が出来ないなら、魔術学院に通えるだけの魔力があるか判断できないんじゃないの？」

「他にも稀まれに弾き返しちゃう子がいるらしいんだけど、その場合、少なくとも《看破》を弾き返せるだけの魔力を保有してると判断されるんだぁ」

　なるほど、ゲームでは出てこなかったけど、学院に入るまでには、そういう仕組みもあったのね。

「弾き返しちゃうのは魔力量によるものなのか、それとも弾き返すようなスキルを持っているのかが疑問ね」

　もし魔力量による物なら、きっと私も弾き返すことになるからね。

「弾き返しちゃう以上は分かんないねぇ。原因が魔力量なのかスキルなのか。……実は普通の《鑑定》は、僕みたいに原材料までは分からないらしいんだよぉ？」

　……。それ私に話しても良いのか？

　いや、珍しいスキルを持っていると周りに知られたとしても、《看破》を弾き返す以上は事実確認のしようがないだろうけど。

「イザベラの『鑑定に似たスキル』で僕の《鑑定》が出来ないかなぁ？　普通なら一〇歳で分かるものが、自分は一生分からないのって気持ちが悪いんだよねぇ」

「それ、もし上手うまく《鑑定》出来ちゃったら、ウルシュ君の【ステータス】が私に全てばれちゃうことになるんだけど……」

　人と違うような特殊な要素がある場合、【ステータス】を人に曝け出すのは、出来るだけ避けるべきだということはさすがの私にも分かるんだけど、ウルシュ君はそれで良いのかな？

「イザベラになら、知られても何の問題も無いよぉ？」

　あ、信じてくれているんだねっ!!

　たしかにウルシュ君のステータスを、人に触れ回るようなことは絶対にしないよっ!!

「そう言ってくれるなら、《強欲かんてい》発動するけど、見えるかどうかは分からないよ？」

《強欲かんてい》が弾き返される可能性もあるし。

　チート転生している筈はずの私の能力が弾き返されたら、それはそれで怖いけどね。

　ウルシュ君って一体何者なんだ、ってなるわ。

「うん。出来ればで良いんだぁ、よろしくねぇ。あ、もし見えたら、この紙にメモしてくれると嬉うれしいなぁ」

　ウルシュ君からメモ用紙を受け取ると、《強欲かんてい》を発動する。

　頼みますよ《強欲アウアーリテイア》さんっ!!

　………………。

　……………………。

　…………………………。

「ごめん、ウルシュ君」

　私がウルシュ君に謝ると、ウルシュ君は首を傾かしげる。

「どうしたのぉ？　見えなかったぁ？」

「ううん。見えたんだけど……メモするのは無理。今から言うから、自分でメモを取ってくれるかな？」

「ん～？　良いけど、目を離すと見えなくなっちゃうとか？」

「そういう訳じゃないけど……メモ取れないこともないんだけど……ちょっと、やりたくない。かな」

「ん？　ん～？　分かったぁ～」




[image: ]




　多すぎじゃいっ!!　書いてられっかっ!!　こんなのっ!!

　やってらんないよっ!!

　なんだよっ!!　《経験値上昇》《スキル取得率上昇》って!!

　チートも大概にしとけよっ!!

　そして何だよコレっ!!

『継承特殊スキル』って!!

　前世も含めて初めて聞いたし、初めて見たわっ!!

　そして多分だけど《強欲王マモンの眼》って《強欲アウアーリテイア》の上位スキルだ。

　絶対、嫉しつ妬と王の眼とか、傲ごう慢まん王の眼とかが、そのうち出て来るんだぜっ!!　賭かけても良い!!

　下手すると、ゲームの攻略対象キャラが持っているってオチなんだぜっ!!

　あいつら、ゲーム内でもスペック高すぎだったもんっ!!

　いくらチート転生していても、他のキャラがウルシュ君レベルにハイスペックだったら、事件に巻き込まれた時点で即バッドエンド覚悟しなきゃいけないよっ!!

　決めたよっ!!　決めた!!　決めましたっ!!

　攻略対象キャラおよび、ゲームに出て来た名前のあるキャラは、絶対回避っ[image: ]

　心の中で荒ぶる私を知ってか知らずか、マイペースな調子でメモを見ながら、ウルシュ君は疑問を口にする。

「《強欲王マモンの眼》って何だろうねぇ～。他のスキルは、スキル名が効果だろうからなんとなく分かるけど、これだけはスキル名を聞いても効果が分からないようになってるねぇ。《鑑定》が無いから、多分僕の『鑑定だと思われてるスキル』がコレなんだろうけど……なんだと思う？」

　何だと思う？　って聞かれても全然分かんないよっ!!　知れば知るほどチートだよウルシュ君!!

　君は一体、どこへ向かっているんだっ!!　何を目指しているんだっ!!

　あ、目指す先は『商人』と『錬金術師』だったね。

　──って!!　どんな商人だよっ!!

　こんな、世界を獲れそうな商人が、存在して良いのかっ!?

　いや、待てよ？　よくよく考えたら、ゲーム上でウルシュ君が創っていたガチャの『Ｓレアアイテム』が、伝説レジエンド級の品物だったことを考えると、ゲーム展開をそのまま行けば、九年後の学院入学までの間に、ウルシュ君は伝説や神話レベルのマジックアイテムを作り出せるような錬金術師に育つということ。

　なので、現時点でウルシュ君が多少人間離れしていても、おかしくはない。

　おかしくはないんだけど、壊れ性能すぎるよ……ウルシュ君。

　私の転生人生の初っ端から、強さのインフレが起こっているよっ!!

　このまま、私の周りでインフレが起き続けた場合に問題になってくるのが、学院入学一年目に行われる、『悪役令嬢イザベラ』への『断罪イベント』。

　ウルシュ君の婚約者になった今、第二王子との関係性は『婚約者』ではなく、ただの『従兄妹いとこ』。

　他の攻略対象である『魔術師団長子息』とは、親しん戚せき（になる予定）なだけ。

　……とはいえ、全く綺き麗れいさっぱり他人になったわけではない。

　ゲーム補正が働いて、攻略対象キャラと主人公ヒロインの仲を進展させる為の障害として、引っ張り出されたり、『悪役令嬢断罪イベント』をゲームシナリオ通りに引き起こす為、イジメの冤えん罪ざいをかけられる可能性が無きにしも非あらず。

　ゲーム補正で、始まった『断罪イベント』を回避しようとしても、攻略されたキャラや主人公ヒロインまでチートすぎたら、逃げようがないっ!!

「お～い、イザベラ～。どうしたのぉ？　急に考え込んで……何かあったのぉ？」

　あ、しまった、急に考え込んでしまいウルシュ君を心配させたようだ。《強欲王マモンの眼》スキルから、思考がどんどん外れていっていたよ。

　ん？　待てよ《強欲王マモンの眼》が、《強欲かんてい》の上位スキルなら、私のステータスも見えるんじゃ……。

　いや、まさか……私のＨＰ、ウルシュ君にバレてないよね？

「…………ウルシュ君、私のステータス……見た事ある？」

「ないよぉ？　今は常時発動を遮断してるから、見ようとした物の鑑定結果しか見えないんだぁ。それに勝手に鑑定したりして、それがバレたら、イザベラに嫌われちゃうでしょ？」

　良かった、ＨＰ量を知られていなかったっ!!

　あれ？　常時発動を遮断？　何だろうソレ。

　常に発動させておくことが出来るっていうことかな？

「ちょっと違うかなぁ。僕のこのスキルは『常時発動型』らしくて、基本的に〝常に発動してるのが正常状態〟なんだけど、それだと鑑定結果が邪魔で前が見え辛づらくなるんだよ～。まだ小さい時はそれが普通だと思っていて、皆が同じように見えてるんだと思ってたんだぁ～。人と違うっていうのに気づいてからは、精密操作が出来るように頑張って、去年から発動を遮断出来るようになったんだけどねぇ」

　常時発動状態が初期設定って、鬱うつ陶とうしいにも程があるな……。

　それって、常にパソコンの画面に、広告や忠告のポップアップとか、複数のウインドウが開きっぱなしになっているような状態でしょ？

　そりゃ、前も見え辛いよ。

「ねぇ？　もし良ければ、イザベラの鑑定をしてみても良いかなぁ？」

　………………。

　……………………。

　うわぁ……困った。

　こちらから見せて欲しいと頼んだわけじゃないとは言え、ウルシュ君の《鑑定》をして、ステータスを見せて貰もらった手前、断り辛いぞ……。

　ウルシュ君のステータスの方が、ある意味私より凄すさまじい物があったから、私のステータスなんて隠すほどの価値は無いんだけど。

　この、『女の子として、どうなんだ？』っていうＨＰが問題なのよね～。

「ウルシュ君が言い触らすとは思ってないんだけど……その辺りは信用してるんだけど……」

「何か心配なのぉ？」

「ＨＰが、女の子らしくないって言うか……。ウルシュ君に引かれたり、嫌われるんじゃないか？　っていう不安が……」

「そんなことで嫌わないよぉ？　それに、ＨＰが高いんだろうなぁっていうことは、この前の騎士達との鬼ごっこで、回復薬を一度も使わずに逃げ切った時点で気づいてるし……。今さらじゃない？」

　くっ!!　たしかにっ!!　どうやらウルシュ君は、私のＨＰが通常よりも高いことには気づいていたらしい。一応、回復薬を使うフリでもしていれば良かった!!

　そのことに思い至って、自分のうかつさに落ち込み丸くうずくまった私の背中を、横からウルシュ君が撫なでてくれる。

「そんな心配しなくてもイザベラのことなら何でも受け止めるし、普通の女の子より力が強いくらいで引いたり嫌ったりしないからねぇ？　ちゃんと離れずにずっと傍そばに居るから、安心して良いよぉ？」

　普通の女の子より力が強いどころか、人間離れしているんだけど。

　でも、背中を撫でてくれるウルシュ君の手のひらの温かさを感じていたら、ウルシュ君なら本当に私がどんなに規格外でもずっと傍に居てくれるような気がしてきた。

　いざとなったら、このＨＰを生かして、商人の嫁として馬車馬のように働けるわけだしね。

「言ったからね？　今、ウルシュ君、言ったからね？　何見てもずっと傍にいてよ？」

「うんっ!!　ずっと傍に居るよぉ～。………………イザベラが嫌だって逃げ回ってもねぇ」

　おい。最後の小声、ちゃんと聞こえてたぞ。

　私は、ゲームの主人公ヒロインのように、小声で呟つぶやかれる大事な一言を聞き漏らしたりはせんぞ。

「ウルシュ君。今の最後の一言は私としても望むところで受けて立つから、今度からは小声じゃなくて、普通の声もしくは大きな声で言ってね」

　するとウルシュ君は、ちょっとビックリした顔した。

　やっぱり、ビックリしても目が開かないんだね。可愛い。

　でも別に今、ビックリする要素なんてなかったよね？　何についてビックリしたんだ？

　私の地獄耳についてか？

　考え込む私を覗のぞき込んで、ウルシュ君は静かに言う。

「……イザベラ。絶対にお嫁に来てねぇ」

　初めからそのつもりだよっ!!　嫌がられても、押し売りのようにして嫁ぐ勢いだよっ!!

「行くよっ!?　お嫁に行くよ!?　なんで急にしおらしくなっちゃったの!?　ウルシュ君らしくないよっ!?　ほらっ!!　ステータス見せてあげるからっ!!　だから、元気出してっ!!　だけど見たら、ちゃんと責任取ってお嫁に貰ってね？　ねっ？」

「うん。ちゃんと責任取ってイザベラをお嫁に貰うよぉ～」

　まぁ、責任も何も、ただステータス見せるだけなんだけどね。

　そんなんで責任取らなきゃいけないなら、私、マリーちゃんを嫁に貰わないといけないよね。

　ステータスどころか、《色欲とうし》で下着まで見てるから。

「では、どうぞ。ついでに、私のステータスがウルシュ君にはどんな風に見えているのか教えて欲しいな」

　私の知らない、私のステータスとかあるかもしれないし。

「いいよ～。メモしようかぁ？」

「是非っ!!」

　ウルシュ君は私の正面に移動すると、メモを片手にジッと私を見つめ鑑定を始めた。

　しかしすぐに、困惑顔で首を傾げ始める。

　そのまま無言で停止し、少しずつ眉まゆが寄っていくウルシュ君。どうした？　何が見えたっ!?

　しばらく無言を貫いていたウルシュ君は、困ったように笑う。

「う～ん？　……イザベラ。質問しても良いかなぁ？」

「え？　なに？　良いけど……何か問題でもあった？」

「別に問題っていう訳じゃないんだけど……。イザベラが見てる自分のステータスに『身分』は、なんて書いてある？」

「『身分』？　『職業』のことかな？」

「少し違うかなぁ。僕から見ると『職業スキル』と『身分』は別になってるんだぁ。僕で言う『商人』っていう感じかなぁ？」

　どうもウルシュ君には『職業』の欄が、『身分』と『職業スキル』に分かれて見えているらしい。

　だとしたら、職業欄の中で、私の『身分』に当てはまるのは『公爵令嬢Ｌｖ．３』になる。

　そう答えると、ウルシュ君は困惑を強める。

　何なんだよ。何が見えているんだウルシュ君。

「そうだよねぇ……。イザベラは〝公爵令嬢〟だよねぇ？」

　もしかして、私の『身分』が違う物に見えているのかしら。公爵令嬢じゃなくて、『暗殺者』とか？

　実際、公爵令嬢のレベルより暗殺者のレベルの方が高かったから、入れ替わっていてもおかしくはない。『暗殺者』っていう職業にも身分にも就いた覚えは無いけど。

「ねぇ……。何が見えてるの？　私の身分はどうなっているの？」

「ん[image: ][image: ]？　うん。『限りなく公爵令嬢に近い〝何か〟』って書いてあるよぉ？」

「公爵令嬢だからっ!!　間違いなく公爵令嬢だからっ!!」

　強欲王マモンさま[image: ][image: ][image: ]っ!!　なに困惑してんねんっ!!

〝何か〟ってなにさっ!?

　これまでの精密性はどうしたっ!!　何で急に明言を避けたんだよっ!!　紛うことなき公爵令嬢だろっ!!　もしくは商人次男の婚約者っ!!

　喧けん嘩か売ってんのか？　そのつもりなら買うぞ？　メーカー希望小売価格でなっ!!

「う～ん。こんな『身分』、初めて見たよぉ……」

「でしょうね」

　もはやソレ、『身分』じゃない。

　本当にどうしちゃったんだ強欲王マモン様。

「それと、イザベラが見られたくないって言ってたＨＰだけど、これ本当に凄すごいねぇ!!　人族でこんなＨＰ持っている人、初めて見たよぉ！」

「でしょうね」

　ＨＰ：９９９まで上げて、カンストするのは現実世界では難しいわよね。

　このＨＰまで到達するには、ゲーム世界じゃないと無理だわ。

「この、ＨＰ：６７３３５っていうのは……たとえるなら中型の地竜と互角で殴り合いが出来るレベルだよぉ。……ねぇイザベラ。将来、夫ふう婦ふ喧げん嘩かする時は、物理的な喧嘩は避けようねぇ～。僕、死んじゃうから」

　いやいや。口くち喧げん嘩かや、精神的な喧嘩だと、私が確実に負けちゃうでしょ。

　正直、物理的な喧嘩以外でウルシュ君に勝てる気がしないんだけど……って、ん？

　何か、今、変な数値が……はじき出されていなかった？

「ウルシュ君。今、話に出てきた〝６７３３５〟っていうのは、一体何の数値？」

　ねぇ。ちょっと待って……まさかまさか。

「へ？　イザベラのＨＰでしょ？　大型の地竜がＨＰ：７００００前後あったから、中型の地竜くらいかなぁ？　って予想したんだけどぉ……どうかしたぁ？」

　おい。なんで、上限突破してるんだ……。

　上限は９９９で打ち止めじゃないのか？　何なんだ。

　強欲王マモン様。解説をお願いします。本当にお願いします。

　そのまま頭を抱えてしまった私を宥なだめ、事情を聞きだしたウルシュ君は、大まかな憶測を立ててくれた。

　私が見られる【ステータス】には、独自のルールがあるのでは？　とのこと。そして、《強欲かんてい》で見る他人の【ステータス】も、そのルールに準拠しているのではないかということ。

【ステータス】については、前世のゲームの仕様をそのまま受け継いでいる物なので、多分ゲームの仕様ルールが適用されているのかな？

《強欲かんてい》も前世のゲームから持ってきたスキルなので、ゲームの仕様ルールに従うっていうのも分かる。

　納得出来た。多分ウルシュ君の憶測はあっていると思う。

　ちなみにゲームでのＨＰとＭＰの上限は〝９９９〟でストップする設定だったけど、それはあくまで『ゲームの世界』だからだ。

　現実世界では、『この数値以上は成長できないよ。打ち止めだよ』っていう数値が、明確に指定されている筈はずが無い訳でして。

　つまり、ゲームで設定された基準値を超えた為にカンストしていた数値が、ストップされずにカウントされ続けていたら、〝６７３３５〟までいっていたということかな？

「あと、イザベラ。もう一つ質問があるんだけど、良いかなぁ？」

　ＨＰの計測方法について考察しているところに、ウルシュ君から声をかけられて我に返る。

「うん。何かな？」

「イザベラの『称号』のことなんだけどねぇ？」

『称号』って何だ。そんなのあるのか、私に。

「私の見る【ステータス】に『称号』なんて載ってないから、答えられるかどうか分からないけど、どうぞ」

「そっかぁ、イザベラには『称号』が見えないのかぁ。じゃあ、聞いても分からないかもしれないねぇ。あのね、イザベラには称号が付いてて、その称号がねぇ……」

「うん」

「『転生者』ってなっているんだけどぉ、コレ、何だろう？」

　…………。

　…………。

　…………。

　ふぅぉぉぉぉぉぉ……。

　いつか自分からカミングアウトしようと思っていたのに、バラしおったな強欲王マモンさんよ。

　結果的に、予定より早くカミングアウトすることになりましたよ。

　分かったよ、カミングアウトするよ強欲王マモンさんよ。結局、私はウルシュ君に何一つとして隠し事が出来ない運命にあるんだよ、きっと。

　そしてそのカミングアウトの結果はと言うと……。

「つまり、イザベラは前世で、ゲーム感覚でドラゴンとか倒したり、ダンジョンを踏破して財宝強奪してて、そんな生活で得ていたステータスと前世の記憶を引き継いだまま転生してきたっていうことかなぁ？」

「えっと……違くてね？　ゲーム感覚でドラゴンとかを倒していたんじゃなくて、ゲームなの。あと、ダンジョンはダンジョンなんだけど、メインは罠わなのパズルを解除するミニゲームで、財宝は達成報酬として出現するの。決して強奪じゃないの」

「ダンジョンの罠の解除をミニゲーム扱いできるって、凄すご腕うでだったんだねぇ～。イザベラ、前世でどういう職業に就いてたの？　冒険者？」

「違うのっ!!　そうじゃなくて本当にミニゲームなの!!　あと職業はさっき言ったように受付嬢みたいなので、ゲームはあくまで趣味であって、仕事でも職業でもないのっ！」

「う～ん。たしかにさっきも聞いたけど……〝姿を見せずに、遠くから全国に声だけで受付対応する受付嬢〟が本業で、その仕事の合間に趣味でドラゴン討伐しに行くって……報酬的にも労力的にも、本業と副業が逆転してないかなぁ？」

　だから違[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]うっ!!

　仕事の合間にゲーム感覚で、ドラゴンをひと狩りしにいく受付嬢って何じゃいっ!!

　誰か助けてっ!!　私の語ご彙いの無さと説明の下手さで、前世について正しく説明が出来ないっ!!

　特に、ゲームでポイント稼ぐ為のミニゲームについて誤解が大きいっ!!

　今世で、ＨＰやＭＰが実際に高くなっているせいもあって、前世で実際にドラゴンとかの巨大モンスターと戦って、狩っていたと思われているっ!!　ゲームだと言っても、スポーツや試合的な意味合いの実践型ゲームだと思われて、正しく伝わらないっ!!

　誰かっ!!　誰かお客様の中に、二〇ＸＸ年前後の日本の状況と、日本のサブカルチャーについて、異世界人に詳しく説明できる方はいらっしゃいませんか[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?

「え～と……。どうも僕、上手く理解できてないみたいだねぇ」

「いや、違うの……私の説明が下手なの」

　自分の前世の生活すらまともに答えられない私には、よくラノベとかである、前世の知識を生かした、知識チートや内政チートは多分無理だな。

「私が闇雲に説明していっても意味不明になりそうだから、ウルシュ君が今の説明で気になったことについて質問して、それに私が答える形式にした方が上手く伝わる気がするんだけど、どうでしょう？」

「そうだねぇ～。そうしようか。じゃあ～、イザベラが前世で、今世で起きる数パターンの出来事を見てきたことからにしようか？」

　乙女ゲームのルートについてですね。

　私としても、今世で一番重要になってくることなので助かります。

　私の破滅ルートに一人で立ち向かっていく自信がないので、ウルシュ君が協力してくれたら何より心強いです。

　そうして数時間かけて、ウルシュ君の質問に答える形式にしたら、サクサクと上手い具合に情報整理が出来ていった。

　……私、前世でアラサーだったのに、六歳の男の子に知能で負けている気がする。

「色々まだ分からないこともあるけど、イザベラが今一番怖いことが、そのゲームシナリオ？　っていう未来視の強制力ってことだねぇ？」

「うん、そうだね。たしかに『ゲームシナリオ』を言いかえると、『未来視』に近いのかも。それの出来事から外れたことをしても、何かしらの世界の意志みたいなのが働いて、ウルシュ君と結婚するという望みが果たされないんじゃないか？　っていうのが、一番の不安です」

　そう、そこなんだ。

　私が一番嫌なのは、何をおいても、ウルシュ君に嫁げなくなることなんだ。

「そっかぁ～。……ふふふ。大丈夫だよぉ？　絶対そんなことにはさせないから。僕もイザベラが手に入らなくなるのは絶対に嫌だからねぇ」

「ありがとうウルシュ君。私が無事にウルシュ君に嫁げるように、協力をお願いします」

「ところで、最後の質問なんだけど、良いかなぁ？」

　そう言うと、ウルシュ君は椅子に座る私に近づき、目の前で膝ひざ立ちになると、私の頭を両手でガッチリ固定して下から覗のぞき込んでくる。

　ウルシュ君近いよっ!!　顔が近いよっ!!

　嬉うれしいですっ!!　ご褒美ですっ!!　でもなんか、纏まとっている空気が怖いよ!?　何か怒ってるの？

「ななななんでしょう？」

「イザベラが前世で見たっていう未来の僕と、今ココに居る僕。どっちが好きかなぁ？」

「え？　……う～ん。今のウルシュ君かな？」

　好きになったきっかけは前世の記憶からだけど、今はウルシュ君の時々黒くなる性格とか含めて、生身のウルシュ君が好きかな？

　単純に、前世の好意に今世で良く知った分の好意が上乗せされているだけの気もするけど、確実に今のウルシュ君という人間が好きだと思う。

　ゲームキャラとしてではなくて、生身のウルシュ君が。

「そっかぁ、良かったぁ～。時々イザベラが僕を通して誰かを見てる気がしてたんだけど、それが誰かはっきりして良かったよぉ。未来の僕を見てたんだねぇ……。でも、未来の僕が恋敵ライバルで、さらに錬金術師としても好敵手ライバルっていうのは複雑だなぁ。結局、自分との戦いになるわけだねぇ～」

「錬金術については……未来のウルシュ君が錬金術で創った物も、前世から持って来ているんだけど参考に見る？」

　さらに魔改造がされそうで怖いけど、教材になるんじゃないかしら。

「それも、良く分かんないところなんだよねぇ。何で前世のイザベラが、今世でさらに未来の僕から商品が買えるのかが、どう考えても分かんないやぁ。どうやってアイテムが次元と時空を超えたんだろう？」

「その辺りは私にも分からないけど……。ちなみにウルシュ君がこの前飲んだレモネードも、ゲームのウルシュ君が創ったものです」

　未来のウルシュ君が創った飲み物を、過去のウルシュ君が飲むっていうのも変な話よね。

「イザベラの【クローゼット】っていう時空間魔法が、時を超えているからって理由で無理やり納得するしかなさそうだねぇ……。良いなぁ時空間魔法。何としても習得しよう」

　ウルシュ君なら実際に習得できそうだよね。

　スキル取得率上昇とかいう、何か狡ずるい感じのスキル持っているし。

「あと、未来の僕ライバルに教えを乞こうみたいで気に入らないけどぉ、せっかくだから、未来の僕が創ったものを見せて貰もらおうかなぁ？」

　そこで、未来のウルシュ君の傑作であろう『Ｓレア』や『レア』を取り出す。

　さらに、大量にダブっている品物をプレゼントする。

　調べたり勉強する為には、解体しても良い物も必要だよね。

　それに、これらのアイテムについては、何で私がそんな物を所持しているのかと疑問に思われそうで使用できずにいたんだけど、もしウルシュ君が創れるようになったら私が所持していても不思議じゃなくなって、人前で使用出来るようになるんじゃないかしら？

　次々と【クローゼット】から取り出されるマジックアイテムを、ウルシュ君はじっくり観察している。『レア品』には、絶句していた。

「ねぇ、イザベラ……。これ、本当に未来の僕が創ったのぉ？」

「そうだと聞いているよ？　複数取り扱っていたから、自分で創らなきゃあんなに所持・販売出来ないと思う」

「そっかぁ…………。ふ……ふふふふふ。絶対に超えてやる。僕のイザベラが好きになったって言う、その男を絶対に超えてやる」

　いや、ウルシュ君、〝その男〟って、並行世界の君なんだけどね？

「ほ、ほどほどにね？　現時点で私は今のウルシュ君の方が好きなんだから、無理はしなくても良いからね？」

　その会話の後、私はコッソリこの場所に来ていたことがダイモン兄様にバレて、引きずられて帰宅することになった。








第五話









「イザベラお嬢様、着きましたよ」

　今日はちゃんと許可を得て、専属メイドのマリーちゃんと護衛を連れて、ウルシュ君に会いに来ました。

　マリーちゃんは馬車の扉を開けると、私をヒョイと抱えて馬車から降ろす。マリーちゃんは時々こうして私を子供扱いするのよね。

「マリー。私、もうすぐ七歳ですのよ。自分で降りられますわ」

　イザベラと混ざっているとはいえ、中身はマリーちゃんより年上の大人だ。照れ臭いので止やめて貰おうと見上げると、マリーちゃんは少し恥ずかしそうに微笑ほほえむ。

「あっ、申し訳ありません、お嬢様。妹達によくこうしていたもので。つい」

　マリーちゃんは大家族の長女。沢山の妹や弟がいるそうで、下の子達の面倒を見続けてきたせいか、甘えベタらしい。かなり年上のショーンさんに惹ひかれているのは、年上の誰かに甘えたい深層心理でもあるのかしら？

　そんなことを考えながら、マリーちゃんとスネイブル商会の本店へと入っていく。

　本店なのに王都の郊外にあるこの店は、他ではあまり見ない大きさの、二階建て石造りの店舗だ。

　元は何かの倉庫として使用されていた建物だそうで、スネイブル商会の先々代が買い取って本店をココに移転させたらしい。

　なんていうか、広さといい品しな揃ぞろえといい、なんとなく前世のホームセンターを思い起こさせられる。

　ただホームセンターと違って、冒険者の人達が使用する武器や防具、必需品、日常生活で使えるマジックアイテム、女性向けの小物や家具、手芸道具や布地とかも取り扱っている。武器や防具、ドレスのオーダーメイドも可能。

　個人商店に真っ向から喧けん嘩か売っているのかな？　と思うくらいの無節操な品揃えだけど、なんか持ちつ持たれつで上手うまくやっているそうだ。

　本当はスネイブル家のお宅に迎えに行こうと思ったのだけど、ウルシュ君から『魔女がいるから、僕の家には近づいたら駄目』と言われていたので、商会本店での待ち合わせ。

　ウルシュ君と合流したら、ピクニックという名の、私のスキル検証会をします。

　本店に入り店員さんに用件を伝えると、奥からウルシュ君と、そのお父様であるネイサンさんが出てきた。

『ネイサンさん』って呼びにくいので、私は相変わらず『お義父とう様』と呼ばせてもらっている。

　ウルシュ君と挨あい拶さつを交わしていると、お義父様も私と目線を合わせるように膝をついて挨拶をしてくれた。

「イザベラお嬢様、お久しぶりですね。わざわざウルシュを迎えに来て下さり有り難うございます。本来なら、こちらが足を運ぶべきですのに」

　お義父様は、公爵令嬢である私の方から迎えに来させてしまったことを気にしているようだ。

「いえ、気になさらないで下さいお義父様。今日行く所は、我が家からだと逆方向になりますので、この方が効率的ですのよ。それに、私とウルシュ君は婚約者ですので、どちらが迎えに行っても構わないかと思いますの」

　それに、うちの家って他の家ほど作法や身分に厳しくないっていうか、自由な家風だからね。六歳の末娘を獣人部隊の訓練に放り込むくらいだし。

　だから本当に気にしなくて良いのだ。

　それに先触れを出すべきとか、どちらが足を運ぶべきとか、そんな作法を強制されると私が面倒臭がってコッソリ抜け出しちゃうからね。

「そうですか、そちらがそれで問題ないのならお言葉に甘えさせて頂きます。それで、今日はイザベラお嬢様とウルシュは王都の外壁の外に行くのですよね。……護衛は一人だけですか？」

　お義父様は私の後ろに立つ護衛と、メイドのマリーちゃんを交互に見つめる。

　この世界には魔物や魔獣が出るので、人口の多い都市や港などの主要となるものがある町は、外壁に囲まれていて、魔物が入って来られないように守られている。もちろん王都も。

　今回はその外壁の外へと行く予定なのだが、公爵令嬢である私が一人しか護衛をつけていないことを、お義父様は疑問に感じたようだ。

　まぁ、その辺りはダイモン兄様が護衛は一人で大丈夫と判断したのだから、大丈夫なのだろう。

　すると、様子を見ていたウルシュ君が小さく手を挙げた。

「えーと、そんなに遠くに行く訳じゃ無いけどぉ、イザベラに何かがあると心配だから、ウチからも誰か一人連れて行っても良いかなぁ？　ねぇ父さん。ポールを連れて行っても良い？」

「あぁ、ポールか。ポールならさっき裏にいたな。イザベラお嬢様、ウチからも護衛代わりに一人出しますので、その者も一緒に連れて行って頂けませんか？」

　どうやらポールさんという人を、護衛として助っ人によこしてくれるらしい。本人いないまま決まっているけど。

「えぇ。お気持ち感謝いたします。お言葉に甘えて、そのポールさんという方をお借りしますわね」

　ポールさん、今日はよろしくね。今ココに居ないけど。




「それでは、出発しますよ～」

　御者が鞭むちを振るうと馬が馬車を引いて進み始める。私はウルシュ君と一緒に、外に見送りに出て来ていたお義父様に窓から手を振った。

　その馬車の後ろから、馬に乗った護衛が付いて来る。

　護衛のムハイミーンさんは、ダイモン兄様の騎士学校時代の後輩さんなんだけど、騎士にはならずに傭よう兵へいをやっていて、時々こうして我が家の護衛のアルバイトをしている。

　ムハイミーンさんは、砂漠の国であるサウザード国から父親の仕事の都合でロゼリアル王国に移住してきたらしい。前世で言うと中東系に多く見られるような顔立ちをしている。彫りの深い系のイケメンだ。

　御者はウチの使用人のガスパロ爺じいさん。体格が良くて陽気。よく御者台から歌を歌ってくれるが、それがまた上手。

　そして、スネイブル商会から護衛の助っ人に来てくれたポールさん。

　この前、ウルシュ君の作業場まで馬車で送ってくれた使用人の方でした。なんか印象に残らない顔立ちで、スパイとかに向いてそうなくらい影が薄い。

　実際、私も本人に言われるまで、この前の使用人さんだって気づかなかった。

　彼は御者台のガスパロ爺さんの隣に腰かけている。

　ふと、なんだかポールさんが無性に気になったので、コッソリ《強欲かんてい》してみた……ら……。

「ねぇ、ウルシュ君。あのポールさんっていう人……今コッソリ鑑定してみたんだけどさ……あの人、変なスキルがない？」

「あー。あのスキルのことかなぁ……あれ、趣味で得たスキルじゃないから誤解しないであげてねぇ？」

　趣味じゃないのか。趣味じゃないってことは『仕事』の為に《女装》スキルを得たのか。

　……えっ……《女装》スキルがスネイブル家の使用人には必要なの？　何なんだスネイブル家。訳分かんないよっ!!

　思わず、ウルシュ君を二度見してしまった私の顔を見て、ウルシュ君は慌てて弁解する。

「違うよっ!?　違うからね？　誤解しないでね？　僕の家や商会に雇われるのに、あのスキルが必要な訳じゃ無いからねぇ？　たまたま前の仕事で得ていたスキルだから、僕達が取得を強要した訳じゃないからねぇ？」

「ポールさんの前の職業って一体……」

「他のスキルも見てあげて……そのスキルがインパクト強すぎるから意識が持っていかれちゃうけど、総合して見てくれたら、イザベラなら多分ポールの前の職業が分かると思うよぉ……」

　そう言われたので、他のスキルも良く見て推理してみる。そうして、大方の予想が付いたのだけど……。

　一緒に馬車に乗っているマリーちゃんに聞こえないように、ヒソヒソとウルシュ君に声をかける。

「……ポールさん、前科とか持ってないよね？」

「ギリギリ無いよぉ……。捕まってないだけだけど……そんなことになる前に、先代会長であるお爺様が返り討ちにしてウチで雇い始めたからねぇ……」

　返り討ちっていうことは、ポールさん、過去にスネイブル商会を狙ったことがあるのか。そんなヤバげな奴やつ雇うなよ、先代会長。

「そう言えば、あの日イザベラが帰った後にねぇ、僕も自分の【ステータス】が見れないか色々試してみたんだぁ。その結果《強欲王マモンの眼》を応用して、イザベラみたいに自分の【ステータス】が見れるようになったんだぁ」

　私が帰った後、応用で【ステータス】を再現出来たの!?　あれ、《強欲かんてい》スキルとは、全く別物のスキルの筈はずっ!!　あれはスキルっていうより『ゲームシステム』だから、スキル一覧にも入っていないような代しろ物ものなんだよっ!?

「ふおぉ……。凄すごいっ!!　おめでとうウルシュ君っ!!　この短期間で、そんな方法を編み出すなんて天才だよっ！　凄いよっ!!　頼もしいよ!!」

　私が絶賛すると、ウルシュ君は前髪をグシャグシャとかき混ぜると、視線を下げる。

「……え、えぇ～。そんなことないよぉ……」

　照れてるっ!!　なんとっ!!　ウルシュ君が照れてるっ!!　後ろに、手を組んで少しモジモジしてるっ!!
















　普段がしっかり者だからギャップが凄すさまじいよっ!!　なんだか愛おしいよっ!!　全力でこのウルシュ君を目に焼き付けておこう!!




　その後も色々な話をしている間に、外壁まで馬車は進んで行き、外壁の門にある関所で身分証を提示して外へと出る。

　外壁のすぐ外側にも町があるのは予想していなかったので、門を抜けても賑にぎやかな町が続いているのには驚いた。

　何らかの理由で、王都にすぐに入ることが出来ない許可待ちの人や、王都に用はないけど、他の町に行く為の途中休憩の人達が過ごす町らしい。

　お土産屋さんとかも沢山あるので、前世の温泉街や観光地を彷ほう彿ふつとさせる。

　その町を通り過ぎると、今度は沢山の石畳や土の道が放射線状に伸びる平原が広がっていた。

　石畳の道には馬車が、土の道は徒歩の人達や家畜が移動している。

　その平原を王都に向かって走って来る、大きな物体が視界に飛び込んできた。

　ソレが近づいてくるにつれて、大きな物体の正体に気づく。

　あれ、前世のテレビで見たことがあるっ!!　赤褐色のコレとは違って、前世で見たのは黒かったけど。

「ウルシュ君っ!!　アレっ!!」

　窓の外へ身を乗り出し、指を差しながら声をかける私に、ウルシュ君はのんびり説明をしてくれる。

「あぁ、アレは蒸気機関車だねぇ。この国の西側にある、牙が楼ろう帝国のさらに西に行った所にメタリア王国っていう国があるんだけど、アレはその国で造られた物だよぉ。メタリア王国の国民の七割がドワーフでねぇ、ああいった大型の発明品はだいたいその国で出来るんだぁ」

　剣と魔法のファンタジー世界だから、あまり科学が発達してないかと思ったんだけど、蒸気機関車を作り出すくらいの科学力があったんだね、この世界。

　ゲームでは蒸気機関車なんて出てこなかったから、新しい発見だ。

「あの蒸気機関車はメタリア王国から牙楼帝国を横断して来たの？」

　もしそうなら、アレに乗ってメタリア王国に行けるのかな？　蒸気機関車作るくらいだから、イギリスの産業革命に魔法を組み合わせたスチームパンクファンタジー的な世界が広がっているのかもしれない。

　なにそれ、メッチャ行ってみたいっ!!　何日間か滞在してみたいっ!!

「そうだよぉ。一二〇年前にメタリア王国周辺の、七つの同盟国を繫つなぐように蒸気機関車の線路が作られたんだぁ。線路を七つの国全てに通すまで、六〇年かかったらしいけどねぇ。今あそこに見えるのは貨物用列車だから乗ることは出来ないけど、人が乗れるタイプもあるんだよぉ。僕も一度乗ってみたいなぁ」

　ウルシュ君は蒸気機関車にキラキラした目を向ける。といっても、糸目だから目がキラキラ輝く様子は見えないんだけど、多分、あの瞼まぶたの奥にある瞳ひとみはキラキラしていると思う。

「ウルシュ君、いつか一緒に蒸気機関車に乗ってメタリア王国に行ってみようよっ!!　何日間か……ううん、数ヵ月くらい滞在するのも良いかもしれないねっ!!」

　ウルシュ君は商人だし、錬金術師として物創りするから、産業大国であるメタリア王国で楽しく過ごせるんじゃないかな？

「うんっ!!　行けるとしたら、早くても魔術学院を卒業して結婚してからになるけどねぇ。新婚旅行の行き先をメタリア王国にすれば良いね。今、メタリア王国は大型飛行客船の開発をしているらしいよぉ。新婚旅行に間に合ったら、それにも乗ってみたいねぇ」

　大型飛行客船だと？　詳しく話を聞くと、どうも飛行機ではなく、横長の気球みたいな飛行船タイプらしい。前世でも、イラストや映画のＣＧでしか飛行船なんて見たことないよ。凄い、乗ってみたいっ!!

　その後はウルシュ君に、周辺国の特色や文化について聞きながら進んでいく。

　牙楼帝国は大型の獣人が多くいる国で、武術に長けている国。武器を持たずとも素手で強いので、七つの同盟国の『矛』とも言えるらしい。

　ちなみにロゼリアル王国は魔法担当。同盟国の外側に位置するので『盾』の役割を担当。外側にある他の国が攻めてきた時、ロゼリアル王国が魔法で防御している間に、牙楼帝国が援軍を送ってくれる予定。

　お姉様が嫁いでいった、北のディアナ王国は『医』担当。薬草や薬の材料になるような素材が豊富で、薬の輸出が主要産業。治癒術師だけでなく、薬師・医師の育成に力を入れ、他国へと派遣をしている。我が家の専属医師もディアナ王国出身。

　護衛のムハイミーンさんの出身国であるサウザード国は南にあって、国土の半分が砂漠。同盟には入ってないけど友好国。騎獣の飼育が盛んらしい。

　家庭教師からは周辺国の地理や簡単な歴史しか習わないので、特産や特色、民族衣装の他、商人目線の話とか聞けてとても楽しかった。

「と言っても、他国の商人から聞かせてもらった話だから、僕が実際に見てきた訳じゃないんだけどねぇ」

　そう言って、少しばつが悪そうに笑ったウルシュ君は、いつか他の国を自分の目で見に行きたいと語ってくれた。

「だったら結婚した後、行商しながら世界一周しようよ!!　二人一緒なら、きっとどこでもやっていけると思うよ!!」

「そうだねぇ。イザベラと一緒なら、きっと楽しい旅になるねぇ。一緒にサウザード国の砂漠の真ん中でお月見しようかぁ？」

「それ、素敵っ!!　じゃあ、さっきウルシュ君が教えてくれた、とても綺き麗れいな翡ひ翠すい色だっていう、牙楼帝国の山河の船渡もしようっ!!」

「ディアナ王国の氷華の群生地帯も綺麗らしいよぉ。わぁ……楽しみだなぁ。イザベラとの世界一周。きっと、凄く大変だろうけど、記憶に残る日々になるねぇ。絶対に一緒に行こう。約束だよぉ？」

「うんっ!!　必ず!!　約束ねっ!!」

　そんな約束をウルシュ君と交わしていると、一緒に乗っていたマリーちゃんが首を傾かしげていた。

「イザベラお嬢様、先程から言葉遣いが崩れてきていらっしゃいませんか？」

「あ……」

　そうなのよ。この前から、のんびり口調のウルシュ君と話していると、どうもお嬢様口調が抜けてきちゃうんだよね。そもそも前世が庶民だから、お嬢様口調で話すのが少し恥ずかしい感じがするのもあるし。なんかガラじゃないっていうか。

　慌ててお嬢様口調に戻して話し始めた私に、ウルシュ君は困ったように笑う。

「僕と話す時は普通に喋しやべって欲しいなぁ。その方がイザベラとの距離が近く感じるからねぇ。お嬢様口調のイザベラは、僕の手の届かない遠い場所にいる人みたいで、少し寂しくなるんだぁ」

「うん。分かった、普通に喋る」

　速攻でお嬢様口調を止めた私にマリーちゃんは苦笑いしているけど、知ったことじゃないです。

　ウルシュ君に寂しい思いをさせるわけにはいかないからね。私はウルシュ君の身近にいる女だよ。

　そんなこんなで、ウルシュ君と沢山話して交友を深めていると、馬車が目的地に到着したようだ。マリーちゃんに扉を開けてもらい、ウルシュ君と外に出る。

　芝生のような短い草に覆われた、広い平原が続く。所々がなだらかな丘状になっているけど、見晴らし最高で、とても気持ちの良い場所だ。

　足元を見ると芝生のような草には、分厚い花びらを持った白くて小さな花が咲いている。とても可愛かわいいけど、小さい上にいっぱい咲いているので、踏みながら歩くしかない。

　遠くまで見渡すと、冒険者らしき人達が剣や魔法の練習をしているのが見えた。他にも点々と数人で集まって何かをしている人達が見える。

「ここは、ピクニックにも良い場所だけど、それよりも魔法や武術の練習地として使われていることが多いんだぁ。足元に小さな花の咲いた植物があるでしょ？　魔法や物理衝撃を吸収する丈夫な植物でねぇ、この辺りで多少暴れたところでビクともしないし、転んでも怪け我がを心配しなくて良いことから、練習場にはもってこいなんだぁ」

「可愛い花を咲かせているのに、凄い植物なんだね。ウチの敷地内でも育たないかなぁ？　出来れば敷地全部に、この植物を敷き詰めたい」

　そんな話をしている間に、マリーちゃんが馬車から毛布を取り出して、丘の上に敷き始めた。

　レジャーシートが存在しないから、毛布を使うようだ。洗濯が大変そうだと思いながらその作業を見つめていると、ふと、マリーちゃんが何かに気づいたように視線を上げる。

「あっ、イザベラお嬢様。あそこで騎士学校の生徒が剣の練習をしていますよ。あの制服はダイモン様の母校ですね。お嬢様が通う予定の学校ですよ～」

　…………え？

　思わずウルシュ君と顔を見合わせる。

　私が行くのは魔術学院じゃなかったっけ？　いつの間に騎士学校に行くことになっているんだ？

「マリー。私が行くのは魔術学院なんじゃないかしら？」

「旦だん那な様とダイモン様から、騎士学校に行く予定だと伺っておりますが……イザベラお嬢様は、魔法がお使えになるのですか？」

　あっ!!　そういうことか。私はまだ魔力やスキルの検査が終わってないから、魔術学院に通うことが決定してないのか。

　よく考えたら、みんなの前で披露した魔法と言えるものは【クローゼット】くらいで、私が魔法を使うイメージが無いのかもしれない。基本、物理的な能力ばかり発揮させているし。

　このまま、魔法が使えないことにして騎士学校に入学しちゃえば、乙女ゲームのシナリオから完全に外れられるんだけど、ウルシュ君と同じ学校に行きたいもんなぁ。

　よし、魔術学院の入学を選ぼう。すでにウルシュ君の婚約者なんだから、破滅フラグにそこまで怯おびえる必要もないでしょう。

　ウルシュ君との学院ライフの為なら、破滅フラグと全面戦争するわ。

「そうよマリー。私、魔法が使えるの。今日はウルシュ君に私の使える魔法のスキルを調べて貰もらう為に来たのよ。あと、出来れば練習もしたいなって」

「あぁ、そうだったんですねっ!!　今日は魔術の教師といった専門の監督がおりませんので、危険な魔法はお止よしになって下さいね」

「分かったわ」

　マリーちゃんがこうして私を自由にさせてくれるので、マリーちゃんの性格があまり厳しいことを言うタイプじゃないのかと思っていたんだけど、よくよく観察してみると、この世界の人って良い意味でも悪い意味でも、自由なんだよね。

　前世の日本の方が、マナーや安全面に厳しかった気がする。

　前の世界と比べると、魔法はあるけど、ある意味発展途上だから、教育や教養面があまり浸透していないのかな？

　まぁ、魔物や魔獣に魔族がいて危険と隣り合わせな世界だから、マナーよりも避難訓練っ!!　マナーよりも戦闘能力っ!!　っていう脳筋が多いってのもあるんだろうけど。

　そんな風に考え事している私だけど、ただボケっとしている訳ではないんです。

　ウルシュ君が、私の『七大罪の魔眼』を鑑定・解析してくれているので、その結果待ちをしているのよね。ウルシュ君にしては時間がかかっているので、丘の上に腰かけ《傲ぼう慢えん》で周囲の人達の魔法や剣の練習風景を観察していたりします。

　おぉ、あのグループには女冒険者がいるぞ。カッコイイ、憧あこがれる。

　でも、その露出の激しいビキニみたいな鎧よろいって、なんか意味あるのか？　防御力無いんじゃないのか？　いや、スピード重視タイプなのかもしれない。だから重たい鎧は合わないのかも。

　他にも、観察していて思ったんだけど、この世界の人って鍔つば迫ぜり合いとかしないのね。剣で防がれたら、深追いはせずいったん下がって再度攻撃。多分、力の強い魔獣や魔物相手に力押ししても負けちゃうから、その方法が一番安全なんでしょうね。

　私がやる場合は安全性を最優先したいから、遠距離から探索サーチ＆狙撃スナイプだけど、魔獣や魔物って狙撃一発で倒れるか不安よね。複数いたら狙撃場所特定されるだろうし……。

「イザベラー。解析終わったよぉ。『七大罪の魔眼』の効果はだいたいこんな感じみたいだねぇ」

　声をかけられたことで思考を中断し、ウルシュ君から差し出されたメモ紙を、お礼を言って受け取る。

　メモにはかろうじて読めるような字で、大罪名の横に、それぞれの効果が書かれていた。







『七大罪の魔眼』




《傲慢スペルビア》望遠。遠くまで見通し、目的の位置で視点を変えることが出来る。

《憤怒イーラ》威圧。視界に入った生物に対し威圧をする。

《暴食グーラ》回収。視界に入れた物を、クローゼットへと回収する。

《嫉妬インウイデイア》複製。自分の持たないスキルを複製し手に入れる。

《怠惰アケーデイア》暗視。暗い所でも良く見える。

《色欲ルクスリア》透視。物体を透視する。

《強欲アウアーリテイア》鑑定。生物および無機物の鑑定を行う。




　……うん。多分こう書いてある。

　手紙のやり取りをしていたから、ウルシュ君の字の汚さは知っていたんだけど、予想通りというか、暗号みたいな字だわコレ。愛の力で解読するけどさ。

「あれ？　私がよく使っている《傲ぼう慢えん》って視点を変えることが出来るんだね」

　これは新しい発見だ。この機能はウルシュ君に調べて貰わなかったら気づかなかっただろうな。

「みたいだねぇ。後で実際に使ってみようねぇ。あと、この《憤怒いあつ》っていうのは、イザベラが冒険者や騎士達と鬼ごっこをした時に使っていたやつだねぇ」

　ん？　使ってたっけ？

　私の表情に疑問が出ていたのか、ウルシュ君は重ねて説明してくれる。

「あのメイドさんを気絶させたり、追いかけてくる馬を恐慌状態にさせたりした能力だよぉ。戦場を駆け抜ける訓練をしている軍馬には、あまり効果が無かったみたいだけど」

　あ、あぁっ!!　アレかっ!!

　あの目から出た〝謎なぞのエネルギー〟って〝威圧〟だったのかっ!!

　ということは、マリーちゃんは私に威圧されて気絶したのね。

　そこで試しに、毛布の上でランチボックスを広げて昼食の準備を始めているマリーちゃんと、ムハイミーンさん、ポールさんを視界に納めて《憤怒いあつ》を発動する。

　やはりあの時と同じように、目から何かが出るような感覚を感じる。

　視線の先でポールさんは硬直し、ムハイミーンさんは一瞬硬直したものの、こちらを警戒してすぐに飛び退のくことが出来るように体勢を整え、マリーちゃんは気絶して頭から毛布に突っ込んだ。

　なるほど、多分レベルや経験の差で効果が変わってくるんだね。マリーちゃん、ゴメン。

「イザベラ……。たしかに三人まとめて威圧することで、相手のレベルによっての効果の違いが分かりやすくて良いけど、一言、声をかけてから発動させようよぉ」

「うん……。つい思いつきで行動しちゃったんだけど、マリーちゃんの様子を見て失敗したな、と自分でも思った。本当に申し訳ない」

　ポールさん、ムハイミーンさんに事情説明と謝罪をし、マリーちゃんが途中までしていた昼食の準備を代わりに終わらせておく。

　しばらくして目を覚ましたマリーちゃんとは、謝罪合戦することになった。




　謝罪合戦後はランチタイムです。

　さすが乙女ゲームと同じ異世界。無駄におしゃれで、美味おいしい食べ物が沢山ありますね。

　カフェメニュー的な女性の好きそうな料理が多くて、男性向けのガッツリ食べごたえのある料理が少ないイメージ。

　ただ、コレは公爵令嬢の私が見たことないだけで、町の定食屋みたいな所に行けば牛丼とかの存在を確認できるかもしれない。

　もし、そういう料理が無かったとしても、私に前世の世界の料理を異世界で再現して、料理人として尊敬を得ていくような料理無双は無理だ。前世から食に興味なくて、死因が栄養失調な女に料理を期待してはいけない。

　でも私、料理人スキルがあるんだよなー。実際は料理が出来ない私の場合、このスキルを発動させたら、どういう作用が起きるんだろう？　その辺りも要検証だね。

「ウルシュ君。私、料理したことないのに料理人スキルがあるんだよね。これ、どういうことだと思う？」

　それを聞いていたマリーちゃん達は驚いて、私の方を二度見する。

　うん。普通ならあり得ないことだろうし、気持ちは分かるけど、こっち見んな。

　ムハイミーンさんが、口に詰めていた食べ物を急いで飲み込む。

「イザベラお嬢ちゃん。料理人スキルっていうのは、料理スキルをかなり鍛えないと取得出来ない、職業スキルじゃないのか？　なんで料理したことないのに、そんなスキルを持ってるんだ？」

　ムハイミーンさんの疑問はもっともだけど、前世のゲームで取得しましたとも言えないよなー。

「それが分からないから聞いているのに……」

「あ、あぁそうか。そうだよな」

　ゲームで料理って言っても、指定された食材を集めて『調理開始』ボタンを押して、それぞれの料理に設定されている時間を待つだけなんだよなぁ……調理道具とか何も無いのに、それで出来上がっちゃう。しかも、その設定された時間だって、ウルシュ君から購入出来る『時短砂時計・調理用』っていうアイテムを使えば、短縮されて一瞬で完成するし。

　結論。料理人スキルを持っているけど、料理が出来る気がしない。

「実際に料理してみれば分かるんじゃないかなぁ？」

　そう言って、ウルシュ君は私に料理をしてみることを勧める。

「ウルシュ君……作ってみたとして、それを食べる勇気が私にはないんだけど……どんな代物が完成するか分かったものじゃないし」

「え？　何言ってるの？　イザベラの作る料理なんだから、当然僕が食べるよぉ？」

　気持ちは嬉うれしい。でも、変な物を愛いとしのウルシュ君に食べさせるわけにはいかないんだっ!!

　だったら、勇気が無いとか言っている場合じゃないわね。毒見と言う名の味見をする覚悟を決めねばなるまい。

「ウルシュ君に無理はさせられないから、上手に出来るようになったら、食べてね」

「どんな料理でも全然かまわないんだけどなぁ……」




　さて、お昼ごはんを食べたら本格的にスキル検証スタートします。

　まずは使い慣れている《傲ぼう慢えん》から。

　単純に望遠だけの場合、視界を飛ばせるのは半径約一〇㎞まで。やはり限界があったかー。

　次に視界を遠くに飛ばしたまま、視点を変える。

　３Ｄゲームで視点を回転させる気持ちで……おぉ、変わったっ!!　自分から離れた場所で上下左右を確認できるっ!!　グルっと視点を回転させてと……おぉ!!　自分の姿が見えるぞっ!!　横にいるウルシュ君の姿もバッチリ確認っ!!

　そんな感じで、調子に乗って視点変更しまくっていたのだけど……。

「イザベラ……大丈夫？　水飲む？　お茶もあるみたいだよぉ？」

　めっちゃ酔った……。これアレだ、３Ｄ酔いだ。

　そう言えば私、前世のストリートビューでも酔う人間だった……。

　心配したウルシュ君が、背中をさすったり、魔法で水を出したりと世話をしてくれる。申し訳ないです。

　時々訓練して酔わないように鍛えるか、いざという時だけに使うようにするか決めないといけないなコレ。……この世界、何があるか分からないから、鍛える方向で。はい決定。

　酔いが回復したところで、次は《暴食かいしゆう》の検証です。

　その辺で遊んでいる小鳥に向かって発動。はい不発。色々試した結果、生き物には発動しないようですね。

　次に、ウルシュ君が遠くに置いてきてくれた品物を、《暴食かいしゆう》します。

　結果として分かったのは、回収するのに距離は関係ないみたい。問題は回収したいものがちゃんと見えているかどうか。同じ距離でも、小さくてなんだか良く分からない物は回収不可だけど、大きくてちゃんと確認出来る物なら回収可能。

　あと、視界を遮る物があって、全容が確認できないと回収不可。

　だけど、私には《傲ぼう慢えん》と《色欲とうし》があるんですよ。ふふふ。

　魔眼は二つまで同時発動可能なので、組み合わせればだいたいの物は回収できちゃう。ふふふ。

「イザベラ……。この能力は危険だねぇ。下手すると宝物庫の秘宝だって、アリバイ完かん璧ぺきで盗めちゃうよぉ……」

「えっ!!　何それコワイっ!!　言われてみれば、思ったより危険な能力だねコレ……。あまり人前で使わないようにするよ。あと、《暴食かいしゆう》に限っては、同時発動出来ないことにしておく」

　ウルシュ君に指摘されるまで、その使い方は考えていなかった。軽く考えていたけど、この能力知られると本気でヤバイ。

「うん。それが良いよぉ。色んな方面から狙われかねないからねぇ」

　とにかく、これで《傲ぼう慢えん》《暴食かいしゆう》《憤怒いあつ》の検証が終わり。

　残りは四つだけど《強欲かんてい》《怠惰あんし》《色欲とうし》は、わざわざ検証するまでもないから、一番謎なぞだった《嫉妬ふくせい》の検証をしよう。

　これ、一人で検証していた頃、全く発動しなかったから、どういうスキルなのか分かんなかったんだよね。しかし、スキルを複製して手に入れるって、凄すごいな。

「まずは、どういう条件下で発動するかを検証しないとねぇ。《暴食かいしゆう》が【クローゼット】とセットになっているから、それと同じように他のスキルと組み合わせるのかなぁ？　まず、《強欲かんてい》と組み合わせてみる？」

　そこで、話し合いの結果、まずウルシュ君のステータスを鑑定している状態から、スキルの《聖属性魔法》を狙って《嫉妬ふくせい》してみることが決定した。

　私が今一番欲しいのが《聖属性魔法》の《治癒魔法》なのよね。コレがあれば、ウルシュ君が怪我したりした時、治療することが出来るから最重要です。

　だけど試した結果は、《嫉妬ふくせい》不発。何故なぜなのか、再度ウルシュ君と話し合い検証を重ねるけど、発動条件がさっぱり分からない。

「う～ん。もう一度《嫉妬ふくせい》だけ、深く鑑定してみることにするよぉ。少し時間がかかると思うから、腰かけて休憩してて」

　そう言われて、ウルシュ君と並んで毛布に腰かけ鑑定して貰もらう。

　はたから見れば、座ってお茶を飲む私と、それを横からガン見しているウルシュ君という謎の状況に、マリーちゃんは困惑の視線を向けてくるが、特に何も言わずにそっとしておいてくれた。

　鑑定の為とはいえ、大好きなウルシュ君に見つめられ続けるのはさすがに恥ずかしいので、少しずつ顔が赤くなっていく。

　はよ終われ。じゃないと顔から火が出るから。今なら物理的に発火させることも出来そうな気がしてきているから。

「なるほどぉ、イザベラ、《嫉妬ふくせい》の発動条件が分かったよぉ」

　そろそろウルシュ君から見つめられ続ける状況に、羞しゆう恥ち心しんＭＡＸになりかけていた頃、ウルシュ君の鑑定が終わった。

　どうやら《嫉妬ふくせい》の発動には、欲しいスキルが実際に発動しているところを見る必要があるらしい。

　つまり、私が《聖属性魔法》が欲しい時は、《聖属性魔法》が使われている時に《嫉妬ふくせい》を発動させなくてはいけないと。

　発動条件が分かったところで、再度検証を始める。

　ウルシュ君が自分に《聖属性魔法》の《身体強化》を使ってくれたので、それに対して《嫉妬ふくせい》を発動させる。

　結果は、《聖属性魔法》を取得成功。実は私、職業スキルとして〝魔術師〟を持っていたけど《〇〇属性魔法》っていうスキルを持っていなかったから、【クローゼット】や『七大罪の魔眼』以外の魔法と言えるような魔法が一つも使えなかったのよね。

　ゲームでは属性魔法を持っていたんだけど、転生した時になくなっていたから、実際に習ったり使ったりしてないから持ってないのかなぁ？　と思っていたんだけど、実際のところは分からない。

　とにかく、この《聖属性魔法》が私の一つ目の属性魔法ってことだけはたしか。

　その後も、ウルシュ君は色々な属性魔法を発動してくれて、私はその魔法を《嫉妬ふくせい》するという作業を続けた。




　最終的に、私は《聖属性魔法》《闇属性魔法》《雷属性魔法》《封印魔法》《火属性魔法》《水属性魔法》《風属性魔法》《土属性魔法》《光属性魔法》の九個の魔法を手に入れた。

　手に入れちゃうと実際に使ってみたくなるのが、人というものです。

　どれか使ってみたいなぁ……と休憩がてらウルシュ君と三時のおやつを食べていると、イベント発生。

　どうも、平原で自主練をしている人達の中に、魔術学院の生徒がいたようです。

　それも召喚士サモナー。

　あぁ、残念、知っていたなら召喚するところを《嫉妬ふくせい》して召喚術を手に入れたのに……って、そんなことを言っている場合じゃなかった。

　その召喚士サモナー君は、フクロウの頭に熊のような身体からだを持つ、巨大なモンスターを召喚したようなんだけど……でけぇな、アレ。直立で五ｍくらいかしらん？　しかもメッチャ暴れていて、召喚士や一緒にいた魔術学院の生徒達は、逃げ回ってます。

　沢山の属性魔法をゲットしたばかりで、こんな事件。タイミングよすぎて、チュートリアルかと思っちゃうよね。本気で死人が出そうになっているけど。

「あぁ、あの魔獣は〝アウルベア〟だねぇ」

　ウルシュ君が横に立って魔獣の名前を教えてくれる。視線の先では訓練中だった他の冒険者や、騎士学校の生徒達が駆けつけていた。私の出番は無さそうだ。

「そのアウルベアっていう魔獣はどんな魔獣なの？」

　私の質問に、おやつをモグモグしながらウルシュ君は解説してくれる。余裕だ。

「見ての通り、頭がフクロウで身体が熊。個体によっては前足も羽毛で覆われているらしいよぉ。アレは魔術で生み出される魔獣なんだけどぉ、一体どこから召喚しちゃったんだろうねぇ？　製作者がビックリしているんじゃないかなぁ？　あ、製作者である持ち主がいないから召喚されたのかな？　ちなみに超凶暴だから使役テイムは難しいよぉ」

　そうウルシュ君が解説している間にも、騎士学校の生徒達は魔術学院の生徒を守りながら避難させ、冒険者達はアウルベアと戦っている。

　ちなみに、ムハイミーンさんとポールさんは、私達の前方に立ってアウルベアの方を警戒しています。マリーちゃんは急いでランチボックスやバスケットを片付けていて避難準備を始めている。

　ガスパロ爺じいさん？　ガスパロ爺さんは初めから馬車でお留守番だから、ここにはいない。

　ところで、アウルベア……かなり強いな。冒険者達はかなり苦戦しているようで、なかなかアウルベアに攻撃が入らない。よく考えたら、こんな所で戦闘訓練している冒険者だもんね、駆け出し冒険者で実力や経験が足りないのかもしれない。

　アウルベアと冒険者達を鑑定してみたら、予想通りというか、あそこにいる冒険者のランクじゃ倒せそうにないくらいのレベル差だった。ここまで持ちこたえているのはチームワークが良いからみたいだね。

「ねぇイザベラ。魔法の練習として、あのアウルベアに魔法をかけてみない？　初心者で攻撃魔法は危険だから、サポート的な魔法はどうかなぁ？」

　そう言うウルシュ君に勧められて、光属性魔法でアウルベアの目め潰つぶしをすることになった。

　攻撃魔法はアウルベアの周囲にいる冒険者達に当たると危険なので、今回は攻撃魔法の使用は見送ります。

　光魔法が選ばれたのは、光魔法自体が灯りをともすことが出来るだけの危険が無い魔法なので、っていうことで選択。

　まぁ、アンデッド系には光その物が攻撃になるらしいんだけどね。

　ウルシュ君の手引きに従い、アウルベアの頭に狙いを定めて、光魔法が発動する様子を想像する。

　ウルシュ君曰いわく、魔法の発動には想像力が大切なのだと。

　ＯＫ、ウルシュ君、想像力なら任せてっ!!　前世で見てきたＣＧを駆使した映画とかゲームとかアニメとかの記憶を総動員して、見事に初魔法を発動しちゃうよっ!!

　アウルベアの頭めがけてぇぇぇ[image: ][image: ]、せーのっ!!　ピカーンっ!!




　ちゅど[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん。




　アウルベアは死んだ。




　………………いや、ゴメン。状況説明が適当すぎた。

　ちゃんと説明（？）するわ。自分でも何がなんだか良く分かんないけど。

　だから皆、そんな目で見ないで。意味分かんない物見るみたいに見ないで……こっち見んなっ!!

　ウルシュ君は一人で、「イザベラのＭＰなら当然こうなることは予想できた筈はずなのに、僕の馬鹿!!」って言いながら頭抱えてしまっているので、こっち向いてないけど。

　えーと。アウルベアの頭めがけて、光をピカーンて当てるだけのつもりだったんだよ。

　それが何故かっ!!　レーザービームみたいにっ!!　そして、爆散し飛び散るアウルベアっ!!

　冒険者の人達が眩まぶしくないようにっていうことで、彼らがアウルベアから距離を取った瞬間を狙ったから良かったものの、近くにいたら冒険者さん達が爆散に巻き込まれるところだったよっ!!

　光属性魔法、超コワイっ!!　誰だ、一番初めに光属性魔法は灯りをともすだけの、アンデッド以外には攻撃力の無いサポート魔法って分類した奴はっ!!　下手すると、殲せん滅めつ魔法だろコレっ!!

　そして、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた周囲の人達は、我に返ると同時に押し寄せてきた。

　特に魔術学院の生徒達の食いつき具合がヤバい。しかも光属性魔法だって言っているのになかなか信じて貰えない。

　最終的に、ムハイミーンさんとポールさんが集まって来た人達を追い払い、二人に護衛されながら馬車へ戻った。戻る途中でポールさんがポツリとこぼした、

「私、護衛として付いて来る必要ってあったんですかね？」

　という一言が印象的だった。




　王都に戻る馬車の中で、ウルシュ君に気になっていたことを聞く。

「ウルシュ君、私の《強欲かんてい》では、ＭＰとＨＰが上限９９９までしか見えないんだけど、私のＭＰの数値ってどのくらいあるの？」

　マリーちゃんに私のＭＰやＨＰを知られるのは良くないのかな？　と思って声を潜めて質問する私に、なんとなく察してくれたウルシュ君も、声を潜めて返事をしてくれた。

「あぁ、そっかぁ、イザベラのステータスが前世のゲームのルールに縛られている所為せいで、鑑定結果も同じように縛られているんだったねぇ。それって、他の人のステータスを見る時にも不都合だよねぇ……」

　そう言ってしばらく考え込んでいたウルシュ君は、思いついたっ！　と顔を上げる。

「試しに、僕の《強欲王マモンの眼》を《嫉妬ふくせい》してみたらどうかなぁ？　そしたら、僕達と同じ、この世界のルールのステータスが見れるようになるかもしれないよぉ？」

　七大罪の魔眼の上位スキルっぽい大罪王スキルに《嫉妬ふくせい》が効くのかどうかは分からないけど、物は試しとばかりに二人で発動してみる。

　結果は……多分成功なんだけど、同時に失敗でもあった。

　まず、《強欲かんてい》が《強欲王マモン》へと進化した。そう、《強欲王マモンの眼》じゃなくて《強欲王マモン》への進化だ。

　そして、その進化した《強欲王マモン》を使って自分のステータスを開いたところ……




[image: ]




　はい。見事バグってます……怖っ!!　これ怖っ!!

　試しにウルシュ君のステータスを見てみたんだけど……
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　ウルシュ君のステータスはバグってないです。どうやら、私自身のステータスがおかしいらしい。

　ウルシュ君のステータスと見比べたところ、どうやら私のステータスのバグが酷ひどいのは、種族である『人族』って書かれているだろうところと、身分である『ロッテンシュタイン家　第五子』と『ロゼリアル王国　公爵令嬢』って書かれていた場所みたいね。

　私の存在が何なのか分からなくなってきているわね……。

　たしかに人間離れしてきてるけどさ、ステータスまでその事実を私に突き付けなくても良くないかしら……って、ん？

　あれ……。ウルシュ君のステータスから、継承特殊スキルの《強欲王マモンの眼》が消えて……い……る？

　え？　えっ？　どういうこと!?

「う、う、ウルシュ君っ!?　何か、ウルシュ君のステータスから《強欲王マモンの眼》が消えてるっ!!」

「あ、うん。そうだねぇ……《強欲アウアーリテイア》が《強欲王マモン》に進化しちゃったねぇ……ゴメン。イザベラ……」

「いや、そこじゃないっ!!　大変なのはそこじゃないよ!?」

　って言うかウルシュ君が謝る意味が分からないよっ!!

　その後、帰宅して馬車から降りて行く時まで、ウルシュ君は落ち込んだまま、私に謝り続けていた。だから、謝る必要ないんだってばぁっ!!








第六話









　現在七歳になったわたくしは、王宮へとドナドナされております。

　七歳になったらお茶会の参加が許可されるんだけど、記念すべき第一回目のお茶会が、王妃様主催のお茶会になりました。

　多分これだな、イザベラが七歳の頃に第二王子と出会って一ひと目め惚ぼれした挙句に、我が儘まま言ってゴリ押しで第二王子と婚約するエピソードは。

　昨日、その事実に思い至って不安になり、屋敷を抜け出してウルシュ君の作業場に突撃訪問かましていたのがバレまして、現在、地竜用の拘束鎖にて、グルグル巻きにされたまま馬車に積み込まれています。七歳の妹にする仕打ちじゃないよコレ、ダイモンお兄様。

　この鎖は大型地竜用に、以前ウルシュ君が創った物だそうです。

　何でウルシュ君が大型地竜のＨＰを知っていたのかと思えば、そういうことでしたか。

　ウルシュ君が鎖を創った頃、まさか鎖コレが自分の婚約者（七歳♀）に使われるとはさすがに予想出来なかっただろうな。

　ちなみに鎖の太さは日本の駐車場とかで使われているのと同じくらい。この太さで地龍の動きを封じられるということは、強度が凄すごいんだろうな。なんか怖いから、《強欲王かんてい》はしないけど。

　昨日は不安いっぱいでウルシュ君の作業場に突撃かました私ですが、ウルシュ君と相談出来たことで今は精神的に余裕が持てて、攻略対象者にエンカウントするかもしれない王宮にも落ち着いて向かえます。

　ウルシュ君は私の前世の話、特に私が第二王子の婚約者になる予定だったという話を聞いて、未来視ゲームシナリオの強制力が働いて、私が無理やり第二王子の婚約者にされないかを警戒してくれました。

　王命されたら、私にもウルシュ君にもどうしようもないからね。身内に結婚を反対される程度なら、余裕で二人で逃げるけど、王命されちゃうと、残していく家族が罰を受けないか心配で逃げられなくなるからね。

　さて、王宮までまだまだ時間があるので、王子ルートについて思い出してみよう。

　王子ルートで関わることになるキャラは……。

　まず、攻略対象者の、

　第二王子、クリストファー・ロン・ロゼリアル。

　魔術師団長子息、ギース・ネイ・トーランド。

　騎士団長子息、ブライアン・ニック・アンダーウッド。

　そして、クリストファーのルートのライバルキャラ達。

　婚約者、イザベラ・アリー・ロッテンシュタイン。

　侯爵家令嬢、アマリリス・エリー・ブルネスト。

　王子の双子メイド、メリーとアン。

　の合計四人。

　まず攻略対象者の第二王子と私イザベラの、設定としては……。

　ゲーム上のイザベラは、ロゼリアル王国の第二王子の婚約者。

　七歳の頃に王子に一目惚れし、父親に頼み込み縁談を持ちかける。

　他の王族や貴族から、ロッテンシュタイン家が権力を持ちすぎることを理由に反対されるが、第二王子に『特殊な事情』がある為、国王の指示により第二王子の判断に任せられることになった。

　いやいや、この段階で王子自身も七歳でしょうに、なに判断丸投げしてんねん王様。

　あと、『特殊な事情』っていうのが、本編で詳しく語られてないんだよね。

　ゲームでの会話や、やり取りで察するに、王子に呪いか何かがあるんだと思うんだけど、本編で呪いを解くイベントなんて無かったし、伏線ばかりで結局『特殊な事情』とは何か、の答え合わせが無かったのよね。

　私がそのイベントを逃しただけかと思いきや、友人も結局分からなかったみたいなので、脚本家の伏線回収忘れなのか、イザベラと婚約させる為のご都合主義的な展開なのかわかんないけど。

　この辺りは、王子の鑑定が出来れば呪いの有無は判断できそうかな？

　なにはともあれ、その『特殊な事情』とやらと、王様が王子に判断丸投げしたことで、婚約は成立。〝当時の〟イザベラが王子に対する恋心以外に他意が無かったこともあり、他人に興味が無い王子は、別にどうでもいいや、と婚約を了承したんだ。

　王子様よ、そこはもう少し考えよう？　未来の奥さんのことだよ？　長い人生を共にする人だよ？

　他人に興味が持てないなら、興味が持てる人が現れるまで、もう少し粘れよっ!!

　と、とにかくイザベラは王子の婚約者の座を勝ち取り、その後、絶大な権力を誇るロッテンシュタイン家に取り入ろうとする者達が第二王子の婚約者であるイザベラを取り巻き、彼女を称賛し甘やかしていくうちにイザベラは傲慢で我が儘な令嬢へと育っていく。

　ゲームが開始される魔術学院入学時点には、選民意識が強く傲慢に成長したイザベラに対して、王子は興味が無く、無関心。

　だがゲームが進むにつれ、王子は、子爵の庶子で平民の主人公ヒロインに興味を示す。

　選民意識が強く、平民を蔑さげすんでいるイザベラはそのことに激げき昂こうし、主人公ヒロインに対して濡ぬれ衣ぎぬを着せ孤立させる等の嫌がらせや、誘拐させ、奴隷が禁止されているロゼリアル王国で、闇の奴隷オークションで売り飛ばそうとするといった犯罪行為など、数々の非道な行為を主人公ヒロインに行うが、そのたびに第二王子や他の攻略対象によって阻止される。

　思い返せば、ゲームのイザベラ本当に酷ひどいな。私が前世の記憶を思い出すまで、普通かつ、少しだけ転婆なお嬢さんだったのに。

　そんな立派な悪役令嬢に育て上げるって、取り巻き連中もやばいな。

　兄達が魔術師団や近この衛え騎き士し団だんといった王国を守る立場にいるのに、その目を搔かい潜くぐり十五歳で闇の奴隷オークションに関わりコネクシヨンを持つって、どんな人脈と繫つながりがあれば可能なんだよ……。そして、どうやって、あのダイモン兄様の監視の目を欺いたんだ。その部分だけ是非ともご教授願いたいよ。

　まぁ、そんな感じで悪役令嬢道を突き進んだイザベラは、学院の一年目修了時、第二王子ルートでは公開断罪・婚約破棄、追放または処刑され、ロッテンシュタイン家の爵位が降格される。

　ちなみに魔術師団長子息ルートでは、公開断罪、第二王子に婚約破棄され、追放または中年商人の後妻になる。っていうのが『ラブ☆マジカル』のＶｅｒ．１の流れです。

　ゲームとは違い、すでに商人のウルシュ君の婚約者になっているという、設定からかなり外れたイザベラになっているとはいえ、油断は禁物。ウルシュ君の実家のスネイブル商会が、ガルファシア大陸で力を持っている大商会の一つとはいえ、所しよ詮せんは爵位を持たない平民です。

　いくら周囲に周知されているとはいえ、王命によって、この婚約を無かったことにすることは容易たやすいのですよ。

　そこで昨日ウルシュ君と共に決めた、今日のお茶会での目標は、

・第二王子とのエンカウントを避ける。

　ただしコレは、ウルシュ君から無理そうだと言われたので、〝出来れば〟っていう感じ。

　エンカウントした時の為に、腹をくくっておこう。

・王妃に気に入られない。

　国王陛下はロッテンシュタイン公爵家が権力を持ちすぎているのを知っていて、私が商人の次男に嫁ぐことに賛成しているらしく婚約祝いも贈ってくれたけど、王妃様は第二王子の後ろ盾になりそうな、権力を持った家の令嬢と第二王子を婚約させたがっているらしいので、要注意なのだ。

・第二王子に気に入られない。

　全てに関して無感動・無関心な王子だから、そんな王子に興味を持たれたら、王妃様が大喜びで婚姻話を持ってきそう。

・攻略対象者の王子のスペック・ステータスを含む、情報の収集。

　コレはウルシュ君からの指令。

　ウルシュ君が言うには、第二王子との婚約さえ避けられれば、ゲームシナリオの強制力はそこまで恐れなくて良いらしい。むしろ、第二王子との婚約が避けられたら、『ゲームシナリオの強制力は無い』と判断しても良いくらいだと。

　まぁたしかに私とウルシュ君（物理担当／頭脳担当）二人で力を合わせれば、王命さえ無いなら後はどうとでもなりそうだもんね。

　ただ、第二王子との婚約が無くても、学院に入った後のことを考えると、一応の対策はしておいた方が良いだろうということで、情報収集をお願いされました。

　情報収集など、動くのは私。それを元に考えるのはウルシュ君。相棒として、なかなか良い組み合わせじゃなかろうか？

　さて、わたくし頑張りますよっ!!

　気合いを入れ直したところで、王宮に到着。お母様が鎖の鍵かぎを外して下さり私を自由の身にしてくれました。お母様は鍵と鎖を外すと、そのままプンプンしながら、ドレスのシワを伸ばそうとしてくれます。

　ちなみに、今日のドレスは水色でフリルが沢山付いた、膝ひざ丈たけドレスだ。同色のヘッドドレスに、パニエで膨らんだスカートが、フカフカで可愛かわいい。白いタイツを穿いているので、白のエプロンを付けたら不思議の国のアリスみたいになるんじゃないだろうか。このドレスはお母様が気合いを入れて、デザイン、注文したドレスだから、シワが付いたことに怒っているようだ。

「もうっ!!　ダイモンったら、妹相手に大おお袈げ裟さね。野獣じゃないんだから、鎖まで巻くことないのにっ!!　せっかくのドレスにシワが寄っちゃったわ」

　お母様、もっと言ってやって下さい。出来れば後日、ダイモンお兄様に直接言ってやって下さいっ!!　お兄様ってば幼い七歳の妹を、野獣どころか地竜扱いですよっ!!

　七歳の幼女を地竜扱いする近衛騎士なんて、多分ロゼリアル王国が始まって初ですよっ!!　前代未聞ですよっ!!　一体、お兄様ってば、どうしちゃったんでしょうね？

　私がそう言うと、お母様は、恋する乙女は、時々思いがけない行動を取ったりすることがあるのだから、ダイモンお兄様はもっと女の子に理解を深めるべき。鎖で行動を縛りつけるなんて、とんでもない!!　と同意してくれた。

　やったっ!!　お母様は私の味方をしてくれる!!　お父様もお兄様も、最近私の行動にとても厳しいから、お母様が味方になって下さると嬉うれしいです!!




　今日のお茶会は、温室で開催されるそうで、馬車から降りると従者の方に案内されました。

「イザベラはお城の温室は見たことがないでしょう？」

「えぇ、お母様。きっと素敵な温室なのでしょうね」

　ヨソイキなので、お嬢様っぽく、お淑しとやかに話そうとしてみるけど、これで合っているだろうか？

　最近ウルシュ君と、普通の子みたいに話しているから、お嬢様言葉を忘れかけてるんだよなぁ。

「とっても素敵な温室なの。イザベラもきっと気に入るわ。私がココで暮らしていた頃の一番のお気に入りの場所だったのよ？」

　そうでした。お母様は元王女様でした。

　お父様と結婚するまで、このお城に住んでいたのか……。お母様の実家がお城って、なんか凄いな。どう凄いかと聞かれると、よく分かんないけど、凄いな。




　お母様が絶賛する温室は凄すさまじく大きかった。

　入園料を取るような植物園の、順路とかが決まっている、気合いの入った温室っていう感じだ。

　南国植物専用の温室あり～の。水辺植物専用の温室あり～の。

　百合や胡こ蝶ちよう蘭らん、そして薔薇ばらなどの人気のある花は、それぞれ専用の温室がある。

　勿もち論ろん、かなりの品種が揃そろっています。青いラメの入った百合とか初めて見たわ。すげー。

　次々と温室を突っ切って行くも、なかなかお茶会が開催されている温室に辿たどり着つけなかった。この温室、国立の競技場くらいの敷地面積あるんじゃないか？

　絶対に〝植物を上手に育てる系〟のスキル持ち庭師を大勢抱えてるな。賭かけても良い。

　お茶会はロゼリアル国民の皆さんが大好きな、ロゼリアル専用の温室で開催されています。ロゼリアルは国名にもなっている花で、勿論、国花です。

　見た目は薔薇とカラーを足して二で割った感じ。

　え？　想像がつかない？　私もどう説明したら良いか分かんない。

　あえて説明するなら、レースやフリルをふんだんに使った、大きなスリットの入ったマーメイドドレスを逆さまにした感じかなぁ？　ちなみに色は黄色、オレンジ、ピンクに赤といった暖色系です。

　ちなみに、ロゼリアルにブルーというのはあり得ません。

　私のクローゼットに、『氷漬けのブルーロゼリアル』があっただろって？

　うん。あるけど、本当は青いロゼリアルは存在しないはずなんだ。

　何故なぜブルーのロゼリアルが存在しているのかは私にも分からないから、出所はゲームのウルシュ君に聞いてくれ。




　さて、私は今《気配遮断》を使って印象に残らないように細工をしながら、お茶会で情報収集しております。

　完全に《気配遮断》しちゃうと、いることに気づかれなくて問題になるので、半分くらい《気配遮断》。

　何の違和感もなく会話に紛れ込んでいるけど、後で「あれ？　さっき一緒にお話ししていたの誰だっけ？　顔も思い出せない」ってなるのを目指してます。

　もちろん、そのやり方はウルシュ君に習いました。名付けて、『秘技：ぬらりひょん』。

　ウルシュ君が他人のお宅で、ご飯時に違和感なく紛れ込んでいるという特技アレです。

　スパイか忍者じゃないかっていうような沢山のスキルを、ウルシュ君は余所よそ様の夕食に紛れ込んでご飯食べるイタズラに使っているようです。

　なんか、そんなイタズラにスキルを無駄遣いするウルシュ君、可愛い……。

　……はっ!!　それはさておき、お茶会ですよ。

　問題の王妃様への挨あい拶さつも、気配薄くして印象に残らないようにして無事に済ませて突破。

　第二王子は……うん。ウルシュ君の予想通り。いました。

　ただ、大人のテーブル・女の子のテーブル・男の子のテーブルと分かれていたので、今のところは接点が無いです。

　しかし、予想外のことも。

　はい。いましたよ……他の攻略対象者二名もね。

　他の二名に関しては、何の対策も心構えもしていなかったぁぁぁ!!　よく考えたら、いてもおかしくないんだよっ!!

　とりあえず今は冷静を装って、小さなレディ達から情報を得ようと大人しく座ってお茶飲んでいますが、内心冷や汗ダラダラだよっ!!

　女の子達の会話に耳を傾けながら、攻略対象者達の様子をチラリと窺うかがう。

　まず、第二王子のクリストファー。

　金髪碧へき眼がんの王子様は、七歳時点では美少女みたいな綺き麗れいな顔をしてました。

　ただ……。

　闇落ちしたかのようなハイライトの消えた目は、七歳のこの頃には完成していたのか。

　そう。ハイライトの消えた虚うつろな目ですよ。

　Ｖｅｒ．１のメイン攻略対象と言っても良い第二王子なのですが、目がね……。

　ほら、アニメとかでもあるじゃん？　洗脳されて操られたり、ヤンデレ化したり、闇落ちしたりした時の光の消えた目ですよ。そのハイライトの消えた状態の眼が、デフォなんだ。

　主人公ヒロインとの交流の合間に、時々目に光が戻ることがあるのだけれど、Ｖｅｒ．３までの全編通して虚ろな目をしているんだよ、第二王子は。

　なにがあったし。

　その第二王子は虚ろな目で、口元だけに微笑を浮かべて、テーブルの中央一点を見つめています。
















　第二王子を実際に見た感想なんだけど……。

　これ……全てに関して無関心・無感動とかいう問題じゃないよね？

　本当に、なにがあったし。

　……気を取り直して。もう一人の攻略対象の、魔術師団長子息のギース。

　遺伝子配列がどうなっているのか不思議な、ライトブルーの髪に青い瞳ひとみの彼は、なんか図鑑を片手に、茂みの中に潜って行ったまま帰ってきません。以上。

　最後のＶｅｒ．１攻略対象者の、騎士団長子息の、ブライアン。

　真っ赤な髪にエメラルド色の瞳の、七歳にしては体格のいい男の子。

　七歳児らしく他の男の子達と元気に走り回り、何かを見つけては「スゲェー!!」と騒いで、お嬢様方にダメな子を見る目で見られています。

　うん。いくら貴族と言っても子供だからね。七歳の現時点では、こんな風に自由で伸び伸びしているよね☆

　かのモーツァルトも、六歳の頃、宮殿で走り回って転んで、助け起こしてくれた当時七歳のマリー・アントワネットにプロポーズぶちかましたらしいしね。

　王宮に出入り出来る貴族階級や富裕層の教育を受けている子供達だろうと、幼少期はこんなもんさ。

　ただし第二王子以外。

　お前は、本当にどうした。




　ひとまず、第二王子のことは置いておこう。正直なんか怖いし。

　情報を収集してから鑑定しても遅くはないよね。

　心構えも無いまま変なステータスを見ちゃったら動揺しそうだから、心の準備をする為にも先に情報を得ておこう。

「そう言えば、ロッテンシュタイン公爵家のご息女が婚約されたそうですわね。貴女あなたご存じ？」

　お茶会の会話に意識を戻したところで、隣に座っていた中学生ぐらいの年代の令嬢が話しかけてきた。

　ご存じも何も、私がそのロッテンシュタイン公爵家のご息女ですよ、お姉様。

　まぁ、気配が希薄で、どこの誰だか認識されていないんだろうけど。隠おん密みつ大成功っていうことかな？　とりあえず、第三者の振りをしておこう。

「えぇ、何でもお相手は、スネイブル商会のご子息だそうですわね」

　すると、私達のやり取りを聞いていた他のご令嬢達も、会話に交ざってきた。

「何でも、一目会った時から身分を越えて、お互いに運命を感じたとかっ!!」

　ウルシュ君が運命を感じたかどうかは分かんないけどね。そうだと嬉しいけど。

「公爵令嬢と商人の次男という身分差によって、周りから大反対されていたそうですわっ!!」

　ん？　いや、特に反対といった反対はされてないけど？

「まぁ!!　そうなんですの？　わたくし、ロッテンシュタイン家のご息女が婚約したという話は耳にしたのですが、詳しいことは知りませんのっ！　聞かせて下さらない？」

　詳しく語られる程のことは何も無かったぞ……。仮婚約して、周囲に婚約したと思われて祝福されて、本当に婚約出来ることになっただけの話なんだけど。

「ロッテンシュタイン家のご息女様は、イザベラ様とおっしゃるそうですわ。そのイザベラ様はご両親に、運命の人を見つけたとスネイブル商会のご子息を紹介なさって、婚約したいと直談判したそうですの」

「まぁっ!!　その時イザベラ様は、まだ六歳だったのでしょう？」

「何歳で出会っても、運命の人は運命の人だわっ!!　歳としなんて関係ないのよ!!」

「私の運命の方は、どちらにいらっしゃるのかしら？　あぁ、でも駄目ね。私の両親は恋愛結婚なんて許して下さらないわ……」

「しっ!!　今日のお茶会には、そのロッテンシュタイン公爵夫人と、イザベラ様が参加していた筈はずよっ!!　皆、声を抑えてっ!!」

「まぁっ!!　本当ですの？　どの方かしら？」

　同じテーブルのお嬢さん方は、他のテーブルや温室の中を見渡し始める。

「イザベラ様のお母様が元王女様なこともあって、王家の方々と同じ濃いゴージャスな金髪だと聞きましたわ。瞳の色はロッテンシュタイン公爵家の特徴である、グラデーションがかかった鮮やかなブルーだとか」

「あら？　どこかしら？　公爵夫人はいらっしゃるけど、イザベラ様らしき方が見当たりませんわ」

　いや……ココに、同じテーブルにいるけど。

　探して下さっているところ申し訳ないが、隠密行動中だから名乗り出るわけにはいかないんだ。なんか悪いわね。

　探しても私が見つからないことで諦あきらめたのか、令嬢達は周囲を見回すのを止やめ、再び話題は私とウルシュ君の婚約話に戻った。

「周りに婚約を反対された二人は、数週間かけて手紙のやり取りをして、手を取り合って逃げる計画を立てたんですわ。そして!!　それを実行に移したんですのっ!!」

　ふぁっ!?

　いやいやいやっ!!　たしかに逃げることも選択肢にはあったけど、実行には移してなかったよ？

「駆け落ちですわっ!!　身分違いの愛の果てに、逃避行を選んだんですわね？」

「でも二人とも、六歳だったのでしょう？　どうやって生活していくつもりだったのかしら？」

「それもちゃんと考えていたみたいですわよ。逃げた二人は冒険者の準登録をする為に、冒険者ギルドへと向かったんですの」

　えっ？　えっ？　そうなの？

　私とウルシュ君ってば、冒険者の準登録をしに冒険者ギルドに行ったのかっ!?　そんな事あったっけ？

　っていうか、冒険者の準登録とか初めて聞いたけど？　何だろソレ。

　いや、ウルシュ君なら知っているかもしれない。

　言われてみれば、冒険者の準登録をしに冒険者ギルドに行ったような気もしてきたぞ？　……いや、行ってないわ。行ってない。気のせいだった。

「そして、二人が冒険者ギルドに着いた時、イザベラ様の専属メイドが追いかけてきたんですの。『私もお供させて下さいっ!!　私はイザベラお嬢様がどんな生き方を選ばれても、常に傍そばでお仕えし続けたいのですっ!!』ってっ!!」

「まぁ……イザベラ様は使用人に慕われていらっしゃるのね」

　これ、誰の話だろう？　私の話じゃないなぁ……なんか他の人の、別の話と混ざっていないか？

　その後も続いた令嬢達の話を要約すると、こんな感じだった。

　その話を聞いていた冒険者が「イザベラ様に仕えるのは俺達の使命であり、運命だ。戦えないメイドなどイザベラ様のお荷物になるだけだっ!!」と立ち上がり、私の傍仕えの立場を賭けて、メイドに決闘を挑んだとか。

　メイドはその決闘を受けて立ち、両足を骨折しながらも三人の冒険者を床に沈めた。

　しかし、そこにやって来たのは、私の兄である近衛騎士団第一部隊隊長のダイモン・ザック・ロッテンシュタインである。

　私を連れ戻そうとする兄から私を逃がす為に、折れた両足で立たち塞ふさがるメイド。

　冒険者ギルド内で繰り広げられる、手負いのメイドと近衛騎士団部隊長の素手喧嘩ステゴロ対決の騒ぎに乗じて、冒険者達が私とウルシュ君を逃がしてくれる。

　しかし、逃げている途中に私とウルシュ君は、マフィアの違法な奴隷取引の現場を目撃してしまう。

　マフィアから命を狙われ、追いかけられるさなか、私とウルシュ君ははぐれてしまう。

　マフィアの放った殺し屋から逃げながら、お互いを探し続ける二人。

　そんな異常事態に気づいたのは、街に買い物に来ていたダイモン兄様の婚約者のマリン様である。

　マリン様はすぐに近衛騎士団の寮へと走り、私がピンチであることをダイモン兄様に報告しようとするも、ダイモン兄様は外出中だと言われる。

　そこで近衛騎士団団長のご息女であるマリン様は、勇ましくも軍馬に跨またがり、私をマフィアの魔の手から救い出す為に、自ら数人の騎士を率いて街へと飛び出して行った。

　そんな中、一人慣れない街中を迷子になりながら逃げる私は、謎なぞの仮面の麗人戦士と出会う。

　彼女に才能を見出され、麗人戦士の弟子となる私。

　二時間の厳しい修行の果てに、私は覚かく醒せいし、時計台すらも駆け上がれる身体能力を手に入れる。

　時間を同じくして、マフィアの殺し屋を返り討ちにしながら私を探すウルシュ君。

　そして大通りで偶然、私の父であるロッテンシュタイン公爵と対たい峙じすることになる。

　私の父は「我が娘を嫁に望むのであれば、元Ａ級冒険者であった私と戦い、娘を守れるだけの強さを見せ、己を認めさせるがいいっ!!」と、〝偶然〟持っていた戦斧バトルアクス片手にウルシュ君に戦いを挑んだ。

　ウルシュ君はそれを了承し、大通りで住民達の見守る中、私との婚約を賭かけた戦いが始まった。

　なんやかんやあって、最終的にはウルシュ君が父の隙を付いて、父の武器である戦斧バトルアクスと石畳を一瞬にして錬金合成して同化させ、その場に数秒間、父の動きを縫い止めることに成功。その隙に〝偶然〟持っていた荷馬車用の鞭むちで攻撃。見事、父を倒してみせた。

　その時、マリン様が騎士を率いて合流する。

　ウルシュ君を認めた父と兄は、私の救出の為に協力しあうことにし、騎士団とスネイブル商会にも協力を要請。私の保護とマフィアの壊滅の為に動き出した。

　深夜にまで及ぶマフィアとの戦いの末、私とウルシュ君は大通りの真ん中で感動の再会を果たす。

　その再会の瞬間に偶然立ち会った騎馬隊の騎士は、二人の愛の深さに感動のあまり、その場に崩れ落ち、涙したらしい。

　……どうして、そうなった。




　話が広がっていくうちに、尾ひれが付くってのはよくある話だけど、尾ひれどころか脚まではえて、水陸両用に進化するレベルで話が盛られてるんだけど……。

　進化する前に、現場にいた関係者とか誰かから訂正が入らなかったのかしら……。

　一体どこからマフィアから命を狙われるくだりが入ったのか不思議だわ。

　正しくは、マフィアじゃなくて闇ギルドって言われていたけど、ゲームじゃ『闇ギルド』とかいうのは出てきてないのよね。何かしら闇ギルドって。

　多分マフィアみたいなものだと、勝手に判断したんだけど……。

　帰ってからウルシュ君に答え合わせしてもらおう。

　そんなとんでも話に進化したエピソードを聞きつつ気を遠くしていると、私の向かいに座っている、一〇歳くらいの令嬢が、フワフワした笑顔で語りだした。

「素敵ですわ～。まるで恋愛小説みたいです。私もそんな大恋愛してみたいですわ」

　したいか？　恋愛小説っていうか、ほぼ、痛快アクションコメディ映画みたいな話だったよね？　突如混入してきた仮面の麗人のくだりとか、唐突すぎてもはや意味不明だったんだけど。

　本当にそんな恋愛したいのか？　やめときな。マフィアから命を狙われて追い回されるんだぜ？　逃げ切れずに死ぬ確率高いんだぜ？　私だったら、そんなのまっぴらゴメンだけど。

　って……おっと。まずいまずい。私は、情報収集をしないといけないんだった。

　私とウルシュ君の話をのんびり聞いている場合じゃなかったわ。

　少し話の流れを変えさせて貰もらおう。

「そうですわっ!!　皆さんでしたら、どんな方と恋愛してみたいですか？　〝今、このお茶会にいらっしゃる殿方達で〟たとえるなら」

　よっし!!　我ながら良い感じの誘導じゃないか？

　これで、第二王子や他の攻略者の名前が出てきたら、それをきっかけに情報になりそうな話を引き出してみる。こんな作戦でどうだろうか？

　私の質問をうけて、テーブルの令嬢達は一斉に身を乗り出し、ひそひそ声で自分の一押しの子息達の名前を挙げ始めた。

　誰がカッコイイとか、優しいとか、ダンスが上手だとか、色々な子息達の情報が飛び交い始める。

　──だがしかし、肝心の第二王子と騎士団長子息の名前がさっぱり出てこない。

　魔術師団長子息の名前は、大人しそうな令嬢から時々挙がるのだが、他の二人はさっぱりなのだ。

　まぁ、騎士団長子息の名前が出てこないのは、まだなんとなく分かる。騎士団長子息は、まだ七歳。

　このお茶会に参加している大多数の令嬢達からしてみれば年下で、なおかつ性格もガキンチョだから対象外になるのも仕方がないだろう。

　彼は将来、落ち着いた笑顔の頼れる兄貴分に成長するんだけどね。

　たとえるなら、少年漫画で主人公を守って命を落とし、主人公が成長するきっかけを作るようなキャラだ。……少年漫画あんまり読んだことないから、イメージだけで語っているけど。

　名前の挙がっている魔術師団長子息も七歳だけど、物知りで、優しげな話し方をするらしい。

　同年代の箱入りの令嬢達からすれば、活発に走り回るやんちゃなガキンチョよりも、軟らかい話し方をする物知りな男の子の方が、憧あこがれの対象になりやすいのだと予想する。

　図鑑持ってウロウロして、いまだに戻って来ないような不思議な子だけどね。

　多分、日本の小学校に通っていたら、「博士」とか「専門家」ってあだ名を付けられそうだわ。

　大人しい子や、おっとりした子に好かれるタイプだよね。

　だが将来、優しい笑顔でブリザード吹かせながらキレる男になるけどな。そして、性格に若干オカンが入っているんだ。

　男キャラが大勢登場するようなゲームやアニメ、漫画や小説には大概いるタイプのキャラだよね。様式美なのかな？

　もしかして、ウルシュ君と若干キャラ被りしてる？　……いや、そんなことはないな。

　ウルシュ君のは癒やしの笑顔だし、ブリザードではなく「暗黒のオーラ」や「殺意の波動」を放つタイプで、何かを企んでいたり算段している状態がデフォなので、まるでキャラが違うな。ウルシュ君素敵。

　────さて、そんなことをつらつら考えつつ様子を見ていたのだけど、待てど暮らせど、第二王子の名前が挙がらないぞ？

　なんだ？　もしかして第二王子ってば人気無いの？　そんな筈は無いと思うんだけどなぁ……。

　目は死んでるけど、見た目は如何いかにも王子様なキラキラしたイケメンなんだけどねぇ？　目は死んでるけど。

　見た感じマナーもしっかりしているし、年の割には落ち着いた雰囲気だよね。目は死んでるけど。

　第一王子が王太子だから、第二王子は将来、王弟とか大公とか……良く知らないけど、何かそんな感じの地位につくんでしょ？

　ということは、その婚約者は王妃教育みたいな、厳しそうな勉強は受けなくても良い訳だから、狙っている子がいても不思議じゃない筈なんだけど……。何故、ここまで名前が出てこない？

　初めのうちは、恐れ多くて遠慮して名前を出さないのかとか牽けん制せいしあっているのかとか、ファンクラブが怖いからとか色々想像したんだけど、どれも違う様子なんだよね。

　ここは、私から話題を振るべきか？　でも変に第二王子の名前を出して王妃様に目を付けられたら嫌だから、注意して話を振らなきゃいけないわね。

　気があるわけじゃなく、興味も無い感じで、なおかつ第二王子のことを聞きたいっていうのは、どうすれば良いだろう？

　そう悩んでいると、ナイスなタイミングで声が上がった。

「私は、第二王子のクリストファー殿下が素敵だと思いますわぁ」

　でかしたっ!!　どこぞの令嬢っ!!

　声のした方向を見ると、私と同い年くらいの令嬢が、可愛らしくピンク色に染まった頰ほっぺたに両手を添えて、照れ笑いをしていた。

　あぁ、私この子知ってるわっ!!　第二王子クリストファールートの、四人いるライバルキャラのうちの一人。もう一人の悪役令嬢。

　侯爵令嬢、アマリリス・エリー・ブルネスト。

　気位が高くて、我が儘ままな悪役令嬢だったイザベラと違い、アマリリス嬢は下僕の男達を傍に侍はべらせる、お色気担当の妖よう艶えん系悪役令嬢。

　艶つやのある黒髪に、ワインレッドの瞳ひとみ、重たそうなバサバサの睫まつ毛げに、隙のある垂れ目、左目には泣き黒子、ぽってりとした唇。

　ゲーム開始時には、けしからん感じに育ったボディを武器に、クリストファーにしなだれかかったりして、それを目撃した主人公ヒロインがショックを受けたりするんだよ。

　ちなみに、イザベラと違いＶｅｒ．３まで出てきます。

　アマリリス嬢は、Ｖｅｒ．１ではそこまで目立たないライバルなんだけど、イザベラが退場して、第二王子の婚約者の座が空席になってからのＶｅｒ．２では、侍らせていた下僕の男共をまとめてポイして第二王子を本格的に落とそうとし始めるんだ。

　Ｖｅｒ．１の影の薄さから一転、何気に強敵なんだよこの子アマリリス。

　まぁ、なんだ。アマリリス嬢ってば、この時点で第二王子に気があるんじゃないか。

　もう第二王子の婚約者は、アマリリス嬢でよくね？　めでたし。めでたし。

「まぁっ!!　いけませんわっ!!　アマリリス嬢っ!!　今の言葉が王妃様の耳に入ったら、第二王子の婚約者にされてしまいますわよっ!!」

　ん？

「そうですわっ!!　今のは聞かなかったことにいたしますから、不用意に今みたいな発言をなさるのはお止よしになってっ!!」
















　ん、んむぅ？

「周りの皆様も、アマリリス嬢の今の発言は聞かなかったことにいたしましょう。彼女はまだお茶会に出始めて日が浅いんですの。まだ何も分かっていない子の発言ですので、忘れてしまいましょう。皆様、良いですわね？」

　顔色を真っ青に変えた先輩令嬢達が、慌ててアマリリス嬢をたしなめ、周囲の令嬢達も口止めを始めた。他の令嬢達も、口止めに対して真剣な表情で何度も頷うなずいている。

　そんな周りの令嬢達の慌てように、アマリリス嬢はポカーンとしている。

　私もポカーンだよ。どうした？　どういうことだ？

　この話は聞いておかないとまずい。多分、第二王子に対しての、かなりの有力情報だ。

「あ、あの……。どうして、第二王子は駄目なんですの？」

　私の質問に、令嬢達は顔を寄せ合い、声を潜めて答えた。

「貴女、知らないのね。第二王子は正気を失っているんですのよ。将来、今より精神状態が悪くなったら、王宮の塔の中に幽閉されることがすでに決まっているんですの」

　ちょっ!!　第二王子の母親である、王妃様の主催するお茶会で〝第二王子は正気を失っている〟発言はヤバいんじゃないか？　大丈夫なのか？

　そして、ほかの令嬢方もそのことを当然のように受け止めていますけど、この状況は良いのか？

　たとえ本当のことだったとしても、不敬罪とか侮辱罪とか何かそんなので投獄されても文句は言えないレベルの暴言なんですけどっ!!

　予想外の情報にオロオロしていると、ポカンとしていたアマリリス嬢が正気に返ったのか、会話に入ってきた。

「〝しょうき〟っていうのは何ですの？　〝ゆうへい〟というのも分かりません。クリストファー殿下に何があるんですの？」

　うん。七歳児は普段〝正気を失う〟とか〝幽閉〟とかを含んだ会話は聞かないよね。分かんないよね。

　特に良いところのお嬢さんなら尚なお更さら、周囲が耳に入れないように気を付けるよね。

　アマリリス嬢の質問に、どう答えて良いのか悩んでいた令嬢達だったが、アマリリス嬢の近くに座っていた年長の令嬢が説明を始めた。

「え～と……正気を失っているというのは、心が普通の状態じゃなくて、自分というものをなくしてしまっている状態のことですわ。幽閉というのは、閉じ込められてしまうことですのよ。第二王子は呪いによって心が状態異常に陥っていらっしゃるのですが、その状態が酷くなると、王宮の塔の中に閉じ込められてしまうのです」

　話を引き継ぐように、他の令嬢も口を開く。

「実は、我が国の王家には、物心つく頃から酷い幻聴に悩まされ、憔しよう悴すいしてしまわれる王族の方が時々現れるのですわ。その方がご存命の間は、他の幻聴に悩まされる王族の方は御生まれになりませんの」

「第二王子の前は先代国王の妹君でしたの。その方がお亡くなりになった後に生まれてきた第二王子に、その〝呪われた血〟が引き継がれたのですわ」

　何だそれ……。前世のゲーム情報も含めて、初めて聞いたぞソレ。

　いや、待てよ？　なんか、引っかかるような……。

　うん？　そう言えば……たしかゲームで、周囲から大反対されていたのにもかかわらず、イザベラが第二王子と婚約することが出来たのは、第二王子に『特殊な事情』があったからだった。

　その『特殊な事情』とやらが、王家に引き継がれているという〝呪われた血〟だとしたら？

　そうだ、私さっき馬車の中で、クリストファールートの設定について整理する為に思い出していたばかりじゃないかっ!!

　その中に、これに当てはまりそうな内容があったはずだっ!!

　頑張れっ!!　もう一度思い出すんだ私っ!!

　そう、たしかこうだ!!

・第二王子に『特殊な事情』がある為、国王の指示により、イザベラと婚約するかどうかは、第二王子の判断に任せられることになった。

・『特殊な事情』っていうのが、本編で詳しく語られてない。

・ゲームでの会話や、やり取りで察するに、王子に呪いか何かがあるが、本編で呪いを解くイベントなんてなく、伏線ばかりで結局『特殊な事情』とは何か、の答え合わせが無かった。

　こ……これか。ならば、さらに細かく思い出そう。

　第二王子に〝呪いか何か〟があると察するに至ったゲーム会話は、誰と誰の会話だったか？

　たしか……主人公ヒロインと──そうっ!!　アマリリス嬢だっ[image: ]

　あれは、『ラブ☆マジカル』Ｖｅｒ．３の会話だっ!!

　私イザベラが退場した後の話だったから、情報として深く考えてなかったっ!!

『貴女のような身分の者では、クリストファー殿下を支えることも、守ることも……殿下を取り巻く悲しい血の牢ろう獄ごくから救い出すことも、そう、何も出来ませんわっ!!　平民の貴女は大人しく身を引きなさい。殿下の傍に立つには貴女はふさわしくないの』

『たしかに私には、アマリリス様のように家格などの強い後ろ盾はありません。でも、殿下を支えたい、守っていきたいという気持ちは強く持っていますっ!!　殿下の心を支えるのに、そんなに身分は必要でしょうか？　本当に必要なのは……身分ではなく、どんな時も寄り添い、支えあう覚悟や、強い信頼といった〝心の繫つながり〟ではないでしょうか？』

『殿下にはそれだけでは駄目なのよっ!!　彼を救う為には後ろ盾が必要なのっ!!』

『身分や後ろ盾が、殿下を救うと考えていらっしゃるのですか？　殿下の、あんなに追い詰められてしまった心をっ!!　身分や後ろ盾が救うと!?　それは、違うと思いますっ!!　人の心を救えるのは、その人を真に思いやる温かい心だけですっ!!』

『何も知らないくせに、何も分かっていないくせにっ!!　分かっているようなことを言わないで頂ちよう戴だいっ!!　殿下の心を追い詰める呪いもっ!!　殿下が負うことになる不自由な人生も……〝温かい心〟だけじゃ、どうにもならないのよっ!!』

『どうにもならないかどうかは、まだ分かりませんっ!!　どんなに辛つらくて苦しい道のりだったとしても、支えあい、前に進んでいけば、いつかは打ち勝ち、乗り越えられますっ!!　それが貴女の言う、どんな呪いや不自由であってもっ!!　私は決して諦あきらめませんっ!!』

　これ、友人との会話やゲームの掲示板でも話題になったんだけど、結局アマリリス嬢の言う〝血の牢獄〟とか〝殿下の心を追い詰める呪い〟とか、〝殿下が負うことになる不自由〟というワードの答えといった物は、本編に出てこなかったのよねぇ？

　掲示板では、アマリリス嬢の言葉通りにクリストファー殿下が呪われている説と、〝呪い〟というのは〝比ひ喩ゆ表現〟であって、実際に呪われているのではなく、支配階級の思惑や陰謀の渦巻く世界に苦しんでいて、心が追い詰められていることを指している説に、大きく分かれていたのよね。

　ちなみに私は、〝本当に呪われている派〟だったのよね。

　だって、第二王子のキャラデザ……王子キャラのクセして、尋常じゃなく目が闇堕おちしてたし。

　普通なら、王子キャラって〝キラキラ優しい紳士系〟か、〝俺様系〟じゃない？

　なのに、〝闇堕ち系王子〟が登場してきたら、一体どんな設定が付いているんだ？　って、思うじゃない？

　まさか、過去に大切な人の命にかかわるような事件にでも巻き込まれたかい？　って予想するじゃない？

　さらに、フラグ回収したら、ヤンデレ化しそうで警戒するじゃない？

　そもそも、主人公ヒロインが第二王子の心を開かせるポイントになる設定が〝支配階級の思惑や陰謀の渦巻く世界に苦しんでいて、心が追い詰められている〟程度の設定なら、やっぱり〝紳士系王子キャラ〟でも十分なんだよねぇ？

　キラキラしていて優しい紳士な王子は、優しいからこそ、貴族達との腹の探り合いをする日々に疲れているんだよ。で、良いじゃん。

　ゲームの脚本的に、メイン攻略者キャラが闇堕ちするには、設定として弱いよね？

　だけど結局は呪いを解く系のイベントもなく、伏線回収といった答え合わせも無いままエンディングを迎えるから、脚本家は一体どうしたかったんだっ!?　ってなったのよね～。

「ひっ……ひっく。クリしゅとファー殿下ぁ……閉じ込められちゃうんですの？　……っうぇぇ……どうしてぇ？　……ひどいですわぁ。ふぅえぇっぇぇんっぐ……うっ……うぇぇぇぇ」

　お、ぉおう……。第二王子の事情を知ってしまったアマリリス嬢が、ショックで泣き出してしまった。

　ゲームでは妖艶系美女だったけど、幼い頃のアマリリス嬢は、まだ純粋そうで可愛いな。

　先輩令嬢達は泣き出してしまったアマリリス嬢を宥なだめようと、オロオロしてしまっている。

　アマリリス嬢はまだ幼女とはいえ、侯爵令嬢と地位が高いので、周りにいた令嬢達は泣かせてしまったことに焦り皆で口々に慰めているが、一度泣き出した幼女を泣き止ませるには、誰も経験が足りなかった。

　慌てた、アマリリス嬢の隣にいた令嬢が、咄とつ嗟さに言い放った。

「そっ!!　そう!!　クリストファー殿下が将来、幽閉されずに済む方法が無いわけではありませんことよ？」

　その言葉に、アマリリス嬢は期待を込めたキラキラした瞳で、その令嬢を見上げる。

「ほっ……ほんとぅ？」

「えぇ、本当ですわ。……王妃様が、第二王子の後ろ盾になりそうな、権力を持った家の令嬢と、第二王子を婚約させたがっているという話は、ご存じ？」

　そう言えばそんな話があったな。だから、私とウルシュ君が、王妃を警戒しているのだけど。

「基本的に、呪われた血を受け継いだ王族の方は結婚せずに、塔の中で独身のまま生涯を終えるのですが、例外がございますのよ。それが〝後ろ盾のある、権力を持った家の者と結婚すること〟ですわ。何故なら、伴はん侶りよとなった権力を持った家の出身である方を、一緒に幽閉するわけにはいきませんもの」

「クリストファー殿下は、うしろだてがあったり、みぶんの高い人と結婚したら、助かりますの？」

「そうですわ。過去に、そういった方と結婚できた王族の方は、塔に閉じ込められることはなく、相手の方の領地や王家の持つ療養地の邸を与えられて、そこで静養目的という名目で暮らしましたのよ」

　なるほど……。塔の中に幽閉されるよりかはマシといったところかな？　そして、少なくとも王妃はそう考えているのか。

　王妃が、第二王子と権力のある令嬢との婚約を狙っているのも、ゲームでアマリリス嬢が王子の相手に身分と後ろ盾を求めていたのも、全てこの為だったのか。

　でも、ゲームでのクリストファールートのハッピーエンドとトゥルーエンドの後日談も、それなりに幸せそうだったように記憶しているぞ？

　そうたしか内容は……。

『■■■■ヒロインとクリストファー王子は、花に囲まれた、白く美しい塔を夫婦の新居に与えられ、そこで生涯寄り添いあい、暮らしました』

　ほら、幸せそうな──って!!　……とっ、塔!?

　ちょっ!!　ヒロインっ!!　お前、一緒に幽閉されとるやないか[image: ][image: ]いっ!!

　あ、あれか？　平民だからか？　平民だから、一緒に塔にぶち込んでもＯＫってな判断が下された訳か？

　ヒロインっ!!　らめぇぇぇぇぇ!!　クリストファールートは選んじゃいけないっ!!

　折って!!　ぶち折って!!　クリストファーとのフラグは全て叩たたき折ってっ!!

　そして、私も絶対にクリストファーとの婚約は全力で回避だっ!!　正直、私には第二王子の設定は背負いきれないし、そもそもウルシュ君以外はお呼びでないっ!!

「クリストファー殿下を助けるには、どのくらいの地位が必要ですの？　どんな方でしたら、殿下にふさわしいですか？」

　アマリリス嬢は期待を込めて、テーブルの皆に質問してきた。

　すぐに、年長と思われる令嬢が答える。

「第二王子と年齢の近い方で、王都に近い領地を持つ貴族で、なおかつ殿下を幽閉させずに済む程の家格を考慮すると……公爵家のイザベラ嬢、侯爵家のアマリリス嬢、侯爵家のマリアンヌ嬢、伯爵家のナンシー嬢、ですわね。年齢層を広げたり、王都から離れた辺境の領地の令嬢も含めたら、もう少しいますわ」

　サラッと一番に、私の名前を挙げないでぇぇっ[image: ]　そして最後の二人は、他の攻略者の婚約者候補じゃねぇかっ!!

　第二王子を幽閉させずに済むであろう令嬢候補の中に自分の名前が含まれていることに目を輝かせたアマリリス嬢は、その場で立ち上がり宣言した。

「私っ!!　クリストファー殿下の妻になりますっ！　私は、クリストファー殿下を、ずっと傍で支え続けますっ!!」

　アマリリス嬢は、キラキラした夢見がちな乙女の表情だったけど、その中に強い信念と覚悟が見えた。

　周囲の大人達から見れば、事情なんて何も分かっていない幼い少女の夢見がちな恋心の末の戯たわ言ごとだと、軽くあしらわれるかもしれない。

　でも私は、ゲームの展開を知っている。この子の想おもいは、大人になっても変わらず第二王子へと向かっているのを知っている。

　よし、アマリリス嬢に、全面協力しようじゃないですか。それも、アマリリス嬢が将来、今の決断を後悔するようなことが無いように、二人が幸せになれるように、全力を尽くしますよっ!!

　アマリリス嬢は私の破滅フラグを折ってくれるのですから、そのくらいのお返しはするべきよねっ!!　第二王子の気持ちは、知ったこっちゃないけどっ!!

　献身的な可愛い女の子アマリリス嬢の純粋な想いの為にっ!!　そして、私とウルシュ君の、幸せ商人夫婦生活の為にっ!!

　なら、まずやるべきは、第二王子であるクリストファー殿下の状態を見ることだよね。

　正直、まだ情報の収集は足りてない気がするんだけど、アマリリス嬢の為に急ごう。

　多分、お茶会が終わる前にアマリリス嬢の〝第二王子に嫁に行く宣言〟が王妃の耳に入る筈はず。

　アマリリス嬢の想いは応援したいんだけど、正直、呪いとやらを抱えた第二王子を傍で支えていくのは、それなりの苦労があると思うんだ。

　まぁ、それを苦労だと思わない人もいるだろうけど、第二王子の場合、貴族的なシガラミまで重なるから、少しでもアマリリス嬢の人生の波風を軽減しておきたい。

　じゃないと、なんか私の破滅フラグをアマリリス嬢に押し付けたような気分でスッキリしないし。

　と、いう訳で、発動ですよっ!!　進化を遂げた《強欲アウアーリテイア》改め、《強欲王マモン》様っ!!

　いざっ!!　クリストファー殿下のステータスチェック!!




[image: ]




　…………。

　ご……傲慢王の……み、『耳』だとっ!?　『眼』じゃないのっ!?

　攻略対象のキャラだし、何かしらのスキルはあると思ったんだよっ!!

　そしてそれは、《継承特殊スキル》で『大罪王スキル』なんだろう、と予想していたよっ!!

『大罪王スキル』以外に《継承特殊スキル》があるのかどうかは知らないけどっ!!

　だけど、私は勝手に『大罪王スキル』シリーズが『七大罪の魔眼』スキルの上位版だと思っていたから、『大罪王スキル』も『眼』に関するスキルだと思い込んでいたわ。

　そっかぁー。耳かぁ……。これ、もしかして『〇〇王の右腕』とか、『〇〇王の口』とかでシリーズ構成されているのかなぁ……。

　でも、これで簡単に分かったね。王家の呪いである『幻聴』の正体は、この、《傲慢王ルシフアーの耳》にあるな。

　常時発動型スキルかぁ……。これ、ウルシュ君から聞いていた筈なのになぁ……。

《強欲王マモンの眼》が、常時発動型スキルだった、って。

　つまり、他の『大罪王スキル』も同じように、常時発動型スキルの可能性が高い訳だ。

　うん？　……と、いうことは……。これ、ウルシュ君と同じように精密操作が出来るようになれば、常時発動を遮断出来るんじゃないの？

　っていうか、この《傲慢王ルシフアーの耳》って、半径五㎞範囲で発動しているみたいだけど、どういうスキルなんだ？

　あ、▽マークあったわ。詳細確認しておこう。





《傲慢王ルシフアーの耳》▽

　最大距離十㎞圏内にいる人族の『読心』が可能。ただし自分より低Lvの者に限る。

　圏内であれば、読心に物理的な距離・障害物は意味をなさず、聞くことが可能。






　えぇ[image: ][image: ]と……。つまり〝半径一〇㎞にいる、自分より低レベルの人達の心の声が、二四時間途絶えることなく、聞こえ続けている〟っていうことよね？

　しかも、距離とか、壁とかの障害物の意味が無いんでしょ？　大勢が一斉に、耳元で喋しやべり続けている状況よね？

　そんな状態じゃ誰でも病むわっ[image: ]　むしろ現時点で、『精神衰弱』と『不眠』だけで済んでいることが凄すごいよっ!!

　あっ!!　だから、七歳にして《並列思考》と《忍耐》のスキルを持っているのか……。

　今はまだギリギリ耐えているみたいだけど、第二王子の心が折れるのも時間の問題よねぇ……。

　スキルの常時発動をこのまま放置していけば、第二王子の経験値が上がってしまう。

　第二王子の経験値が上がれば、当然レベルも上がり、聞こえる心の声が増える。悪循環やぁ……。

　その代わり第二王子がこのスキルを使いこなせるようになれば、大団円!!　全てが丸く収まるわけですよっ!!

　アマリリス嬢は王子が病んでいくのを見ずに済むし、主人公ヒロインも幽閉されずに済むっ!!

　ちなみに、第二王子がこの能力を使いこなせれば、悪役転生物でテンプレの〝転生悪役令嬢が破滅フラグ回避の為に主人公を虐いじめないようにしていたハズなのに、やってもいない虐めの、濡ぬれ衣ぎぬを着せられちゃうイベント〟も不可能になるわけですよっ!!

　タイムリミットは、第二王子の心が折れるまでか、レベルが上がるまでっていうところかしら？

　うわっ!!　残り時間が分かりづらっ!!　すぐに始めようっ!!　今から始めようっ!!

　名付けて『第二王子：妖よう怪かいサトリ計画っ!!』。

『妖怪サトリ』とは、人の心を読んでしまう日本の妖怪のことだ。ウルシュ君が『妖怪ぬらりひょん』だから、妖よう怪かい繫つながりで安直にネーミングしたけど、第二王子の能力にピッタリだし、分かりやすくて良いよね？

　計画は単純明快っ!!

『大罪王スキル』の常時発動をすでに制しているウルシュ君に、第二王子を弟子入りさせるだけの簡単なお仕事ですっ!!

　勝手に相談なく、ウルシュ君を巻き込むのは申し訳ないけど、他に『大罪王スキル』に詳しい人なんて知らないもん。

　まずは平和的にお茶会ここから王子を連れ出し、ウルシュ君に面会させよう。そうしよう。

　正式な第二王子の外出許可を取るには時間が勿もつ体たい無いっていうか、間に合わないかもしれないから、非公式な外出になるけど……そこはホラっ!!　協力してくれそうな人は、すでに三人はいるしっ!!　何とかなるでしょうっ!!

　では、始めましょう。

　レッツ☆第二王子、誘拐っ!!





◆◇◆◇◆






　まぁ、誘拐と言っても、本格的に王子を拐さらうような真似まねをすると後が怖いので、王子の身内、例えば第二王子を心配している王妃とか？　に協力を得るつもり。

　だけど、王妃に単独で交渉・許可を取りに行くのは不味まずいと思うのよね。

　考えすぎだとは思うけど、そうして交渉に行ったことが原因で、王妃に気に入られたりすると困るもの。例えば……。

　第二王子を連れ出す許可が出ない[image: ]でも、第二王子の心配をしてくれてありがとう。良ければ王子の婚約者にならない？

　ってなると困るし……いや、ないか？

　いやいやいや、最悪の展開を考えておくのは悪いことじゃないわよね。他にも……。

　許可は出たが、結局、第二王子がスキル操作を習得出来なかった[image: ]でも、第二王子の為に色々手を尽くしてくれてありがとう。良ければ王子の婚約者にならない？

　……この展開も無理があるか？　いや、万が一ってこともあるし。他には……。

　第二王子がスキルを制御できるようになって、問題がズバッと解決[image: ]第二王子を助けてくれてありがとう。良ければ王子の婚約者にならない？

　……この展開はあり得るかもしれない。物語でも、王子を助けた褒美として、王子と結婚って言う展開はよくある流れだし。私としては迷惑極まりない褒美だけど。

　と、言うことで、まずは女の子の共犯者を用意します。勿もち論ろん、共犯者の第一候補は、第二王子のお嫁さんになりたがっている、アマリリス嬢です。

　もし無事に、第二王子のスキルをどうにか出来たら、いや、ウルシュ君なら確実に何とか出来ると信じている。うん。

　気を取り直して、第二王子のスキルをどうにかした後に、王妃様が第二王子の婚約者を決めようとした際、すでに相思相愛の婚約者のいる私と、婚約者がいなくて第二王子を好きなアマリリス嬢の二人がいたら、当然アマリリス嬢の方をロックオンする筈。っていうかして欲しい。

　そしたら私は、第二王子の婚約者というゲーム設定から外れられるし、アマリリス嬢も大好きな王子と婚約出来る。しかも、結婚後に塔に幽閉される心配も無い。完かん璧ぺきなまでに、全て丸く収まる。まさに大団円だ。

　と言うことで、王妃に話を持っていく前に、アマリリス嬢を仲間に引き込むことにしよう。

　私はアマリリス嬢に近づくと、隠密モードを解除して彼女との接触を試みる。

「ごきげんようっ!!　アマリリス様っ!!　私と恋バナしませんかっ!?」

　急に声を掛けられたアマリリス嬢は、驚いて跳び上がった。

　ごめん。気配消した状態で至近距離まで接近されて急に声かけられたら、誰でもビックリするよね。もう少し考えて行動すれば良かった……。

「あぁ、急に話しかけて驚かせて、ごめんなさい。自己紹介もまだでしたわね。私はロッテンシュタイン公爵家の三女、イザベラ・アリー・ロッテンシュタインと申しますわ」

　ビックリした小動物のように固まってしまったアマリリス嬢に謝罪をし、落ち着かせる為にまず自己紹介を始めると、アマリリス嬢は目を大きく見開き、真ん丸にしたかと思えば震え出した。

「ふ……ふえぇぇっ!!　あ、あの、あのイザベラ様ぁっ!!」

　あのイザベラって何だ……。もしかして、さっきの話か？　あれはフィクションだ。創作話で真実とは全く異なるから、信じちゃ駄目だよ。

　しばらく混乱していたアマリリス嬢だったが、お互いに自己紹介を終わらせる頃には、落ち着いてきた。ひとまずは接触成功かな？　あとは交流を深めて、『第二王子：妖怪サトリ計画っ!!』に興味を持ってもらって、仲間に引き入れよう。

「アマリリス様、私達、同い年ですの。仲良くいたしましょう？」

　そう言ってアマリリス嬢に笑顔を向けて手を差し出すと、アマリリス嬢は凄く照れているような恥ずかしそうな笑顔で、手を握り返してくれた。

「はいっ。よろしくお願いいたしますっ!!」

　アマリリス嬢、すっごく可愛いっ!!　人懐っこい無邪気な笑顔が、子犬みたいっ!!

　内心アマリリス嬢の可愛さに悶もだえつつも、それをニッコリ笑顔の裏に押し隠しながら、アマリリス嬢を仲間に引き入れる作戦を続行する。

「では、交友を深める為に、二人で恋バナいたしましょうっ!!」

　本来なら、とっても仲良くなってからするであろう『恋バナ』を、色んな段階をすっ飛ばして二人で行うことによって、強引に距離を縮めちゃおう作戦だ。

　これは、お互いがまだ七歳だから出来ることであって、もう少し大人になると「特に仲良くもないのに、急に何を言い出すんだコイツは」って、警戒心をあらわにされるんだろうなぁ。世知辛い。

　アマリリス嬢は突然振られた恋バナに、少し落ち込んだ様子で、自分にはイザベラ様のように物語になるような大恋愛をしていないので話せるような恋バナが無いのだと、ショボンと萎しおれて答える。

　いや、私にも物語になるような大恋愛は無いぞ？

　さっき話題に出ていた私とウルシュ君の話は、ほぼフィクションだからね？　真実と異なるからね？　むしろ、大恋愛になるのはアマリリス嬢の方だと思う。これから第二王子を助けたりするわけだから……あ。

　思いついて、アマリリス嬢に切り出す。

「『物語』ならありますわ。それも今から始まるんですの」

「い、今から始まるんですか？」

　アマリリス嬢は恋に憧あこがれている可愛い女の子だ。特に、さっき『物語になるような大恋愛をしていない』と落ち込んでいたのを考えると、恋物語に対する憧れも強い。

　ならば、私の『第二王子：妖怪サトリ計画』を、アマリリス嬢好みの『お姫様アマリリス嬢が、王子の呪いを解く旅に出る物語』へと形を変えれば、彼女は喜んで計画に飛び乗ってくるんじゃないだろうか？

「ですので、ついて来て下さい。今から、貴女の『物語』がハッピーエンドで終わるように、大事な協力者に力を貸して貰もらいに行くんですの」

「協力者……」

　少し興味を引かれたようにアマリリス嬢は顔を上げる。

「どんな物語にも助っ人は必ひつ須すですわ。魔法使いとか、賢者とか、王様や王妃様。妖よう精せいやドラゴンとかっ!!　アマリリス様？　『物語』は、お好き？」

「──っはい!!」

　アマリリス嬢は頰を上気させて、期待に満ちた目で私を真まっ直すぐに見つめ返す。

　そのアマリリス嬢に、もう一度手を差し出すとすぐに手を握り返してきた。今度は握手ではなく、繫つなぐように。

「そうだ、私のことはベラと呼んで下さらない？　その方が、距離が近づいた感じがして嬉うれしいですもの」

「はいっ!!　ベラ様。では私のことはアリスと呼んで下さい。お母様は私をそう呼ぶのです」

「そう、じゃあ、これからアリスちゃんと呼ぶわね。出来れば私のことも様付けではなくて、ベラちゃんって呼んで欲しいわ。だって、様付けはなんだか他人行儀な感じがするんだもの」

　グイグイと距離を詰めようとする私の我が儘ままに、アリスちゃんは照れたように笑いながら了承すると、小さな声で確認するように「ベラちゃん」と呟つぶやいた。

　可愛いよっ！　可愛すぎるよアリスちゃんっ！　可愛い君の初恋を、私は全力で応援するよっ！




　アマリリス嬢改め、アリスちゃんという協力者を得ることが出来た私は、そのまま王妃様やお母様がお茶をしているテーブルに、アリスちゃんを連れて飛び込んでいった。

　そこで、私は王妃に改めて挨あい拶さつをする。今度は隠密モードを解除した状態でだ。

「お話し中のところ大変申し訳ありません。わたくし、ロッテンシュタイン公爵家の三女、イザベラ・アリー・ロッテンシュタインと申します」

「わ、わたくしは、ブルネスト侯爵家のアマリリス・エリー・ブルネストと申します」

「このたびは、王妃様にお伝えしなくてはいけないことと、お願いしたいことが御座いまして、参りました」

　王妃様は、私達二人を面白いものを見るように眺めると、綺き麗れいなピンクゴールドの髪を耳にかけながら不敵に笑った。

「おやおや、イザベラ嬢。もう隠密ごっこは良いのかい？」

　バ、バレてる？　私が気配を薄くして、目立たないように細工していたのがバレているだと？　何者よ、王妃。そして、なんだか王妃という立場にいる女性の割には、ワイルドな感じがするわね。どういうことかしら。

　まぁ、ここで怯ひるんでいても計画が進まないから、私は流れそうになる冷や汗を気合いで押し留とどめて王妃に対たい峙じする。

「はい。聞きたかったお話は、もう聞けたので良いんです。だから隠密ごっこはお終しまいです」

　私の勘が、王妃に対して下手に取り繕っても無駄だと告げるので、正直に答える。

　すると、王妃は機嫌良さそうにニコニコと笑った。

「なるほど、将来有望そうな子達が多くて私は嬉しいよ。特に君には期待しているんだ、イザベラ嬢」

　何の期待だ……。やめて、興味持たないで。そっとしといて。

　引きつりそうになる表情筋を抑えて、当たり障りのないようにお礼の言葉を返すと、王妃は面白いものを見る笑顔で、問いかける。

「ところで、私に何の用件かな？」








第七話









「班長、あそこにいるの、ダイモン隊長の妹さんじゃないですか？　ほら、この前の鬼ごっこの」

　王宮の敷地内を見回りしていると、同じ班の部下が声をあげた。

「あぁ、イザベラ嬢のことか？　今日のお茶会に参加するという話は聞いたから……いてもおかしくはないな」

　第一部隊のダイモン隊長が、今朝早く、妹のイザベラ嬢をお茶会に連れ出す為に地竜捕縛用の鎖を借りていったのは、一部で話題になっていた。

　そうか、地竜用の鎖で捕縛出来るのか、あの子は。

　というか、地竜用の鎖が必要な七歳児ってなんだ。

「でも、公爵令嬢が馬車を動かしているのは、おかしいですよね？　声かけますか？」

「令嬢が馬車を動かすのは無理だろ。御者が近くにいるんじゃないか？」

　そもそも、イザベラ嬢なら馬車を御するより、走った方が速いだろう。

「いえ、そうじゃなくて……班長、ちゃんと見て下さいよ！　〝御者〟も〝馬〟もいないんですよ。ダイモン隊長の妹さんが馬車を動かしているんですよ!!」

　その言葉に続いて、他のメンバーも声をあげる。

「あ、本当に馬車を動かしてる。ウケる」

「っていうか、馬車を引いてる。スゲェ!!」

「はぁっ!?」

　慌てて部下の言う方に目を向けると、イザベラ嬢が馬車を引いて、凄すごい速さで駆けていた。

「ちょっ!!　待てっ!!　おい！　お前らっ!!　追いかけるぞ！　停とめろっ!!」

　そう指示をとばすと、俺は馬車を追って全力疾走した。

　……良かった。馬車を引いてる分、イザベラ嬢は前回より遅く、何とか追いつくことが出来た。

　停車させるまでに、城壁の近くまで来てしまったが。

　少女の引く馬車を、近衛騎士四人がかりで取り囲む。

「イザベラ嬢、馬車を引いて……何をなさっているんですか？」

　これ以上の聞き方が無いとはいえ、なんなんだこの質問は。

　七歳の令嬢に、馬車を引いて何しているって、どんな質問なんだ。

　本当に、何で馬車を引いているんだ！

　少女の引く馬車を追いかけた疲労感と、その意味不明の現状とに、内心混乱しながら問いかけると、この意味不明の現状を引き起こした少女は満面の笑みで答えた。

「お友達と遊んでいるのですわ！　お馬さんごっこですの!!」

「イザベラ嬢が、お馬さんなのですね？　ところで、そのお友達は？　一体どちらに？」

　一体どこの誰だ。公爵令嬢を馬役に抜ばつ擢てきした友達とやらは。

「勿論、馬車の中ですわ。アリスちゃんですの」

　アリスちゃん。女の子か。

　友達に馬車を引かせるなんて末恐ろしいな。

　いや、そもそもイザベラ嬢が馬車を引けるのがおかしいんだ。

　もう、何なんだこの状況。訳わかんねぇ。

　……帰りてぇ。

「一応、中を確認させて頂きますね」

「どうぞ。アリスちゃーん。騎士様がドアを開けるそうですわよ」

「ふ、ふぇっ!!　はっはい!!　どうぞっ!!」

　馬車のドアを開けると、中にいたのはイザベラ嬢と同年代くらいの黒髪、赤眼の少女だった。

「き、騎士様。ごきげんよう。わたくし、イザベラ嬢の友達のアマリリスですわ。え、えっと。このお馬さんごっこは、ちゃんと王妃様と、お母様達の許しを得ていますの。ご心配なさらないで下さいませ」

　アリスちゃん改め、アマリリス嬢はガチガチに緊張しながらそう言うが……。

　ハイそうですか、では楽しんで下さいと、解散するわけにはいかない。

「では今から我々は、王妃様方に確認をしてきます。確認が出来ましたら、お嬢様方がお馬さんごっこで怪け我がをされないよう付き添いますので、少々お待ち頂けますか？」

「ひぇっ!!　えーっと。それはですね。確認をするのはよろしいんですけど、付き添いは必要ありましぇんわ」

　さっきから嚙かみ嚙みだな。アマリリス嬢。

　一抹の怪しさを感じて馬車の中に視線を移すと、アマリリス嬢の後ろ、奥の座席に「袋」が座っていた。

　そう。「袋」が座っているんだ。

　サイズは、アマリリス嬢やイザベラ嬢くらいの年代の子供が、スッポリ収まりそうな……。

　いや、はっきり言おう。

　あれ、絶対に中に誰か入っているだろっ!!　明らかに、誰かが入っている袋の形だろっ!!

　だ、誰だっ!!　あの袋に入っている子はっ!!

　何で袋に入れられているんだよっ!!　そして、何でその状態で大人しく座ってんだよっ!!

　もう嫌だ、見なかったことにして帰りてぇっ!!

　でも見つけた以上は聞かなければいけねぇ。

「えぇと……奥に座っている子の紹介がなかったんだけど、誰かな？」

「ふぇっ!!　えぇ、えーと。誰もいません。乗っているのは、わたくしだけですわ」

　んな訳あるか。

　明らかに人型の袋が座ってんだろ。

　すると、今まで沈黙していたイザベラ嬢が、会話に入ってきた。

「あの子は、このお馬さんごっこの、荷物役ですの」

「荷物役っ!?」

「そうですわ。あの子は荷物役で、この馬車に乗っている人間役はアリスちゃんだけですの。つまりアリスちゃん以外に、この馬車には乗っていませんわ」

　生き物ですらない、「荷物」の役って必要なのか!?

　今時の子供の遊びが、理解できねぇ……。

「で、その荷物の役をしているのは、誰かな？」

「仕方ありませんわね。ちゃんと自己紹介しますから、皆さん集まって下さる？」

　そう言うと、イザベラ嬢は俺達四人を馬車の扉の前に集めた。

「まず、私が馬役の、イザベラ。公爵令嬢ですわ」

　ほんと、何でこの子、公爵令嬢なのに馬役を引き受けたんだろうな。

「そして、こちらが人間役のアリスちゃん。さぁっ!!　アリスちゃん！　予定通り萌もえキュンな感じで、自己紹介よっ!!」

「ひぇっ!!　本当にアレをやるんですのっ!?」

「そうよっ!!」

　なんだ？　もえきゅん？　とか、アレとか。

「う、うぅ……わたくしはアマリリスですわ。その、あの」

　真っ赤になり、涙目でそう言いよどむと、アマリリス嬢は両手を使ってハートマークを作り、先程とは違う可愛かわいらしさを強調した声で言い放った。

「あまりりすっ!!　騎士のお兄たま達が、だ～いすきっ♡」

　は？　急に何を……うっ!!　……なっ！　馬鹿なっ!!

　急に胸が苦しいっ!!　なんだ、何なんだっ!!　この胸のトキメキはっ!!

　周りにいた班員達は、今の攻撃に耐えきれずに崩れ落ちた。

「なっ、一体……何をしたんだ」

「アリスちゃん!!　この人〝耐性〟持ちだわっ!!　でも効いてるっ!!　追い打ちでもう一回お願いっ!!」

「ひゃっ、ひゃい!!　……騎士たま達、いつもみまわりありがとう～♡　騎士たまっ!!　つよくてすてきぃ～♡」

　何なんだっ!!　この天使はっ!!

　真っ赤な顔で、涙目でガクガクしながら、なんか可愛いことを喋しやべってるぞっ!!

「あまりりすたん。可愛い。まじ天使」

「あまりりすたん、俺の小悪魔……」

　他の班員も、骨抜き状態だっ!!

　いや、なんだこれは、おかしいぞっ!!

　そして俺も胸のトキメキに立っていられずに、膝ひざをついた。

「アリスちゃん、行くわよっ!!　ドアを閉めて、どこかにしっかり摑つかまってて!!」

「はいっ!!」

　なっ!!　あいつら逃げるつもりか？

　だが、俺は動どう悸きが激しく、立ち上がれない。

　これは、おかしいぞ!?　異常だ。

　なんだ？　そう言えば、さっきイザベラ嬢が〝耐性〟がなんとかって……。

「がぁっ!!　くそっ!!　これは《魅了》スキルだっ!!」

　なんて事だっ!!
















　あのアマリリス嬢とかいう少女っ!!　高レベルの《魅了》スキル持ちだっ!!

　末恐ろしいにも程があるぞっ!!

　だが《魅了》スキルは気づくことさえ出来れば、気合いで解除出来なくもないっ!!

　よし、立ち上がれっ!!　あの子達を追いかけるんだっ!!

　そうして立ち上がり、俺が目線を上げ見たものは。

　城壁の向こう側へと、〝馬車をぶん投げた〟イザベラ嬢の姿だった。

　うわぁ……めっちゃ飛んでるわ。馬車。

　──……ってっ!!　呆ほうけている場合じゃねぇよっ!!

　はっ!!　ちょっと待て!!　さっきの馬車……中に……。

「ぬわぁぁぁっ!!　アマリリス嬢ぉぉーっ!!　荷物役ぅーっ!!」





◆◇◆◇◆






　ウルシュ君の作業場に着いて馬車を開けると、アリスちゃんと殿下入りの袋が、座席の下に転がっていた。

　あれ？　なんで二人共、座席に座らずこんな所に寝てるんだろう？

　城壁の外側で、馬車をキャッチした時の衝撃を和らげる為に、横回転スピンさせたのが不味まずかったかな？　それとも、酔って椅子から転げ落ちた？　いや、遠心力で座席から落ちたのかも？

　事前に聖属性魔法の身体強化を二人にコッソリかけていたから、怪我は無いと思うけど……。

　とりあえず動かない二人を小脇に抱えて、ウルシュ君がいるだろう二階へと上がっていく。

　私の身長だと、二人を上手うまく持ち上げられず、引きずってしまう。

　二人の頭が階段にぶつかって、ゴッツンゴッツン音をたててるけど、強化魔法かけてるし、これが原因で怪我しても、あとで治癒魔法で治したらセーフだよね？

　ゆっくりと階段を上がっていると、物音を聞きつけたのか、上からウルシュ君が顔を出した。

「あれぇ？　イザベラ、今日はお茶会じゃなかっ……『ソレ』なにっ!?」

「アリスちゃんと、第二王子入りの袋だよっ!!」

「……そっか。わかったぁ～。じゃあ、すぐに穴を掘るから、その死体を埋めたら、荷物まとめて旅立とうかぁ。ここからだと、東に向かった方が国境が近いよねぇ？」

「ちょっ！　死体じゃないよ!?　二人共死んでないよっ？　殺してないよっ!?」

　ちょっ!!　婚約者から殺人か死体遺棄を疑われてるっ!!　たしかに、袋詰めでピクリとも動かない第二王子は死体っぽいけど!!

　さらに一瞬で死体遺棄の共犯者になることを決めて、一緒に逃亡する覚悟を決めるなんて、ウルシュ君てば思いきりが良すぎるよ。

　でも、ありがとう。私と逃亡生活することを即決断してくれたことは一生忘れないよ。誤解だけど。

「そうなの？　早合点しちゃったよ～。とりあえず、上に上がったらどういうことなのか詳しく聞かせてねぇ？」




「というわけで、慌てて第二王子を回収してきたんだけど……。上手くスキルの遮断が出来ないかなぁ？」

　二階に上がり、気絶したアリスちゃんをソファに寝かせて、第二王子を袋から出して椅子に座らせた後、ウルシュ君に一連の流れを説明した。

　第二王子、馬車から出す時も運んでいる時もピクリとも動かないから、てっきりアリスちゃんと同じで気絶しているんだと思っていたら、袋を開けた時に、あの死んだ目、薄笑いを浮かべた状態でユラリと出てきました。正直、ゾッとした。

「なんで自分から『死亡フラグ？』とかいうのに突っ込んでいくのかなぁ～？」

　ウルシュ君。癒やしの笑顔で黒いオーラ撒まき散ちらすの止やめてぇ～!!

　怖いからっ!!　怖いからっ!!　ただでさえ薄笑いのゾンビみたいな男もいて怖いのに、恐怖を上乗せしないでっ!!

「しかも見切り発車すぎるよぉ～。何の予定も無しに衝動だけで行動するのは、これから禁止だからねぇ？」

「で、でも。今すぐどうにかしないと第二王子の精神状態が……。さすがに、見過ごせなかったんだよ」

　それにアリスちゃんの恋も応援したかったし。

「イザベラ～？　ちょっと落ち着いて考えようねぇ？　ゲーム開始は何歳の時？」

　ゲーム開始は、魔術学院入学と同時だから……。

「十五歳です」

「そこに第二王子はぁ？」

「ん？　いるけど？」

「つまり、第二王子は十五歳で学院に通って、授業を受けられるし、恋愛するような精神的余裕も、まだその時点であるわけだよねぇ？」

　あ、あれ？

「さて、今すぐ拐さらってきて、どうにかしないといけなかったでしょうかぁ？」

　もしかして、別に急ぐことなかった？

「い、いや、でも、この状態を見てっ!!　この全てに無反応で口元だけ微笑ほほえんでいる、虚うつろなこの状態をっ!!　だいぶ参ってるよ？　この子っ!!　ステータスも状態異常で、『精神衰弱状態』だしっ!!」

　ぶっちゃけ、見た感じだけで判断すると『衰弱』を通り越して、別の世界に精神が旅立っている気がする。

「それ、《並列思考》で精神を避難させている状態だと思うよぉ？　分かりやすく言うと、〝スキルを使ってまで現実逃避している状態〟ってところかなぁ。片方の思考で《読心ルシフアー》を受け流して、片方の思考で精神を休めてるんだぁ。『不眠』が重なっているから、さらに気が遠くなっているねぇ」

　それでこんなに、隙だらけを通り越した不気味な状態になっているんだ……。

「あと、無意識での行動だろうけど、第二王子は自分の現状がスキルの所為せいだと分かっていない状態でも、着実にスキルを制御していっているねぇ～」

「えっ!?　そうなの？」

「〝最大発動距離〟が半径一〇㎞の常時発動スキルが、半径五㎞でしか発動していないの、おかしいと思わなかったぁ？　操作が全く出来ないなら、最大で発動しているハズなんだよねぇ」

　……。そんなところまで真剣に見てなかった。

「うん。見てなかったんだねぇ……。まぁ原因が分からないまま、自力で、手探りで制御していくのは、ココが限度かなぁ」

　その後、ウルシュ君と話し合った結果、第二王子には〝呪い〟の正体が『スキル』であることを認識させて、それをふまえて、これからどうしたいのか「第二王子自身の意志」を確認してから、先の行動を考えることにしました。ぶっちゃけ、ここまで本人の意志は無視してことを進めてきたからね。そろそろ本人の意見を聞かなきゃね。

「でも、第二王子とどうやって意思の疎通を図るかが問題よね？」

「一時的にでも、こちらの世界に戻ってきて欲しいけどねぇ……。あぁ、でも戻ったら戻ったで、《読心》で聞こえてくる声がうるさくて、会話にならないかもねぇ」

　そうよねぇ、常にガヤガヤしている雑踏にいるような状態の人と、会話するのは難しいかも。

「とりあえず、会話が可能かどうかは置いといて、こちらに意識を向けて貰もらわないと話にならないわね。意識がこちらに向きさえすれば筆談っていう手もあるし」

　そこでウルシュ君と一緒に、肩を叩たたいてみたり揺さぶったりして、第二王子の意識をこちらに向けさせようと頑張るが、全く上手くいかない。

「なかなかしぶといよねぇ……イザベラ、何かない？　こちらに意識を向けさせられそうな物」

「う～ん？　何かって言われても……そうだ、悪口言ってみたりする？」

「え？　悪口？」

「やぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]いっ!!　お前の髪の毛、メタリック[image: ][image: ]っ!!」

「……凄すごいブーメランだねぇ？　第二王子とイザベラ、色も髪質もほぼ同じだからねぇ？」

　そうだった……。私の髪の毛、元王女のお母様譲りの、まるで金属みたいな髪色だ。

　ちなみにロゼリアル王家の血筋には、この超合金みたいな金髪が多いのよね。

　超合金みたいな色味に反して、軟らかいネコっ毛だけど。

「今日からフルメタルレディって呼んでくれる？」

「呼ばないよぉ……。あと、僕が言いたかった〝何か〟って言うのは、レモネードみたいな、状態異常やこの状況をどうにか出来そうなアイテムが【クローゼット】にないかな？　ってことなんだけどぉ。正直ゲームの僕に助けを求めるみたいで、複雑だけど」

　あ……。最近全然【クローゼット】を使ってないから、存在自体を忘れてたわ。

　アイテム使う機会がなかったし、いつか売りさばこうと思っていたから、仕舞い込んでいたのよ。

　何があったかしら？　飲み食い系は、本人の意識がほぼ無いことで摂取させられないから、装備系かな？

「えーと、回復力ＵＰのブレスレットだと、この『体力低下』に良さそうね。回復できる数値と回数の限度があるけど、沢山在庫があるし、結構良いかも。回数制限付きで状態異常無効の効果があるお守りや髪飾りがあるけど、状態異常の原因が外的なものじゃなくて、自分のスキルによるものだから効果は期待できないわねぇ……」

「状態異常の原因になっているこのスキルをどうにかしないことには、どうしようもないねぇ」

「あっ!!　ウルシュ君っ!!　良いのがあったよっ!!」

「ん？　使えそうなのがあったぁ？」

「うんっ!!　これなら全て解決だよっ!!　『ダッタン人の矢』！　これで攻撃すれば、敵は一時的に全てのスキルが封じられて、発動しなくなるんだよっ!!　第二王子のレベルなら、最高七日間はスキルを封じられるはずっ!!」

　七日間もスキルを封じることが出来れば、話し合いも出来るし、第二王子はスキルに邪魔されずにぐっすり眠れて体力も回復っ!!　不眠も解消!!　そしたら、精神衰弱状態からも浮上できるってもんですよっ!!

「却下」

「なんでっ!?」

「なんでって……。第二王子のレベルだと、その矢で射られたら死ぬでしょ。却下」








第八話









「ふにゃぁ……ふ、ふえっ？」

　謎なぞの鳴き声を上げながら、もそもそとアリスちゃんが起きてきた。

「あ、アリスちゃん起きましたの？」

「へ……。は、はいっ!!　起きましたっ!!」

　うん。元気そうね。怪け我がも無いみたい。なら大丈夫。

「じゃあ早速、山越えをしましょうっ!!」

「はいっ!!　……──って、えぇぇぇぇぇぇ!?　山越えって何ですかぁっ!!　って、その前にココはどこなのですかぁぁ！」




　結局、第二王子を殺さずに《傲慢王ルシフアーの耳》をどうこう出来そうなアイテムは無かった。

　スキルの能力を増幅する装備アイテムはあれど、封じるアイテムは武器や毒や呪符関係オンリー。そもそも、攻撃以外でスキル発動妨害する理由は無いもんね。

　余程の縛りゲー好きでもない限り、自分や味方のスキルを封じるアイテムが必要な場面が思い浮かばない。

　アイテムがあてにならないので、ウルシュ君と話し合った結果、物理的な方法を取ることになったのだ。

　そう。単純に、王子の半径一〇㎞圏内に、レベル４以下の王子より弱い人族がいなければ良いんだ。

　そしたら、《傲慢王ルシフアーの耳》が常時発動していたとしても拾える声が無い為、何の問題もなくなる。

　そこで、スネイブル商会が持っているという、商品素材の採取や宿泊の為に建てた山小屋に行くことになりました。

　その山小屋には素材採取を請け負っている商会の職員さん達が数人いるそうですが、山で採取をしながら生活をしているだけあって、そこそこのレベルがあるらしく、第二王子の読心は弾かれるだろう、ということでした。

　アリスちゃんには〝スキルの一つが常時発動し、暴走してしまう呪い〟が第二王子にかけられていて、聴力強化系のスキルが暴走して広範囲の色々な声を拾い上げてしまっている。その所為せいで、第二王子の心が休まる時がなく、彼は疲れ切ってしまったのだと説明しておいた。

　一人だけ本当のことを知らせずにいるのは申し訳ないけど、《読心ルシフアー》の存在は、周囲に知られると不味まずいスキルではないかと考えた結果だ。

　読心が出来ると知られることにより、色々な人達に利用されたり、逆に危険視されて命を狙われる可能性がある。

　アリスちゃんに本当のことを告白するかどうかは、第二王子本人や王家の関係者が決めるべきだ。

「ふぇ～。そうだったんですの。だから、人の少なくて静かな土地に移動するのですね。分かりましたっ!!　山越えしますわっ!!」

　そう。アリスちゃんには付いて来て貰わないといけない。

　貴族らしさ皆無の私と平民のウルシュ君では、第二王子みたいな高貴な立場、育ちの人と、どう接したら良いのかまるで分からないんだ。貴族の子息子女の話題とか知らないから、何を話したら良いのかサッパリだよ。

　山の中で過ごす間、王子への対応が出来そうなのはアリスちゃんだけだからね。それに、これをきっかけにアリスちゃんと第二王子が仲良くなれたら良いと思うの。

　このメンバーで、真剣に第二王子のことを考えてあげられるのはアリスちゃんだけだから、第二王子の心の癒やしとして必要なんです。

「ところで、殿下を困らせている、呪いで暴走してしまったスキルは、何ていうスキルなのですか？」

「《地獄耳》よ」

「ふぇぇ《地獄耳》……なんだか強そうです」

「そうね、強いわよ」

「イザベラ……。適当すぎるよぉ～」

　適当じゃないわよウルシュ君。魔王の一柱である傲慢王ルシフアーの耳なんだから、地獄の耳と言ってもあながち間違ってないはず。

　さらに、半径一〇㎞という広範囲にわたって（心の声に限ってだけど）聞き取れるのだから、やっぱり《地獄耳》じゃない？

「さて、せっかくイザベラに第二王子を二階まで運んでもらった訳だけど、今度は下に降ろさなくちゃいけないねぇ～」

「ずっと《並列思考》と《忍耐》を使い続けるのも負担になるだろうから、静かな土地に着くまで眠って貰った方が良いんじゃない？　体力もあまり無いみたいだし、移動時間を休息にあてるとか」

　色々理由を付けてみたけど、正直言うと、この薄ら笑いのマネキンみたいなのを運びたくないのよね。なんか、今の第二王子、呪いの人形みたいで触るのが怖いの。

　それなら、意識なくして重たくなるとは言え、眠っている人を運んだ方が良いわ。

「イザベラは何か、眠り薬系のアイテムを持ってる？」

「まかせてっ!!　『眠り香弾』、コレを敵にぶつけると眠り薬の煙が炸さく裂れつして、巨大なニーズヘッグでさえ一時的に目を回すくらいに強力よっ!!」

「ふぇ……ニーズヘッグが何なのか、分かりませんわぁ……」

「ニーズヘッグはユグドラシルの根元の湖に住んでいて、ユグドラシルの三本目の根を齧かじっている黒い大蛇のことですわ」

「その『眠り香弾』。多分、この部屋で炸裂させたら、イザベラ以外は一生覚めない眠りにつくだろうねぇ～。早くその兵器を仕舞いなさい」

　ウルシュ君に真顔で指示された。いつも伸びている語尾すら伸びてなかった。怖い。

「も～、ウルシュ君。そもそも誘拐犯じゃないんだから、子供を安全に眠らせる薬なんて公爵令嬢の私が持っている筈はずがないじゃない……。他にあるのも、『眠り薬』とは名ばかりの、魔物を昏こん倒とうさせる使用目的の物ばかりよ」

　元は乙女ゲームのアイテムなんだから、主人公プレイヤーが対人用の『眠り薬』なんて所持出来たらおかしいのよ。

　一体、乙女ゲームで『対人用の眠り薬』なんてどう使うというのだ。攻略対象者を眠らせて誘拐したり、既成事実作ったりといった、陥れる系の使い方しか思いつかないわ。

　それ、もはや乙女ゲームじゃなくて、別ゲームだから。

「なんで、ベラちゃん……魔物をこんとう？　させるお薬をいっぱい持ってるんですかぁ？」

「淑女としてのたしなみですわ。アリスちゃんも、これから何個か持っておいた方が良いわよ。沢山持っているから二～三個差し上げますわね。コレは『眠り玉』ですわ。通常のオークくらいなら、直撃すれば一個で戦闘不能になるから、その間に逃げられるわ。でもオークジェネラルやオークキングは一個じゃ駄目。全部投げつけても、逃げられるかどうかは運次第よ。そのドレス、ポケット付いているかしら？」

「ほえ？　……ポケットなら、たしかスカートの方に……」

「あぁ、あるわね、四個入りそうね。四個あげるわ。使い方は簡単よ。敵に叩きつけるだけ。ただ、叩きつけた衝撃で破裂するから、至近距離の敵に投げつけると自分も怪我するわよ。二～三ｍは離れて使うのよ？」

　これから行く山小屋は、端の方とはいえ王都内だし、アリスちゃんの家の領地も王都に近いらしいから、オークやゴブリンといった魔物と遭遇する機会があるとは思えないけど。

　まぁ、持ってて困る物じゃないから、念のために渡しておこう。

『眠り香弾』や『眠り玉』もドロップアイテムだから在庫も多いし、ゲームウルシュ君の作った課金アイテムといったチート品ではないから、所持していても大丈夫でしょう。

「僕は、淑女教育とかそんなのは全然詳しくないけどぉ、『眠り玉』をポケットに詰めておくことが淑女の嗜たしなみじゃないことくらいは分かるよぉ？　余所よそ様のお嬢さんに変なアイテム与えるのは、そのくらいにしておこうねぇ？」

　ウルシュ君に釘くぎを刺されました。

　え[image: ][image: ][image: ][image: ]。メッチャ死蔵になっている『魅力を上げるドレス』シリーズも、アリスちゃんに横流ししたかったのに!!　《魅了》スキル持ちのアリスちゃんが『魅力を上げるドレス』を着たら、鬼に金棒じゃんっ!!　第二王子とか、メロメロのイチコロだよっ!!

　ただ、『魅力を上げるドレス』はゲームウルシュ君が創ったガチャアイテム課金品だから、現実世界このせかいで、どの程度の効力を発揮するのか分からなくて怖いけど。

　うん。やっぱりこのまま死蔵させておこう。これ、世に出したらヤバい気がしてきたわ。

「話が横にそれて、第二王子をどうするかの話が進まないから、この辺で真面目に考えようねぇ？」

「もう面倒だから、私が殴って気絶させるよっ!!」

「──!?　……っふぇぇぇぇぇ!?」

「僕、今、真面目に考えようって言ったよねぇ？　イザベラが殴ると、第二王子の頭と体が永遠の別れエターナルグツバイだからねぇ？」

「永遠の別れエターナルグツバイって、何それカッコイイ!!　良いよそれっ!!」

「ふぇぇぇぇぇぇぇっ!!　良くないですぅっ[image: ]　駄目ですぅっ!!」

「大丈夫よっ!!　殴っても治癒魔法で治せば元通りよっ!!」

「うぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

「イザベラが何をもってして元通りと言っているのかサッパリ分からないけど、駄目だからねぇ？　仕方ないから僕が何とかするよぉ……。イザベラ、さっきの『回復力ＵＰのブレスレット』を複数持っているなら、第二王子に重ね付けしてくれる？」

　指示されるままに、第二王子の両腕に『回復力ＵＰのブレスレット』を五本ずつ重ね付けする。

　第二王子のＨＰを考えると必要以上に着けた気がするけど、ウルシュ君が何をするつもりなのか分からない為、念のために多めに着けておいた。

　準備が出来てウルシュ君を振り返ると、ウルシュ君は手に、漆塗りみたいな黒くて艶つや々つやした棒を持っていた。ちょうど、タピオカ入りドリンクを飲む時に使うストローみたいな太さだ。

　それを口にくわえると……

「──っふ」

　息を吹き込んだ。

　棒の先端から黒い針が飛び、第二王子の首に刺さる。

　その瞬間、第二王子の身体からだが傾き、椅子から崩れ落ちた。

「…………」

「っ!?　……ふぇぇぇぇ!!　でっ殿下ぁ!!」

　慌ててアリスちゃんが第二王子を抱き起こす。

　第二王子は…………ちゃんと息をしている。どうやら、眠っているようだ。

「ウルシュ君、今の何？」

「ダンジョン蟻の毒で創った麻酔針だよぉ～。大人でも一瞬で昏倒するから、第二王子の体力とレベルじゃ、ギリギリの賭かけだったんだけどねぇ。王子に《毒耐性》があるのと、ブレスレットのおかげで、上手うまくいって良かったよぉ～。ただこれ、まだ改良中の試作品だから、あまり使いたくなかったんだよねぇ」

　まだ試作段階の麻酔針を第二王子に使いおった!!

「試作段階って、完成品はどうなる予定なの？　コレ」

「ん～。出来れば、対象者のレベルや体力ごとに、薬の効果が安全な用量に自動で増減するようにしたいんだぁ。乳幼児から大人の軍人や冒険者まで、どのような相手でも対応できるようにねぇ」

　なぁんだ。てっきり完成品は、腕時計から針が発射されるのかと思ったよ。

「ふぇぇぇ。殿下は無事なのですかぁ？　眠っているだけですかぁ？」

「うん、そうだよぉ。安らかに眠っているよ～」

「ふぇぇ!?　その言い方だと、永遠に目が覚めないみたいですわぁ!!」

　ＲＩＰ第二王子、ここに眠る。

　あ、ＲＩＰは英語圏のお墓に刻まれる『安らかに眠れ』っていう意味がある文字だけど、この世界じゃ通じないわ。残念。

　おふざけは置いといて、アリスちゃんを宥なだめているとウルシュ君が突然声を上げた。

「あっ!!」

「どうしたの？　ウルシュ君」

「僕、今ので経験値が上がって、レベルが一つ上がったよぉ～」

　ウルシュ君、第二王子を吹き矢で昏倒させ、経験値を得たのか。多分、王族で経験値ゲット出来るのは、暗殺者とウルシュ君だけだと思う。

「っコホン。じゃあ早速、第二王子を下へと運ぼうかぁ……。イザベラ、第二王子を運んでくれる？」

「了解っ!!」

　再び第二王子を袋に詰めると、今度はお姫様抱っこで王子を持ち上げます。

　すると、アリスちゃんがキョトンとして、私とウルシュ君を交互に見始めた。

「ふぇ？　……えっ？　……えっ!?　ベラちゃんが殿下を運ぶのですか？」

「あ、僕に運べって言ってるぅ？　無理だよ？　同年代の男の子抱えて階段を降りるなんて芸当、僕には出来ないよぉ？」

「え……で、でも、ベラちゃん……」

　アリスちゃん的には、女の私が第二王子を抱えられて、男のウルシュ君が抱えられないのが、納得いかないらしい。

　でも、アリスちゃん。無理な物は無理なんだ……。私が力技担当で、ウルシュ君が頭脳担当と、役割が分かれているのよ。

「どうしても、僕に王子を下に移動させろって言うならぁ……第二王子を階段から蹴けり落とす方法しか取れないけどぉ……良い？」

「ふぇぇぇぇぇぇぇっ!?　危なすぎますぅっ!!」

「大丈夫よっ!!　アリスちゃんっ!!　下で私が治癒魔法で治せば元通りよっ!!」

「〝元通り〟って一体何なんですかぁぁぁぁ!?」

　結局、私が第二王子を下まで運んでいきました。




　移動は、スネイブル商会の荷馬車を持って来て貰もらい、それで移動します。

　今回のやり取りで、アリスちゃんは私達二人に任せていると第二王子の命が危ないと思ったらしく、自分が王子を守ろうと、心に深く誓ったそうです。





◆◇◆◇◆






　荷馬車で山小屋へ向かう。街道はいつの間にか、石畳から土の道に変わっていた。

　御者はこの前から良くお世話になっているポールさんです。

　荷馬車の中には、アリスちゃんと第二王子。アリスちゃんは第二王子に寄り添うようにして、眠ってしまいました。色々あったし、道中が長いからね。疲れるよね。

　私とウルシュ君は、御者台の背もたれの上に腰かけている。

　本当は荷馬車の上に座ろうとしたんだけど、ポールさんに止められました。

「ところでウルシュ君、あの麻酔針って本当に未完成品なの？」

「まっさかぁ～。そんなことないよぉ。さすがに王族相手に試作品の実験は出来ないよねぇ。あと、本気で階段から蹴り落とす気もなかったよぉ」

　ですよね～。反逆罪通り越して、王族暗殺未遂になるもんね。私は本気で殴るつもりでいたけど。

「イザベラどころか僕までいい加減に見えたら、アマリリス嬢は自分がしっかりと王子をサポートしないといけないって思うだろうからねぇ」

　そして、ウルシュ君は、僕の婚約者イザベラが王子の面倒見るのも、自分がイザベラの婚約者になったかもしれなかった男の面倒を見るのも嫌だったんだ、と言って、ふふふと笑った。

　に、にゅぉぉぉうおうおうおうっ!!　ソレって、独占欲的なアレですかぁ[image: ][image: ]っ!?

　頂きましたっ!!　独☆占☆欲っ!!　ありがとうございま～すっ!!　ゴチになりま～すっ!!

「う～ふぅ～ふぅ～ふぅ～。私が面倒見るのはウルシュ君だけですよ～？　将来の介護も任せてねっ!!」

「うん。僕がお爺じいちゃんになっても、ずっと一緒にいてねぇ～」

　ふふふ、お爺ちゃんになっても、ウルシュ君はきっと素敵なんだろうなぁ。

　お爺ちゃんになったウルシュ君と、手を繫つないで散歩する未来を想像してニヤニヤする。

「そんな素敵な未来を現実にする為にも、今が頑張り時だねっ!!」

「今回の行動で第二王子の問題が解決して、さらに第二王子に申し分ない婚約者が出来れば、学院生活は二人でのんびりと送れるからねぇ。上手くいけばいいねぇ」

「私としては、第二王子の婚約者にはアリスちゃんを推したい。第二王子が呪われていると聞いても支えたいって言うような一途な子だからねっ!!　応援したいんだよね」

「ふ～ん」

　めっちゃどうでも良さそうに返事をするウルシュ君。今回、私が早まって起こした騒動に巻き込んでしまった、重要な二人についての話題なのですが……。

「ふ～ん。ってウルシュ君……」

「いやぁ。僕としては、第二王子の婚約者が僕のイザベラでさえないなら、本当に誰でも良いんだよぉ。それがたとえヒロインでもねぇ？　他人の恋愛事情は、心の底からどうでも良いよぉ～」

　そうだった。メイドのマリーちゃんの時もそうだったけど、ウルシュ君って他人の恋バナとか興味ない人だったわ……。

　どんな話題ならウルシュ君は楽しく聞いてくれるかしら？　そう言えば私、ウルシュ君の興味のある物とか、良く知らないかもしれない。

「ウルシュ君は、どんな物やことに興味があるの？　一体何が好き？」

「僕が今一番興味が尽きないものは、イザベラと錬金術だねぇ。好きなものはイザベラと、物創りかなぁ？」

　どっちの答えもほぼ一緒だよっ!!　そして、そんなに堂々と好きだと明言してくれて恐悦至極だよっ!!　私も、ウルシュ君のことが好きだぁっ!!　ウルシュ君に興味津々だぁっ!!

　幸せを嚙かみ締しめていると、ウルシュ君が手を差し出してきたので、その手を取り、手を繫ぐ。

　荷馬車に揺られながらウルシュ君と手を繫いで、寄り添って座れるこの状況っ!!　幸せ!!

　前世ではゲームの画面が邪魔で、いつも「液晶の馬鹿っ!!　そこどいてぇぇっ！　ウルシュ君に会いに行きたいんだぁ!!」って思っていたんだよね。

　そして、実際に転生という形で液晶を超えた先にいたウルシュ君は、本当は黒くて、なんか怖くて、身の回りに無む頓とん着ちやくで。でも味方に付くと、これ以上ないくらいに心強くて。

　誰よりも、私の手を握って、一緒に生きようとしてくれて。この握った手は七歳にしては、荒れてて、指先が硬くて、でも温かくて。

　もうっ!!　もうっ!!　もうっ!!　ビバっ!!　乙女ゲー転生っ!!　悪役令嬢転生っ！　万歳っ!!

　この世界に転生させてくれて、神様（？）ありがとうっ!!

　私、この世界で幸せになりますっ!!





◆◇◆◇◆






　まだ、日も昇る前の薄暗い中、山小屋の一室に大きな声が響く。

「おっはようさ[image: ][image: ]んっ!!　飯出来たぞ～。ほら飯が冷めねぇうちに、起きて下に降りてこいっ!!」

　寝室に飛び込んできたのは、ブレイズヘアーの大柄な黒人のオッサンです。

　彼は、マーキス・ジェファーソンさん。スネイブル商会の素材採取部門（？）の職員さんで、Ｃ級冒険者でもあるそうです。

　スネイブル商会から連絡が来ていたらしく、昨夜遅くに山小屋に到着した私達を出迎える為に、一人山小屋で留守番をしてくれていました。

　現在山小屋にいる職員さんはマーキスさんを含めて、七人。他の六人は、深夜に光るという『雫しずく灯び草そう』という植物を採取しに出ていたそうで、まだ会えていません。

　ちなみに、マーキスさんが飛び込んできたのは、私とアリスちゃんが使わせて貰うことになった寝室です。そう。公爵令嬢と侯爵令嬢が寝ている部屋ね。

　私は別に平気だよ？　前世の記憶が戻る前から、不定期的にダイモン兄様が、日の出〝前〟に叩たたき起おこしにくることが度々あったせいで慣れているから、何とも思わない。

　でもアリスちゃんは、ちゃんとしたお嬢様育ちなわけなんですよ。私みたいに、ダイモン兄様の弟なのか？　部下なのか？　みたいな訳分かんないような扱いされてないんですよ。

　ちゃんと令嬢らしく扱われていて、朝は日の出の〝後〟に女性のメイドさんが、優しく起こしにきてくれるのが普通の生活だった訳でして……。

　アリスちゃん、マーキスさんの大きな声にビックリして跳び起きた後に、完全にフリーズしました。

　完全に、ビックリして動けなくなった小動物状態です。箱入りお嬢さんとして在るべき姿とは、こういう物かもしれない。

　同じ令嬢として、この状況でも平然としている自分の腹の据わり具合が逆に恥ずかしいよっ!!

　そんな完全にフリーズしているアリスちゃんにおかまいなしに、マーキスさんはズカズカと部屋に入ってくると、カーテンを開けて行きました。待ってっ!!　まだ、アリスちゃんが着替えてないから、カーテンを開けるのは待って!!

　え？　私？　私は【クローゼット】の中に入っている物から、一瞬で直接装備を変えられるから平気っ!!

　そして全てのカーテンを開け終わったマーキスさんは、この部屋を出た後、他の部屋にも同じように大きな声で挨あい拶さつしながら飛び込んでいきました。どうやら、この山小屋にいる間は、日の出前起床みたいですね。

　フリーズ状態から解凍され、パニック状態になったアリスちゃんを落ち着かせながら、身支度を済ませて下に降りると、マーキスさんを含めた三人の職員さんがいました。

　お互いそれぞれ自己紹介と、挨拶を済ませる。

「昨夜は夜分遅くに押しかけてしまい、申し訳ございません。しばらくお世話になります」

「いえいえ。おかまいなく」

「本当に何もない所で、たいしたもてなしも出来ずにこちらこそ申し訳ない」

　他の四人は、私達が増えたことで食材が足りなくなるかも？　ということで、二時間前に買い出しと狩りに出て行ったらしい。

　何時に『雫しずく灯び草そう』採取から帰ってきたのかは知らないけど、それじゃ睡眠不足じゃないだろうか？　本当に急に押しかけて、申し訳ないです。

「あれ？　ウルシュ君は？」

　私の質問に、マーキスさんが答える。

「坊ちゃんなら、二時間前から裏にある作業場で何か作っているよ」

　ウルシュ君、育ち盛りなんだから、もう少し寝た方が良いと思うの。

　マーキスさんにお礼を言って、朝食を頂いた後にウルシュ君の様子を見に行くことにする。

　ちなみに、朝食はマーキスさんお手製の、お子様ランチ風でした。

　この屈強な黒人のオッサンが、ニンジンを星形に切ったり、サンドイッチのパンをクマの形に切ったりしている姿が想像つかない。っていうか、クマの形にパンを切った方法が知りたいです。

　第二王子は起きてきていないけど、起こさずにそのまま寝かせておくことにする。

　今までスキルのせいで不眠状態が続いていたから、ぐっすり眠れているならそのまま寝かせておいた方が良いっていうのと、王子が起きる前にしておかないといけないことがあるんだよね。

　食事を食べた後に、しておかないといけないことの一つ目の進み具合を確認する為、ウルシュ君が作業している裏の作業小屋にアリスちゃんと向かう。

「ウルシュ君おはようっ!!　ちゃんと寝た？」

「うん、おはよ～。三時間しっかり熟睡したよぉ～」

　むぅ……。三時間。熟睡したのは良いけど、七歳児的に三時間熟睡したからＯＫっていう考え方は、良いのだろうか？

　なんか、仕事に忙殺されて感覚が麻ま痺ひしてきている社会人みたいな発言じゃない？

「え～と、その作業が終わったら、もう少し寝てね？　ウルシュ君」

「わかったぁ～。昼前には完成品が出来ると思うんだけどねぇ。多分、第二王子が起きてくるのが昼すぎだから、その前ギリギリに完成するんじゃないかなぁ？」

　現在ウルシュ君は、『ダッタン人の矢』を分解加工して、装備型のスキル封じのアイテムを創っています。

「物自体は完成しているんだけどぉ……第二王子が身に着けるには、武骨すぎるんだよねぇ。装飾を施しているんだけど、なんか納得できる形にならなくて」

　完成しているのか。

「ウルシュ君、苦戦するべきところはソコじゃない気がするの。物自体が出来ているなら、デザインはひとまず置いといて、もういったん寝よう？」

　二時間そこらでアイテム完成させるのはさすがなんだけど、変なところで完かん璧ぺき主義が出ている。

　育ち盛りの睡眠時間削ってまで、デザインにこだわらなくても……。

「う～ん。昼前には出来ると思うんだけどぉ……」

　昼前って言うけど、今はまだ日の出前だからね？　装飾にあとどれだけの時間を割くつもりなのか。コレは予想だけど、ウルシュ君は普段からこんな感じで寝食削って作業しているんだろうな。この感じじゃ、作業止やめさせて寝かしつけるには時間がかかるな。

「ウルシュ君。婚約者の私ですら、まだウルシュ君が創ったアクセサリー貰ってないのに、第二王子にそんな手の込んだ物、創って贈るなんてズルイ」

「うん。そろそろ作業止めることにするよぉ」

　あ、案外あっさり作業止めるのね。

「じゃあ、時間が余ったから、イザベラに何か創ることにするよぉ～」

「いや、時間余ってないから。何も作らなくて良いから、もう寝て」

　私に何か創ると言い張るウルシュ君を作業場から引き剝はがし、お姫様抱っこで寝室に運んで、奪い取った麻酔針で寝かしつけると、アリスちゃんと表に出る。

「では、アリスちゃん。第二王子が起きてくるまでに、アリスちゃんは、しておかなければならないことがありますの」

「ふぇっ!?　何ですか？」

「レベル上げですわ」

　そう、実はアリスちゃん、第二王子よりレベルが低い。

　つまり、この山小屋に居るメンバーの中で、おそらくただ一人《傲慢王ルシフアーの耳》により、心の声が聞かれてしまうのだ。

　ウルシュ君のアイテムが完成しているので急ぐ必要は無いけれど、第二王子はスキルの訓練の為に、アイテムを外す時間が必要になってくる。その時アリスちゃんが近くにいると、心の声が第二王子に筒抜けだ。

　恋する乙女的に、好きな相手に心の声が筒抜けになってしまうのは、アリスちゃん的にも望ましくないだろう。と、いうことで。

「アリスちゃんには、今日の正午までに、一人で一角ウサギを狩れるようになって頂きますわ」

「ふ、ふぇぇぇぇぇっ！！？？」

　一角ウサギというのは、大型犬サイズのウサギだ。

　メイドのマリーちゃんが冒険者ギルドの前で、三人組の冒険者の仕留めた一角ウサギの角を欠けさせてしまったのが記憶に新しい。

　一角ウサギは名前の通り、ユニコーンのように細長い角が額から生えていて、その角をドリルの様に回転させながら突っ込んでくる為、下手に近づくと死ぬ。とても素早く動き、角が危険な為、一人で捕獲するのは難しいとされている。

「アリスちゃんには、その一角ウサギを狩って貰もらおうと思うんだけど、その際の注意点として言えるのは、うっかり油断するとドリルで、どてっぱらに風穴を開けられるので、ドーナッツみたいになりたくなければ一角ウサギの真正面に立たないこと。以上」

「むむむむ無理ですぅっ!!　無理ですぅっ！　私、死んじゃいますわぁ!!」

　う～ん。そんなに駄目かな？　一角ウサギ狩りは、ミニゲームのチュートリアルでも使われるくらいに初心者向けなんだけどな。

　まぁ、私も現実で一角ウサギと対たい峙じしたことないから、ゲームと現実を一緒にしたらまずいか。

　ゲーム時の感覚を引きずったままでいるのはやっぱり危険だから、少し考えを改めよう。

「じゃあ、まずスライム狩りから練習しましょうか？　すぐに一角ウサギが見つかるとは思えないし」

「ス、スライム……もっと簡単なものから始められませんのぉ～」

　スライムより簡単なものって何だろう？　チュートリアルだとたしか、薬草摘み？　でもそれじゃぁ、今日中にレベルを二段階上まで引き上げるのは難しいなぁ。

　ちなみにアリスちゃんのステータスはこんな感じ。
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《超加速》とか初めて見るわ。さすがゲームの悪役を務めるだけあるね。

《超加速》と《動体視力》は極めると強いと思うのだけど、気になるのが……。

　なんで侯爵令嬢のアリスちゃんが、動体視力とか超加速とかスピード重視のスキルを所持しているのか。侯爵令嬢って、スキルが取得できるほど動体視力が鍛えられるような生活するかな？

「アリスちゃんは、《動体視力》のスキルを持っているみたいだけど、何故なぜ？」

「ふぁっ!?　どうたいしりょく？　それって何ですの？」

　そうか。七歳児に動体視力って言っても分かんないか。

　普段ウルシュ君と会話していると、七歳児の会話のレベルが分からなくなるわね。

　動体視力について私が分かる範囲でザックリと説明すると、アリスちゃんはしばらく考えた後、思い当たることがあったのか、笑顔で手を打った。

「まぁっ！　それでしたら、お母様のおかげですわっ！」

　なんでも、アリスちゃんのお母様は刺繡が得意なので、アリスちゃんはお母様に刺繡を習っているのだが、お母様は刺繡をするスピードが速すぎて、手元の残像すら見えないらしい。

　最近ようやく手元の作業が目で追えるようになったのだが、うっかりクシャミでもすると、その間にクジャクの刺繡が完成していたりするので、見逃さないようにまばたきも出来ないと。

　動体視力を鍛えてスキルを取得しないと見えない刺繡教室って何だ。それ、本当に教える気あるのか？

　お茶会で見たアリスちゃんのお母様は普通のご婦人に見えたんだけど、残念。普通じゃなかった。

　手元の残像すら見えないって、刺繡が得意とか言うレベルじゃない。きっとアリスちゃんのお母様も《超加速》スキルを持っているんだ。多分。

　そんな話をしながら山を下っていると、最終的にポールさんが本日の予定をまとめてくれた。

「とりあえず、この道を抜けたら平原があるので、スライム狩りと薬草摘み、慣れてきたところで一角ウサギ狩りといったところですかね」

　そう、ポールさん。スネイブル商会の荷馬車で、ここまで連れて来てくれたポールさんです。

　さすがに七歳の令嬢二人きりでは、狩りに行かせて貰えなかった……。

　このレベル上げには、お目付け役としてポールさんも一緒です。後からマーキスさんも来てくれるとか。実はこのアリスちゃんのレベル上げは、私の実戦訓練も兼ねられています。

　スキルとＨＰの高さを武器にすれば、私でも一角ウサギなら何とかなりそうだけど、やっぱりゲームと実戦は違うからね。

　ステータスが高くても、経験や技術が圧倒的に足りていないんだ。その辺りをＣ級冒険者のマーキスさんに教えて貰えないかな～。無理かな～。忙しそうだもんな～。




　平原に着いた頃、日の出が近いのか遠くの空がうっすら明るくなってきていた。

　ポールさんが平原を指して説明する。

「山小屋の人達が言うには、平原に点々と小さな木の茂みがあって、その根元に時々白いキノコが生えているのだそうです。ソレを見つけたら採取しておいて欲しいそうですよ」

　おぉっ!!　チュートリアルっぽい!!　むしろゲームの画面でするチュートリアルより、実際に探して採取する分、何か楽しそう。

「アリスちゃん、行こうっ!!　キノコ狩りだよっ!!」

　何かもう、お嬢様言葉が面倒になって普通に喋しやべってしまっているけど、まぁ良いか。

「わぁ！　キノコ狩りですかっ!!　楽しそうですわぁ～。見つけられるかしら？」

　うん。これでアリスちゃんが《採取》スキルを手に入れられたら、多少レベル上げの足しになるし、スライムが見つかるまでキノコ狩りで体力作りするのも良いかな。

　三人で平原に出て一番近くの茂みを目指す。

　茂みを作っている木は、よく日本の車道と歩行者用道路の間に植わっている、ツツジの木くらいのサイズで、花も実も付いていない面白味のない木だ。

　アリスちゃんと茂みの下を覗のぞき込む。

「キノコ、ありませんわねぇ～」

「他の茂みも探してみよっか」

　その後、平原の茂みを転々と探し歩く。

　アリスちゃんのレベル上げが目的なので、キノコ探しはアリスちゃんに主導してもらう。

「ふわっ!!　キノコありましたわ!!」

「アリスちゃんは、シラボソキノコを手にいれた」

「あ、これは薬草ですの？　摘んで行きますわね～」

「アリスちゃんは、ペチペチ草を手にいれた」

「ふわぁ～。大きな木の実です。記念に持って帰りますわ～」

「アリスちゃんは、コルコルの実を手にいれた」

「ふぇぇぇぇっ!!　ベラちゃんっ!!　さっきからソレ何なんですかぁ～っ!!」

「ごめん。なんとなく」

　ゲームで素材を採取すると、一体何を採取したのか、いちいち実況してくれる何者かがいるじゃん？　あの実況、誰がしてくれているんだろうね？

　ちなみに現実では当然ながら実況してくれる人はいないから、私が代わりにしようかと。

「イザベラお嬢様は薬草に詳しいんですか？　薬草の名前を沢山知っていますね」

　ポールさんはしゃがんで私と目線を合わせると、ニコニコと問いかけてきた。

「ううん。全然詳しくないよ。私はウルシュ君と同じで《鑑定》みたいなスキルを持っているから、それ見て言っているだけ」

　そう返していると、アリスちゃんが興奮気味に話に加わってくる。

「そうっ!!　ベラちゃんは凄すごいのですわっ!!　《鑑定》と《看破》の両方を持っているのですわっ!!　それで、私に《魅了》スキルがあることを教えてくれたんですのっ！　それを使って私達は王城から脱走したのです!!」

　アリスちゃんには、私のスキルをどう説明したらいいか分からないから、私は《鑑定》と《看破》のスキルを両方持っていることにしている。本当は違うけど。

「そうですか《鑑定》と《看破》。坊ちゃんと同じですね」

　ウルシュ君も本当は違うけどね。

「ということは、私のことも《看破》で分かりますか？」

　ポールさんはニコニコと問いかけてくる。

「分かるけど、言わないよ。それにスネイブル商会の人も知っているんでしょ？」

「はい。知っています。他の人達には内緒にしていて下さいね」

「うん。分かってる」

　分かってるから、ニコニコ顔で威圧するの止めてね？　持っているスキルから、ポールさんの元の職業がなんとなく察しが付いてるけど、確証も無いし言い触らす気も無いから、そのニコニコ顔の威圧は止めてね？




　転々と茂みを回っていると、完全に夜が明けた。

「ふぇ～……疲れましたぁ……もう歩けません……足も痛いです」

　アリスちゃんが体力切れで動けなくなり、その場で倒れ込んだ。

　よし、これからが本番だ。ＨＰ枯渇を繰り返すと、ＨＰって上がっていくよね。

　あくまでゲームでの話だけど。

　それでも試してみる価値はある。アリスちゃんの足の痛みを治癒魔法で回復させて【クローゼット】からＨＰ回復薬ポーシヨンを取り出すと、アリスちゃんに手渡す。

「さぁアリスちゃんっ!!　ポーションよっ!!　これを飲んで回復したら、次行くよー!!」

「はひぃ……頑張りますぅ……」

　アリスちゃんはポーションを受け取ると、蓋ふたを開け、一口含んで盛大にむせた。

「げほっ!!　……ごほっ!!　……ふぐぅっ!!　……うぇぇえ……苦いですぅ……からいですぅ……コレ、飲めません～」

「頑張れ頑張れっ!!　飲める飲めるっ!!　諦あきらめちゃ駄目だっ!!　それイッキっ!!」

　私はポーション瓶を奪い取ると、アリスちゃんを押さえつけ喉のどに流し込んだ。

　アリスちゃんは、吐き出すわけにもいかず涙目で何とか飲み干した。

　その様子を見ていたポールさんは驚き、感心して呟つぶやく。

「最近の令嬢は、気合いが入ってますね。ポーションの味って冒険者でも苦手な人が多いのに……」

　令嬢の皆が皆、ポーション飲めるわけじゃないから、最近の令嬢とひとくくりにされても困る。

　でもたしかにアリスちゃんは、気合いで頑張ったと思います。

「うえぇ……ベラちゃん、酷ひどいですぅ……口の中とお腹なかの中が気持ち悪いですわぁ……ベラちゃんの鬼ぃ……」

　気合いでポーションを飲み干したアリスちゃんが、涙目のまま恨めしげに非難の声を上げた。

「でも回復できたね。じゃあ、正午までにレベル上げが間に合わないから、ガンガン続けて行くよっ!!」

「ふぇぇぇぇ……はい」

　アリスちゃんがフラフラしながらも立ち上がったので、平原の探索に戻る。




　ふむ、日が昇ってしまったし、予想よりレベル上げが進んでいないわね。もう少しスパルタで行こうかしら？

「アリスちゃん。体力づくりの為にも、走って移動しましょう」

「そんなぁ～。無理ですわぁ……私、運動が苦手なのです」

　フルフルと首を横に振り、アリスちゃんはその場に立ち止まってしまった。

　侯爵令嬢として淑女で在れと、お淑しとやかな振る舞いをするよう育てられているので、運動が苦手なのは分かる。

　だけど、第二王子と寄り添って生きていくつもりなら、レベル上げは避けては通れない。

　第二王子がスキルを使いこなせるようになるかまだ分からないし、制御できたとしても体調不良とかで、スキルが暴走することも考えられる。

　その時の為に、心の声が聞かれないように一応の予防はしておいた方が良いと思う。

　それに、傍そばにいる人の心の声を勝手に聞いてしまわずに済むというのは、第二王子の安心にも繫つながると思うのよね。

　でも、アリスちゃんには第二王子のスキルについて、心を読むスキルじゃなくて、《地獄耳》だと説明しているから、なんて説得しよう？

　どう説得しようか悩んでいると、ポールさんがアリスちゃんの傍に寄り、声をかけた。

「アマリリスお嬢様。第二王子が広範囲の声を拾うスキルを持っていることは、ご存じですよね？　そして、第二王子よりレベルが低いと、そのスキルの効果対象になるということも」

「はい。知っていますわ」

　アリスちゃんは神妙な顔で頷うなずく。彼女もレベル上げの必要性については理解できているのだが、どうしても心と体が付いてこないのだ。

「つまりですね？　アマリリスお嬢様は、第二王子が目を覚ますまでにレベルを上げておかないと、第二王子に鼻歌や寝言、変なクシャミといった聞かれたくないものまで聞かれてしまうのですよ？」

　アリスちゃんの顔から、血の気が引いていくのが分かった。

　好きな人に寝言や、思わず出てしまったオッサン臭いクシャミ等を聞かれてしまうのを想像したようだ。

　しかし、ポールさんはさらに追い打ちをかけるように続ける。

「それだけならまだ良いでしょうけど、他にもトイレで気張っている時の声とか、ゲップだとか、第二王子が聞きたくないようなものまで耳に入れてしまう可能性もあるのですが……」

「ひぃっ!!」

　そんな事態を具体的に想像したらしいアリスちゃんは、ダラダラと冷や汗をかきながら、ブルブルと震え出した。

　それはそれは、とても早く小刻みに、高速で震えているっ!!　凄いよアリスちゃんっ!!　まるでマナーモードみたいだよっ!!

　そしてポールさん、グッジョブだけどトイレの話はヤメレ。アリスちゃんは私と違って、正真正銘の令嬢なんだからデリカシーを持って接してあげてっ!!

　そんな私の内心の非難をよそに、ポールさんはアリスちゃんに念を押していく。

「どうでしょう？　アマリリスお嬢様。レベル上げ、続けますか？」

「つっつつつつつ続けまう……続けましゅわっ!!」

　動揺のあまり嚙かんでしまい、言い直したにもかかわらず嚙んでいる。アリスちゃん、動揺しすぎだよ。

　ゲップが聞かれてしまうことがあっても良いさ。人間だもの。

　しかし、ポールさんの脅し……いや、説得がかなり効いたのか、それからのアリスちゃんは鬼気迫る様子で頑張った。

　平原を全力疾走で移動してＨＰ枯渇で力尽きて倒れては、差し出されたＨＰ回復薬ポーシヨンを一気に飲み干し、さらに全力疾走。

　時々、肉離れを起こして倒れても、治癒魔法で回復した瞬間には全力疾走。

　ひたすら駆けずり回っては、キノコや薬草を採取し続けるアリスちゃんに、朝食を兼ねた休憩を提案した頃には、すでに回復薬が十二本空いていた。

「うえぇぇぇ。お腹がチャプチャプでご飯が入りませんわぁ……」

　小さな瓶に入っているとはいえ、ポーション十二本も飲んだら現実ではそうなるよね。むしろよく十二本も飲んだ上で、走り回れたわ。

　ふふふ。まだまだ在庫はあるから安心してね？

「日が昇って時間が経つので、そろそろスライムや一角ウサギが平原で活動を始める頃ですね。くれぐれも気を付けて下さいね」

　ポールさんは、私が【クローゼット】から取り出した、ジャイアントフロッグのホットサンドを食べながら、注意を呼びかける。

　全然スライムの姿が見えないと思っていたけど、どうやら出現しやすい時間帯があるらしい。

「アリスちゃん。一応もしもの時の為に、お守りを渡しておくね」

　アリスちゃんに、物理攻撃耐性強化の指輪と、毒耐性強化のブレスレットを渡す。

　どちらも二〇〇円ガチャのノーマル品で【クローゼット】にかなり在庫ダブリを抱えている品だけど、スライムや一角ウサギくらいの攻撃なら余裕で弾く。

　つまり、こちらはダメージをいっさい受けることなく、一方的に攻撃が可能っ!!

　ふははははは。これは戦いではない、一方的な殺さつ戮りくだっ!!

「だから、アリスちゃんが一角ウサギを逃がさないように追いつくことが出来れば、正午までに一角ウサギを単独で狩ることも不可能じゃないよっ!!」

「ふぇ？　で、でも。追いつけたとして、どうやって狩るんですの？」

「「……」」

　そうだった。アリスちゃん、攻撃手段を持っていなかった。

「あ、いやっ、待って。アリスちゃん水属性魔法を持っているよね？　あと風属性魔法も」

　キョトンと首を傾かしげるアリスちゃん。

「ふぇ？　私、水と風の魔法を持っているんですの？」

「──っ、ソコからかぁっ!!」

　そう言えば、スキルと魔力の集団チェックは一〇歳からだった!!

　貴族はもっと早いかもしれないけど、七歳のアリスちゃんがまだ自分のスキルを把握していなくても不思議じゃないわ。

　でも、今から魔法の練習をしても遅いから、何か攻撃手段を考えないと……。

【クローゼット】を漁あさり、アリスちゃんの武器になりそうなものを探す。

　将来的に風魔法と水魔法が使えるようになることを考慮して選ぶのも良いかもしれない。

　あ、《超加速》もあるから、速い動きにも対応できちゃう武器が良いなぁ。武器初心者の幼女なんだから、ダガーとかショートソードとかの方が良いんでしょうね。

　だけど、私のヲタク心が『幼女に持たすなら、体格に不釣り合いな巨大武器だろＪＫっ!!』って叫んでて、なかなか決まらないのよねぇ。

　巨大武器かぁ……大鎌とか斬馬刀とか？　幼女にモーニングスターとかも良いかもしれない。あの鉄球を自由自在に振り回す幼女ってカッコイイよね～。実際にはアリスちゃんの方が振り回されるんだろうけど。

「アリスちゃんが憧あこがれている武器とかある？」

　もう分からなくなってきたから、本人の希望を聞いて考えよう。

「ふぇ？　憧れの武器ですか？　武器に興味を持ったことがないから分かりませんわ」

　だよねー。武器に興味津々な侯爵令嬢ってあまり聞かないよね～。

「私、ティーカップやフォークより重い物を持ったことがないのです。だから、軽くてフォークみたいな使いやすい物が良いですわ」

　そうなんだよねぇ、令嬢って本当に物を持つ機会がないよね。

　髪の毛だってメイドさんがしてくれるから、ヘアブラシすら持たなければ、財布も持たないし、バッグだって持たない。あと持つとしたら扇子くらいかな？

　フォークかぁ……そんな軽い武器、あったかなぁ？

　もう、武器無しで素手喧嘩ステゴロ極める方が早いんじゃない？

　いや駄目だ。殴り合いの得意な侯爵令嬢とか駄目だ。

　困ってポールさんの方を向くと、三個目のジャイアントフロッグのホットサンドに手を伸ばしているところだった。

　……そう言えば、ジャイアントフロッグのホットサンドって『ラブ☆マジカル』のＶｅｒ．２のイベント『ジャイアントフロッグ大量発生ハーベストイベント』で作った料理だったよね？

　たしか、そのイベントで取得したポイントごとに、料理に関連したアイテムが貰もらえたはず。

　二〇〇ポイント取得でフリフリエプロンのアバター衣装。

　五〇〇ポイント取得で全回復効果のあるデザート。

　そして最高得点の一〇〇〇〇〇ポイントで貰えたのは、武器でありアバターの小物にもなる、フォークが。

　そうだっ！　フォークだよっ!!　フォークならアリスちゃんにも持てるハズっ!!

【クローゼット】からフォークを取り出しアリスちゃんに差し出す。

「アリスちゃんっ!!　フォークだよっ!!」

「ふぇっ!?　コレですの？　無理ですぅ!!　持てませんわっ!!　大きすぎますぅ……」

　そう、このフォーク型武器。アリスちゃんの身の丈より少し大きい。

　巨大武器で、なおかつフォーク。私とアリスちゃんの希望に上手い具合に合致しているんじゃない？　鑑定すると、持ち主の身長に合わせてサイズが変わるらしい。

「見た目の大きさと違って、本当のフォークみたいに軽いから、騙だまされたと思って持ってみて」

　そう言ってさらに差し出すと、アリスちゃんは半信半疑の様子で受け取り、叫んだ。

「だっ騙されましたぁ～!!　重いですぅ!!」

「うん!!　騙したけど、見た目より軽いでしょ？　アリスちゃん大きいフォークが良く似合うよ!!　小さな妖よう精せいがフォーク持っているみたい!!」

　見た目はそこそこ重たそうだけど、実際に持った感じだと五〇〇ミリペットボトル程度の重さだ。持てないほどではない。

　素材はミスリルで、魔力を通すけど熱は通さない。最高じゃないかっ!!

　そして、アリスちゃんが持つとメルヘンチックな感じで、とても可愛かわいいっ!!

　多分私が持つと、海の神のポセイドンが片手に持っている武器みたいに見えるんだ、きっと。

「じゃあ、早速スライムを狩りに行こうっ!!　正面一〇時方向、六〇〇ｍ先にスライムを一体発見!!　すぐに向かわれたしっ!!」

　用意も出来たところで、いざっ!!　スライム狩りだっ!!





◆◇◆◇◆






「ベラちゃん、すぐにスライムを見つけられて、凄すごいですわぁ」

　アリスちゃんが感心したように私を見てくる。むふふ。もっと褒めてくれても良いのよ。

　たまには良いところを見せないとねっ!!

　それに、たまには《気配察知》スキルを使わないとスキルの存在忘れるし、レベル上がんないし。

「私はスライム探すけど、やっつけるのはアリスちゃんだからね？　レベル上げの為に頑張ってね？」

「ふ、ふぇ……で、では……スライム頑張ってやっつけてきますぅ」

「頑張って、アリスちゃん。多分スライム三体くらいやっつけたら、レベルが上がると思うよっ！　それと、スライムは酸を飛ばしてくるけど、身に着けている毒耐性アイテムが効果を発揮してくれるから安心してね？　怯ひるまずに進むんだよっ！」

「はっ、はいぃっ!!」

　見つかったスライムは綺き麗れいな透明の球体で、目も口も無い。

　想像よりも大きく、バランスボールくらいの大きさだった。まるでウォーターボールみたいな身体の内部に、大人の握にぎり拳こぶしくらいの大きさの赤い球が浮遊している。

　その赤い球が『魔核』と呼ばれるもので、それを壊すと退治できるらしい。

　アリスちゃんはフォークを構え、へっぴり腰でジリジリとスライムに向かって進んで行く。

　うん。やっぱりフォーク型武器を選んで良かったな。

　おっきなフォークを構えたアリスちゃん、本当に可愛いわ。妖精みたい。

　ゆっくりと時間をかけて距離を詰めていき、スライムまであと一ｍ程の距離になったところで、アリスちゃんはおっかなびっくりフォークを振り上げ、精いっぱいの力で振り下ろす。

　だが振り下ろされたフォークをスライムは横に跳び難なく避よけると、アリスちゃんの方へと跳び上がった。

　ポーンと高く舞い上がったスライムは、アリスちゃんの頭を、自身の身体で包み込むように取り込み、アリスちゃんはその衝撃で、後ろにコロンと倒れた。

「うわぁぁぁ！　アリスちゃんっ!!　アリスちゃんっ!!」

　スライムに頭を取り込まれ、呼吸が出来ず、もがくアリスちゃん。

　慌ててアリスちゃんをスライムから解放しようとスライムを引っ張るが、強力に引っ付いている為、スライムと一緒にアリスちゃんの体まで引きずる羽目になる。

「取れないっ!!　抜けないっ!!　アリスちゃんが死んじゃうっ!!　窒息しちゃうっ!!」

　完全にパニックに陥り頭の中が真っ白で、どう切り抜ければ良いのか全然わからないっ!!

　慌てて駆け寄ってきたポールさんが叫ぶ。

「お嬢様っ!!　スライムを倒すんですっ!!　早くっ!!」

「でも、私っ!!　スライムだけじゃなくて、アリスちゃんの頭ごと吹き飛ばしかねないよっ!!」

　私が力任せにスライムを倒そうとしたら、アリスちゃんごとオーバーキルだっ!!

「魔核っ!!　魔核っ!!　魔核だけで良いんですっ!!　全部潰つぶさなくて良いんですっ!!　魔核だけ何とかするんですっ!!」

　慌ててスライムの魔核を探す。アリスちゃんの顔色がかなり悪いっ!!　急がないとっ!!

　必死に探して、アリスちゃんの髪の毛に隠れるようにして存在する魔核を見つけ出した。

　力任せにスライムの身体の中に手を突っ込む。

「ちょっ……お嬢様っ!!　素手っ!!　駄目です!!　溶けますよっ!!」

　慌てて、私の肩を摑つかんだポールさんに言い放つ。

「大丈夫っ!!　このくらいの酸は平気っ!!」

　実際私には、この程度の酸は問題無い。

　そのままスライムの中をまさぐり、逃げ回る魔核を摑むと、力任せに握りつぶした。

　魔核を握りつぶされたスライムは水のようにサラサラと溶け、流れて消えていく。

　頭を解放され、盛大にむせ、咳せき込むアリスちゃんを急いで抱き起こした。

「ごめんっ!!　アリスちゃんっ!!　スライム舐なめすぎていたっ!!　危険な目にあわせて本当にゴメンっ!!」

「ふぐ……げほっ……。ふ、ふぇ……だ、大丈夫でしゅう。アイテムの、おかげで、溶けずに済みましたぁ……」

「ごめんね。もう少し事前に色々調べておくんだった。危ない目にあわせてゴメンね」

　物理攻撃耐性と毒耐性さえあれば余裕だと思っていたけど、全然駄目だった。

　それに、実戦になるとパニック起こして、私、全然役に立たない。ポールさんがいなかったら、アリスちゃんを死なせていたかもしれないんだ。

　ゲームでは初心者向けの雑魚モンスターだったとしても、現実ではゲームのようにパターン化した動きはしてくれない。

　現実にこの世界で生きていくなら、どんな小さなモンスターでも気を抜いたり舐めてかかったりしてはいけなかったんだ。

「チート持ってるのにスライムに苦戦するなんて、この世界甘く見すぎてた」

　私の呟つぶやきに、アリスちゃんは首を傾げながら答える。

「チートが何かは分からないですが、失敗は成功のもとなんですわ。甘く見てたのは私も一緒なのです。次はもっと気を付けてスライムをやっつけに行きましょうっ!!」

「アリスちゃん……。まだ、頑張れるの？」

「ふぇぇぇ……頑張らないと、殿下に変な歌とか聞かれるのです……私、無意識に変な歌を作って歌うのです……スライムよりその方が怖いのですわぁ～！」

　アリスちゃんは、想像したのかオロオロとし始める。

　今、スライムで死にかけたのに、それ以上に作り歌を聞かれる方が怖いなんて、恋する乙女は半端ねぇわ。

　いや、恋する乙女は強いわ。

「じゃあ、何としてもレベルを上げないとね」

　そう言うと、アリスちゃんは勢いよく頭を縦に振る。何度も何度も。

「はい、なのですっ!!　次のスライムは私がちゃんとやっつけますわ!!　……でもその前に回復薬が欲しいのです。立てませんし、動けませんの」

　そう言うとアリスちゃんは、私が差し出した十三本目の回復薬を一気に飲み干し、前かがみになった。

「うぷっ!!　飲みすぎて、気持ち悪いのです……吐きそう」

「──ちょっ!!　アリスちゃんっ!!　もどしちゃダメっ!!　もどしたらせっかく回復したＨＰが下がるっ……あれ？　下がるのかなぁ？　……って!!　アリスちゃん、袋出すからもう少し待ってっ!!」




　アリスちゃんに、状態異常解除の魔法をかけながら、背中をさする。怪我でも病気でもないので、治癒魔法が効かなかったんだよね。

　ちなみにアリスちゃんの名誉の為にも言っておくけど、アリスちゃんはギリギリ、気合いで吐き気に打ち勝ち、押し留とどめることに成功しています。令嬢としての誇りは失いませんでした。さすがです。

　でもこれ以上、回復薬は飲ませられないわね。

　回復薬に用法・用量があるのかは知らないけど、何でも飲みすぎは良くないかもしれない。

　ＨＰ枯渇から全回復という流れを繰り返したかったんだけど、アリスちゃんの健康面の方を優先しよう。

「アリスちゃん、ＨＰ消費緩和とＨＰ回復強化のアイテムを渡すから、ソレをつけて、回復薬を使うのを止めよう。あと、身体強化の魔法もかけておくね」

「うぅ～。分かりました。でも、その分レベルアップの為に、努力が必要ですわね」

　決意の表情を浮かべるアリスちゃんを見て、私も全力でサポートすることを心に決める。

　スキルをフル稼働させるわよ。次は絶対にアリスちゃんを危険な目にはあわせないっ!!

　回復薬が使えなくなった分、アリスちゃんの体力消費を極限まで抑えさせ、完全フルサポートの上、ガッチリ護衛し、それでもなおかつレベル上げが出来るように、経験値の美味おいしい所どりが出来るようにお膳ぜん立だてをする。

　……自分自身のレベル上げをするより、かえって大変そうだな。やるけど。

「それじゃあ、気合いを入れ直したところで、慎重にスライム狩りを再開しましょう。頑張るぞ[image: ][image: ]！　せーのっ!!　デストローイっ!!」

「で、ですとろーい？」

「気合いを入れる合言葉みたいな物だよ。デストローイっ!!」

「ですとろーいっ!!」

　そして再開されたスライム狩りは、スライムに対しての油断をなくした私達により、もはやスライム殲せん滅めつ・掃討作戦へと変わっていった。

　私が《傲ぼう慢えん》で片目の視界を上空に打ち上げ、視角を下に向け平原を見下ろし、上からスライムや一角ウサギを捜索。

　同時に広範囲に《気配察知》《索敵》《魔力察知》をフル稼働させ、森から出てくるスライムやその他のモンスターを警戒。

　スライムを発見したら、《身体強化》と《気配遮断》を使って接近し、追い立て、アリスちゃんの手前で《憤怒いあつ》でスライムが死なない程度に威圧。

　動きを止めたスライムを、アリスちゃんが巨大なフォークで仕留める。という流れ作業で、平原のスライムが次々と駆除されていった。

「アリスちゃんっ!!　最後の一匹!!　そっちに蹴けり飛ばすよっ!!　それっ!!」

　ぶりょん。

「たぁっ!!　ですとろーいぃ!!」

　ぷちっ。

　次々と届けられる、動けないスライムを仕留める作業に追われたアリスちゃんは、当初のおっかなびっくりな様子はどこにいったのか、一撃で魔核をフォークで貫く機械のようになっていった。

　透明でプルプルなスライムがフォークでプッチンプッチンと刺される様子は、まるで〝わらび餅もち〟みたいで美味しそうに見えてくる。きな粉が欲しい。

「ふぅ……この辺りのスライムは、あらかた狩り尽くしたね」

「はいっ!!　でも、一角ウサギが全然いませんわね？」

　そう。上空からどんなに探しても、一角ウサギがいないのだ。これにはポールさんも首を傾げる。

「本当におかしいですね。この辺りは一角ウサギがよくいる場所なんですよ。イザベラお嬢様の、上空から広範囲に探す方法でも見つからないのは、不思議ですね」

「ふぇ……レベル上げの為に、一角ウサギを一人で狩れるようにならないといけないのにぃ～」

　何気にアリスちゃん、ヤル気に満ちているわね。

　ちゃんと一角ウサギを、午前中のうちに一人で狩れるようになるつもりでいたのね。

　でも、どんなに探しても一角ウサギは見つからないのだ。

　ほかに原因になるような、生き物。例えば〝一角ウサギの天敵になりそうな生き物〟とかも探したんだけど、全然いない。一体、どこに行っちゃったのかしら？








第九話









　一通りの家事を終えたところで、平原にいるポール達と合流する為、身支度を済ませたマーキスは、玄関を出たところで作業場の方向から歩いてくるウルシュの姿に気づいた。

「ウルシュ坊っ!!　……何故なぜここにいるんだ!?」

　マーキスが声をかけると、ウルシュはのほほんとした笑顔を返す。

「作業場に、完成したアイテムを置いてきちゃったんだぁ～。第二王子が起きる前に装備させとかないと、意味ないでしょ～？」

　たしかにそうかもしれないが、マーキスが聞きたかったのはそんなことではない。

　ウルシュは婚約者のイザベラに、麻酔針で刺されて眠った筈はずだ。

　やり方は強引だったが、普段から寝食を忘れてマジックアイテムの開発に勤しむウルシュを皆が心配していたので、イザベラの行動には感謝していた。

　それなのにウルシュはベッドではなく、外にいる。

「坊、休息は取らなくて良いのか？　っつうか……いつ起きた？」

「イザベラ達が平原に着くくらいまでは、ちゃんとベッドにいたよぉ？」

　マーキスは、ウルシュがイザベラに奪われることを見越して、麻酔針を偽物と入れ替えていたのかと考えたが、ウルシュが続けてした種明かしは予想と違っていた。

「さすがに、麻酔針を奪い取られるとは思ってなかったから何の対策も取ってなくて、刺された時は一瞬昏こん倒とうしたけどねぇ～。僕《状態異常耐性》持ってるんだぁ～。その中の《毒耐性》スキルが、イザベラが麻酔針で刺したおかげで、めでたく《毒無効》スキルに進化したんだよぉ。これでやっと《状態異常耐性》が《状態異常無効》へと進化することができたよぉ～。ついでにレベルも上がったから良いこと尽くめだね～」

　ご機嫌な様子でウルシュがネタ晴らしをするのを黙って聞いていたマーキスだったが、ふと違和感に我に返る。

「坊、何で自分のスキルが進化したことや、レベルアップが分かったんだ？」

　マーキスが知る限り、自分で自分のステータスを見ることは出来ない。それどころか、ウルシュは《看破》スキルを弾いてしまう為、今までどんなスキルを持っているのか不明だった。

　そんなマーキスの疑問に、ウルシュは自分の人差し指につけた指輪を見せる。

「これ、僕が新しく創ったマジックアイテムだよぉ。コレで自分のスキルを、わざわざ《看破》して貰もらわなくても分かるようになるんだぁ～。まだ数は出来てないから、市場に出るにはもう少しかかるけどねぇ」

　マジックアイテムには魔石が必ひつ須すで、装備系のアイテムには宝石のように魔石が飾られているが、その指輪は、金属やその他の素材をいっさい使わず、魔石その物を輪の形に加工した指輪だった。

　魔石を綺き麗れいにリング状に加工するだけでも技術が要るのだが、さらに細かく高度の魔術付与の術式が彫り込んであり、指輪の内部で光が蠢うごめいているのが肉眼でも確認できる、恐ろしく緻ち密みつに創られた指輪だった。

　本当はそんな指輪などなくても、ウルシュは自身のステータスを確認する魔法を編み出していたが、その魔法とイザベラの【ステータス】チェックスキルの存在を隠す為に、彼はわざわざ同じような効果を持つアイテムを創り出していたのだ。

　これでイザベラが、うっかり人前で【ステータス】チェックをしても、このアイテムを使っているからと誤魔化すことが出来る。

　他の人が持たないようなレアスキルを持っていることが周囲に知られたら、どんな厄介ごとに巻き込まれるか想像に難くない。

　全ては規格外なイザベラが、何者にも煩わずらわされず、自由に伸び伸びと過ごせるようにする為。

　そして、何物にも囚とらわれず、自由に過ごすイザベラの笑顔を、隣で眺め続ける為。

　その為の苦労や労力をウルシュは惜しむつもりは無いし、厭いとわない。

　一方、指輪の開発に至る理由を知らないマーキスは、単純に指輪の効果に感心していた。

「すげぇアイテムだな……。俺も欲しいが、市場に出たところで高価すぎて金持ちしか買えねぇんだろ？」

「う～ん。出始めの頃はそうだろうけどぉ……。術式の簡略化はすでに出来ているから、製作者の育成が済めば手が出せない程ではなくなると思うよぉ？」

　でなければ、その高価なアイテム指輪を狙って、イザベラに近づく盗ぬす人びとが現れるかもしれない。

　出来れば半年以内には、〝ステータスチェックの指輪〟の大量生産が、可能になるところにまで持っていきたいと、ウルシュは考えていた。

「ところで、マーキス。出掛けるんじゃないのぉ？」

「おぉ～っとっ！　そうだった!!　イザベラお嬢様がアマリリスお嬢様のレベル上げの為に、一角ウサギ狩りに出たんだよ。見つかれば良いけどな、一角ウサギ」

　その言葉に、ウルシュは首を傾かしげる。

「あそこの平原でしょ？　一角ウサギなら、いつもいるよねぇ？」

　だが、マーキスは首を振って、否定した。

「それがよぉ、ここ五日ばかり一角ウサギの姿が見えねぇんだよ。何か一角ウサギが減る原因がねぇか調べるつもりだったんだけどよ、ここんところ忙しくてな。今からお嬢様方の付き添いのついでに、調べようかと思ってたんだ」

「ふ～ん。ワームの所為せいだと思うよぉ？」

「……ん？　なんて？」

「だから、ワームだよぉ。平原の地中にワームがいるんじゃないの？」

　この世界にはワームと呼ばれる生き物が二種類存在する。

　一つは、足の無い蛇のようなドラゴンで、ワニのような顔で、地べたを這はい、凶暴で炎や猛毒を吐く。基本的には、ダンジョンの奥深くや火山地帯に住すみ処かを持つ為、高位の魔術師や高ランクの冒険者しか遭遇する機会が無い。

　もう一つは、農地や平原、砂漠地帯の地中を移動する、ミミズや芋虫を掛け合わせたような物や、沼地などの湿地の地中から出現するミミズとヒルを掛け合わせたような、巨大で長い魔物全般を指す。

　これらは人里近い場所にも出現する為、一般人も目撃する機会がある。ウルシュが言っているのは後者の方だ。

　ワームは地中を移動し、時々地上に出ては、そこにいる生き物を飲み込み捕食していく。

　農場の牛や馬、そして平原の一角ウサギや羊、中には巨大猪ジヤイアントボアーすら一飲みにする巨体もいる。

　たしかに、一角ウサギが見えなくなった原因として、無い話ではない。

　一角ウサギは危機察知能力が強く逃げるのも速い為、自分達を捕食するワームが地中に住み着けば、あっという間に逃げ出していなくなるのも不思議ではない。

　だが、調査をしてみないと実際のところは分からない。ワームは地中から出て来るとはいえ、出てきた穴を綺麗に塞ふさいで潜って行くので、その土地を見て一目でいるかどうか分かるようなものではないのだ。

　そして、ウルシュ達が来たのは昨夜遅くだ。平原の様子が見えていたとは思えない。なのに何故ウルシュがワームの所為だと判断したのかが分からず、マーキスは首を傾げた。

「なんでワームがいると、そう思ったんだ？」

「最近の天候や気温と、ココより南の地域の目撃証言かなぁ。ここ数日、商業ギルドに、移動中の商隊や行商人から、ワームの目撃報告が寄せられるようになったんだよねぇ～。最近暖かくなってきたから、この辺にまで来たのかも～。なんか、王都の専門家が言うには、数十年に一度の大量発生の周期が来るらしいよぉ。あと二週間もすれば、冒険者ギルドに討伐依頼が入るかもね～」

　おっとりと話すウルシュとは反対に、焦燥感をあらわにしたマーキスは平原に向かって駆けだした。

　本当に平原にワームがいるなら、小柄な少女二人は危ない。

　大型犬サイズの一角ウサギを丸まる吞のみするワームだ。七歳の少女二人なんて、あっという間に丸吞みにされてしまう。

　一緒にポールが付き添っているとはいえ、少女二人を守りながらワームから避難するのは、荷が重い。

「嬢ちゃん達、無事でいてくれよ……」

　慌てて山道を駆け下りて行くマーキスの背中を見送ったウルシュは、山小屋に向かって歩き出す。

　スキル封じの腕輪を片手に、微笑ほほえみを浮かべる。

「さて、そろそろ第二王子から《傲慢王ルシフアー》のレシピを貰っちゃお～っと」





◆◇◆◇◆






「ふえぇぇぇぇっ!!　ですとろぉぉぉいっ!!」

「アリスちゃんっ!!　次っ!!　二時方向っ!!　来るよっ!!」

「ふえぇぇぇっ!!　ベラちゃんっ!!　『爆撃弾』と『遠距離操作式地雷』が残り三〇個ぐらいしかないですぅ!!」

「今来てるコレを何とかしたら、五分だけ〝シールド〟張るよっ!!　その時に補充するから、その数で持ちこたえてっ!!」

　平原は土煙に覆われ、視界がゼロ。

　轟ごう音おんに次ぐ轟音、そして、その中で響きわたる少女達の声。

　街道の方に避難させられたポールは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、土煙を眺めていた。

「中で何が起こっているんですかね？　これ」




　……──話は三〇分程前に遡さかのぼる。

「何の理由も無く、一角ウサギがいなくなるとは思えないのよねぇ……」

〝火の無い所に煙は立たない〟って言うし。あれ使い方違うかしら？　とにかく、いつもと違う何かが起きてるっていうことは、いつもと違う何か原因となる物がある筈なのよ!!

　せっかくアリスちゃんが殺やる気を出しているんだから、何としても一角ウサギ狩りを開催したいっ!!

　そこでスライムや一角ウサギを探していた時以上に、細かく、色々な角度、色々なスキルの組み合わせで原因を捜査する。

《気配察知》《魔力察知》《探索》《警戒》《索敵》を広範囲で展開して、平原と近隣の山、林、森を調べる。上空から《傲ぼう慢えん》で見下ろすのも忘れない。

　……。何も居ないんだけど。

　ん、ちょっと待って。《警戒》に何か引っかかっている。それも、意外と近い。

　ん、ん～？　でも上から見るに、何も周囲には居ないぞ？

　……もしかして、下か？　ほら、地下に天然ガスが発生していて危険とか？

　そう思って、上空の《傲ぼう慢えん》に《色欲とうし》を重ね掛けして、平原全体の地中に危険が無いか捜索し……何かが地中で蠢うごめいてるっ!!

「──っつあ!?　なんかいるっ!!　なんかいる!!」

　突然上がった私の奇声に、アリスちゃんが小さく跳び上がる。

「ふぇっ!!　何ですかっ!?　ベラちゃん、何がいるんですか!?　どこですかっ!?」

　何がいるのか聞かれるが、良く分からないっ!!　地中が暗くて、微妙に全体像が見えづら……あっ!!

　ふと思いついて、《傲ぼう慢えん》を解除し、《怠惰あんし》を展開する。

「……っ!!　づあっ!!」

「ベラちゃんっ!?」

　見なきゃよかった！　見なきゃよかったっ!!　見なきゃよかったっ[image: ]

「ア、ア、アリスちゃん。落ち着いて聞いてね？　……機関車サイズのミミズみたいなのが、地中にいる。三匹」

「っ!!」

「……あと、もう少し小さいのが沢山いて、密集して……塊になってる。多分、幼体か何かだと思う」

　ふぅぉぉぉぉぉっ!!　きんも[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　何だコレェェェっ!!

　いやっ!!　分かるよっ!!　何かは察しが付くよ!?　さすがに乙女ゲーである『ラブ☆マジカル』には出てこなかったけど、ゲームとかに出てくるモンスターのワームとかいう奴やつでしょ？

　ＣＧが発達した、リアルなゲーム映像でも気色悪かったけど、その比じゃないっ!!

　ゲーム画面で見るのと実際に足元の地中で蠢いてるのを見るのとでは、雲泥の差だよっ!!

　なんか全体的に緑色なんだけど、光沢（？）が紫色って言うか……玉虫色？　の巨大なミミズに、芋虫っぽい足が生えているって言うか……。とにかく、とにかくっ、キモイっ!!

　あまりの気持ちの悪さに震えがきてる私と、衝撃に固まっているアリスちゃんに、ポールさんが冷静に提案する。

「それ、ワームですよね……そのサイズと数はどうにも出来ないので、そっと平原から撤退して、冒険者ギルドに報告を入れましょう」

「ポールさん、ソレ、無理です」

　私の返答に、ポールさんは面食らう。

「え？　無理って何でですか？」

「来るっ!!」

　ポールさんを街道の方へと蹴けり飛ばすと、アリスちゃんを抱きかかえて飛躍する。

　次の瞬間、私達が立っていた地面が爆発するかのように噴き上がり、大きく口を開けたワームが地上に飛び出してきた。

　間一髪っ!!　ワームに気づかなかったら、あのまま丸吞みだったよっ!!

　良かった!!　地中に目を向けてっ!!

　あと、慌てすぎて、ポールさんに《身体強化》をかける暇もないまま蹴り飛ばしちゃったよ!!

　三〇ｍくらい飛んでいったけど、生きてるっ!?　よし、ポールさん立ち上がったっ!!　生きてるっ!!

「アリスちゃんっ!!　一角ウサギ狩りは中止っ!!　今からワームの殲せん滅めつ作業に入るよっ!!」

「ふえぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

「何とかポールさんの避難を成功させたけど、もう平原から出るのは難しいのっ!!　完全にロックオンされてるし、街道寄りの地中に幼体のワームがビッシリいるのっ!!　アレが全部出てきたら、さすがに数の暴力すぎて街道まで抜けられないっ!!」

　って言うか、スライム狩りで気づいたんだけど、小型のモンスターを相手にするのは私には向いてないっぽい。

　大型モンスターなら、的が大きいからＨＰまかせのキックやパンチを入れられる。でも小さいのにワラワラと寄られたら、立ち回り方が分からないのよね。つまり、幼体のワーム集団との戦闘は、私には厳しい。

　ステータスの高さの割には、私の戦闘技術がダメダメなのは『ラブ☆マジカル』が画面を見ながら、指先で操作するゲームだから。

　これが、ＶＲＭＭＯとかのバーチャルリアリティー系のゲームなら、戦い方がもう少し分かったかもしれない。

　くっ!!　ステータスやレベルが高くても、技術が足りないっ!!　どう動いたら良いのかサッパリだよ!!

　そんなことを考えながら、アリスちゃんをお姫様抱っこしたまま平原を疾走する。

　後ろから凄すごい勢いで追い駆けてくるワーム。背後から蒸気機関車並みの物体が追い駆けてくるのは、マジで恐怖っ!!

　そしてアレが追い駆けてくるから、戦闘態勢を整えられないんだけどっ!!

　何か、あの巨体の動きを止められる物っ!!　何かないか？　何かないか!?

「ふぇっ……ですとろーい」

　私に抱きかかえられている半泣きのアリスちゃんが、ポケットから『眠り玉』を取り出し、背後の巨大ワームに向かって、ポイっと投げた。

　破裂し眠り薬を噴出した『眠り玉』だが、その威力ではあの巨体には効かないっ!!

　でも、アリスちゃんＧＪっ!!　それだっ!!

「アリスちゃんっ!!　私の両手が塞がっているから、代わりにコレをワームに向かって投げてっ!!」

【クローゼット】からアリスちゃんのお腹なかの上に、ポトンと『眠り香弾』を落とす。

「ひぇぇぇぇぇっ!!　これ、ウルシュ様が、私達も目が覚めなくなるって言ってた、危険な奴じゃないですかぁ!!」

「ココは室内じゃないから大丈夫っ!!　さぁ投げてっ!!」

　涙目で『眠り香弾』を摑つかむと、アリスちゃんはワームに向かって投げつける。

　投げられた『眠り香弾』は、大口を開けて迫せまって来るワームの口の中に、吸い込まれていった。

　それを横目で確認した後、ガチガチに《身体強化》スキルで全身を覆い、アリスちゃんには聖属性魔法の《身体強化》と《状態異常耐性》を強力にかけ加速する。

　次の瞬間、背後から閃せん光こうが走り、僅わずかに甘い香りが漂ってくる。

　そして、突き進むスピードのまま地面に叩たたきつけられる巨大ワーム。

　止まりきれず滑走するワームは、数メートル進んだ所で止まり、そのまま沈黙した。だが、まだ倒せていない。眠っているだけだ。

　アリスちゃんを地面に立たせると、沈黙するワームに向きあう。

「アリスちゃん。今から沢山アイテムを渡すから、受け取って。残数が減ってきたら、すぐに教えてね」

「ワームが、やっつけられるアイテムですかぁ？」

「ううん。そういうのもあるけど、レベルやスキルを上げたいから、巨大ワームの動きを止める程度の物しか渡さない。動きが止まったら、私がアレを三枚おろし……まではしなくて良いか。開きにするから、アリスちゃんが、魔核をフォークで一撃してとどめを刺す流れで」

「ふぇ～。了解です」

　アリスちゃんは私に向かって、ロゼリアル軍隊式の敬礼をする。初めと比べて、随分と余裕が出てきたね、アリスちゃん。

【クローゼット】から、手のひらサイズのアイテムを取り出す。ケースに一〇個入りの爆撃系アイテム。

　それを二種類各一〇個ずつ渡す。合計二〇〇個の爆撃弾だ。まずはコレで良いでしょう。

　そして、爆発時に巻き上がった破片や土が目に入らないように、『視界クリアゴーグル』を二つ取り出すと、一つは自分で装着し、もう一つは爆撃アイテムと一緒にアリスちゃんに手渡す。

　もう一度【クローゼット】を開き、中身を確認する。たしか私はアレを持っていた筈はず。

　実は、『ジャイアントフロッグ大量発生ハーベストイベント』の最高得点の景品アイテム、『巨大フォーク』には、ある意味、対ついと呼べる武器がある。そのアイテムは景品ではなく、そのイベント時に出る五〇〇円ガチャの〝Ｓレア〟アイテム。

　そう『フォーク』とくれば、『ナイフ』でしょ？

　さて、まずは目の前の、巨大ワームを捌さばくことから始めましょうか。

【クローゼット】から、『巨大ナイフ』を取り出すと片手で振り回したり、回転させたりして使い勝手を確認する。うん。使える。

「じゃあ、お昼ごはんまでには、ワーム駆除を終わらせるよっ！　せーの」

「「ですとろーいっ!!」」




　まずは私が、巨大ワームを真っ二つにして、魔核を露出させる。

　その間にアリスちゃんが、街道寄りの地面に、爆撃系アイテムの一つ『遠距離操作式地雷』を等間隔で撒まく。

　ちっさいワームの大群が地上に出てきたら、派手に吹き飛ばす予定。

　街道を通る馬車をワームが襲うと不味まずいし、巨大ワームを相手にしながら小さいワームも振り払うって、戦闘初心者の幼女二人には無理ゲーだから。

　さて、五両編成の機関車サイズのワームだけど、真っ二つにするのは骨が折れるな。

　ゲームにあった《剣士》スキルの『一いつ閃せん』が使えたら良いんだけど、どうすればスキルが発動するのやら……。

　一応《剣士》スキルは持っているのよ。だから理論上は出来る筈なんだけど……力技でゴリ押しする？

　気合いを溜ために溜めて、『巨大ナイフ』に闘志を注ぎ込むようにしてさらに溜める。
















《色欲とうし》で魔核の位置を確認。ゲームモーションを真似まねする感じでっ!!　ナイフでワームを薙なぐっ!!

「『一いつ閃せん』っ!!」

　轟ごう音おんと共に真っ二つになるワーム。『一いつ閃せん』成功だっ!!

　だがここで問題が発生。『一いつ閃せん』で地面も割れた。

　巻き上がる土煙。そして地面の中には、ワームがいっぱい。

　……どうなるか、分かりますよね？

「アリスちゃんっ!!　いったん退避[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

「ふぇっ!!　……うにゃぁああああああっ!!　ワームがいっぱいっ!!」

　割れた地面から、幼体のワームが大量に湧き出してきたっ!!

　それに呼こ応おうするように街道側の地中からもワームが飛び出してくるっ!!　地獄絵図だよっ!!

「アリスちゃんっ!!　『地雷』のスイッチっ!!」

　二人で平原を駆け抜けながら、アリスちゃんに指示を出す。

「了解ですぅっ!!　くらえっ!!　ですとろーいっ!!」

　掛け声と共にスイッチを押すアリスちゃん。ゴーグルの奥で怪しく目が光っている。若干コワイ。

　次々に爆発していく『遠距離操作式地雷』。

　爆散し飛び散る幼ワーム。地獄絵図だよっ!!

「さすがに一網打尽とはいかなかったみたいっ!!　追ってくるワームを『爆撃弾』で応戦しててっ!!　私は前方にいるアイツを潰つぶしてくるからっ!!」

　そう、真まっ直すぐ走る私達の前に立たち塞ふさがるかのように、もう一体の巨大ワームが、もうもうと土煙を上げ、地中から飛び出して来ていた。

「はいっ！　任せて下さい！　ちっさいのは全部私が粉こな微み塵じんにしてやりますぅっ!!」

　木っ端微み塵じんを通り越して、粉微塵か。

　腹の据わったアリスちゃん、まじカッケェ。頼りになるぅっ!!　なら、私は私のやるべきことをするだけっ!!

　さっきの『一いつ閃せん』で、だいたい《剣士》スキルの使い方が分かってきたよっ!!

「そこのデカブツっ!!　邪魔よっ!!　喰くらいなさい『桜おう花か五ご連れん閃せん光こう』っ!!」

　巨大ワームは《剣士》スキル、『桜おう花か五ご連れん閃せん光こう』をモロに喰らい、一瞬で六分割になった。自分でやったことだけど……《剣士》スキル威力ヤバい。怖い。

　おっと、自分のしたことに引いてる場合じゃないわ。

《色欲とうし》で魔核の位置を割り出すと、解体して魔核を取り出す。

「アリスちゃん、この魔核を一撃っ!!」

　アリスちゃんを振り返り、声をかける。が、アリスちゃんは『爆撃弾』を一心不乱に打ち込み続けて、気づかない。

　遠くまで投げられないせいか、アリスちゃんは『フォーク』をスイングさせ、『爆撃弾』を遠くまで打ち込んでいる。

　それ、その行為……誤爆が怖いんだけど。

　あちこちで爆発と爆風が巻き起こり、『視界クリアゴーグル』が無ければ、弾幕で平原が見渡せなかっただろう。

「スゲェな。戦地の最前線みたいに砲弾が落ちてる……。って、アリスちゃーんっ!!　気づいてっ!!　この魔核を一撃っ!!」

「ふえぇ……もうちょっと、〝どっかーん〟って、してたいですぅ」

　アリスちゃん、爆撃狂って言うか、爆弾魔って言うか、何かそんな感じになってきてない？

「ちょっ!!　その前にコレ砕こうっ!!　地中の最後の巨大ワームが動き出したから、先にコレでレベル上げしてっ!!」

　渋々、爆撃を中断したアリスちゃんは、魔核に向かってフォークを振り下ろす。

「ふえぇぇぇぇっ!!　ですとろぉぉぉいっ!!」

　スライム潰しで慣れたのか、スイカサイズの魔核は一撃で粉々に成った。

　それと同時に、地中の最後の巨大ワームが地面を押し上げ現れる。

「アリスちゃんっ!!　次っ!!　二時方向っ!!　来るよっ!!」

　だが、アリスちゃんはマイペースに爆撃アイテムのケースを覗のぞき込んで、残念そうに声を上げる。

「ふえぇぇぇっ!!　ベラちゃんっ!!　『爆撃弾』と『遠距離操作式地雷』が残り三〇個ぐらいしかないですぅ!!」

　そんなに気に入ったの？　爆撃。って言うか、王都の平原で合計一四〇発もの爆撃アイテム使ったの？　三〇分そこらで？　国同士の戦争レベルだよ、ソレ。

　たしかに〝残数減ったら教えてね〟とは言ったけど、本当にそんなに消費するとは、お姉さんビックリだよっ!!

　涙目で、しかし、ちょっと期待を込めた視線を向けながら、アリスちゃんは手を差し出し、追加分を要求する。まだ要るんかーいっ!!

「今来てるコレを何とかしたら、五分だけ〝シールド〟張るよっ!!　その時に補充するから、その数で持ちこたえてっ!!」

　期待した物がすぐに手に入らず、ショボーンとするアリスちゃん。

「はぁい。ですとろーい……」

　いや、アリスちゃん。ワームの幼体は君一人でほぼ殲せん滅めつ完了してるからね？　あと、六〇発あれば十分だし、余るからね？

　とりあえず、アリスちゃんは置いといて大丈夫そうだから、最後の巨大ワームに向かって走った。





◆◇◆◇◆






「なんだ、これは……」

　平原に辿たどり着ついたマーキスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、そのまま立ち尽くす。

　まるで戦争の爪つめ痕あとのように平原はあちこちがえぐれ、巨大なワームが引き裂かれた状態で三体……だろうか？　転がっている。

　それだけでなく、幼体のワームの残ざん骸がいか？　それが平原中に撒き散らされていた。

　ちなみに幼体のワームといえども、大蛇アナコンダくらいのサイズがある。

　それが、平原中にだ。

　そんな地獄絵図のような光景の中、巨大な『ナイフ』と『フォーク』を持った少女が二人、キャッキャッと走り回っていた。





◆◇◆◇◆






「ベラちゃーんっ!!　魔石、こっちにもありましたぁ!!　コレは欠けてないですぅ」

「アリスちゃんっ!!　やったねっ!!　魔石が豊作だよっ!!」

「でも、ちっさいワームは、魔石持ってない奴の方が多いですねぇ……。魔石の大きさも小さいし……」

　手のひらに乗せた魔石を指先でつつきながら、アリスちゃんはちょっと不満そうに呟く。

「私達の年齢や経験からしたら、コレは良い方だと思うよ？」

「でも、これだけじゃ爆撃アイテムがいっぱい作れないですぅ……」

　まだ諦あきらめてなかったのか、爆撃アイテム。一体、侯爵令嬢が何に使うんだ、爆撃アイテム。

　今回がイレギュラーだっただけで、常日頃からモンスターと対たい峙じすることはないでしょうに。

　今日の午前中だけで、アリスちゃんは立派な「破壊者デストロイヤー」予備軍として成長しちゃったんじゃないかしら……。

　……進化キャンセル…………出来ないかな？

　平原に残ったワームの残骸ですが、表面の皮や内臓が素材になるそうで、マーキスさんが引き受けてくれました。

　私とアリスちゃんは、ワームを持って帰ったところでどうしようもないので、ありがたく後処理をお願いして山小屋に帰ります。

　山道を登る途中で、アリスちゃんは立ち止まり、不安そうな顔で私の顔を見る。

「どうしたの？　アリスちゃん」

「ベラちゃん。私、レベルが上がりましたかぁ？　山小屋に着く前に確認して貰もらえませんかぁ？」

　山小屋に帰って一息ついてから確認をして、持っているスキル一覧と共にメモを書いて渡す予定にしていたんだけど……アリスちゃんは山小屋につく前に知っておきたいらしい。

「もし、まだ殿下よりレベルが低かったら、私、山小屋に帰れませんわ……だから、今確認して、足りなかったらレベルが上がるまで、山で何か捕まえてきますぅ……」

　一人で狩りに出るつもりっ!?　って言うか、絶対に必要ないと思うよっ!?

　あれだけの数のワームを殲滅しておいて、いまだにレベル４第二王子以下だったら驚きだよっ!!　レベル４の壁が高すぎるよっ!!

　だけど、実際の結果を知らなければ納得出来ないだろうし……

　と、言うことで、私とアリスちゃんは、山道の開けた所にあった大きな切り株に腰かけた。

　おっきなフォークを持って、おっきな切り株に腰かけるアリスちゃん。やっぱり妖よう精せいか小人みたいで可愛かわいいなぁ。

「では、アリスちゃん。覚悟は良いですか？」

　問いかけると真剣な面持ちで頷うなずくアリスちゃん。

　そんなに緊張しなくても大丈夫だから……ほら……




[image: ]




　って、上げすぎた[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　やばい!!　このＨＰなら、第二王子を一瞬で仕留められる!!　イチコロだよっ!!　もちろん物理的な意味でっ!!

　しかも、《爆撃魔法》だとっ!?　○○属性魔法とかじゃなく、爆撃特化っ!?

　そして、何だっ!?　この物騒極まりない称号は[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!

　あっ!!　でも、そうですよねー。三〇分で二〇〇発も爆撃すれば、その称号も納得しま……って、納得したら駄目だっ!!　侯爵令嬢なのに《爆撃狂ボマー》だなんてサイコパスな称号が付いたら、ゲームとは違う意味で『悪役令嬢』だよっ!!　そして、このレベルとＨＰは、一人前の冒険者レベルだよっ!!　残念ながらマーキスさんには劣るけどっ!!　いや、七歳児の令嬢がＣ級冒険者マーキスさんと並んだら不味まずいから、劣っているならギリギリセーフか!!

　ん～後は、《槍士スピアマン》の職業スキルが現れているから、『巨大フォーク』は槍やりや矛ほこ扱いになったんだー。へー。

　ひとしきり心でツッコんだり、納得したりした後、アリスちゃんに結果を伝える。

「ふぇぇ……良かったですぅ～」

　良かったと言えば良かったけど、良くないと言えば良くないからね？　私と同じで、ある意味、女子力が下がっているからね？

　まぁ、当初の目的が達成されているならＯＫかな？

　これなら王子のレベルが上がっていっても、なかなか追い越せないだろうねっ!!

　第二王子が騎士団とかに入って、前線で活躍するような英雄にならない限りは……。

　えっ!?　無いよね!?　私、いま、フラグ建てたりしてないよね？

「えへへぇ～。ベラちゃん、安心したら私、お腹が減っちゃいましたぁ!!　山小屋に帰ってご飯を食べましょ～!!」

　そう言えば私は山小屋と平原で二回朝ご飯を食べたけど、アリスちゃんは、日の出前の朝食以降は回復薬しか口にしてないもんね。

　残りの山道をアリスちゃんと手を繫つないで帰る。

　もしかして、アリスちゃんは私の初めての友達になるのかしら？　もう長年一緒にいる気分だったけど、よく考えたら昨日のお茶会が初対面だったのよね～。

　これからも仲良くできたら良いな。そして、アリスちゃんの破滅フラグも折れたら良い。

「あ、イザベラとアマリリス嬢、おかえりーっ!!」

　山小屋に着くと、ウルシュ君が笑顔で出迎えてくれた。

　……もう起きたのね。

「ただいまウルシュ君っ!!　アリスちゃんのレベル上げ、終わったよ[image: ][image: ]」

「ウルシュ様、ただいま戻りましたわぁ」

　アリスちゃんに言われて、ウルシュ君は複雑そうな顔をした。

「僕、アマリリス嬢に様付けで呼ばれるような立場じゃないから、普通に呼んでねぇ？」

　あ、アリスちゃんは侯爵令嬢で、ウルシュ君は大商会とは言え、商人の息子だからね。

　身分を気にしているのかな？

「ふぇ？　ではウルシュさん？」

　アリスちゃんは首を傾げて、呼び直す。

「ん～、まぁそれで良いかな？　あ、あと、第二王子起きたよぉ～」

「ふぇっ!!」

　そのまま、三人で山小屋の中に入っていくと、テーブルの席に着いて、サンドイッチを齧かじっていた第二王子が、こちらに視線を向ける。

　いまだにハイライトの消えた目だし、眠たそうな半目になっているが、薄笑いはしていない。

「ふぇ……クリストファー殿下」

　硬直するアリスちゃんに向かって第二王子は軽く手を挙げると、ワンテンポ遅れて、無気力と言うか、脱力したような感じで挨あい拶さつをする。

「……ど～も。……おかえり？」

　ふぅおおおおおおおおおっ!!　第二王子がっ!!　第二王子がっ!!

「喋しやべってる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　っげほ。……ごほっ」

「イザベラ……落ち着いて？」

　ウルシュ君は、興奮してむせる私と硬直するアリスちゃんを落ち着かせ、第二王子と同じテーブルに着かせた。

　冷静になった私達と第二王子がお互いの自己紹介を終わらせると、ウルシュ君が話を進める。

「えっとぉ。イザベラ達が帰ってくるまでに、だいたいの事情は説明しているつもりだよぉ。スキルとか、ココに居る理由とかぁ」

　ウルシュ君、素敵です。一番面倒くさそうな……じゃなかった、大変そうな説明をあっさり済ませておいてくれるなんて。ありがとう。本当に助かります。

　私は語ご彙い力が皆無だから、どう説明しようか実は悩んでいたのよね。それも、その時が来るのが少し憂ゆう鬱うつになるレベルで悩んでたのよね。

「あ、そうだ。第二王子にもあげたけど、アマリリス嬢にも渡しておくよぉ。僕が創った、自分のステータスが把握できる指輪だよぉ～」

　そう言うとウルシュ君は、魔石で出来た指輪をアリスちゃんにコロンと差し出した。よく見ると第二王子も人差し指に同じ指輪を付けている。

　ん？　《看破》スキルを弾き返すという第二王子も使える程っていうことは、結構凄すごいアイテムじゃないっ!?

「ウルシュ君そんなの創れるのっ!?　ふわぁぁあ……凄いっ!!」

「えへへぇ～。ありがとうイザベラ。イザベラのはコレね～。必要なくても、一応着けておいて～」

「わぁ、ありがとうウルシュ君っ!!」

　多分、私には【ステータス】チェックの目くらましの為にくれたんだろうなぁ。

　高価なアイテムだろうに、使わない私にまでくれるなんて、嬉うれしいよ。

　でも、勿もつ体たい無いことさせちゃったな……。さっき手に入れた魔石を、お礼としてプレゼントしよう。

「さて、第二王子についてなんだけどねぇ。スキル制御の訓練をするのは決まったんだけどぉ……」

　その後を言いづらそうにしたウルシュ君は、そのまま話を途切れさせた。

「ふぇ？　どうしたんですの？　何か問題ですの？」

　アリスちゃんに問いかけられたウルシュ君は軽く首を振ると、第二王子に向かって声をかける。

「う～ん、第二王子……自分で説明して頂けます？」

「……うん。……ボク……スキルをちゃんと扱えるようになったら……」

「「なったら？」」

「……騎士の訓練を受けて……」

「「受けて……」」

「……王都を守る、正義の騎士になるよ……」

　ウルシュ君がアリスちゃんに向かって、苦笑いを向ける。

「と、いうことで、正義の騎士になるらしいからぁ……これからもずっとアマリリス嬢は、レベル上げが必要だねぇ？」

　……山小屋に沈黙が下りる。

　フラグが建ってた[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　アリスちゃんゴメンっ!!　もしかして私のせいかもっ!!　私がフラグを建てたかもっ!!

　一〇分そこらで、建てたフラグを回収することになるとはっ!!　アリスちゃん本当ゴメンナサイっ!!

　第二王子、ゲームでハイスペックだったから、きっと騎士の訓練受けたらレベルがメキメキ上がるよっ!!　アリスちゃん逃げ切ってっ!!　レベルが追いつかないように頑張って逃げてっ!!

　アリスちゃんは硬直しているし、ウルシュ君は苦笑いで黙っているし、第二王子は言うだけ言ったら押し黙るし。

　……とりあえず、もう少し詳しく話を聞こう。

「え～と……何故、正義の騎士に？　それと〝正義の騎士〟とは？」

　少しだけ考える素振りを見せた第二王子は、ぽつぽつと語り始めた。




「……ずっと幻聴だって言われてたんだ……」

　日中は、音の奔ほん流りゆうに飲まれ、何一つ聞き取ることが出来ないでいる第二王子だが、日が落ちていくと音が少しずつ落ち着いてきて、聞こえているのは、人の声だと分かって来るのだと。そして、人が寝静まるとさらに声は減っていき、一つ一つの声を聞き取れるようになる。

「……〝助けて〟って言うんだ……」

　それは第二王子と同じくらいの年頃の子供の声だったり、女の人の声だったり。

「……楽しい声もあるけれど、夜遅くの声はだいたい泣いてたり、苦しんでいたり……」




『ここから出たい』『なんで、この子だけ……』『痛い……痛い……』『お母さん、どこにいるの？』

『誰か助けて……』『お腹空いた』『寒い』『もう逃げたい』『苦しいよぅ』




「……だから、何度も護衛にお願いに行ったんだ。誰かが『助けて』って言ってるから、助けに行ってあげてって……」

　ずっと聞こえ続ける、沢山の助けを求める声。だけど、皆はそんな声は聞こえないと言う。

　第二王子が何度も、護衛や従者に訴えても、気のせいだと、幻聴だと言われ続けた。

「……だからボクも、そうなのかな、幻聴なのかなって……」

　皆が言うように、自分が変なのかもしれない。

　自分がその声について話すと、周りの皆は悲しそうな顔をする。

　そう考えた第二王子は、その声を聞かないようにした。

　意識を遠くに向けて、声を聞かずに済むように、殻に閉じこもった。

「…………でも今日、声が聞こえるのはスキルの能力だってことが分かったんだ……」

　ボクは、おかしくなんてなかったのだと。

　あの声は、ボクにしか聞こえないけど、本物だったのだと。

　いま、ようやく長年の疑問と苦しみに、答えが出た。

「……幻聴じゃないなら、本当に、どこかに助けを求めている人がいるっていうことでしょ？」

　だけど、他の皆は気づかない。

「……ボクにしか聞こえてないなら、ボクが助けに行ってあげなくちゃ」

　そこまで語ると、悲しそうに光の無い目を伏せ、第二王子は沈黙した。

　代わりに、ウルシュ君が話を引き継ぐ。

「と、いうことらしいんだよねぇ～。自分もその〝声〟で、長年眠れないくらい苦しんでいたのに、助けに行ってあげたいんだってぇ」

　そのウルシュ君の言葉に、第二王子は顔を上げ、囁ささやくような小さな声で自分の想おもいを訴える。

「……国中の人を助けに行けるとは思ってない。せめて王都内だけでも……」




　ふおぉぉぉ……私には重い話がきたわ。こういう若干シリアス（？）な流れは苦手なんだ……。

　だけど、第二王子の主張はよく理解できたから、まさかアリスちゃんのレベルを超えないようにする為に、その夢を諦あきらめろとは言えないし、応援するべきだろう。

　アリスちゃんには、正義の騎士を超える覇者になって貰もらう必要があるけど……。

　しかし、第二王子の事情を聞くと、正義の騎士を目指すっていう心意気は素晴らしいな。

　自分も苦しんでいたけど、それ以上に、他の苦しんでいる人達の為に何とかしたいという信念は、メイン攻略者を張るだけあるんじゃないか。

　ふむ。なるほど、助けを呼ぶ、弱き者の心の声に駆けつける正義のヒーロー。良いんじゃない？

　見方を変えれば、もしかすると、その為に備わった能力かもよ、《傲慢王ルシフアーの耳》。

「良いと思うよ。全ての声を救うのは難しいかもしれないけど、〝弱者の叫びある所に、第二王子見参!!〟って広まれば、多少の犯罪抑止力になると思うし」

　ただ、邪魔に思う奴らが常に命を狙うだろうから、返り討ちに出来るくらいの圧倒的な能力がいるけどね。

「わ、わた、私も、正義の味方をしますぅっ!!」

　アリスちゃんが身を乗り出して、高く手を挙げて参加を表明する。

　……待ってっ!!　待って、アリスちゃんっ!!　君は街中での戦闘には向かないと思うよっ!?

　なんてったって、《爆撃狂ボマー》なんだからっ!!　かえって被害が甚大になる可能性があるからっ!!　落ち着いてっ!!

　第二王子も、アリスちゃんを巻き込んだら駄目だよっ!?　色んな意味でっ!!

「……ありがとう。仲間がいれば、心強いよ……」

　うああああ……第二王子。爆撃狂アリスちやんを巻き込みやがったっ!!

　どっちかって言うと、爆撃狂って響きが、正義の味方より悪役側っぽいっ!!

　仲間に爆撃狂がいるだけで、イメージが『ヒーロー』から『ダークヒーロー』へと変わるから、あら不思議。

　それに、彼女は侯爵令嬢なんだから、あまり無茶させないでぇ……。

　だけど、アリスちゃん本人は、殿下の仲間になれることに感激している様子で……もう何も言えないなぁ。

「ふぇ……殿下のお力になれるのなら嬉しいですぅ。そうだっ!!　ベラちゃんも一緒にどうですかぁ？」

　誘うなぁぁぁぁっ!!

　なんだ、そのキラーパスっ!!

「うぇあ……いや……ふっ……その、私は」

　うおぉぉぉ……アリスちゃんよぉ……。驚きすぎて、明らかに挙動不審になっちゃったでしょうがぁ。

　挙動不審の私を見かねたウルシュ君は、私の代わりにアリスちゃんへとお断りを入れる。

「え～と、イザベラは学院を卒業したらぁ、僕と結婚して、商人として行商に行くんだぁ～。世界中を旅する予定なんだよねぇ。だから王都の平和を守るのは難しいかなぁ？　ごめんねぇ？」

　ありがとうウルシュ君。卒業後は行商に行くんだったよね。世界中のどこまでも、地の果てだって付いて行くよ。

「ふぇ～。世界中を旅するんですねぇ～。凄いです。ベラちゃん、ちゃんとお手紙下さいね？」

「うん。珍しい物とか見つけたら、一緒に送るよっ!!　だから、一緒に王都の正義のヒーロー出来なくてごめんね？」

　そう謝ると、アリスちゃんは勢いよく横に首を振り満面の笑顔を私に向ける。

「いいえ!!　よく考えたら、ベラちゃんは王都の中だけに留まるのは勿体無いですぅ。世界中の色々な町や国を自由に駆け回っている方が、ベラちゃんらしいですわぁ。とっても寂しいですが、私は世界中で色々な噂うわさや騒動をたてるベラちゃんが友達だってことを、王都で誇りに思うことにいたしますわぁ!!」

　おい、ちょっと待て。

「アリスちゃん。なんで私が世界中で噂や騒動をたてることを前提で、話をしているのかな？」

「ふぇ？　だってベラちゃんだもの」

　どんな理由だよっ!?　いやいや、たてないよ？　騒動なんて。

　私は、ただの商人の妻になるんだから。

　騒動や噂をたてるのは多分ウルシュ君の方だと思うので、楽しみにしていてね。ウルシュ君なら、騒動どころか、伝説をたてると思うから。

　そんな私達のやり取りを眺めていたウルシュ君は、ふと思いついたように第二王子に声をかける。

「僕達のことは置いとくとしてぇ……騎士団での訓練は一〇歳からじゃないと始められないけどぉ、それまでの訓練は誰から受けるのぉ？　もしかして、王妃様からぁ？　もしそうなら、アマリリス嬢も一緒に参加出来ないかなぁ？」

　その質問に第二王子は首を傾げる。

「……お母様から？　……どうして？　……ボクは剣の先生を付けて貰うつもりだったけど……お母様？　……なんで？」

　その第二王子の反応に、私も首を傾げる。

「なんでって、王妃様は『Ａ級冒険者』じゃない」

「「えっ？」」

　ん？

　第二王子とアリスちゃんが、目を丸くしている。

「えっ？　って……第二王子からしたらお母様のことだし、アリスちゃんはお茶会で第二王子を連れ出す説明をする時の、王妃様と私のやり取りを聞いていたでしょ？」

　そう言うと、アリスちゃんの眼が泳ぐ。

「ふぇぇ……お話が難しくてよく聞いてませんでしたが、そう言えばベラちゃんが『えーきゅうぼうけんしゃ』とか『とうぞく』とか『くりむぞんぺるそな』とか言っていたのを、聞いたような気がしますぅ」

　そう。あのお茶会で私は王妃に、第二王子の呪いが本当はスキルの暴走であると説明し、そのスキルをすぐに制御する訓練をしないと、このままでは本当に心が壊れてしまうという内容のことを訴えた。

　しかし過去に、王妃は第二王子の呪いを調べる為に何度も《看破》を行ったが、どんなに高レベルの《看破》の所持者でも弾き返されていたので、私の言う第二王子のスキルの存在に半信半疑だった。

　そこで私は、王妃自身が《看破》スキルを持っていることを確認し、王妃に私のステータスを《看破》することを提案した。

　もし《看破》が成功したら、《強欲王マモン》のスキルで納得してもらえるし、たとえ失敗したとしても、第二王子と同じく弾き返すことで、王子と同じ〝特殊なステータス〟を持っていることが証明できる。

　結果は《看破》は失敗。それにより、今度は王妃が、第二王子を《看破》出来るようなスキルがあるなら試しに自分のステータスを読んでみて欲しいと言われた。

　その結果の一部がこれ。
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「……えーと。ボクのお母様は……冒険者？　……お母様は王妃なのに？」

　第二王子は、無表情、半目のまま首を傾げる。

　たしかに、王妃が冒険者っていうのは不思議だよね。実家が伯爵家ってことなので、独身の頃だとしても、冒険者になるのは難しい。伯爵令嬢なんだから。

　その辺の説明は私から出来ないので、ウルシュ君の方を見る。話を振ってきたと言うことは、ウルシュ君はそのことについて何か知っているんじゃない？

　私の視線を受けて、ウルシュ君はふにゃっと笑うと、頷うなずいた。

　やはり知っているらしく、説明をしてくれるらしい。

「王妃の実家が、ランバート伯爵家っていうことは知ってるかなぁ？　そのランバート伯爵家の領地についても」

　いや、領地については分かんないです。王妃の実家が伯爵家だっていうのも鑑定で知ったわけだし。

　代わりにその質問に答えてくれたのは、王子だった。

「……この国最大のダンジョンがある土地だよね。……お祖父様のランバート伯爵は、その地を領地としていて、ダンジョン都市を管理している……んじゃなかったかな？」

　へー。王妃の実家にはダンジョンがあるのか。この国最大っていうことは、他にもあるっていうことかな？　今度調べてみよう。

「だけど、それがどう王妃と繫つながるの？」

　たとえ領地にダンジョンがあるからと言って、伯爵令嬢がソコに入る許可は勿もち論ろん、冒険者になるのも、なかなか認めて貰えなそうだけど。

　アリスちゃんも同じように感じたのか、何度も頷いていた。

「ソレはねぇ。魔物が大量発生して溢あふれてくる、モンスターテンペストっていうのがあるんだけど、歴史的にランバート領のダンジョンはソレが多くてねぇ。溢れてきた魔物達が余所よそに出ないよう食い止める役割を、ランバート伯爵家とそこに連なる五家が担っているんだぁ。前線で正面切って戦うらしいよぉ、ランバート家」

「つまり王妃も、王家に嫁入りする前はランバート家の人間として魔物とソレなりに戦えるように、鍛えられてきたってこと？」

　いざという時は、令嬢であっても魔物退治に駆り出すつもりでいるっていうこと？

　カッケェな、ランバート家。

「そうだよぉ。ランバート家とそこに連なる五家に生まれて来た子供達は、男女関係なく、物心ついた頃にはダンジョン都市の別宅に移されるんだぁ。五歳で冒険者の準登録が出来るようになると、ダンジョンの一階層で薬草とかの素材採取をしたりして、八歳になる頃にはダンジョン内に月単位で放り込まれるんだよぉ。一応護衛は付くけど、半数が成人前に脱落するらしいねぇ～」

　どういう脱落の仕方なのかは怖くて聞けないけど、王妃の実家が戦闘方面で異常なまでにスパルタだっていうことは理解出来たわ。

　児童福祉法が来い。ある意味虐待だよそれ。

「ふぇぇ……どうしてそこまでしないと、いけないんですの～？」

　ランバート家の実家のスパルタ具合には、ワームを殲せん滅めつするアリスちゃんですら引いている。

「あそこのダンジョンは特殊でねぇ～。この大陸で唯一、一階層の迷宮が地上に露出しているんだぁ～。だから魔物がダンジョンから出て来やすくてねぇ、ダンジョンを高い防壁とシールドで囲っているんだよねぇ」

　一階層が地上に露出しているって、どういうことだろう？

　想像が付かなくて困惑していると、それが表情に出ていたのだろう。ウルシュ君はダンジョンについて補足してくれる。

「え～とねぇ。普通のダンジョンは、洞どう窟くつみたいな入り口から始まっていることが多くて、地下と言うか、地中に一階層があるんだけどぉ、ランバート伯爵領のダンジョンは、地上がクレーター状に凹んでいて、そこが一階層として始まっているんだぁ。ちなみに迷宮型と言うか、迷いやすい森と遺跡みたいな感じ。屋根と言うか天井が無いから、他のダンジョンと比べて魔物が領地に出てくるわけ～」

　ソレって大変なことなんじゃないの？

　その領地に住んでいる人は、魔物の危険と隣り合わせな生活をしているっていうことだよね。

「おかげで領民もなんだか強い地域でねぇ……ランバート領の兵士はこの国でも特に強いよぉ～。反乱を起こされたら、下手すると国が終わるレベルで強いから、王家としてはランバート家と繫ぎを作りたかったわけ。それが、現国王と王妃の婚姻に繫がっているんだぁ。王妃は冒険者続けたくて、王家に嫁ぐの、最初は嫌がっていたみたいだよぉ～」

　領民も環境に鍛えられてんのか……。

　そして、やっぱり王家や貴族の婚姻には、そういう思惑とかが色々絡むわけね。

「ほぇ～。でも、今は国王陛下と王妃様は仲なか睦むつまじいですよねぇ？」

「うん。国王陛下は……こう言うと不敬かもしれないけどぉ、変わり者だからねぇ……。王妃が冒険者活動を続けるのを許可してるみたいだしぃ、最近は王国騎士もランバート方式の鍛え方しているみたいで、新兵をダンジョンに放り込んでいるみたいだしぃ……多分、王妃の考えを陛下が採用したんだろうけど。そんな感じで、気が合ったみたいだよぉ？」

　そう言えば、元王女のお母様も少し変わり者のような……。

　まぁ、政略結婚だとしても、結果的に上手うまくまとまったのなら良かった。

　ただ一つ気になることがあるとすれば……。

「ウルシュ君……王妃は、いまだに冒険者やっているの？　現役で？」

「そうだよぉ、大々的にはやってないけどねぇ。お忍びって言うか、正体を隠して活動しているよぉ。仮面被って、男装して。変装しているつもりだろうけど、バレバレだよねぇ……ランバート家独特の髪の色で」

　そう。王妃様は美しく珍しい、ピンクゴールドの髪色をしている。なるほど、あの髪の色はランバート家の特有の物らしい。

　ん？　そういえば男装で仮面って、どこかで聞いたな。どこだっけ？　まぁ良いか。

「だから、第二王子は王妃様に、騎士団に入るまでの指導を受けるのかと思っていたんだぁ～」

　なるほど、たしかに騎士団の訓練に一枚嚙かんでそうな王妃なら、第二王子の訓練もしてくれるんじゃないかな？　ランバート家方式で。

　それにしてもダンジョンか～。せっかくのファンタジー世界なんだから、ダンジョンにも行ってみたいな。ドラゴンも見てみたいし、スライムやワーム以外のモンスターも見てみたい。

　よし、ウルシュ君を誘おう。

「ウルシュ君。いつかダンジョンデートしようよ」

「良いよぉ。何か良いアイテム素材が見つかるかなぁ？」

「ダンジョンでしか食べられないような、ダンジョングルメとかあれば良いねっ!!」

　ウルシュ君とダンジョンデートの計画を立てていると、マーキスさんとポールさんが帰ってきた。

「戻ったぞ～。おい、イザベラお嬢様よ、あのワームの量はさすがに無理だ。捌さばききれねぇから、ほとんど燃やしてきたぞ。ほれ、取り損ねてた魔石だ」

　マーキスさんは帰ってくるなり、まくし立てて、魔石の入った袋を投げて寄よ越こす。

　私とアリスちゃんもワームの量に途中で嫌になって、魔石の回収を諦あきらめたのだけど……そうか、燃やせば良かったのか。

　マーキスさんに魔石のお礼を言っていると、ポールさんが近づいてくる。

「ウルシュ坊っちゃん……もしよければ、治癒をお願いできませんか？」

「ポールの？　良いよぉ。怪け我が？　どうしたのぉ？」

　ポールさんは右胸を押さえている。

　あ、そういえば私、ポールさんを蹴けり飛ばしたわ。三〇ｍくらい……。

「うわぁっ!!　そうだった！　ポールさんごめんなさいっ!!　大丈夫だった!?　いや、大丈夫じゃないから治癒が必要なのかっ!!　どうなったの？」

　ポールさんは苦笑いを浮かべながら、手を振る。

「いえ、咄とつ嗟さに受け身をとったので、心配する程では無いですよ。あのままだったら、ワームに丸まる吞のみされていたので、助かりました。ありがとうございます」

「ん？　イザベラ、ポールと何かあったのぉ？」

　不思議そうにしているウルシュ君に、ポールさんを蹴り飛ばした時の経緯を説明する。

「イザベラ、ポールさんは戦闘要員じゃないけど、咄嗟に護身が出来る人で良かったねぇ。普通の人なら多分、怪我じゃ済まないから」

「本当に申し訳無いです」

　ポールさんへの治癒魔法は、私が責任もってかけさせて貰もらいました。ポールさんはアバラが四本逝ってたよ。ポールさん本当にゴメン。





◆◇◆◇◆






　ポールさんの治療が終わる頃、山小屋の外に馬車が止まる音が聞こえた。

　しばらくして、誰かが山小屋の扉をノックするので、ポールさんが立ち上がり、入り口の扉を開ける。

　入り口に立っていたのは、メイドのマリーちゃんだった。

　あの時はひとまず子供達だけで外に出たが、その後母親達の話し合いで、やはり従者を付けた方が良いだろうということになったそうだ。

　だが、第二王子が王宮から出ていることは極秘事項なので王宮の使用人や従者は動かせず、アリスちゃんの家も同じような理由で使用人が出せない。そもそもどこから話が漏れるか分からない。

　だけど私の場合は、獣人部隊の訓練に参加して一ヵ月いなかったり、よくウルシュ君の所へと出掛けているから、一番誤魔化しが効くだろうということに。そこでよく私の外出に付き合っている、専属メイドのマリーちゃんに白羽の矢が立ったのだと。

　ごめんマリーちゃん。普段から魔法の訓練を兼ねてピクニックに連れ回してきた影響で、こんな面倒な仕事が回ってくることに……。片思い相手のショーンさんとも離れ離れにしちゃってごめんね。

「私はかまいませんよ、お嬢様。それどころか、お嬢様方の身の回りのお世話をする者が、私一人であることが大変申し訳なく思います」

　マリーちゃんが申し訳なく思う要素はどこにもないんだけど、私はともかく、アリスちゃんや第二王子の世話をしてくれる人がいるのは助かるので、お言葉に甘えてマリーちゃんにお世話を頼む。

　マリーちゃんが第二王子とアリスちゃんの着替え等、身の回り品を預かってきていたので、マーキスさんとポールさんが馬車に荷物を取りに行ってくれた。

　その間にマリーちゃんを座らせ、お茶を用意して休ませる。マリーちゃんは恐縮していたが、深夜からずっと馬車に乗って来ているので、無理やり休憩させる。

　そう言えば、マリーちゃん、レベル４だったな……。現時点で第二王子のスキルの影響範囲ギリギリだから、明日からマリーちゃんのレベル上げもしないと、明日からレベル上げする第二王子のスキル効果範囲に入っちゃう。

　お茶を飲んで一息ついたところで、その後のお茶会や王宮についての話をマリーちゃんに聞く。

「そうですね、まず、お茶会の件なんですけど……お嬢様達が王宮から抜け出した辺りで、ひと騒動あったそうなんです」

　まぁ、馬車を投げたからね。騒動にもなるでしょうね。

　私とアリスちゃんは微妙な表情でマリーちゃんの話の続きを聞く。

　だけど、マリーちゃんが続けた話は、私とアリスちゃんの予想とは違ったものだった。

「なんでも、お茶会で誘拐騒ぎがあったそうなんですよ。魔術師団長のご子息である、ギース・ネイ・トーランド様の」

　それには、私とアリスちゃんだけでなく、ウルシュ君も目を丸くする。

「「「え？　ギース様の？　第二王子じゃなくて？」」」

　聞き返す私達に、マリーちゃんは神妙な顔で続けた。

「はい、第二王子様ではなく、ギース様です。そしてギース様が行方不明になった際に、一番真っ先に疑われたのが…………イザベラお嬢様でございます」

　…………。

　………………。

　……………………。

　ちょっと待ってっ!!　それ違うっ!!

　ギースを誘拐したの私じゃないっ!!　私が誘拐したのは第二王子だよっ!?

　その件に関しては、私、無実ですっ!!

















エピローグ









　光で出来た球体型の魔法陣の中に七つの光が舞っている。

　その球体型の魔法陣の外側に、輪っか状の魔法陣を三本組み立て終わった男は、満足そうに頷うなずくと、無邪気に笑う。

　年は六〇代前後だろうか、童顔の為、年齢を予想するのが難しい。

「あぁ、ちゃんとメッセージを付けておかないとねぇ」

　男はそう一人呟つぶやくと、何もない空間から手のひらサイズの立方体を取り出すと額に当て、何者かに宛てるメッセージを込めた。

　それが終わると男は、立方体を七つの光が舞う魔法陣の中に放り込む。

　立方体は魔法陣の中でしばらく回転していたが、その回転がゆっくりと止まると、小さな光の粒へと姿を変え、魔法陣の中をキラキラと輝かせた。

　それを確認した男は魔法陣に手をかざす。

「いってらっしゃい、異世界へ。必ず僕の魔王の卵を見つけてねぇ」

　その言葉に答えるように、球体型の魔法陣はゆっくりと回転しながら消えていった。

　光る魔法陣が消えたことにより、薄暗くなった部屋の中で、男は一人うっすらと笑う。




　男の名前は、ウルシュ・スネイブル。




　ガルファシア大陸に過去に存在した、ロゼリアル王国の商人の次男として生を受けたこの男は、錬金術と金貨をこよなく愛し、生涯求め続けた。

　錬金術では、特に大量殺さつ戮りく兵器の創造に興味を持ち、彼が生み出した武器や広範囲殲滅用のアイテムは膨大な数に及ぶ。

　そして、創り出したそれらの兵器が呼び込み、生み出す金貨を、愛し、異常なまでに執着した。

　この男が、破壊兵器や新たな魔術を生み出す為、研究・実験を繰り返した結果……。

　大陸の五つの山脈が姿を消し、地形を変え、三つの小国が消失し、五つの種族が絶えた。

　この男の研究によって生み出された物により、三つの大戦が起こり、十三の種族が絶え、九つの国が滅び、新たな四つの国が生まれた。

　いつしか男は、ガルファシア大陸の『最さい凶きよう災さい厄やくの大賢者』と呼ばれるようになった。

　その男が、長年追い求めてきたものがある。

　それは千年以上も前に滅んだとされる、〝生きた大量殺戮破壊兵器『魔王』〟。

　男は自らの手で魔王を造り出す為に、ここ十数年を研究に当てていた。

　だが、魔王を造り出すもととなる物を全て集め、研究を進めている時点で大きな問題が見つかった。

　魔王のもととなるものを実験体に埋め込んでも、固定することが出来ないのだ。

　それでも様々な実験を繰り返し、結果判明したのが、魔王のもとは対象者の魂に組み込まなければならないこと、そして組み込むのに適している魂を使用しなくてはならないこと。

　そして何より、魂に組み込むには、その魂が受肉する前、つまりこの世の肉体を持つ前に、魔王のもとを埋め込まなくてはいけないこと。

　これから、魔王のもとに適合する魂を持つ者が、どこで誕生するかは分からない。

　誕生したところで、その時点で受肉している為、分かったとしても意味が無い。

　さらに、もとを組み込んだ後にも作業が残っている為、自分の年齢を考えると、時間が足りない。

　そこで、男は過去に接触したことのある人物の中で、魔王のもとを組み込むのに適した魂を検索した。

　見つかった数人の中から、さらに絞り込む。

　出来ることなら、自身が魔術学院に通っている頃に接触した魂。

　魔術学院に通っていた男は、自分の研究の為の実験台を探す為、出会う人全てを鑑定していた。

　その当時の自分なら、魔王のもとを組み込まれた魂にすぐ気が付くだろう。

　そうして絞り込んだ結果、条件に合った魂を持ったのは、たった一名。




　公爵令嬢、イザベラ・アリー・ロッテンシュタイン




　彼女コレの魂を材料に『魔王』を創り出そう。

　彼女コレがイザベラとして受肉する前に、集めた魔王の元となる材料、『七大罪』を組み込むのだ。

　そして、この世界に生まれて来た彼女コレの『七大罪』を全て、『大罪王』へと進化させると『魔王』が誕生する。




　ふふ……頑張って『魔王』を創り出してねぇ、並行世界の僕。

　君が無事『魔王』を創り出した頃に、




　そっちの世界に、僕の『魔王ソレ』を取りに行くから……。





◆◇◆◇◆






「ほらっ!!　ステータス見せてあげるからっ!!　だから、元気出してっ!!　だけど見たら、ちゃんと責任取ってお嫁に貰ってね？　ねっ？」

　少しションボリして見せると、イザベラはステータスを見る許可をくれた。

　その上、ちゃんとお嫁に貰うことを約束するよう言ってくる。

　僕としては、望むところだから何の問題もない。

「うん。ちゃんと責任取ってイザベラをお嫁に貰うよぉ～」

「では、どうぞ。ついでに、私のステータスがウルシュ君にはどんな風に見えているのか教えて欲しいな」

「いいよ～。メモしようかぁ？」

　少し不安そうにしながら、お願いするイザベラを安心させるように笑う。

　どんなステータスだったとしても、僕がイザベラを手放すはずがないのに……。

　僕はイザベラの正面に移動すると、メモを片手にイザベラを見つめ鑑定を始めた。

　イザベラのステータスが表示される。

　だけどその時、予想外のことが起きた。

　イザベラの鑑定結果に被かぶせるように、何者かのメッセージが出現したのだ。

　思わず困惑し首を傾かしげる。何だろうコレ……。

　イザベラを鑑定するとそれに連動してメッセージが開くようになっているみたいだけど……。

　そのメッセージの相手が指定されている。……僕に。

　僕がイザベラのステータスを鑑定することを事前に知っていて、彼女の鑑定結果にメッセージを組み込んでいたようだ。……って、え？

　そんな馬鹿なっ！　どうやってそんなことを？　そして一体誰が？

　こんな……他人のステータスにメッセージを隠すなんてことは、聞いたことがないっ!!　不可能だっ!!

　慌てて、イザベラに気づかれないようにメッセージを開く。




『並行世界の僕へ。

　このメッセージを読んでいる頃、僕は魔術学院で実験を繰り返している頃かな？

　研究に必要なのは分かるけど、学院の生徒をあまり実験台にしないようにね。

　たしか二〇人くらいの生徒が消えた頃から、憲兵にマークされちゃって、後々の実験に支障が出るからね。

　出来れば検体は学院の外で探すように。

　さて、前置きはこの辺にして、君の目の前にいる『イザベラ嬢の魂』を持つ女性について説明しよう。

　彼女ソレの魂に『魔王のもと』を組み込んだ。

　この『七大罪スキル』と呼ばれるスキル全てを、『大罪王スキル』に進化させると、『生きた大量殺戮破壊兵器』である『魔王』の完成だよ。

　どう？　ワクワクするでしょ？

　残念ながら、スキルを彼女ソレの魂に組み込む過程で、過去に干渉しなければいけなかったから、実際の『魔王』創造の作業を僕自身が出来ないんだ。

　本当に残念だよ。魔王が誕生する瞬間を、この目で見たかったのに。

　だけど、ここまで研究を進めてきたのだから、僕自身ウルシユである君に、研究の続きを託すことにするよ。

『大量殺戮破壊兵器』の創造に情熱を傾けている僕には、これ以上ないプレゼントになったんじゃないかな？

『七大罪スキル』を『大罪王スキル』に進化させる方法だけど、全部教えてしまうと面白くないだろうから、そこは自力で頑張ってね。

　ヒントは学院内の生徒のスキルと彼女ソレの『七大罪スキル』の内容だよ。

　それじゃあ、頑張って魔王を完成させてね。


並行世界の君　　　大賢者　ウルシュ・スネイブル』



　あまりの内容に、そのまま無言で停止し、眉まゆを寄せる。

　そんな僕の様子に、イザベラは困ったようにオロオロと僕の前で挙動不審になっている。

　しばらく無言でいた所為でイザベラを不安にさせてしまったようだ。心配させないように笑って見せる。

「う～ん？　……イザベラ。質問しても良いかなぁ？」

「え？　なに？　良いけど……何か問題でもあった？」

「別に問題っていう訳じゃないんだけど……。イザベラが見てる自分のステータスに『身分』は、なんて書いてある？」

「『身分』？　『職業』のことかな？」

　イザベラは知りませんように。気づいていませんように。

　僕に見えているイザベラのステータスが、イザベラには違うように見えていますように。




[image: ]




「ねぇ……。何が見えてるの？　私の身分はどうなっているの？」

　探るように聞く僕に、イザベラは困惑したように聞いてくる。

　だけど正直に答えると、余計にイザベラを心配させてしまうし、そもそも何て読んで良いのかが分からない。最終的に僕が選んだのは、誤魔化すことだった。

「ん[image: ][image: ]？　うん。『限りなく公爵令嬢に近い〝何か〟』って書いてあるよぉ？」

　それを聞いたイザベラは、驚いた顔をすると、

「公爵令嬢だからっ!!　間違いなく公爵令嬢だからっ!!」

　激しく否定していた。

　どうやら今回は誤魔化せたみたいだけど、いつか彼女も知る時がくるだろう。

　その時、自分を実験体にして、『魔王』を創り出そうとした〝僕〟を知っても、イザベラは僕の傍そばにいてくれるだろうか。

　今までのように、僕に好意を寄せてくれるだろうか。







　並行世界の僕へ




　貴方あなたの思惑とは違い、僕はまだ魔術学院にも通っていないし、『大量殺さつ戮りく破壊兵器』にも興味は無いです。

　多分これからも興味を持つことは無いでしょう。残念だったね。

　僕が今一番興味を持っていて、大切にしているのは、婚約者のイザベラという可愛かわいい女の子です。

　多分、今の人格のイザベラと出会えたのは、貴方がイザベラの前世に干渉したことによるものなのでしょう。そのことについては感謝しています。

　それと、並行世界の僕である貴方が、一体何を、執着し大切にする『唯一』に選んだのかは知らないけど、どうやらたいした物を『唯一』に選べなかったようだね。同情するよ。

　でも、イザベラは僕のお嫁さんになるのであって、魔王になる予定なんて無いんだ。

　全力で、貴方の研究は邪魔させて貰もらうね。

　彼女はお前の物じゃない。僕の物。

　僕の『宝物』。僕の『唯一』だよ。





スネイブル商会次男　ウルシュ・スネイブル　より　










あとがき









　はじめまして、杏あんず亭ていリコです。

　私、将来オバちゃんになった時に、親戚の子供達に「オバちゃん、若い頃小説を出した事があるのよ」って自慢するんだ。そんで「その話、もう何度も聞いた」ってウザがられたい。

　こんな夢が語れるのも、小説投稿サイトにて、勢いだけで書き殴っていた私の小説を読んで下さった沢山の方々と、拾って下さった担当さんのお蔭かげです!!

　サイトでは野生の校閲様方に、書籍化作業では本物の校閲様にと、大変お世話になりました。本当に幸せな話です。有難うございました!!

　担当さん。拾って下さった上、かなり自由にのびのびと作業させて頂き、本当に有難うございました。ただ、深夜にメールして直ぐに返事が来た時には、この人、一体いつ家に帰っているんだろう？　と、少し心配に。ちゃんと休んで下さいね。

　お忙しい中、イラストを担当して下さった封宝さま。引き受けて下さり、本当に有難うございます。癖の強いキャラばかりでご迷惑をおかけします。特にウルシュ君はシンプルすぎて逆に描き難にくいんじゃないかな？　と思ってます（笑）

　沢山の方々に支えられて、本になりました。関わった全ての方に感謝の気持ちを贈ります。








杏亭リコ

RIKO ANZUTEI

福岡県在住。整形外科の看護師。

常に何かしらの妄想をしているので、一人でニヤニヤしている事が多く、人から怖がられます。もし、一人で笑っている看護師を見かけたら、それはきっと私です。

好きな物は、妖怪系の作品。最近妖怪物の漫画や小説が多くて嬉しい。



















カバー・口絵・本文イラスト　封宝

デザイン　百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）












悪あく役やく令れい嬢じようは、庶しよ民みんに嫁とつぎたい！！








杏あんず亭ていリコ
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